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お客様へのご案内
ボイスセンスをご購入いただき誠に有難うございます。
本マニュアルでは以下ボイスセンスと表記します。

ボイスセンスのパッケージ内には以下の付属品がありますのでご確認ください。
· ボイスセンス本体
· 専用バッテリー
· 専用予備バッテリー
· 専用予備バッテリー用充電器
· 専用電源アダプター
· 専用キャリングケース
· ユーザーズマニュアル（CD）

· 簡単スタートガイド（墨字・点字）

· キーストロークガイド（点字）

※付属品以外の電源アダプタやバッテリーはご利用になれません
1. ボイスセンスは、出荷時は製品の安全のためにボイスセンス本体とバッテリーが分離された状態になっています。バッテリーはフル充電されていませんので、初めてご使用になるときには必ず十分に充電してください。バッテリーをボイスセンス本体左側裏面のバッテリースロットに挿入し、電源アダプターを接続するか、専用の充電器を使用して充電ください。また、新しいバッテリーを使うときには、まず4時間以上充電してください、十分に充電されないとバッテリー充電率を正確に表示できません。ボイスセンスを購入後すぐにご使用になる場合には、必ず電源アダプターをボイスセンス本体に接続して電源を供給してください。
2. 電源アダプターが接続されていない状態でバッテリーを取り外す場合は必ず電源スイッチをオフにしてください。電源スイッチをオンにしたままでバッテリーを取り外すと、作業中のデータを失う恐れがあります。電源アダプターが接続された状態であれば、ボイスセンスの動作中にバッテリーを取り外しても問題はありません。
バッテリーを取り外す手順は以下の通りです。

1) 取り付けたバッテリーにはスライドスイッチが2つあります。

2) 点字の記載がないスライドスイッチがバッテリーのロックスイッチです。
3) 左側にスイッチを引きながらバッテリーを引くとバッテリーを取り外すことができます。
3. バッテリーで動作しているときは、充電率が15%以下になるとボイスセンスは「バッテリー充電率xx%です。」というメッセージを通知します。この場合はすぐに電源アダプターを接続してください。電源アダプターを接続していない場合は2分ごとにバッテリー充電率を通知します。充電率が5%以下になると「充電率が5%以下です。1分後に自動で電源が切れます。」と言い、1分後に自動的に電源が停止します。
4. ボイスセンスの本体は衝撃に弱い精密機器ですので取扱いにご注意ください。使用しないときにはキャリングケースに入れておくと、ほこりや衝撃から保護することができます。使用頻度が高く、キャリングケースをご使用にならない場合は、本体にほこりが入らないように軽いカバー（タオルなど）をご使用ください。
5. 点字セルは、長期間ご使用いただくために異物などが入らないよう、清潔な状態を維持してください。点字セルの動作に部分的な異常が発生した場合には販売店にお問い合わせください。
6. 本機器の保守サービスは1年間無償です。ソフトウェアアップグレードサービス及び製品情報を希望される場合は、ユーザ登録をお願いいたします。ただし、落下などの事故などで破損した場合は有償となります。ユーザ登録手続きは有限会社エクストラのウェブサイト（http://www.extra.co.jp/register.html）で登録してください。ホームページでの登録が難しい方は、ボイスセンスを購入された代理店にお問い合わせください。
7. 本機器を分解しないでください。電気的な衝撃などによる事故の恐れがあります。また本機器の分解・組立て、付属の電源アダプター以外の電源アダプターの使用による損壊、浸水など、明らかにお客様の過失による機器の誤動作、破損については、弊社は責任を負いませんのでご注意ください。
8. ボイスセンスを車の中のような密閉されていて、高温になる場所に放置すると接続されたバッテリーが故障したり、発火する恐れがありますのでそのような場所に長時間置かないようにしてください。
9. 本機器の技術的な誤りあるいはあらゆる状況で発生する問題点は、ご購入された販売店、または、有限会社エクストラにお問い合わせください。お客様のご意見は弊社の内部的な検討を経て次のバージョンアップの参考とさせていただきます。
ユーザーズマニュアルの使い方
ボイスセンスをお使いになる前に、付属の簡単操作マニュアルをご確認ください。基本的な使用方法をご確認いただけます。各メニューについて詳細をご確認いただく際に本ユーザーズマニュアルをご参照いただければと思います。ボイスセンスは豊富な機能を備えております。ご興味のある機能から一つずつお試しいただければと思います。
ボイスセンスの各機能にはショートカットキーとホットキーが用意されています。ショートカットキーとホットキーを覚えることで、様々な機能を便利に使うことができます。この説明書ではこのようなキーを説明するために特別な表記方法を用います。例えば、Space-b(1-2)と書いてある場合、「Space」キーと｢1点｣と｢2点｣のボタンを同時に押すことを意味します。これはこの説明書全体で使う重要な表記法です。
ボイスセンスをお使いいただくには、メニュー、コントロールや、エディットボックスに文字を入力する方法など基本的な操作方法をご確認いただく必要がございます。操作方法については簡単ガイドまたは本マニュアル2章「基本操作方法」をご参照ください。
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1. はじめに

1.1 ボイスセンスとは

ボイスセンス日本語版は有限会社エクストラとHIMS International Corporationが共同開発した点字入力方式の音声情報端末機です。この機器を使うと次のようなことができます。

1) 点字キーボードを使用して文書作成
2) パソコンで作成したテキスト文書とMicrosoft Wordで作成した文書の点字での閲覧と編集

3) 電子メールの送受信
4) インターネットに接続して、様々なウェブサイトの閲覧

5) wav、 mp3、 wmaなどのメディアファイルの再生機能と音声録音機能

6) DAISY図書の再生

7) データベース管理
8) MSNメッセンジャーを使用したチャット

9) スケジュール管理機能
10) 住所録の作成と検索、電子メールでの活用

11) 電卓を利用しての複雑な計算

12) パソコンとのファイル送受信

13) パソコンと接続しスクリーンリーダーの点字ディスプレイとしての使用
14) FMラジオ機能
15) 音声やラジオをmp3またはwav形式で録音可能
1.2 ボイスセンスのハードウェア
ここではボイスセンスの基本的な特徴を説明します。まずボイスセンスの外観を説明します。

ボイスセンスの大きさは、横18.8cm、奥行き7.7cm、高さ2.5cm、重量266gです。机で作業する際に滑らないよう、製品の下にはゴムが付いています。ボイスセンスの点字入力キーボードはPerkinsスタイルで、1の点から6の点の6つのキーとスペースキーを含めて7つのキーがあります。その他にエンターキーとバックスペースキー、4つのファンクションキー、左右2つずつの矢印キーがあります。

ボイスセンスのスペースキー（中央横長のキー）が手前側を向くように机の上に置いてください。ボイスセンスは小さい四角い本のような形をしています。各部の名称等を6面に分けて説明します。

1.2.1 上面
上面の手前側に４つの小さい四角いキーがあります。これらのキーがファンクションキーです。これらの4つのファンクションキーの真ん中に横長のキーがあります。これがスペースキーです。

この4つのファンクションキーの中で一番左側のキーをF1キー、F1キーとスペースキーの間にあるキーをF2キー、スペースキーの右側にあるキーをF3キー、その右側にあるキーをF4キーと言います。

F1キーの左側とF4キーの右側に各々二つの丸いキーがあります。これらの丸いキーを矢印キーと言います。規定値では左側のキーが左右矢印キー、右側のキーが上下矢印キーです。

この4つの小さいファンクションキーの奥に点字入力キーがあります。この点字入力キーは１の点から6の点までの6つの点字入力キーとエンターキー、バックスペースキー、スペースバーの9つのキーで構成されるPerkinsスタイルキーボードです。

左手の人差し指、中指、薬指、小指を左側の4つの大きいキーに置いて、右手の人差し指、中指、薬指、小指を右側の4つの大きいキーに置いてください。また、一方の親指を中央の長いキーにおいてください。

左側の4つのキーのうち、人差し指のキーが1の点、中指のキーが2の点、薬指のキーが3の点、小指のキーがバックスペースキーです。右側の人差し指、中指、薬指のキーは各々4の点、5の点、6の点です。右手の小指のキーがエンターキー、右手の親指のキーがスペースバーです。

点字入力ボタンの1点と4点の奥には二つのスピーカがあります。

1.2.2 右側面

次は、ボイスセンスの右側を説明します。手前には、USB OTGポートがあります。パソコンに接続してファイルを転送したり、USBメモリーやシンクブレイル（点字ディスプレイ）を接続するときに使います。USB OTGポートの隣には丸いポートがあります。これが電源アダプターを接続するDC INジャックです。ここにはボイスセンス付属の電源アダプター以外は差し込まないようにしてください。
1.2.3 左側面

次は、ボイスセンスの左側を説明します。ボイスセンスの左側には二つのスロットがあります。上にあるのはSD(Secure Digital)カード用のスロットです。下にあるのはCF(Compact Flash)カード用のスロットです。
1.2.4 背面

次はボイスセンスの後ろ側を説明します。

中央に小さい丸いボタンがあります。これがリセットボタンです。ボイスセンスをご使用中に異常な状況が発生した場合にはこのボタンを押して再起動してください。このボタンを押すことによりハードウェアリセットが実行されます。なお、このボタンを5秒以上押さないでください。システムが起動しなくなる危険があります。
より安全な方法としてソフトウェアリセットも用意しています。ソフトウェアリセットは、F2-F3-1-2-3-4-5-6を一緒に押すことで実行されます。

リセットボタンを押すと、ボイスセンスは再起動します。再起動にはおよそ15秒かかります。

リセットボタンの右側にはスライドスイッチがあります。これがロックスイッチです。この使用方法については次の章で詳しく説明します。

1.2.5 前面
最後にボイスセンスの前面を説明します。左側から二つの丸い穴、スライドスイッチ、5つのボタン、別のスライドスイッチがあります。

左側の穴はマイクジャックです。この右側にある穴はヘッドホンジャックです。その右側にあるスライドスイッチがオーディオモードを選択するスイッチです。このスイッチの機能については次の章で詳しく説明します。

この右側にある5つのボタンがオーディオ再生と録音のためのボタンです。これらの5つのボタンについてはメディアプレーヤーの説明の際に詳しく説明します。

この5つのオーディオボタンの右側にあるスライドスイッチが電源オン・オフスイッチです。電源をオンにするためにはこの電源スイッチを右側に引きます。電源をオフにするためにはこのスイッチを左側に押します。
1.3 ボイスセンスのハードウェア仕様

ボイスセンスのハードウェア仕様は次のとおりです。
1. OS：Windows CE 5.0
2. フラッシュメモリー：1GB
3. RAM：128 MB
4. メモリー拡張：CFメモリー、SDメモリーおよびUSBスティックメモリー
5. CPU：PXA270
6. バッテリー：分離可能なリチウムポリマーバッテリ及び内蔵のバックアップバッテリー
7. キーボード：点字キーボード、ファンクションキー、矢印キー
8. その他のボタン及びスイッチ：オーディオボタン、ロッキングスイッチ、メディアモードスイッチ、リセットボタン
9. 無線通信：無線LAN IEEE802.11 b/g、Bluetooth
10. インターフェース：USB OTG、CFスロット、SDスロット
11. サウンド：内蔵ステレオスピーカ、ステレオヘッドホンジャック
12. 音声録音：内蔵マイク、マイクジャック
1.4 ボイスセンスのメモリー

ボイスセンスには128MBのRAM(Random Access Memory)と1GBのフラッシュメモリーが搭載されています。

ボイスセンスに内蔵されている128MBのRAMはボイスセンスが動作するために必要な各種内部プログラムを実行したり、ユーザが作成したデータや外部から取り込んだファイルを編集、閲覧したりする際にデータを一時的に保管する場所です。ボイスセンスのRAM領域にあるファイルは、電源を切ったときやバッテリーが無くなったとき、また、ボイスセンスのリセットボタンを押したときには、内容が失われてしまいますのでご注意ください。

フラッシュメモリーに保存したファイルは、バッテリーの充電が切れた場合やリセットボタンを押した場合でも失われることはありません。

1.5 シンクブレイル

ボイスセンス専用の別売り点字ディスプレイ「シンクブレイル」を接続すると点字を表示することができます。シンクブレイルには20マスと32マスがあります。
2. 基本操作方法
2.1 コマンド

ボイスセンスのコマンドはキーを組合せて押すことにより実行できます。たくさんのキーの組み合わせがありますが、大部分はスペースキー（これからSpaceと表記します）、バックスペースキー（これからBackSpaceと表記します）、エンターキー（これからEnterと表記します）と他の点字キーを一緒に押す操作です。これからはこのような操作を｢-｣記号を使って表記します。
例えば、｢Space-ｚ(1-3-5-6)｣はスペースキーと点字キーの1、3、5、6の点キーを同時に押して離すことを意味します。1-3-5-6の点は英文字の｢z｣ですので、簡単に表記するときには｢Space-z｣として表記する場合もあります。

ボイスセンスではコマンドを取消して以前の段階に戻ることができます。コマンドの実行はEnterを押すことで行いますが、実行を取消して以前の段階に戻りたい場合にはSpace-z(1-3-5-6)を押してください。

2.1.1 メッセージ

ボイスセンスに今日の予定が登録されている場合、ボイスセンスの電源を入れるときや、節電モードからの復帰時などに今日の予定を読み上げます。この状態ではどのキーも動作しませんので必ずSpace-z(1-3-5-6)を押して、今日の予定を終了してから他のプログラムを実行してください。このメッセージを読み上げたくない場合は、オプション設定の｢今日の予定確認｣の設定をオフにしてください。変更方法は3.2.35章をご参照ください。

今日の予定では、予定帳の操作と同じ方法で予定の確認ができます。

プログラムの動作中にボイスセンスの電源を切って、再び電源を入れると、ボイスセンスは電源を切る前にどのプログラムが動いていたかを知らせます。例えば、ワードプロセッサーの使用中に電源を切って、再び電源を入れると、プログラム名（ワードプロセッサー）はもちろん、ファイル名、入力モード、ファイルの保護状態を読み上げます。

電源アダプターを接続したときにはボイスセンスがどのプログラムを実行中でも｢電源アダプターオン｣というメッセージを読み上げます。電源アダプターを抜いた場合には｢電源アダプターオフ｣というメッセージを読み上げます。
2.2 データ入力方法
ボイスセンスでデータを入力するには、ボイスセンスの点字入力キーボードで入力をおこないます。ボイスセンスでは、点字文書とテキスト文書の両方を入力することができます。
2.2.1 点字文書の入力方法
点字文書では｢漢字｣、｢英文｣、｢カタカナ｣、｢ひらがな｣の区別はありません。全て｢点字｣で入力します。BackSpaceを押して削除すると、点字セルの単位で削除されます。
2.2.2 テキスト文書の入力方法
テキスト文書では日本語入力モードで漢字変換を使用するのが基本です。データを入力してSpaceを押すと、候補リストが現れます。Space、Space-4、Space-1を押すと、入力したデータの候補データを一つずつ読み上げます。正しい候補を読み上げたらEnterを押して確定します。文節単位でも候補リストを呼び出せますが、文章全体を入力して候補リストを呼び出すこともできます。文章を全て入力してSpaceを押すと、文章の最初の文節から候補リストを読み上げます。Space-4あるいはSpace-1を押して候補リストを移動し、入力したい候補を読み上げたらSpace-6を押して確定して次の文節に移動し、またSpace-4あるいはSpace-1を押して候補を選択したら、Space-6を押して確定します。候補リストの項目間の移動にはSpace、Space-1あるいはSpace-4を使います。Space-6とSpace-3は文章内での移動キーです。文章内の文節の選択が終わったら、Enterを押して文章全体を確定します。同じ単語の候補リストを呼び出すと、最近使用した単語を読み上げます。候補リスト表示中に、F1-F2あるいはF3-F4を押すと、5つ前あるいは5つ後の候補を読み上げます。Space-1-3あるいはSpace-4-6を押すと、リストの最初、最後の候補を読み上げます。Spaceを押して候補リストを呼び出す前は入力した内容の一部の修正ができますが、Enterを押して確定してからは単語の一部修正はできません。候補リストを呼び出してから、その前の状態に戻りたい場合はSpace-e(1-5)あるいはF4を押します。データ入力中、候補リストを読み上げる前にEnter-Spaceを押すと、入力した内容が｢カタカナ｣に変換、BackSpace-Space-Enterを押すと、｢半角カタカナ｣に変換されます。またBackSpace-Spaceを押すと｢ひらがな｣に変換されます。これらのキーを一回押すと入力中のデータが全てカタカナやひらがなに変換されますが、繰り返して押すと一文字ずつ変換されます。
日本語変換がオフに設定された状態では上記のキーは無効になり、ビープ音が鳴ります。
F2−F4を押すと、「日本語」、「日本語変換」、「英語」、「英語全角」が切替わります。
F1-F3を押すと使用頻度の高い「日本語変換」と「英語」の入力モードを切り替えることができます。
「日本語」ではすべてひらがな入力になります。
英文は英語２級、英語１級、無変換（NABCC）で入力できます。英語を入力する際の点字入力方式と、点字ディスプレイの英語点字表示方式は｢オプションメニュー｣の「英語点字入力」と｢英語点字表示｣によって設定できます。
1) 英語入力
2) 入力方式が英語に設定されている状態では、英語１級・英語２級のどちらかで入力することができます。外字符は入力する必要はありません。
１級では通常の英文字に加えて多くの記号が入力できますが、２級では入力できない記号が多くあります。
以下に１級で入力可能な記号を記します。
! 2-3-5
" 3-5-6
# 1-3-6
$ 1-4-5-6
% 1-2-4-5-6
& 1-2-3-4-6
' 3
( 1-2-3-5-6
) 2-3-4-5-6
* 1-6
+ 3-4-6
, 5
- 3-6
. 2-5-6
/ 3-4
: 2-5
; 2-3
< 3-5
= 1-2-3-4-5-6
> 3-6
? 2-3-6
@ 2-4-6
[ 1-2-6
\ 1-2-4-6
] 3-4-5
_ 4-5-6
| 1-2-5-6
~ 4-5

2) コンピュータ点字の入力 （NABCC）
ボイスセンスではコンピュータ点字を入力する際に日本情報処理点字または無変換（NABCC）を選択することができます。詳しくは2.5.2.5を参照してください。
ここでは無変換（NABCC）の入力方法を以下に説明します。
まずすべての記号は点字１文字で表します。
小文字の英字は通常の英語１級点字と同じです。ただし英字符は付けません。大文字の英字はSpace-1-3-6で大文字モードにしてから、小文字と同じ英語１級点字を入力します。
大文字を続けて入力するにはSpace-1-3-6を二度連続して入力します。小文字モードにもどすには再びSpace-1-3-6を入力します。
数字は下がり数字で入力します。数符は付けません。
その他の記号は下記のように入力します。
! 2-3-4-6
" 5
# 3-4-5-6
$ 1-2-4-6
% 1-4-6
& 1-2-3-4-6
' 3
( 1-2-3-5-6
) 2-3-4-5-6
* 1-6
+ 3-4-6
, 6
- 3-6
. 4-6
/ 3-4
: 1-5-6
; 5-6
< 1-2-6
= 1-2-3-4-5-6
> 3-4-5
? 1-4-5-6
@ Space-1-3-6 4
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2.3 メニューについて

ボイスセンスの各プログラムにはメニューがあります。メニューから機能を実行することでプログラムの機能を使用することができます。

ボイスセンスのメニューもユーザーが使いたい機能を選択する際に手助けとなるように設計されています。メニューによっては、さらにサブメニューのあるものもあります。

2.3.1 ショートカットキーとホットキー

メニュー項目には、メニュー項目名とともにショートカットキーとホットキーが表示されます。カッコ付きで表示されるものがショートカットキー、カッコなしで表示されるものがホットキーです。ショートカットキーは、メニューが開いたときに押すと実行できます。

ホットキーは、特定のプログラムの実行中あるいは全てのプログラムの実行中に、メニューを使わずに直接実行することができます。

例えば、ワードプロセッサーの使用中に、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押すと、｢ファイル｣と表示します。ここでEnterを押すと｢新規(n) プルダウンEnter-n｣を表示します。ここで「新規」は実行する機能のことです。カッコの中の｢n(1-3-4-5)｣は｢ファイルメニュー｣で｢新規｣を実行するためのショートカットキーです。Enter-n(1-3-4-5)はワードプロセッサーを使っているときならばいつでも新規文書が作成できるホットキーです。

全てのホットキーがどのプログラムを使うときにも動作するわけではありません。特定のプログラムの実行中にのみ使用可能なホットキーもありますのでご注意ください。例えば、ワードプロセッサーで新規文書を作成したい場合、一番上のメニューであるプログラムメニューでEnter-n(1-3-4-5)を押しても動作しません。この場合は、プログラムメニューでワードプロセッサーを表示した状態でEnterキーを押して、ワードプロセッサープログラムを起動してからEnter-nを押してください。

2.3.2 メニュー間の移動

次のメニュー項目に移動したい場合は｢Space-4｣あるいは「下スクロールボタン｣を押してください。前のメニュー項目に移動したい場合は「Space-1」あるいは｢上スクロールボタン｣を押してください。

メニュー項目の中で、最初の項目に移動したい場合は｢Space-1-2-3｣を押し、最後の項目に移動したい場合は｢Space-4-5-6｣を押してください。メニュー名は移動とともに表示されます。メニュー名を再度聞きたい場合は、Space-r(1-2-3-5)を押してください。目的のメニューまで移動したら｢Enter｣を押して実行します。そのメニューにサブメニューがある場合はサブメニューを表示します。サブメニューがないメニューであれば、そのメニューが実行されます。このような操作を｢メニュー選択｣と呼びます。

このような方法以外に、該当するメニューの頭文字を利用して移動することもできます。

Enterを押して、あるメニューを実行すると、そのサブメニューが表示される場合があります。この場合は、点字ディスプレイ上のファイル名の後に右方向の矢印（→）が表示されます。音声では｢プルダウン｣と表示します。メニューの中にはEnterを押して実行すると、ダイアログボックスが表示されるものがあります。この場合には、メニュー項目の後に｢…｣が表示されます。同時に｢ダイアログボックス｣を表示します。

2.3.3 メニューの構成

メニューの構成について説明します。まず、電源スイッチをオンにしてボイスセンスを起動します。ボイスセンスのF1キーを押すとプログラムメニューを表示します。プログラムメニューはボイスセンスの最上位のメニューです。コンピュータ用語で説明すると、プログラムメニューとは全ての構成の中で親ディレクトリのようなもので、その上にメニューもディレクトリもない最上位のメニューです。プログラムメニューを構成する項目は、ファイル管理、ワードプロセッサー、電子メール、GPSナビ、プログラム、ウェブブラウザ、DAISYプレーヤー、メディアプレーヤー、MSNメッセンジャー、ラジオ、アドレス帳、予定帳、データベース管理、Bluetooth接続、ユーティリティ、オプション設定、ヘルプです。

プログラムメニューの最初の項目は｢ファイル管理｣です。ここでSpace-4を押すと次のメニュー項目のメニュー名を表示します。Space-4を繰り返して押すと最後にヘルプメニューを表示します。ヘルプメニューがプログラムメニューの最後のメニュー項目です。

ファイル管理を表示したときにSpace-4-5-6を押すと、最後のメニュー項目であるヘルプに移動します。ここでSpace-1-2-3を押すと、再びファイル管理に戻ります。つまり、Space-4-5-6を押すとプログラムメニューの最後のメニュー項目に、Space-1-2-3を押すと最初のメニュー項目に移動します。

現在のメニューから上位のメニューに移動したい場合はSpace-e(1-5)を押してください。プログラムメニューやそのサブメニューではF1キーを押すと再びプログラムメニューに戻って、最初のメニューであるファイル管理を表示します。

2.3.4 コントロール記号

ボイスセンスには様々なコントロール記号があります。この記号は｢オプションメニュー｣の｢コントロール情報｣をオンにした場合に表示されます。ボイスセンスを最初に使うときにはオンに設定されています。ただし、ウェブブラウザプログラムではオプションメニューの｢コントロール情報｣の設定に関わらず常にコントロール記号を表示します。
コントロールの名称とそれらの詳しい内容は次のとおりです。
	名称
	点字表記
	説明

	メニュー
	MN
	サブメニューのあるメニューです。

	メニュー項目
	MI
	サブメニューのないメニューです。 

	リスト項目
	LI
	一般的なリストでの項目名です。

（例:ファイル管理の｢ファイルリスト｣で｢LI‘データベース’｣あるいは｢LI Sample.txt｣）

	エディットボックス
	EB
	この記号の後に表示されるのはエディットボックス名です。このエディットボックス名の後にエディットボックスがあります。ウェブブラウザではエディットボックス名は表示されません。EBで始まるエディットボックスは1行編集用のエディットボックスです。
（例:アドレス帳でEB姓（カーソルあるいはEB（カーソル））

	複数エディットボックス
	MEB
	複数行の入力ができるエディットボックスです。

（例:メールプログラムで、MEB本文：（カーソル））

	コンピュータエディットボックス
	CE
	1行の無変換（NABCC）点字を入力するエディットボックスです。この記号が付いているエディットボックスには無変換（NABCC）で入力してください。（注：Ver.3.0　日本語版ではすべて無変換入力となります。）

（例:メールの｢宛先｣、｢宛先(Cc)｣など）

	コンボボックス
	CB
	上下移動キー（Space-1、Space-4）を押して項目を選択することができるコンボボックスです。

（例:ワードプロセッサーの｢開く｣ダイアログボックスのCB type: *.*）

	エディットコンボボックス
	ECB
	上下移動キー（Space-1、Space-4）を押して項目を選択するか、項目を直接入力することができます。

（例:ワードプロセッサーの｢開く｣ダイアログボックスのECB ファイル名（カーソル））

	プロンプトボタン
	PB
	｢はい｣、｢いいえ｣を選択する質問メッセージです。Space、BackSpaceを押して「はい」と「いいえ」を切替えます。

（例:ワードプロセッサーを終了するときに、PB 保存？：「はい」）

	スタティックボックス
	ST
	現在の状態を表示するボックスです。

（例:ワードプロセッサーでST noname.hbl/挿入モード/書き込み） 

	リンク
	LN
	ページ内のリンクです。 

	アンカー
	ANC
	ページ内のアンカーです。

	ラジオボタン
	RB
	上下移動キー（Space-1、 Space-4、 Space、 BackSpace）で項目間の移動ができるラジオボタンです。同じ方向に繰り返して押すと再び最初の項目に移動します。

(（:ファイル管理の｢情報｣ダイアログボックスでRB 属性:書き込み）

	ラジオボタン選択
	SRB
	ページ内でラジオボタンが選択されていることを示します。

	ラジオボタン未選択
	URB
	ページ内でラジオボタンが選択されていないことを示します。つまり選択が解除されたという意味です。

	チェックボックスチェックあり
	SCHB
	ページ内でチェックボックスがチェックされていることを示します。

	チェックボックスチェックなし
	UCHB
	ページ内でチェックボックスがチェックされていないことを示します。


リンク、アンカー、チェックボックスはウェブブラウザのみで使えるコントロールです。コントロール記号でどのような作業を行えばよいかがすぐに分かります。つまり、 “メニュー”、 “メニュー項目” あるいは “リスト項目” を表示している項目はSpace-1やSpace-4を利用して移動、“エディットコンボボックス”、 “エディットボックス”、 “コンボボックス”、 “複数エディットボックス” を表示しているエディットボックスでは文字を入力、”ボタン” などを表示しているときにはEnterを押す、という具合です。
2.4 ファンクションキーの使用方法

ボイスセンスには4つのファンクションキーがあります。メニューを開いたり、作業の取消、他の項目への移動を行う際はこのファンクションキーを使います。どのプログラムを使用しているときでも、F1キーはボイスセンスのプログラムメニューの呼び出しに使います。このF１キーと点字入力キーの組合せで実行したいプログラムを直接呼び出すこともできます。例えば、ワードプロセッサーの使用中にウェブブラウザを実行したい場合はF1-b(1-2)を押します。各プログラム実行中にSpace-m(1-3-4)あるいはF2キーを押すと、実行中のプログラムのメニューを表示します。F3キーはTab(Space-4-5)と同じ機能です。Space-F3はShift-Tab、つまり、Space-1-2と同様です。F4キーはコンピュータのESCキーと同じ機能を持っています。これはSpace-e(1-5)と同じ動作をします。ESCキーはプログラムの終了キーではありません。プログラム終了にはSpace-z(1-3-5-6)を使います。

ファンクションキーは他のキーとの組合せで様々なタスクを実行できます。

F1キーとF2キーを同時に押すと、パソコンの｢Page up｣キーと同じ機能になります。

F3キーとF4キーを同時に押すと、パソコンの｢Page down｣キーと同じ機能になります。

F1キーとF4キーを同時に押すとタスクIDを表示します。これはWindowsでのタスクバーと同じです。

F2キーとF3キーを同時に押すと、タスクを、現在使用中のプログラムから、動作中の別のプログラムに切替えることができます。これはパソコンの｢Alt-Tab｣と同じ機能です。タスクIDとプログラムの切替えについては2.10章のマルチタスクで詳しく説明します。

2.5 電源アダプターとバッテリーパック

ボイスセンスをバッテリーで使うときには、バッテリーの残量を確認することが重要です。残量が少ない場合には、ボイスセンスは警告メッセージを読み上げます。

バッテリーの残量を確認するにはSpace-1-6を押してください。次のような２つの項目を読み上げます。

1) バッテリー残量レベル

2) 電源ソース(バッテリーあるいは電源アダプター)

バッテリー残量レベルはバッテリー残量をパーセントで読み上げます。電源ソースは電源がバッテリー、外部の電源アダプターのどちらから供給されるかを読み上げます。

バッテリー残量が15パーセント以下になると、ボイスセンスはバッテリーの残量が15パーセント以下であることを警告します。

バッテリー残量が5パーセント以下になるとボイスセンスはバッテリー残量が5パーセント以下であることを警告し、電源アダプターから電源が供給されない場合、1分後には自動的に電源が切れます。

次に着脱式のバッテリーパックについて説明します。ボイスセンスが出荷される際、バッテリーはボイスセンス本体に挿入されています。

本体にバッテリーが装着されている状態でアダプタを使いコンセントと接続すると充電することができます。アダプタを接続した際に「ACアダプタオン」、取り外した際に「ACアダプタオフ」と表示されます。4時間以上充電することでフル充電になります。
2.6 ディスク、フォルダ、ファイルの基本説明

ボイスセンスのフラッシュメモリーは図書館の本棚のようになっています。ボイスセンスの中にあるフラッシュメモリーをディスクと呼びます。これは図書館の本棚のようなものです。本棚にある本をカテゴリー別に分類するためにパーティションを置く場合がありますが、これと同様に、区別された各カテゴリーのようなものがボイスセンスの｢フォルダ｣です。本棚にある本はボイスセンスの｢ファイル｣に該当します。必要に合わせてファイルを適当なフォルダに入れ、保存することができます。ファイルの内容に合わせてフォルダ名をつけると、ファイルを探す際に便利です。

ボイスセンスの出荷時にはフラッシュメモリーの名前を｢フラッシュディスク(flashdisk)｣と名付けてあります。この｢flashdisk｣に新しいフォルダを作ることができます。

USBポートにUSBスティックメモリーやUSBフラッシュドライブなどを接続してデータ保存領域を拡張することができます。SDカードスロットにSDメモリカードを入れてもデータ保存領域の拡張ができます。
2.7 音声ボリューム、速度、トーンの調整

ボイスセンスの音声ボリューム調整は、BackSpace-F4を押してボリュームを上げるか、BackSpace-F1を押してボリュームを下げて行います。音声速度を速くするにはSpace-F4を、遅くするにはSpace-F1を押してください。音声トーンを高くするにはEnter-F4を、低くするにはEnter-F1を押してください。

これらの変更を行うと、ボイスセンスはボリューム、速度、トーンの状態を読み上げます。これらの設定は電源をオフにして再びオンにしてもそのまま維持されます。これらの設定はオプションメニューでの設定もできます。詳しくは、3.2.14章, 3.2.15章, 3.2.16章をご覧ください。
2.8 オーディオモードの切り替え

オーディオモードスイッチの状態によって、オーディオボタンの機能が異なります。

オーディオモードスイッチを左側にすると、オーディオボタンはラジオ操作用のボタンになります。

オーディオモードスイッチが中央に設定すると、オーディオボタンはDAISYプレイヤー操作用のボタンとして動作します。

オーディオモードスイッチが右側に設定すると、オーディオボタンがメディアプレーヤー操作ボタンとして動作します。

オーディオモードスイッチの設定により、ＦＭラジオ、DAISYプレイヤ、メディアプレイヤのいずれかが再生を始めます。
2.9 キーロックスイッチ  

キーロックスイッチの設定によって、全部あるいは一部のキーを使えないようにする事ができます。

キーロックスイッチが右側に設定された場合、ボイスセンスのすべてのキー、つまり（点字キー、オーディオボタン、ファンクションキー, 矢印キー, オーディオモードスイッチ, 電源オン・オフスイッチ)が使えます。

もしこのスイッチが中央に設定された場合には、オーディオボタンのみが使えます。このときには点字キーは動作しません。

このスイッチを左側に設定した場合には、すべてのキーが使えなくなります。

ただし、リセットスイッチに関してはキーロックに関係なく使用できます。

2.10 マルチタスク

ボイスセンスは複数のプログラムを同時に実行することができます。これをマルチタスクと呼びます。例えば、音楽を聴きながらワードプロセッサーを使うこともできますし、文書作成中に電卓を呼び出して計算することもできます。

音楽を聴きながらワードプロセッサーを使いたい場合には、まずメディアプレーヤーを起動して、音楽ファイルを再生してください。音楽を聴きながらF1を押してボイスセンスのメニューを呼び出し、ワードプロセッサーを起動します。

ボイスセンスは最大７つのプログラムを同時に実行することができます。７つを超えるマルチタスクはできません。7つのプログラムの実行中にもうひとつ別のプログラムを起動すると最初起動したプログラムは終了します。

次に、マルチタスクを使う方法の例を示します。

例えば、文書「A」を編集中にファイル管理を実行し、文書｢B｣を検索してEnterを押すと、ボイスセンスは既に開いているワードプロセッサーで文書「B」をロードして読み上げます。このときに文書「A」は裏で動いています。文書「B」の編集中に再び文書「A」を編集したい場合は、Space-1-4-5-6あるいはSpace-3-4-5-6を押してAを呼び出すことができます。ワードプロセッサーでの複数の文書編集については5章で詳しく説明します。

7つのプログラムの実行中にもう一つ別のプログラムを起動すると、最初に起動したプログラムが終了します。F1を押してプログラムメニューを呼び出すか、あるいはF1-F4を押してTask IDを開いてからESCキー（SpaceまたはF4）を押すと前の実行プログラムに戻ります。

実行している複数のプログラムの中で他のプログラムに移動したい場合は、F1とF4を押してタスクIDを呼び出します。タスクIDは実行中のプログラムの名称と番号を読み上げます。Space-1やSpace-4、矢印キーを押すと、実行しているプログラムを確認することができます。検索したプログラム名を読み上げたらEnterを押してください。

F2とF3の組合せでタスクIDを開かずにプログラムの切替えができます。これは、Windowsパソコンの｢Alt-Tab｣と同じ機能です。

Space-z(1-3-5-6)を押すと、現在読み上げられているプログラムが終了して、内部で実行中の他のプログラムを読み上げます。

実行しているプログラムが一つで、Space-zを押すと、実行中のプログラムが終了してプログラムメニューに戻ります。

Space-zはESCキーとは異なりますのでご注意ください。

2.11 片手モード

ボイスセンスには片手で点字を入力するモードがあります。片手モードに設定するには、F3を押しながら電源を入れてください。両手モードに戻すには、F4を押しながら電源を入れてください。また、オプションメニューでも設定を変更することができます。片手モードでの入力方法は以下の通りです。

1) 文字を入力するにはいくつかのキーを組み合わせて入力を行いますその際全ての点字キーを押したあとスペースを押します。例えば、「h」を入力したい場合、1と2と5の点を押しますが、1と2と5の点はどのような順番で押しても構いません。また同時に押す必要もありません。最後にスペースを押して入力完了です。

2) スペースを含むキーコマンドを入力する場合は最初と最後にスペースを押します。例えば、Space-o(1-3-5)と入力したい場合には、まずSpaceを押します、次に1と3と5の点を適当な順番で押します。最後にSpaceを入力して完了です。

3) BackSpaceやEnterを含むキーコマンドを入力したい場合には点字キーの入力前にBackSpaceやEnterを入力します。そして、全てのキーを入力したらSpaceを押して完了です。例えば、Enter-l(1-2-3)と入力したい場合は、まずEnterを入力してから1と2と3の点を押し、最後にSpaceを押します。

4) SpaceやBackSpace、Enterを押す場合はそのキーを2回押します。例えば、文書中にスペースを開けたい場合はSpaceを2回押してください。

矢印キーやファンクションキー、オーディオボタンは両手モードと同じ使い方です。片手モードがオンの場合、ボイスセンスの電源を入れた時に片手モードがオンであることを読み上げ、両手モードに戻す方法も表示します。

2.12 共通キー

プログラムメニュー呼び出し: F1

プログラムメニューからの各プログラムの実行: F1-｢ショートカットキー｣ （プログラムごとに変わります）
タスクIDリストの呼び出し: F1-F4

前のプログラムに切替え: Space-F2-F3

次のプログラムに切替え: F2-F3

各プログラムでのメニュー呼び出し: Space-m(1-3-4)またはF2

閉じる: Space-z(1-3-5-6)
エスケープ: Space-e(1-5)またはF4

ダイアログボックスで次のコントロールへ移動: Tab(Space-4-5またはF3)

ダイアログボックスで前のコントロールへ移動: Shift-Tab(Space-1-2またはSpace-F3)

前の文字へ移動: Space-3

次の文字へ移動: Space-6

前の行/項目へ移動: 上スクロールボタンまたはSpace-1
次の行/項目へ移動: 下スクロールボタンまたはSpace-4

行の最初/項目へ移動: Homeキー(Space-1-3)
行の最後/項目へ移動: Endキー(Space-4-6)
文書の最初または最初の項目へ移動: Ctrl-Home(Space-1-2-3)
文書の最後または最後の項目へ移動: Ctrl-Endキー(Space-4-5-6)
前のページまたは前の32項目単位の最初の項目へ移動: Page upキー(Space1-2-6またはF1-F2)

次のページまたは次の32項目単位の最初の項目へ移動: Page downキー(Space3-4-5またはF3-F4)
各セルや項目へ移動：対応するカーソルキー

現在の項目の再読み上げ: Space-r(1-2-3-5)

現在時間の読み上げ: Space-t(2-3-4-5)
電源状態の確認: Space-1-6
オプションメニューの呼び出し: Space-o(1-3-5)

ヘルプ: Space-h(1-2-5)
ボイスセンスのバージョン確認: Space-v(1-2-3-6)
これはボイスセンスのプログラムメニューのみで使用可能です。

ネットワーク状態確認: Space-n(1-3-4-5)
これはボイスセンスのプログラムメニューのみで使用可能です。

カタカナに変換: Enter-Space
半角カタカナに変換: BackSpace-Space-Enter
ひらがなに変換: BackSpace-Space
日本語/英語入力切替: F2-F4

漢字変換 オン/オフ 英語全角・半角切替: F1-F3

現在の入力モード: Space-F2
音量を上げる: BackSpace-F4
音量を下げる: BackSpace-F1
音声速度を上げる: Space-F4
音声速度を下げる: Space-F1
音声トーンを上げる: Enter-F4

音声トーンを下げる: Enter-F1
片手モード　オン: F3を押しながら電源を入れる

片手モード　オフ: F4を押しながら電源を入れる
Bluetoothのオン/オフ：BackSpace-3-4-5-6

無線LANのオン/オフ：BackSpace-1-4-5-6
有線LANのオン/オフ： BackSpace-1-5-6

スクロールボイスのオン/オフ：F3-上スクロールボタン

点字カーソルの選択：F4-上スクロールボタン

コントロール情報の選択：F2-下スクロールボタン

8点モードのオン/オフ：F1‐下スクロールボタン
2.15　簡単起動コマンド

ボイスセンスでは以下のコマンドを実行すると、どの操作をしている途中でも希望のアプリケーションを実行することができます。その際、それまで使用していたアプリケーションは終了しません。
・F1ボタンと同時に以下のキーを押すと各アプリケーションを起動します。

例えば、ワードプロセッサの起動中でもF1とｂ(1-2)を同時に押すとウェブブラウザを起動します。

アドレス帳：a(1)

ウェブブラウザ：b(1-2)
センスチャット：c(1-4)

DAISYプレーヤー：d(1-4-5)

電子メール：e(1-5)

ファイル管理：f(1-2-4)

グーグルトーク：g(1-2-4-5)

ヘルプ：h(1-2-5)

ツィッター：i(2-4)

メディアプレーヤー：m(1-3-4)

RSSリーダ：n(1-3-4-5)

ドロップボックス：o(1-3-5)

グーグルマップ：p(1-2-3-4)

クイックブラウザ：q(1-2-3-4-5)

FMラジオ：r(1-2-3-5)

予定帳：s(2-3-4)

グーグルサーチ：u(1-3-6)

GPSナビ：v(1-2-3-6)

ワードプロセッサ：w(2-4-5-6)

・F3ボタンと同時に以下のキーを押すと各アプリケーションを起動します。

目覚まし時計：a(1)

Bluetoothマネージャー：b(1-2)

電卓：c(1-4)

ダイスゲーム：d(1-4-5)

フォーマット：f(1-2-4)

ブレインゲーム：g(1-2-4-5)

インターネット設定：i(2-4)

バックアップ復旧オプション：k(1-3)

カレンダー：l(1-2-3)

メニューマネージャー：m(1-3-4)

読み上げ辞書：p(1-2-3-4)

スクリーンリーダのターミナル：s(2-3-4)

時計設定：t(2-3-4-5)

OSアップデート：u(1-3-6)

ストップウォッチ：w(2-4-5-6)

・その他のコマンド

現在時刻：Space-t(2-3-4-5)

ネットワーク状態確認：Space-n(1-3-4-5)

バッテリー状態確認：Space-1-6

電子コンパス：Enter-5-6

デバイス名の変更：Backspace-Enter-e(1-5)
スリープタイマー：Space-j(2-4-5)

オプション設定：Space-o(1-3-5)

3.ブレイルセンスのカスタマイズ

ボイスセンスをご利用になる前に、使用者が使いやすいように各種設定を変更することができます。メインメニューの「設定」で設定を変更します。

設定メニューはF1を押して表示されるメインメニューの項目から「設定」を選択してエンターを押すと実行できます。ショートカットキーはs(2-3-4-)です。

設定メニューには、日付の設定、インターネッと設定、Bluetooth接続、読み上げ辞書、メニュー管理、バックアップ復旧オプション、デバイス名の変更、オプションメニューの8つの項目があります。それぞれの設定について以下で詳しく説明します。

3.1　日付の設定

ボイスセンス内部の時計を設定するには、設定メニューでSpace-4あるいはSpace-1を押して「時計設定｣まで移動したらEnterを押します。あるいは、設定メニューで｢t(2-3-4-5)｣を押します。

｢時計設定｣ダイアログボックスは、｢タイムゾーン｣、｢時間制｣、｢時刻｣、｢日付｣、｢確認｣ボタン、｢取消｣ボタンという項目で構成されており、項目間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。

｢時計設定｣の初回実行時にタイムゾーンを読み上げますので、Space-4あるいはSpace-1で代表都市名を選択してください。

タイムゾーンを選択したら、Tab(Space-4-5)を押して次の設定項目へ移動します。

夏時間が採用されているタイムゾーンを選択したのであれば「自動的に夏時間の調整をする」チェックボックスが表示されます。Spaceを押すことで自動的に夏時間の調整をするかどうか変更できます。タイムゾーンを「大阪・札幌・東京」に設定した場合は表示されません。
Tab(Space-4-5)を押して次の設定項目へ移動します。

次の項目は｢時間制｣です。ここでは｢12時間表記｣と｢24時間表記｣をSpace-1あるいはSpace-4で切替えて選択します。

時間制を選択したら、Tab(Space-4-5)を押して｢時刻｣設定に移動します。｢時間制｣設定で｢12時間表記」を選択すると｢午前｣と｢午後｣の表示が出ますので、Space-x(1-3-4-6)でどちらかを選択してから時刻を設定します。｢24時間表記｣に設定した場合は、午前と午後の区別なしで時刻を設定します。時刻を数字で入力するときは｢時｣と｢分｣の間にスペースかコロン（：）を挿入してください。

時刻を入力したら、Tab(Space-4-5)を押して｢日付設定｣に移動します。ここでは｢年｣、｢月｣、｢日｣の設定をします。｢年｣は4桁、｢月｣と｢日｣はそれぞれ2桁で入力し、｢年｣、｢月｣、｢日｣の間にはスペースかスラッシュ（/）を挿入してください。

入力が終わったらEnterを押すか、Tab(Space-4-5)で｢確認｣ボタンまで移動してEnterを押します。

3.2 インターネット設定

｢インターネット設定｣機能ではボイスセンスのIP（インターネットプロトコル）を設定できます。｢インターネット設定｣は、「無線LAN」、「BluetoothDUN」、「BluetoothPAN」という項目で構成されており、項目間の移動にはSpace-1かSpace-4を使います。

インターネット設定を実行するには、プログラムメニューのユーティリティでEnterを押し、Space-1かSpace-4で｢インターネット設定｣まで移動してEnterを押します。あるいは、ユーティリティメニューで｢i(2-4)｣を押します。

これから、インターネット設定について詳述します。
3.2.1 無線LAN設定

無線LANに接続をするときは、｢無線LAN設定｣機能を使用します。 ｢無線LAN設定｣を使うためには、オプションメニューにある

「無線LAN」をオンに変更します。

無線LANの設定を行うにはまず、F1を押してプログラムメニューに戻り、Space-4でユーティリティメニューまで移動してEnterを押します。次にSpace-4を何度か押して｢インターネット設定｣まで移動したらEnterを押します。

接続方法を選択する状態になり「無線LAN」と表示されますので、Enterを押して選択します。

無線LANダイアログボックスは、｢アクセスポイント｣、｢詳細｣、「閉じる」というコントロールで構成されており、コントロール間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。

無線LANダイアログボックスを開くと、｢アクセスポイント｣を読み上げます。アクセスポイントリストでは、使用可能な「アクセスポイント」情報と、項目が表示されます。「アクセスポイント」では「アクセスポイント名」「暗号化の種類」「信号強度」が読み上げられます（例： ｢linksys、暗号化：WEP、信号強度：非常に強い｣）。

リストに複数のアクセスポイントがある場合は、Space-1かSpace-4で移動し、使用したいアクセスポイント名が読み上げられたらEnterを押して選択します。選択したアクセスポイントの設定に応じたダイアログが表示されます。

1. 暗号化を設定していないアクセスポイント

暗号化を設定していないアクセスポイントでは、この時点で接続が行われます。特別な設定は必要ありません。

2. WEP暗号化を設定しているアクセスポイント

Enterを押すと「キー自動提供」と表示するチェックボックスがあります。無線LANに接続するためのキーがアクセスポイントから自動的に提供される場合にはこのチェックボックスをオンにしてください。そのほかの場合はSPACEを押して外します。続いてTab(Space-4-5)を押してネットワークキーを入力します。

正しいキーを入力後にEnterを押すと、ボイスセンスは無線LANに接続してチャイムが鳴り、「感度：」「接続」と表示します。

3. TKIP暗号化を設定しているアクセスポイント

Enterを押すと、無線LANに接続するためのキーの入力が求められます。

正しいキーを入力後Enterを押すと、ボイスセンスは無線LANに接続してチャイムが鳴り、「感度：」「接続」と表示します。
4. AES暗号化を設定しているアクセスポイント

Enterを押すと、無線LANに接続するためのキーの入力が求められます。

正しいキーを入力後Enterを押すと、ボイスセンスは無線LANに接続してチャイムが鳴り、「感度：」「接続」と表示します。
新しいプロファイルを追加したいときはアクセスポイントのリストから「アクセスポイント追加」という項目を選択します。これは「詳細」ダイアログボックスの「追加」と同じ機能です。

「詳細」ダイアログボックスは登録したアクセスポイントの修正にも使います。アクセスポイントが検出できる状態で「詳細」ダイアログボックスを開くと「プロファイル：」、「追加」、「削除」、「プロパティ」の４つのコントロールを読み上げます。各コントロール間はTab(Space-4-5)またはShift-Tab(Space-1-2)を押して移動します。

(1) ｢プロファイル：｣: ｢アクセスポイント追加｣ダイアログあるいは｢追加｣で登録したプロファイル項目の確認ができます。Space-4かSpace-1を押して移動しながら確認してください。

(2) ｢追加｣: アクセスポイントを追加できます。アクセスポイントリストの「アクセスポイント追加」と同じ機能です。「追加」には10個のコントロールがあります。追加方法を以下で説明します。

コントロール間の移動にはTab(Space-4-5)またはShift-Tab(Space-1-2)を使います。

1) ｢IP設定：｣

Space-4かSpace-1を押して｢自動｣あるいは｢手動｣を選択します。｢手動｣を選択すると、IPアドレス、サブネットマスク、Gateway IPアドレス、DNS IPアドレスを入力する必要があります。選択したら、Tab(Space-4-5)で次のコントロールに移動します。

2) ｢ネットワーク名（SSID）｣

登録を行っているアクセスポイントのSSIDを読み上げます。この項目を直接コンピュータ展示で入力することもできます。

3) ｢ネットワークモード：｣

Space-1かSpace-4を押して｢インフラストラクチャ｣あるいは｢ad-hoc｣モードを選択します。

4) ｢ネットワーク認証モード：｣

Space-1かSpace-4を押して｢共有｣、 ｢オープン｣あるいは｢wpa-psk｣, ｢wpa2-psk｣  モードを選択します。 

5) ｢データ暗号化｣

Space-1かSpace-4をおしてデータ暗号化の方法を選択することができます。前項のネットワーク認証モードを「オープン」または「共有」に設定している場合「無効」か「wep」を選択することができます。「wpa-psk」, wpa2-psk｣  を選択している場合は「AES」か「TKIP」を選択することができます。

6) ｢キー自動提供｣チェックボックス

アクセスポイントが暗号化されていない場合は、キーが自動提供されるのでチェックを入れます。暗号化されている場合は、Spaceを押してチェックを解除します。デフォルト設定ではチェックが入っています。

7) ｢ネットワークキー｣

キーが自動提供されない場合は、ここにネットワークキーを入力します。

8) 「キーインデックス」

入力したネットワークキーと一致するアクセスポイントのキーナンバーをここに入力します。

9) ｢確認｣: Enterを押すと、変更が適用されます。

10) ｢取消｣: 設定を取消すときに使います。

｢データ暗号化｣の項目で「無効」を選択していると、 6)から8)までのコントロールはスキップされます。6)の｢キー自動提供｣をチェックすると、7)と8)のコントロールはスキップされます。

(11) ｢削除｣: 選択したプロファイル項目を削除したい場合は、Tab(Space-4-5)で｢削除｣まで移動してEnterを押します。

(12) ｢プロパティ｣: プロファイルリストで選択したプロファイル項目に関する情報を確認する場合は、確認したいプロファイル項目を選択してからTab(Space-4-5)を何度顔して「プロパティ」ダイアログボックスでEnterを押すと、｢プロファイル設定｣ダイアログボックスと同じ情報が確認できます。また、各項目の登録情報の再確認や修正もできます。

｢無線LAN｣ダイアログボックスを終了するには、Space-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)を押します。
3.2.2 Bluetooth DUN設定
Bluetooth DUNを使って携帯ネットワークに接続したい場合には、ユーティリティメニューのインターネット設定へ移動して、Bluetooth DUNを選択します。Bluetooth DUNではモデムカードは使いませんが、ユーザインターフェースはモデムの設定と同じです。設定の詳細は「3.2.2モデム設定」をご参照ください。

3.2.3 Bluetooth PAN設定

Bluetoothパーソナルエリアネットワーク（PAN）のサポート

ボイスセンスは、BluetoothのPANプロフィールを使用したリモートPCとのインターネット接続の共有をサポートしています。このセクションでは、PC、ボイスセンス、それぞれの機器におけるBluetooth PANの設定と操作を説明します。

ここでは、PCのBluetoothスタックが、BlueSoleil 6.0.223.0であると説明します。

ボイスセンスを、Bluetooth PANプロファイルとPCのネットワーク接続共有機能を利用してインターネットに接続するには、以下の方法に従ってください。
A) PC側で、Bluetooth PANプロファイルを設定する

B) インターネットに接続するため、PCのホストをローカルエリア接続に設定する（有線LAN）

C) ボイスセンスとネットワークを共有するために、PCのBluetooth PANネットワークのホストを固定IPアドレスに設定する
D) ボイスセンスでプロパティを設定する

E) ボイスセンスのBluetoothマネージャを使用してPANプロファイルを登録し、PCと接続する

3.2.3.1　PCでプロパティを設定する

PCでBluetooth PANプロファイルを使用するためには、Bluetoothマネージャとネットワーク接続プロパティの2つを設定する必要があります。

1) PCでBluetooth PANプロファイルを設定する

1. Bluetooth PANプロファイルを有効にする

　最初に、BluetoothマネージャでBluetooth PANプロファイルを有効にします。PCでBluetoothマネージャを開き、ウィンドウ内の「マイ　デバイス」項目を選択し、Enterキーを押します。

　次に、「Bluetoothパーソナル　エリア　ネットワーク」プロファイルを有効にします。プロファイルを選択してポップアップメニューを表示させます。このポップアップメニューでは、PANプロファイルの有効／無効化、ステータスの確認と、プロパティの設定を行うことができます。Bluetooth PANプロファイルが無効にされているときは、リストのメニューで「有効にする」を選択してEnterキーを押し、有効にします。

2. プロパティでBluetooth PANプロファイルを設定する

 プロパティでBluetooth PANプロファイルを設定します。「プロパティ」メニューを選択してEnterキーを押し、「Bluetoothパーソナルエリアネットワークプロパティ」ダイアログを表示させます。

 このダイアログボックスで、「DHCPサーバー」にチェックを入れ、「ネットワーク領域」を「192.168.0*」に設定します。「ローカルエリア接続プロパティ」も「ネットワーク領域」によって決められるので、この値を覚えておいてください。これでBluetoothマネージャでのBluetooth PANプロファイル設定は完了です。

2)　PCでローカルエリアネットワークのホストを設定する（有線LAN）

Bluetooth　PANプロファイルを使用するためには、ローカルエリア接続プロパティを無線LANのアドホック接続と同じような方法で設定します。

1. ローカルエリア接続プロパティを設定する

 ローカルエリア接続プロパティを共有モードに設定します。コントロールパネルから、ネットワーク接続メニューを選択します。

　PCがDHCPサーバーをサポートしている場合、ローカルエリア接続のIPは「IPアドレスを自動で取得する」と「DNSサーバーアドレスを自動で取得する」にチェックを入れることで取得されます。PCがDHCPサーバーをサポートしていない場合、固定IPを使用する必要があります。

　「一般」タブでIPの設定が完了したら、「詳細設定」タブで「インターネット接続共有」を正しく設定する必要があります。「このコンピュータのインターネット接続を介して他のネットワークユーザが接続できるようにする」のチェックボックスにチェックを入れ、ボイスセンスとネットワーク接続を共有できるようにします。「ホームネットワーク接続」フィールドで「ローカルエリアネットワーク接続２」の項目を選択します。この項目はBluetooth PANネットワークアダプタです。「他のネットワークユーザーが共有インターネット接続を操作したり、切断できるようにする」にチェックが入っていると、リモート接続されている機器が共有インターネット接続を操作したり、切断できますが、このオプションは無視しても支障はありません。

次のステップで使用するので、ローカルエリア接続のIPアドレスを覚えておいてください。これでローカルエリア接続プロパティの設定は完了です。

2. PCでBluetooth PANネットワークのホストを固定IPアドレスに設定する
　次に、「ローカルエリアネットワーク接続２」で固定IPを使用するためにプロパティを設定します。コントロールパネルから、ネットワーク接続を選択します。ここから「インターネットプロトコル（TCP/IP）」を以下のように設定する必要があります。DNSサーバーアドレスは不要です。

-IPアドレス：192.168.0.1

-サブネットマスク：255.255.255.0

-デフォルトゲートウェイ：192.168.1.81

（ローカルエリア接続のIPアドレスです）

3.2.3.2　ボイスセンスのプロパティを設定する

ボイスセンスで、Bluetooth　PANプロファイルを介してインターネットにアクセスするには、以下の2通りの方法があります。

1)　インターネット接続プロパティの設定

1. インターネットプログラムの設定を実行して、IPをBluetooth PANプロファイルに設定する。

2. インターネットサービスリストからBluetooth PANの項目を選択し、Enterキーを押してIP設定ダイアログのBluetooth PANサービスを有効にする。

3. 次に、LAN設定ダイアログと同じ形でIP設定ダイアログが表示されます。このダイアログでは、IPは固定で以下の値を使用します。

-IPアドレス：192.168.0.2

-サブネットマスク：255.255.255.0

-デフォルトゲートウェイ：192.168.0.1

（リモートPCのBluetooth　PANのIPアドレスです。）

4. Enterキーを押してIP設定を保存します。

2)　PANプロファイルをBluetoothマネージャに登録する

1. 最初にボイスセンスでBluetoothデバイスの電源を入れる

2. Bluetoothプログラムを実行することで、付近にあるBluetoothデバイスをボイスセンスが検索します。

3. この時点で接続するPCを選択することで、選択されたPCのサービスリストが表示されます。

4. サービスリストからBluetooth　PANサービスを選択しEnterキーを押す。PCとボイスセンスの間で認証が行われます。完了すると、自動的にPANサービスとの接続を開始します。ボイスセンスがPCのインターネット接続の使用を無事承認されるとベル音が鳴り、ボイスセンスはBluetooth　PANプロファイルを介してインターネットにアクセスできるようになります。

3.3 Bluetooth接続

Bluetooth接続は様々なデバイスと無線で接続するプログラムです。現在対応しているサービスは、LANサービス、FTPサービス、ActiveSyncサービス、シリアルポートサービス、DUNサービスです。
ボイスセンスにはBluetooth機能が内蔵されています。
Bluetooth接続を使用するためには、まずオプション設定でBluetooth接続を「オン」に設定してください。詳しい設定方法は3.8.2.43章 Bluetoothを参照してください。
Bluetooth接続を実行するには、プログラムメニューの設定でEnterを押し、Space-1かSpace-4で｢Bluetooth接続｣まで移動してEnterを押します。あるいは、設定メニューで｢b(1-2)｣を押します。

ボイスセンスは自動的に周辺のBluetoothデバイスをスキャンし、さらにそのデバイスのサービスをスキャンします。スキャンされたサービスの中から一つを選択してEnterを押すと、無線接続によりそのデバイスを使用することができます。
Bluetooth接続には次のようなメニューがあります。メニュー間の移動にはSpace-4かSpace-1を使います。

1) デバイススキャン: Bluetoothデバイスを再スキャンします。

2) デバイス名: ボイスセンスに特別な名前を付けることができます。名前を付けた場合は、ボイスセンスをリセットする必要があります。
これを実行するには、Space-m(1-3-4)かF2を押して｢デバイス名｣でEnterを押します。｢デバイス名：xxx？｣というコンピュータエディットボックスを読み上げますが、｢xxx｣は現在のデバイス名ですので、新しい名前を入力してEnterを押すと、｢デバイス名を変更しました｣というメッセージを読み上げ、新しいデバイス名が適用されます。

3) ペアリング情報削除：デバイスの設定を削除できます。Bluetoothデバイスが接続させるとそのデバイス設定は自動的にボイスセンスに記録されます。この設定を削除したい場合はBluetoothデバイスリストで削除したいデバイス名を読み上げたところでSpace-d(1-4-5)を押すと削除することができます。するとボイスセンスは「デバイス設定を削除」と読み上げて設定を削除します。
4) 閉じる: Enterを押すと、Bluetooth接続が終了します。

デバイスが接続されていない場合は、｢接続されたサービスがありません｣というメッセージを読み上げて、前の状態に戻ります。

3.3.1 Bluetoothデバイス検索

ボイスセンスでBluetooth接続を起動すると自動的に実行します。これを実行すると、｢Bluetoothデバイス検索中…｣と表示し、リモートBluetoothデバイスを検索します。スキャン後に、ボイスセンスは｢デバイス名 xx/yy｣のようにリモートBluetoothデバイスリストを読み上げます。ここで｢xx｣は選択されたデバイスの順番で、｢yy｣はスキャンされたリモートデバイスの総数です。このリスト内の移動にはSpace-1かSpace-4を使います。デバイスをスキャンした後で、改めてスキャンをする場合は、Enter-r(1-2-3-5)を押します。

Bluetooth接続がアクティブの状態でも、ボイスセンスにBluetoothアダプタが挿入されていない場合には動作しません。この場合、ボイスセンスは｢Bluetoothデバイスを確認するか、再挿入してください｣というメッセージを読み上げて、2秒後には自動的にBluetoothプログラムを終了します。

ボイスセンスはリモートBluetoothデバイスにより、「BrailleSenseボイスセンス***」というデバイス名で認識されます。（***はそれぞれの機器に割り振られた数字が入ります。）ボイスセンスのBluetoothデバイス名を変更したい場合には、Space-m(1-3-4)かF2を押して｢デバイス名｣でEnterを押します。次に変更したい名前を入力して Enterを押します。

3.3.2 Bluetoothサービス検索と接続
リモートBluetoothデバイスリストの中の接続したいデバイス名でEnterを押すと、｢サービス検索中…｣と表示したのちにリモートBluetoothデバイスのサポート可能なサービスリストを｢サービス名 xx/yy｣のように読み上げます。検索されたサービスリストではSpace-1あるいはSpace-4を押して移動します。デバイスリストに戻りたい場合にはBackSpaceを押します。
ボイスセンスはLAN、FTP、ActiveSync、シリアルポート、USBポート、ヘッドセット、Bluetooth DUNをサポートしています。これらのサービスを利用する際はそれぞれのBluetooth機器が検出されていることと、接続可能な状態にあることを確認してください。
選択したサービス名でEnterを押すとリモートBluetoothデバイスとのサービス接続を試みます。リモートBluetoothデバイスによってはサービス接続時に認証手続きがある場合もあります。
認証手続きがある場合には、「リモートBluetoothデバイスで先にpin codeを入力した後にボイスセンスでpin codeを入力してください」というダイアログボックスが現われます。ここで、リモートBluetoothデバイスにて入力したpin codeと同じpin codeをコンピューター点字で入力します。pin codeは決められたあるいは任意の四桁の数字です。
サービス接続に成功すれば｢サービス名 （接続） xx/yy｣のように読み上げます。

LANサービス、ActiveSyncサービス、SerialPortサービス、DUNサービスはサービス接続後サービスリストにまた戻り、FTPサービスの場合にはリモートフォルダ（リモートBluetoothデバイスのフォルダ）を読み上げます。

また同時にいくつかのサービスを接続して使うこともできます。

以下各サービスの使用方法について説明します。
3.3.2.1 LANサービス

LANサービスで、有線LAN、モデム、無線LANのようにインターネットへの接続ができます。LANサービス接続成功後には、ボイスセンスのマルチタスクによってメールとウェブブラウザを使用することができます。

マルチタスクを実行するには、Bluetooth接続のLANサービスを利用中にF1を押してメールやウェブブラウザを起動します。LANサービスを切断する場合は、Bluetooth接続にタスクを切り替えてEnter-d(1-4-5)を押します。すると、｢サービス切断｣と表示して、サービスリストに戻ります。切断後には、｢切断｣という表示がリストから消去されます。

3.3.2.2 FTPサービス

このサービスはパソコンのFTPプログラムのように動作します。以下、FTPサービスの利用中には、リモートBluetoothデバイスのファイル/フォルダリストを｢リモートフォルダリスト｣、ボイスセンスのファイル/フォルダリストを｢ローカルフォルダリスト｣と呼びます。

FTPサービス接続が完了すると、Bluetooth接続により、リモートBluetoothデバイスに指定されたリモートフォルダリストに移動します。リモートフォルダリストはファイル管理のフォルダリストと似ています。FTPサービスでは、次の処理が可能です。

1) コピー
2) 貼り付け
3) 移動
4) ファイル受信
5) 新規フォルダ
6) ファイル/フォルダ削除
7) ローカルフォルダを開く: Enterを押すと、ローカルフォルダリストに移動します。

8) 全て選択: リモートフォルダリストの全てのファイルを選択します。

9) 情報
3.3.2.2.1 コピーと貼り付け

これはローカルフォルダリストとリモートフォルダリストの間でファイルのコピーと貼り付けを行う機能です。ローカルフォルダリストのファイルをリモートフォルダリストにコピーする方法は次のとおりです。

1) FTPサービスに接続した後、リモートフォルダリストでSpace-mまたはF2を押してメニューを開き、｢ローカルフォルダを開く｣でEnterを押すか、メニューを呼び出さずにEnter-o(1-3-5)を押すと、｢ローカルフォルダを開く｣というメッセージに続いて、ボイスセンスのディスクリストを読み上げます。デフォルトディスクは｢Flashdisk｣です。SDカードやUSBメモリーが挿入されている場合は、それらもディスクとして読み上げられます。

2) ディスク名でEnterを押してそのディスクに入り、ファイル管理のように、移動キーを利用してファイルを選択します。フォルダの選択や移動はできませんのでご注意ください。

3) 移動するファイルを選択したら、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢コピー｣でEnterを押します。あるいは、メニューを呼び出さずにEnter-c(1-4)を押します。

4) コピーを実行すると、｢リモートフォルダに移動｣というメッセージを読み上げ、リモートフォルダリストに入ります。

5) リモートフォルダリストで、Enterを押してファイルを貼り付けたいフォルダに入ります。Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢貼り付け｣でEnterを押します。あるいはメニューを呼び出さずにEnter-v(1-2-3-6)を押します。貼り付けの実行中、貼り付けるファイルのサイズが300kBを超える場合は、10%単位で進行状況を読み上げます。ファイルのサイズが300kB以下の場合は読み上げません。

6) ファイルを貼り付けると｢xxxファイル貼り付け｣と表示し、貼り付けられなかった場合は、｢xxxファイルが貼り付けられませんでした｣というメッセージを読み上げ、リモートフォルダリストに戻ります。

リモートフォルダリストからローカルフォルダリストにファイルを移動する方法は次のとおりです。

1) FTPサービスに接続し、リモートフォルダリストで移動キーを使ってファイルを選択します。ファイル間の移動及び選択方法はファイル管理と同じです。フォルダの選択や移動はできませんのでご注意ください。

2) コピーするファイルを選択したら、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢コピー｣でEnterを押します。あるいは、メニューを呼び出さずにEnter-c(1-4)を押します。

3) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢ローカルフォルダを開く｣でEnterを押すか、メニューを呼び出さずにEnter-o(1-3-5)を押すと、｢ローカルフォルダを開く｣というメッセージに続いてディスクリストを読み上げます。デフォルトディスクは｢Flashdisk｣です。SDカードやUSBメモリーが挿入されている場合は、それらもディスクとして読み上げます。選択したいディスクでEnterを押してください。ファイル管理と同じように、フォルダを移動、選択してコピーしたファイルを貼り付けることができます。

4) 選択したいフォルダでEnterを押したら、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢貼り付け｣でEnterを押します。あるいは、メニューを呼び出さずにEnter-v(1-2-3-6)を押します。貼り付けの実行中、貼り付けるファイルのサイズが300kBを超える場合は、10%単位で進行状況を読み上げます。ファイルのサイズが300kB以下の場合は読み上げません。ファイルを貼り付けると｢xxxファイル貼り付け｣と表示します。全ての貼り付けが終わると、｢貼り付け完了｣と表示して、ローカルフォルダリストに戻ります。貼り付けられなかった場合は、｢xxxファイルが貼り付けられませんでした｣というメッセージを読み上げ、リモートフォルダリストに戻ります。

3.3.2.2.2 移動

これはファイルを｢ローカルフォルダリスト｣から｢リモートフォルダリスト｣に移動する機能です。移動は｢ローカルフォルダリスト｣のみで実行可能です。｢コピーと貼り付け｣と似ていますが、ファイルの移動先フォルダは選択できません。ファイルを｢リモートフォルダリスト｣のルートに送ることはできます。この機能の使用方法は次のとおりです。

1) FTPサービス接続後、｢リモートフォルダリスト｣でSpace-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢ローカルフォルダを開く｣でEnterを押すか、メニューを呼び出さずにEnter-o(1-3-5)を押すと、｢ローカルフォルダを開く｣というメッセージに続いて、ボイスセンスのディスク名を読み上げます。デフォルトディスクは｢Flashdisk｣です。

2) 選択したディスク名でEnterを押します。ファイル管理と同じように、移動キーを使ってファイルを選択します。フォルダは選択できません。

3) 移動するファイルを選択したら、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢移動｣でEnterを押します。あるいは、メニューを呼び出さずにEnter-s(2-3-4)を押します。

4) ファイルのコピーと同じように、300kBを超えるファイルの移動中には、10%単位で進行状況を読み上げます。ファイルの移動が終わると、｢xxxファイル移動｣というメッセージを読み上げます。ファイルの移動が失敗した場合は、｢xxxファイルが送れませんでした｣というメッセージを読み上げます。選択した全てのファイルの移動が終わると、｢送信完了｣と表示して、リモートフォルダリストに戻ります。

3.3.2.2.3 ファイル受信

これは｢リモートフォルダリスト｣から｢ローカルフォルダリスト｣にファイルを受信する機能で、｢リモートフォルダリスト｣のみで使えます。｢コピーと貼り付け｣機能と似ていますが、ローカルフォルダリスト内にあるファイル送付先のフォルダは選択できません。ファイルは｢Flashdisk/download｣のみに受信できます。この機能の使用方法は次のとおりです。

1) FTPサービス接続後、ファイル管理と同じように、リモートフォルダリストで、ローカルフォルダリストに送りたいファイルを選択します。フォルダは選択できません。

2) ファイルを選択したら、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢ファイル受信｣でEnterを押します。あるいは、メニューを呼び出さずにEnter-r(1-2-3-5)を押します。

3) ファイルのコピーと同じように、300kBを超えるファイルの受信中には、10%単位で進行状況を読み上げます。ファイルが300kB以下の場合は、読み上げません。ファイル受信が成功すると、｢xxxファイル受信｣と表示します。ファイル受信が失敗した場合は｢xxxファイルが受信されませんでした｣というメッセージを読み上げます。受信が終わると、｢受信完了｣と表示して、リモートフォルダリストに戻ります。

3.3.2.2.4 新規フォルダ

これはローカルフォルダリストやリモートフォルダリストに新規フォルダを作成する機能です。この機能の使用方法は次のとおりです。

1) FTPサービス接続後、新規フォルダを作成したいローカルフォルダリストまたはリモートフォルダリストに入ります。

2) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢新規フォルダ｣でEnterを押すか、メニューを呼び出さずにEnter-f(1-2-4)を押すと、｢新規フォルダ名？｣というエディットボックスが開きます。

3) フォルダ名を入力してEnterを押すと、｢xxxフォルダを作りました｣というメッセージを読み上げ、この機能を実行する前のリスト（ローカルフォルダリストまたはリモートフォルダリスト）に戻ります。

新規フォルダ作成を取消したい場合は、Space-z(1-3-5-6)を押します。

3.3.2.2.5 ファイルやフォルダの削除

これは、ローカルフォルダやリモートフォルダリストでファイルやフォルダを削除する機能です。この機能の使用方法は次のとおりです。

1) FTPサービス接続後、ファイルやフォルダを削除したいローカルフォルダあるいはリモートフォルダリストまで移動します。

2) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢ファイル/フォルダ削除｣でEnterを押します。あるいは、メニューを呼び出さずに、Space-d(1-4-5)を押します。削除完了後には｢削除完了｣と表示します。選択したフォルダにファイルがある場合は削除できません。ファイル管理のように複数のファイルを選択して削除することもできます。

3.3.2.2.6 情報

これはローカルフォルダあるいはリモートフォルダリスト内のファイルやフォルダの情報を確認する機能です。この機能の使用方法は次のとおりです。

1) FTPサービス接続後、情報を確認したいファイルやフォルダを含むローカルフォルダあるいはリモートフォルダリストに移動します。

2) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し｢情報｣でEnterを押すか、メニューを呼び出さずにEnter-i(2-4)を押すと、｢情報ダイアログボックス」と表示します。このダイアログボックスには｢タイプ｣、｢サイズ｣、｢日付｣、｢属性｣、｢確認｣、｢取消｣というコントロールがあり、コントロール間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。

フォルダ情報には｢属性｣がありません。

複数のファイルを選択すると、｢選択したファイルの数｣、｢サイズ｣、｢確認｣、｢取消」と表示します。

3.3.2.3 ActiveSyncサービス

ActiveSyncサービスを選んで接続します。このサービスを利用するには、パソコンのActiveSyncプログラムの接続設定で検索対象からUSBを外し、正しいシリアルポート（COMサーバーポート）を検索対象として指定しておく必要があります。
USBのActiveSync接続のように、リモートBluetoothデバイスからボイスセンスに、あるいはボイスセンスからリモートBluetoothデバイスに、ファイルをコピーしたり貼り付けたりすることができます。

サービス接続を切断するには、Bluetooth接続でEnter-d(1-4-5)を押します。すると｢サービスが切断しました｣というメッセージを読み上げて、サービスリストに戻ります。

このサービスの使用前には、必ず使用中のボイスセンスのリモートBluetoothデバイスがUSBのActiveSyncを使用していないかどうかを確認してください。使用していたときには、USB ActiveSyncを切断してからBluetooth ActiveSyncサービスを使用してください。
3.3.2.4 シリアルポートサービス

コンピュータでJAWSを使用している場合に、ボイスセンスをJAWSの点字ディスプレイターミナルとして使用する機能です。ターミナル機能もボイスセンスのマルチタスク機能の一つですので、他の作業と同時に使うことができます。
まずパソコン側からパスキー交換とペアリングを行い、発信ポートのポート番号を調べたら、JAWSの点字ディスプレイとしてBraille Senseを選択し、ポート番号を指定します。JAWSのユーザインターフェースがサポートするポート番号は限られていますので、場合によっては｢jfw.ini｣を手動で書き換えなければならない可能性があります。

次に、プログラムメニューのユーティリティでEnterを押し、Space-4で｢スクリーンリーダーのターミナル｣まで移動してEnterを押すと、接続方法リストを読み上げます。このリストには、｢シリアルポート｣、｢Bluetoothシリアルポート｣、｢USBポート｣という項目がありますので、Space-1かSpace-4で｢Bluetoothシリアルポート」まで移動し、Enterを押して選択します。

JAWSを再起動するとボイスセンスはスクリーンリーダーのターミナルとして動作します。

3.3.2.5 Bluetooth DUN
このサービスを利用すると、Bluetooth DUN（Dial Up Networking）を使って携帯電話網に接続し、ウェブブラウザやメールなどを使うことができます。

まず、ボイスセンスがBluetoothプログラムを利用して携帯電話を検出したら、サービスを探索します。Bluetooth DUNサービスが見つかったらそれを選択し、
続いて認証を実行し携帯電話網に接続します。
続いて、ユーティリティメニューのインターネット設定まで移動し、BluetoothDUNを選択してEnterを押します。これを使用するためのユーザインターフェースはモデムの設定と同じです。
このように設定すると、Bluetooth DUNを利用してウェブブラウザとメールが使えます。ウェブブラウザやメールプログラムを実行する前にBluetooth DUNが携帯通信網に接続します。この接続状態は、ウェブブラウザやメールプログラムを閉じると切断されます。

3.3.2.6 マルチ接続

LANサービス、FTPサービス、ActiveSync、シリアルポートサービス、DUNサービスを同時に使うことができます。ただし、他のサービスの使用中にはFTPサービス接続はできませんので、FTPサービスを接続してから他のサービスを使用してください。

3.3.3 Bluetooth接続のホットキー
Bluetoothデバイスのスキャン: Enter-r(1-2-3-5)

デバイス接続: デバイス名でEnterを押します。

ペアリング情報削除: Space-d(1-4-5)
サービス接続: サービス名でEnterを押します。

サービス切断: Enter-d(1-4-5)

FTPサービス
ローカルフォルダを開く: Enter-o(1-3-5)

コピー: Enter-c(1-4)

貼り付け: Enter-v(1-2-3-6)

移動: Enter-s(2-3-4)

ファイルの復旧: Enter-r(1-2-3-5)

新規フォルダ: Enter-f(1-2-4)

ファイル/フォルダの削除: Space-d(1-4-5)

情報: Enter-i(2-4)
3.4 読み上げ辞書

「読み上げ辞書」はボイスセンスの読み上げや発音を修正するために使用します。設定メニューでp(1-2-3-4)を押して実行します。
「読み上げ辞書」は「単語追加」ボタン、「単語修正」ボタン、「単語削除」ボタン、「閉じる」ボタン、「取消」ボタンで構成されています。これらのコントロール間はTab（Space-4-5)またはShift-tab（Space-1-2)で移動することができます。このリストでは「単語：xx-yy」と表示されます。xxには元の単語を入力し、yyには元の単語の読み仮名を入力します。例えば、WHOという単語を世界保健機構と読ませたい場合は「単語：WHO－世界保健機構」と単語を追加します。このリストに項目が複数ある場合はSpace-1 またはSpace-4を押すとリスト項目間を移動できます。また、リストに対応する点字カーソルキーを押しても項目を開くことができます。例えば、10個のリストの5番目の項目を開きたい場合は点字カーソルの左から5番目を押すとリストの5番目の項目を開くことができます。このリストはアルファベット順ではなく追加された順番に加えられます。
新しい単語を加えたい場合は「単語追加」ボタンでEnterを押すかSpace-i(2-4)を押してください。｢単語入力:｣と表示しますので、発音を登録したい単語を入力してEnterを押します。次に、Tab（Space-4-5）を押して｢読み：｣と表示したら、登録したい発音を入力してEnterを押すか、「確認」ボタンへ移動してEnterを押してください。単語追加が完了すると自動的に「単語追加」ボタンへフォーカスが戻ります。Space-i(2-4）を押して「単語追加」を実行すると最後に追加した単語を表示します。この単語追加を取消したい場合は「取消」ボタンでEnterを押すか、Space-e(1-5)を押すか、Space-ｚ(1-3-5-6)を押してください。
単語の修正をしたい場合は読み上げ辞書リストでSpace-1またはSpace-4を押して修正したい単語にフォーカスをあてて、Tab（Space-4-5）を押して「単語修正」ボタンを選択してEnterを押してください。または修正したい単語のリスト項目でSpace-m(1-3-4)を押してください。すると「単語を修正しますか？（フォーカスされた単語）」と表示されます。ここでTab（Space-4-5)を一度押すと「読み：新しい発音」と表示されますので新しく読ませたい発音を入力してEnterを押してください。または「確認」ボタンでEnterを押すと単語修正が完了して、「単語修正」ボタンにフォーカスが戻ります。Space-m(1-3-4）を押して「単語修正」を実行すると修正した単語を表示します。この修正を取消したい場合は「取消」ボタンでEnterを押すか、Space-e(1-5)を押すか、Space-ｚ(1-3-5-6)を押してください。
登録されている単語を削除したい場合は読み上げ辞書リストから削除したい単語を選んでください。次にTab(Space-4-5)を押して「単語削除」ボタン選択してEnterを押して実行してください。または削除したい単語にフォーカスをあててSpace-d(1-4-5)を押しても削除できます。実行すると「削除？はい」と確認を求められますので、削除したい場合は「はい」でEnterを押してください。削除しない場合はSpaceを押して「はい」を「いいえ」に切り替えてEnterを押してください。
「読み上げ辞書」を終了するときは「閉じる」ボタンでEnterを押すかSpace-ｚを押してください。
If you want to exit “読み上げ辞書,” you can press “enter” on “閉じる” button or press “space-z (dots 1-3-5-6).”
3.5 メニュー管理

　「メニュー管理」を使って、メインメニューに登録されているプログラムの表示/非表示を切り替えたり、名前を変更することができます。また、新しいプログラムを登録することもできます。設定メニューでm（1-3-4)を押して実行します。
　「メニュー管理」を起動すると、メニュー管理を行うためのダイアログが表示されます。このダイアログには、現在登録されているプログラムリスト・プログラムの追加・プログラムの削除・プログラム情報の修正・確認・取り消しの各ボタンがあります。それぞれのコントロールの移動にはTabキー（F3キーまたはSpace-4-5）、Shift-Tabキー（Space-F3またはSpace-1-2）そ押します。プログラムリストの移動には上下矢印キーを押します。
プログラムリストでは、項目をメインメニューに表示するかどうかを切り替えることができます。切り替えたいプログラムを上下矢印キーで選択してSpaceキーを押します。「オン」ではプログラムがメニューに表示され使用することができます。「オフ」ではメニューに表示されず使用できなくなります。「ファイル管理」と「ユーティリティ」・「メニュー管理」は非表示にすることはできません。
　新しいプログラムを追加するには、F3キーを何度か押して「プログラムの追加」ボタンに移動してEnterキーを押します。
「実行ファイル名」というボタンに移動しますのでEnterキーを押します。ファイルを開くダイアログが表示されますので、ファイル管理やワープロでファイルを開くのと同じ操作で、実行可能なファイルを選択してください。登録したいファイルが見つかったら、Spaceキーを押して選択しEnterキーを押します。
　F3キーを押して「プログラム名」のエディットボックスに移動します。登録するプログラムの名前を入力してください。
　F3キーを押して「ショートカットキー」のコンピュータエディットボックスに移動します。登録するプログラムを起動するためのショートカットキーを入力します。ショートカットキーは他のメニュー項目と重複した指定はできません。
　F3キーを押して「インターネットにアクセスする」チェックボックスに移動します。登録するプログラムがインターネットへのアクセスが必要な場合には、Spaceキーを押してチェックをオンにします。
　F3キーを押して「確認」ボタンに移動します。Enterキーを押すとプログラムが登録されます。
　登録されたプログラムは、メインメニューの「プログラム」の中に表示されます。
　プログラムを削除するには、プログラムリストから上下矢印キーを使って削除したいプログラムを選択します。続いてF3キーを何度か押して「プログラムの削除」ボタンに移動してEnterキーを押します。
なお、標準で搭載されている「共通プログラム」は削除できません。
　メニューの登録情報を変更するには、プログラムリストから変更したい項目を上下矢印キーで選択して、F3キーを何度か押して「プログラム情報の修正」ボタンに移動してEnterキーを押します。プログラムの追加を行ったときと同じ方法で、情報の修正を行います。このとき、全ての登録情報が表示されますが、共通プログラムは名前のみ変更可能です。
　登録や修正・削除が終了したらF3キーを何度か押して「確認」ボタンに移動してEnterキーを押してください。
プログラムの追加や削除・情報の変更は、一度本体をリセットし再起動すると有効になります。
3.6 バックアップ復旧オプション

｢バックアップ/復旧オプション｣は使用者がボイスセンスを使いながら各プログラム内で、または共通で設定しておいたオプションをバックアップしたり復旧する機能です。設定メニューでk(1-3)を押して実行します。

｢バックアップ/復旧オプション｣が実行されると、ダイアログボックスが現われます。ダイアログボックスには｢プログラムオプションチェックボックスリスト｣、「全て選択」、「バックアップ」、「復旧」ン、「取り消し」があります。チェックボックスリスト内ではSpace-1あるいはSpace-4を押して移動して、コントロールの間ではTab(Space-4-5)あるいはShift-Tab(Space-1-2)を押して移動します。

｢プログラムオプションチェックボックスリスト｣には｢メインオプション｣、 「ファイル管理オプション」、「ワードプロセッサーオプション」、「アドレス帳オプション」、「予定帳オプション」、「メディアオプション」、「ウェブブラウザオプション」、「電子メールオプション」、「bluetooth接続オプション」、「メッセンジャーオプション」、「データベース管理オプション｣があります。 ここでバックアップあるいは復旧したいプログラムオプションに移動してSpaceを押して選択します。選択を解除したい場合には、もう一度Spaceを押します。選択したオプションをバックアップしたい場合には｢バックアップボタン｣でEnterを押して、復旧したい場合には｢復旧ボタン｣でEnterを押します。リストにあるすべてのプログラムを選択するには｢全体選択ボタン｣のところでEnterを押します。

バックアップボタンを押すと、バックアップファイルを保存するパスを選択するリストが現れます。デフォルトでは、フラッシュディスクを読み上げます。ここでファイル管理にて使用する移動キーを使ってバックアップファイルを保存するディスクあるいはフォルダに移動します。次にSpaceを押して選択した後、Enterを押すと、選択したフォルダにバックアップファイルが保存されます。バックアップファイルは選択したオプション一つごとに一つずつ作成されます。つまり、5つのオプションを選択してバックアップしたとすると、5つのバックアップファイルが作成されます。もしディスクのルートにバックアップファイルを保存したい場合には、ディスク名を読み上げたときにSpaceを押してディスクを選択した後でEnterを押します。

復旧ボタンを押すと、復旧するファイルのパスを選択するリストが現れます。移動方法および選択方法はバックアップ時と同じです。バックアップしたフォルダではなくてほかのフォルダを選択した場合、バックアップオプションファイルがないというメッセージを読み上げて再び｢復旧｣ボタンに戻ります。

ボイスセンスをハードリセットしたり、バッテリーが完全に放電された場合には、使用者が変更しておいたメインオプションや各プログラム内でのオプションの設定が全て初期化されます。ハードリセットする前、あるいはボイスセンスの使用中に｢バックアップ/復旧オプション｣を使って設定をバックアップしておけば、 ハードリセット後、復旧を実行し以前と同じ設定にして使うことができます。
3.7 デバイス名の変更

デバイス名の変更機能を使ってブレイルセンスのデバイス名を変更することができます。初期設定では「VoiceSense***」となっています。（***はそれぞれの機器に割り振られた数字が入ります。ボイスセンスの特定のフォルダを共有設定して他のコンピュータやブレイルセンスからアクセスできるようにするには、デバイス名を15文字以内の名前に変更する必要があります。またセンスチャットを使用する際など、自分の機器であることがわかるようなデバイス名にしておくと便利です。

デバイス名の変更を実行するには、プログラムメニューの「設定」でEnterを押し、Space-1かSpace-4で｢デバイス名の変更｣まで移動してEnterを押します。あるいは、設定メニューでショートカットのBackspace-Enter-e(1-5)を押します。

デバイス名の変更は「デバイス名」エディットボックス、「確認」ボタン、「取り消し」ボタンの3つのコントロールで構成されています。コントロール間の移動はF3を使用します。

デバイス名を変更するためには「デバイス名」エディットボックスに新しいデバイス名を入力してください。入力後、エンターを押すか確認ボタンに移動してエンターを押してください。デバイス名の変更をキャンセルしたい場合は、「取消」ボタンへ移動してエンターを押すか、Space-e(1-5)やSpace-z(1-3-5-6)を押して終了します。

一度デバイス名を変更を実行すると、ボイスセンスのリセットを求められます。リセットボタンは本体背面の小さいボタンです。押してリセットを実行してください。

リセット実行後、ボイスセンスは再起動します。再起動後はデバイス名が新しい名前に変更されています。

3.8 オプションメニュー

ボイスセンスのオプションメニューには設定に関する全ての情報が含まれています。プログラムメニューの「設定」でEnterを押し、Space-1かSpace-4で｢オプション設定｣まで移動してEnterを押します。あるいは、設定メニューで｢o(1-3-5)｣を押します。

設定したいオプション項目へは、Space-4とSpace-1を押して移動します。項目間の移動には上スクロールボタンと下スクロールボタン を使うこともできます。設定したい項目まで移動して、Enterを押します。また、どのプログラムを使用しているときでも」ショートカットキーのSpace-o(1-3-5)を押せばプログラムメニューを開かずに直接オプション設定を呼び出すことができます。選択した項目の設定を切替えるにはSpaceを押します。例えば選択肢が｢はい｣と｢いいえ｣である場合、Spaceを繰り返して押すと、｢はい｣と｢いいえ｣が切替わります。

オプション設定の項目は大変多く、Space-1やSpace-4を使って移動すると時間がかかってしまうことがあります。この場合にはショートカットキーを使って目的のメニュー項目まで直接移動することができます。

オプションメニューはダイアログボックス形式になっています。設定を変更して保存するにはEnterを押します。Spaceを押して希望する設定に変更してもEnterを押して変更内容を保存しないと設定が変更されませんのでご注意ください。Enterを押して設定を保存すると、ボイスセンスは｢オプション保存完了｣というメッセージを読み上げて、オプションメニューを呼び出す前の状態に戻ります。

設定変更を取消したい場合には、F4、 Space-e(1-5)あるいはSpace-z(1-3-5-6)を押してください。このとき、ボイスセンスは｢オプション保存取消｣というメッセージを読み上げます。

オプション項目を選択して設定を変更し、Tab(Space-4-5)あるいはShift-Tab(Space-1-2)を押すと｢確認｣や｢取消｣に移動します。設定を保存したい場合は｢確認｣でEnterを押し、設定の変更をせずにオプション設定を終了したい場合は｢取消｣でEnterを押します。

オプション設定の詳しい内容を説明する前に、オプションメニューの項目について簡単に説明します。

3.8.1 オプションメニューの概要

プログラムの使用中にオプションメニューを呼び出すにはSpace-o(1-3-5)を押し
てください。オプションメニューは次のような4つのグループから構成されています。
1) 点字・入力設定（点字表示、点字カーソル、8点モード、英語点字表示、コンピュータ点字入力、英語点字入力、漢字変換、入力モード、メッセージ表示時間）
2) 音声設定（音声、句読点レベル、キーボードエコー、大文字の通知、数字読み、音声ボリューム、音声速度、音声トーン、スクロールボイス）
3) ディスプレイ設定（内蔵ディスプレイ、LCDディスプレイの切り替え,画面フォントサイズ、ビデオディスプレイ）
4) プリンタ設定（プリンタポート、印刷用紙サイズ）
5) 一般設定（警告音、起動サウンド、左側スクロールボタン、右側スクロールボタン、空行を飛ばす、コントロール情報、ホットキー情報、ショートカットキー情報、節電モード、節電モード時間、今日の予定確認、片手モード、基本文書、進行率表示、bluetooth、無線lan、有線lan、usbメモリーディスク）
各グループ間の移動はPage downキー(Space-3-4-5またはF3-F4)かPage upキー(Space-1-2-6またはF1-F2)を押してください。グループを開くと、そのグループに含まれているオプションメニューを読み上げます。グループ内のオプションメニューのことを｢リスト｣と呼びます。リスト内の項目間の移動にはSpace-1かSpace-4を使い、オプション設定の変更にはSpaceとBackSpaceを使います。

3.8.2 オプションメニューの詳細説明

オプションメニューの各項目の設定方法について詳しく説明します。

オプションメニューには複数のショートカットキーがありますが、同じショートカットキーを持つ複数のメニューが存在することがあります。同じショートカットキーを繰り返して押すと、そのショートカットキーのメニューが順番に読み上げられます。同じショートカットキーのメニューの最後まで行くと、そのショートカットキーの最初のメニューに戻ります。

Space-1やSpace-4を押すと前の設定項目（オプションメニュー）や次の設定項目に移動します。Page upキー(Space-1-2-6)やPage downキー(Space-3-4-5)を押すと前または次の設定グループの最初の設定項目に移動します。

設定変更後にはEnterを押して変更内容を保存します。あるいはTab(Space-4-5)やShift-Tab(Space-1-2)を押して｢確認｣ボタンまで移動し、Enterを押して変更内容を保存します。変更内容を保存しないまま元のプログラムに戻りたい場合はTab(Space-4-5)やShift-Tab(Space-1-2)を押して｢取消｣ボタンまで移動し、Enterを押します。あるいはSpace-z(1-3-5-6)かSpace-e(1-5)を押して取消すこともできます。
3.8.2.1 点字カーソル

このオプションはボイスセンスとシンクブレイルを接続したときに表示されます。
点字ディスプレイ上でのカーソルの表示/非表示を設定できます。ショートカットキーは｢c(1-4)｣です。デフォルトは、点字カーソルを常に表示する｢オン｣です。選択できる設定はオン/オフです。Spaceキーを押して設定変更ができます。

点字カーソルには次のような3.8種類があります。

1) 7-8点

2) 7-8点ブリンク

3) 全ての点ブリンク

7-8点がブリンクするのは、ワードプロセッサーの使用中と挿入モードのときです。また全ての点がブリンクするのは、ワードプロセッサーとその他のエディットボックスで｢選択開始｣を使用するときです。それ以外は7-8の点でカーソルを読み上げます。

3.8.2.2 8点モード

このオプションはボイスセンスとシンクブレイルを接続したときに表示されます。

点字を無変換（NABCC）テキストで表示するときに6点点字にするか、8点点字にするかを選択します。ショートカットキーは｢e(1-5)｣です。デフォルトは｢8点表示オフ｣です。Spaceを押して8点と6点モードを切替えます。

ボイスセンスの使用中、オプションメニューを呼び出さなくてもF1-下スクロールボタンを押して切替えることができます。

3.8.2.3 英語点字表示
このオプションはボイスセンスとシンクブレイルを接続したときに表示されます。

使用する英語点字の表示方法を選択します。ショートカットキーは｢g(1-2-4-5)｣です。選択可能な設定は1級、2級、無変換（NABCC）です。設定変更はSpaceキーを押してください。ボイスセンスの使用中に、オプションメニューを呼び出さなくても｢Space-g(1-2-4-5)｣を押して切替えることができます。

3.8.2.4 コンピュータ点字入力

コンピュータ点字の入力方法を選択します。ショートカットキーは「u(1-3.8-6)」です。選択可能な設定は日本情報処理点字、無変換（NABCC）です。設定変更はSpaceを押してください。

3.8.2.5 英語点字入力
英語入力方法を選択します。ショートカットキーは｢a(1)｣です。選択可能な設定は1級、2級、無変換（NABCC）です。設定変更はSpaceキーを押してください。

3.8.2.6 入力モード

テキスト文書で文字を入力する入力モードのデフォルトを、「日本語変換」・「日本語」・「英語全角」・「英語」から選択できます。Spaceを押して設定を切替えます。デフォルトは｢日本語変換｣です。
ショートカットキーは｢n(1-3.8-4-5)｣です。
日本語モードでは日本語点字で入力し、英語モードではオプションの「英語点字入力」で設定されている英語入力方法で入力します。

3.8.2.7 メッセージ表示時間


ボイスセンスの使用中に読み上げられる各種点字メッセージの表示時間を選択できます。メッセージの点字表示は音声がオフのときのみ動作します。ショートカットキーは｢m(1-3.8-4)｣です。設定可能なオプションは待機と1秒から10秒までと「待機」と「非表示」です。デフォルトは3.8秒で、Spaceを押すと１秒ずつ増加します。BackSpaceを押すと１秒ずつ減少します。待機モードにするには、10秒でSpaceキーを押します。ボイスセンスの使用中、メッセージはこのオプション設定で設定した時間の間読み上げられますが、その時間内でメッセージを消すには任意のキーを押してください。

3.8.2.8 音声

ボイスセンスの音声のオン/オフを設定します。ショートカットキーは｢v(1-2-3.8-6)｣です。デフォルトはボイスセンスの使用中に音声が出る「音声オン」です。Spaceを押してオン/オフを切替えます。ボイスセンスの使用中に｢BackSpace-F2｣を押して音声のオン/オフを切替えることもできます。

｢1-2点｣を押しながら電源をオンにすると、ボイスセンスは音声オフの状態で起動します。リセットするときも、「1-2点」を押したままでリセットボタンを押すと音声がオフの状態で再起動します。

3.8.2.9 句読点レベル

ボイスセンスで文章を読み上げるときに、句読点と記号を読み上げるどうかを設定します。ショートカットキーは｢p(1-2-3.8-4)｣です。「全て」、「オフ」、「句読点」、「記号」の中から一つの選択が可能です。デフォルトは、全ての句読点と記号を読み上げる｢全て｣です。Spaceを押して切替えます。

｢オフ｣を選択するとボイスセンスは句読点を読み上げません。｢句読点｣を選択するとボイスセンスは句読点を読み上げます。｢記号｣を選択すると、句読点以外の全ての記号を読み上げます。

3.8.2.10 キーボードエコー

ボイスセンスを使用して点字を入力するときに、入力を音声で読み上げるかどうかを選択します。ショートカットキーは｢k(1-3.8)｣です。｢文字と単語｣、｢文字｣、｢単語｣、｢オフ｣の中で選択が可能です。デフォルトは｢文字と単語｣で、入力する文字と完成された単語を読み上げます。｢文字｣を選択した場合、キー入力の文字だけを読み上げます。｢単語｣を選択した場合、入力中に単語が完成すると、その単語を読み上げます。Spaceを押して選択を変更します。

3.8.2.11 大文字の通知

大文字を通知するかどうかを設定します。ショートカットキーは｢u(1-3.8-6)です。選択できるのは、｢ピッチ｣、｢文字列｣、｢しない｣です。デフォルトは｢しない｣です。Spaceを押して切り替えて、Enterを押して確定します。

3.8.2.12 数字読み
数字の読み上げ方を変更することができます。ショートカットキーはn(1-3.8-4-5)です。初期設定はオンになっています。

例えば、オンに設定していると「2007」を「にせんなな」と読み上げます。オフに設定していると「2007」を「に　ぜろ　ぜろ　なな」と読み上げます。Spaceを押してオンとオフを変更することができます。

3.8.2.13 音声ボリューム
ボイスセンスの音声ボリュームを調整します。ショートカットキーは｢l(1-2-3.8)｣です。設定可能な値は1から10までで、デフォルトは6です。ボリューム10で最大の音量になります。ボリューム1で音声はオフになります。Spaceキーを押すとボリュームが上がり、BackSpaceを押すとボリュームが下がります。1回押すと1ずつ上下します。ボリューム10でSpaceを押し、ボリュームを再度上げると、ボリューム1に戻ります。逆にボリューム1でBackSpaceを押すとボリューム10になります。

ボイスセンスのどのプログラムを使うときにも、オプションメニューを呼び出さずに｢BackSpace-F4｣を押すと音声ボリュームが上がり、｢BackSpace-F1｣を押すと音声ボリュームが下がります。

3.8.2.14 音声速度

ボイスセンスの音声の速度を調整します。ショートカットキーは｢r(1-2-3.8-5)｣です。1から10まで選択できます。Spaceを押すと速度が速くなり、BackSpaceを押すと速度が遅くなります。また、ボイスセンスの使用中に｢Space-F4｣を押すと速度が速くなり、｢Space-F1｣を押すと速度が遅くなります。音声速度のレベルが10のときに速度をもう1増加するとレベル1になります。逆に音声速度1のときに速度を一段階減少すると音声速度レベルは10になります。

3.8.2.15 音声トーン

ボイスセンスの音声トーンを調整します。ショートカットキーは｢t(2-3.8-4-5)｣です。使用可能なトーンは1から5までで、デフォルトは3.8です。音声トーン5が一番高く、音声トーン1が一番低くなります。Spaceを押すと数字が増加して音声が高くなります。BackSpaceを押すと数字が減少して音声が低くなります。音声速度、音声ボリュームと同様、音声トーン5のときにSpaceを押すと音声トーン1になります。逆に、音声トーン1のときにBackSpaceを押すと音声トーン5になります。

また、ボイスセンスの使用中はEnter-F4を押すと音声トーンが高くなり、Enter-F1を押すと音声トーンが低くなります。

3.8.2.16 主音量

主音量を調節します。主音量を調節するとシステムやオーディオならびに合成音声の音量を変更できます。設定できるレベルは１から21です。音量を下げるにはバックスペース、音量を上げるにはスペースを押してください。ショートカットキーはv(1-2-3.8-6)です。主音量と音声ボリュームは異なる設定項目です。それぞれを調節することが可能です。

3.8.2.17 警告音

警告音を鳴らすかどうかを選択します。これはボイスセンスの音声がオフのときに役立ちます。ショートカットキーは｢w(2-4-5-6)｣で、デフォルトはオンです。ボイスセンスの音声をオフにして点字を入力する際に、無効な点字パターンが入力された場合にはビーッという音が出ます。警告音をオフにする場合には、このオプション設定でSpaceを押して警告音をオフにしてください。

3.8.2.18 起動サウンド
ボイスセンスの電源を入れた時に起動サウンドを鳴らすかどうかを選択します。ショートカットキーは｢s(2-3.8-4)｣で、デフォルトはオンです。起動サウンドをオフにする場合には、このオプション設定でSpaceを押して起動サウンドをオフにしてください。

3.8.2.19 左右矢印キー設定
矢印キーの位置を入れ替えることができます。ショートカットキーはa(1)です。「左側」「右側」「設定しない」のどれかを選択できます。Spaceキーで切り換えて選択してください。「左側」が初期設定で、左側が左右矢印キー、右側が上下矢印キーとなっています。

「右側」を選択すると両脇の矢印キーの配置が逆になります。左側が上下矢印、右側が左右矢印になります。

「設定しない」を選択すると両脇のとも上下矢印キーになります。

設定変更後にはEnterを押して変更内容を保存します。あるいは、Tab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を押して｢確認｣ボタンまで移動し、Enterを押して変更内容を保存します。変更内容を保存せずに元のプログラムに戻りたい場合は、Tab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を押して｢取消｣ボタンまで移動し、Enterを押します。あるいは、Space-z(1-3.8-5-6)かSpace-e(1-5)を押します。
3.8.2.20 空行を飛ばす

空行を読み上げるかどうかを設定します。ショートカットキーは｢e(1-5)｣で、デフォルトはオフです。オフの場合には、文書を読み上げる際に空行のところで｢空行｣と表示します。Spaceキーを押してオン/オフを切替えます。オンに設定されていると、空行はスキップされます。この場合には｢空行｣という読み上げは行われません。

3.8.2.21 コントロール情報

コントロール情報がオンに設定されていると、ファイルやメニューが持っているコントロール情報を読み上げます。（例:メニューやリスト項目の前で｢メニュー項目｣｢リスト項目｣などと表示します。コントロール情報がオフの場合は、｢メニュー項目｣や｢リスト項目｣などの音声案内はありません。）
ウェブブラウザの使用中は、コントロール情報をオフにしてもコントロール記号を読み上げます。

Spaceキーを押してコントロール情報の「後ろ」「前」「オフ」を切り替えます。「後ろ」がデフォルトです。「後ろ」に設定されていると、項目の内容を読み上げた後に最後にコントロール情報を読み上げます。「前」に設定されていると、項目の内容を読み上げる前に最初にコントロール情報を読み上げます。このショートカットキーは｢i(2-4)｣です。

3.8.2.22 パスワード表示

パスワード表示がオフに設定されているとコンピュータエディットボックスにてパスワード入力をする際＊（アスタリスク）と表示しパスワードの内容が外部からわからないようにします。オンに設定すると入力内容を確認しながら入力することができます。Spaceを押すとオンとオフを切替えます。

ショートカットキーは「p(1-2-3.8-4)」です。

3.8.2.23 ホットキー情報 

ホットキーを使うとメニューやリスト内の特定の項目を直接呼び出すことができます。｢ホットキー情報｣設定ではこのようなホットキーの表示と非表示を指定します。例えば、｢新規 ｎ プルダウン Enter-n｣と表示するときは、｢Enter-n｣という文字がホットキーです。nを除いて｢新規 n プルダウン｣とだけ読ませたい場合は｢ホットキー情報｣をオフにしてください。Spaceキーを押すことで「文字」「点字」「オフ」と切替わります。デフォルトは「文字」です。先の例ではホットキーを「Space-n」のように文字で表します。「点字」にすると「Space-1-3.8-4-5」のように点字表記で表します。「オフ」にするとホットキー情報は通知されません。ショートカットキーは｢h(1-2-5)｣です。

3.8.2.24 ショートカットキー情報

ショートカットキーを使うとメニュー内の移動を省略して、ただちにメニュー項目を選択することができます。｢ショートカットキー情報｣ではこのようなショートカットキーの表示と非表示を指定します。例えば、｢ワードプロセッサ (w)｣と表示したなら、「w」がショートカットキーです。｢ワードプロセッサ｣とだけ読ませたい場合は｢ショートカットキー情報｣をオフにしてください。Spaceキーを押すことでオンとオフが切替わります。デフォルトは「文字」です。先の例ではホットキーを「Space-n」のように文字で表します。「点字」にするとSpace-1-3.8-4-5のように点字表記で表します。「オフ」にするとホットキー情報は通知されません。ショートカットキーは｢s(2-3.8-4)｣です。

3.8.2.25 節電モード

節電モードを使うかどうかを設定します。ショートカットキーは｢p(1-2-3.8-4)｣で、デフォルトはオンです。オンに設定されていると節電モードが作動します。Spaceキーを押して「オン」、「オフ」、「メッセージ」を切り替えます。

節電モードを使用しない場合はオフにしてください。これを｢メッセージ｣に設定した場合、長時間ボイスセンスのキーを押さないと、10、20、3.80分（この時間は｢節電モード時間｣オプションで設定します）後には｢電源オン｣という警告メッセージを読み上げます。

また、ACアダプタが接続されている場合は、節電モードは無効です。節電モードに設定してもACアダプタが接続されていると、節電モード時間になってもスリープモードになりません。

3.8.2.26 節電モード時間

節電モードを使用するときに、節電モードが始まる時間を設定します。ショートカットキーは｢k(1-3.8)｣で、デフォルトは｢10分後｣です。デフォルト（10分後）では、ボイスセンスの電源が入った状態で10分間使わないと節電モードに入ります。Spaceキーを押すと10分、20分、3.80分に時間が変更されます。

3.8.2.27 今日の予定確認

ボイスセンスには予定帳という機能があり、予定を登録して管理することができます。

ボイスセンスの電源を入れたとき、あるいは節電モードから復帰するときに｢今日の予定｣を表示するかどうかを設定します。ショートカットキーは｢s(2-3.8-4)｣です。Spaceキーを押してオン/オフを切替えます。

3.8.2.28 片手モード
ボイスセンスでは片手モードを選択することができます。ショートカットキーは「h(1-2-5)」です。初期設定はオフになっています。Spaceを押すとオンとオフを切替えます。

詳しくは「2.12 片手モード」を参照してください。

3.8.2.29 基本文書
ワードプロセッサーを起動したときに新規に作成される文書の形式を選択する項目です。 ショートカットキーは ｢q(1-2-3.8-4-5)｣ です。
選択できる文書は 「テキスト文書｣、｢sense文書｣、｢点字文書｣の3.8種類で、デフォルトは｢テキスト文書｣です。基本文書を変更したい場合にはSpaceを押します。

3.8.2.30 時計サーバと自動同期

時計サーバと自動同期をオンに設定すると、ボイスセンスにてインターネットに接続するたびに日付と時刻を自動的に調整します。デフォルトはオンです。ショートカットキーは ｢t(2-3.8-4-5)｣ です。
3.8.2.31 進行率表示
作業の進行率を知らせます。ショートカットキーは｢p(1-2-3.8-4)｣です。選択可能なのは、｢オフ｣、｢ビープ｣、｢メッセージ｣です。デフォルトは｢メッセージ｣です。Spaceを押して切替えます。

3.8.2.32 Bluetooth
Bluetoothをオンにするか、オフにするかを選択できます。ショートカットキーは｢b(1-2点)｣です。Spaceを押すとオンとオフを切り替えます。デフォルトはオフです。

オプションメニュー以外のプログラムを使用中にBackSpace-(3.8-4-5-6)を押すことでもオンとオフを切り替えることができます。

3.8.2.33 無線LAN

無線LANをオンにするか、オフにするかを選択できます。ショートカットキーは｢w(2-4-5-6点)｣です。Spaceを押してオンとオフを切替えます。デフォルトはオフです。

オプションメニュー以外のプログラムを使用中に「BackSpace-(1-4-5-6)」を押すことでもオンとオフを切替えます。

無線LANを使用しない場合はこのオプションをオフにしておくと、バッテリーの消費電力を抑えることができます。
3.8.2.34 USBメモリーディスク
USBメモリーディスクをオンにするかオフにするかを選択できます。ショートカットキーは「d(1-4-5)」です。デフォルトではオンになっています。Spaceを押してオンとオフを切り替えます。

デフォルト設定のままボイスセンスをパソコンと接続した場合、パソコンは自動的にボイスセンスをUSBメモリーディスクとして認識します。

オフにするとパソコンはボイスセンスを認識しません。ただし、オフにすると、アクティブシンクプログラムをパソコンにインストールすることでアクティブシンク機能が利用できます。オンの状態ではアクティブシンクは使えません。

4. ファイル管理
4.1 概要
ボイスセンスのファイル管理はパソコンのファイル管理と似た機能と構造になっています。ファイル管理を実行するには、プログラムメニューで｢f(1-2-4)｣を押すか、ファイル管理を読み上げたところでEnterを押します。

ファイル管理は｢アドレスエディットボックス｣と｢ファイルリスト｣から構成されます。ファイル管理を開くとディスク名を読み上げます。デフォルトディスク名は｢フラッシュディスク｣です。 矢印キー・Space-1またはSpace-4で、他のディスクへのアクセスができます。目的のディスクを読み上げているときにEnterを押すと、選択したディスク内のファイルやフォルダのリストを読み上げます。

ファイルリストでTab(Space-4-5またはF3)かShift-Tab(Space-1-2またはSpace-F3)を押すと｢アドレスエディットボックス｣に移動します。｢ファイルリスト｣と｢アドレスエディットボックス｣は4.2章と4.3章で詳しく説明します。

ユーザの使いやすさを考慮して、ファイル管理はメニューとホットキーを提供しています。メニューはSpace-m(1-3-4)を押すと表示します。ホットキーに関する詳しい説明については、4.5章をご参照ください。
フラッシュディスクはフォーマットすることができます。フォーマットするとフラッシュディスクの内容は全て消去されます。フォーマットコマンドを実行するときは十分ご注意ください。このコマンドを実行すると全てのデータが消去され、復旧できません。フラッシュディスクをフォーマットするにはSpace-1-2-3を押したままでリセットボタンを押します。Space-1-2-3は「フラッシュディスクフォーマッティング」と音声で知らせるまで押し続けてください。
4.1.1 ファイルリストでの移動
リストは｢ファイルリスト｣と｢メニューリスト｣の2種類です。メニューリストの最後の項目でSpace-4を押すと、リストの最初の項目に戻りますが、ファイルリストの最後の項目でSpace-4を押しても、最初の項目には移動せず最後の項目を再度読み上げます。
次に移動キーの説明をします。

1) 前の項目へ移動: 上スクロールボタンまたはSpace-1

2) 次の項目へ移動: 下スクロールボタンまたはSpace-4
3) リストの先頭へ移動: Ctrl-Homeキー(Space-1-2-3)
4) リストの最後へ移動: Ctrl-Endキー(Space-4-5-6)
次のキー入力はファイルリストのみで使用可能です。

1) フォルダリストまたはファイルリストへ移動: Space-5-6
2) ファイルリストとアドレスエディットボックス間の移動: Tab(Space-4-5またはF3) / Shift-Tab(Space-1-2またはSpace-F3)

3) 選択したフォルダに入る、または選択したファイルを開く: Enter
4) 上位レベルのフォルダへ移動: BackSpace
5) 最上位レベルのディスクへ移動: Space-1-2-5-6

6) 32項目前へ移動: Page upキー(Space-1-2-6またはF1-F2)
7) 32項目後へ移動: Page downキー(Space-3-4-5またはF3-F4)
8) ファイルリストでファイルとフォルダの最初の文字を入力して移動
4.1.2 項目（フォルダまたはファイル）選択キー 

1) 項目の選択(Space):リスト内で直前に読み上げられた項目を選択状態にします。 Spaceを押して選択状態になると｢選択｣と表示しますこの状態でSpaceをもう一回押すと選択が取消されます。
2) 連続選択(Enter-b(1-2)):リスト内の項目を連続選択します。選択したい項目の最初の項目でこのコマンドを実行し、最後の項目まで移動して再び実行すると、その2つの項目間にある全ての項目が選択されます。
3) 全て選択(Enter-a(1)):現在のパスにある全てのファイルとフォルダを選択します。選択は移動キーを使って項目間を移動しながら確認することができます。選択解除したい項目でSpaceを押すと、指定した項目の選択を解除することができます。選択解除した項目を再度選択したい場合には再びSpaceを押します。「全て選択」コマンドが実行されると、ボイスセンスは選択されたファイルの数を読み上げます。
4.1.3 取消/閉じるキー
1) 取消(Space-e(1-5)またはF4): 
このコマンドで機能を取消します。パソコンのESCキーと同じです。

2) 閉じる(Space-z(1-3-5-6))
このコマンドで選択した機能やプログラムを終了するか、あるいは中止します。パソコンのAlt-F4と同じ機能です。
4.2 ファイルリストでのファイル管理機能の利用
ファイル管理を実行するとアクセスできるディスクのリストを読み上げます。リストからディスクを選択してEnterを押すと、そのディスク内のフォルダとファイルのリストを読み上げます。フォルダは項目の後に「フォルダ」と表示します。これらの項目の後には1/5、2/5のような番号があります。スラッシュの後にある数字は選択したリスト内の項目数で、スラッシュの前にある数字は表示しているファイルの番号です。例えば、｢データベース 1/5｣は5つの項目の中の最初の項目という意味になります。
4.2.1 ディスク選択
ファイル管理を開くと、リスト内の最初の項目は｢Flashdisk｣です。また、SDカードをSDスロットに挿入すると、それもリスト項目として読み上げます。ディスク選択で移動するときは、上下スクロールボタン、 Space-1またはSpace-4を押してください。使用したいディスクを選択してEnterを押すとそのディスクの中に入ります。ディスク名に関する詳しい情報は2.6章をご参照ください。
4.2.2 フォルダの開閉方法（フォルダを開く/閉じる）
フォルダを開くにはいくつかの方法があります。

1) メニューを利用して特定のフォルダに入る。
2) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、メニュー項目の中で｢開く｣を選択してEnterを押し、そのフォルダに入る。

3) Enter-o(1-3-5)を押して｢フォルダを開く｣メニューを呼び出す。

4) 選択したフォルダでEnterを押して入る。

現在のフォルダを閉じて上位フォルダに戻るためにはBackSpaceを押します。

4.2.3 ファイルを開く
読み上げられている項目（ファイル名）でEnterを押すとそのファイルが開きます。Enter-o(1-3-5)を押しても選択したファイルやフォルダを開くことができます。このようにしてファイルを開くと、ボイスセンスは適当なアプリケーションプログラムを自動的にロードします。選択したファイルがボイスセンスでサポートできないファイルであれば、｢サポートされないフォーマット｣というメッセージを読み上げて、ファイルリストに戻ります。

メニューを利用してファイルを開くこともできます。Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢o(1-3-5)｣を押すか、｢開く｣という項目まで移動してEnterを押します。

ボイスセンスがサポートするファイルフォーマットを示します。
1) txt、 brl、 bes、hbl、doc、docx、XLS、XLSX、PDFフォーマットのファイルはボイスセンスのワードプロセッサーでサポートします。
2) htmlファイルはウェブブラウザでサポートします。
3) mp3、 wma、 real audio、 wavファイルはメディアプレーヤーでサポートします。

ここに挙げたファイルの種類以外のフォーマットのファイル上でEnterを押すと、｢プログラムから開く｣というダイアログボックスを読み上げます。｢プログラムから開く｣はメニューから呼び出すこともできます。これを利用して、選択したファイルに対応したアプリケーションプログラムを選択することができます。メニューで｢プログラムから開く｣を実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出します。次に ｢プログラムから開く｣と表示するまで Space-4を何回か押し、読み上げられたらEnterを押してダイアログボックスを開きます。あるいはファイルリストを読み上げた状態でEnter-e(1-5)を押しても｢プログラムから開く｣というダイアログボックスが開きます。また、メニューを呼び出して｢e(1-5)｣を押しても同じダイアログボックスが開きます。

このダイアログボックスは｢プログラムから開く｣リスト、適用リスト、確認ボタンと取消ボタンで構成されます。Tab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を押して各コントロール間を移動します。リスト内で次の項目へ移動するにはSpace-4を、前の項目へ移動するにはSpace-1を押してください。

このダイアログボックスが開くと、｢プログラムから開く:ワードプロセッサー｣と表示します。このリストでプログラムを選択します。選択できるプログラムはワードプロセッサー、メディアプレーヤー、ウェブブラウザです。Space-4とSpace-1を押してプログラムを選択してください。プログラムを選択してSpaceを押すと、次のコントロールの｢適用｣リストに移動します。｢プログラムから開く｣リストでワードプロセッサーを選択した場合、Tabを押すと｢オープンモード｣というリストを読み上げます。このリストで、点字ファイル、テキストファイルのどちらで開くかを指定します。Space-1かSpace-4を使って切替えます。この選択が終わったらTabを押して｢適用｣リストに移動します。このアプリケーションプログラムで現在選択したファイルだけを開くか、現在選択したファイルと同じファイル拡張子を持っている全てのファイルを開くかを選択します。選択が終わったらEnterかTab(Space-4-5)を押して｢確認｣に移動し、Enterを押して変更を保存します。設定したファイルの種類をサポートしないプログラムを指定した場合は、プログラムが起動しても何も表示、再生されません。

ファイル管理で、DAISYやメディアファイルが入っているフォルダ上から｢プログラムから開く｣を呼び出すと、「プログラムから開く：DAISYプレイヤ」や「プログラムから開く：メディアプレイヤー」と表示します。
4.2.4 ファイル・フォルダを他のディスクにコピーする
この機能はファイルやフォルダを現在の位置からフラッシュディスク、フロッピーディスクドライブ、USBフラッシュドライブ（またはUSBスティックメモリー）、SDカードなどの他のディスクにコピーするときに使用します。4.1.2章で説明した選択機能を利用して、ファイルやフォルダを選択します。ファイルやフォルダを選択した後、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢送る｣を選択します。｢送る｣と表示したときにEnterを押すとボイスセンスは選択されたファイルやフォルダを移動するディスクのリストを読み上げます。上下矢印キー(Space-1またはSpace-4)を押して送り先のディスクを選択しEnterを押すと、選択したファイルやフォルダがコピーされます。この機能はEnter-s(2-3-4)でも実行可能です。
4.2.5 コピーと移動
コピーと移動の違いを説明します。｢コピー｣を実行しても元のファイルやフォルダは元の位置にそのままに残りますが、｢移動｣を実行すると元の位置のファイルやフォルダは消去されます。ファイル管理でのコピー・移動機能は次のように使用します。

まず、コピーしたいファイルやフォルダを選択します。選択する方法は4.1.2章で説明した方法で行ってください。

次に、メニューを呼び出してメニュー項目から｢コピー｣を選択します。｢コピー｣ではなく｢移動｣したい場合はメニュー項目で｢切り取り｣を選択してください。｢コピー｣や｢切り取り｣機能が実行されるとボイスセンスはファイルリストに戻ります。

続いて、コピーまたは移動先フォルダに移動してメニューを呼び出し｢貼り付け｣を選択します。｢貼り付け｣でEnterを押すと選択されたファイルやフォルダがこのフォルダにコピーまたは移動されます。コピーまたは移動先フォルダが元のフォルダと同じであれば、貼り付ける先のフォルダ・ファイル名の前に｢コピー1-｣が付けられます。同じ名前のファイルやフォルダがもう一つある場合、ファイル・フォルダ名の前に｢コピー2-｣が付けられます。

コピー先フォルダにコピーするファイルと同じ名前のファイルがある場合には｢xxという同じ名前のファイルがあります。上書きしますか？ はい｣という確認メッセージを読み上げます。ファイルを置き換えたい場合にはEnterを押します。上書きしたくない場合にはSpaceを押して｢いいえ｣を選択し、Enterを押します。｢いいえ｣が選択されると｢貼り付け｣機能は取消されます。 
次にsample.txtというファイルをルートフォルダからダウンロードフォルダにコピーする例を説明します。
1) ルートフォルダで上矢印キー(Space-4)か下矢印キー(Space-1)を押してsample.txtまで移動し、Spaceを押して選択します。

2) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、コピーを選択してEnterを押します。ボイスセンスはルートフォルダのファイルリストに戻ります。

ダウンロードフォルダまで移動してEnterを押してフォルダを開きます。メニューを呼び出し、「貼り付け」を選択してEnterを押すか、「v(1-2-3-6)」を押して貼り付けを実行します。
4.2.6 ファイルやフォルダの削除
ファイルやフォルダを削除するには、4.1.2章に説明した方法でファイルやフォルダまで移動して選択します。Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢削除｣を選択してEnterを押すと選択されたファイルやフォルダが削除されます。メニューを呼び出してすぐに｢d｣を押しても削除機能が実行されます。メニューを呼び出さずに削除するファイルやフォルダを選択してホットキーを押しても、選択したファイルやフォルダを削除できます。削除機能のホットキーにはSpace-d(1-4-5)とEnter-dがあります。Space-dはボイスセンスの他のプログラムでも削除機能として働きますが、Enter-dはファイル管理のみで使用可能なホットキーです。
4.2.7 名前の変更
この機能を使うとファイル・フォルダ名の変更ができます。ファイル名やフォルダ名を変更するには、まず4.1.1章で説明した方法でそのファイルやフォルダまで移動します。次にSpace-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、メニューリストから｢名前の変更｣を選択します。メニューを呼び出して｢r(1-2-3-5)｣を押しても同じです。｢名前の変更｣を選択しEnterを押すと、新しい名前を入力するエディットを読み上げます。 新しい名前を入力したらEnterを押してください。ファイル・フォルダ名には、|、 \、 <、 >、 ?、 :、 * などの特殊文字は使わないでください。

4.2.8 新規文書
この機能を使って新規文書を作ることができます。この機能を使用するにはいくつかの方法があります。Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、下スクロールボタン(Space-4)を何度か押して｢新規文書｣まで移動します。または、メニューを呼び出して｢n(1-3-4-5)｣を押します。ファイル管理でこの機能のホットキーはEnter-n(1-3-4-5)です。新規文書機能が実行されると、ボイスセンスは｢ファイルの種類テキスト(txt)｣と表示します。文書は｢テキストファイル｣と｢点字ファイル｣の2種類が作成可能です。上矢印キー(Space-1)か下矢印キー(Space-4)を押してファイルの種類を選択します。｢テキスト(txt)｣か｢点字(brl)」と表示したときにEnterを押すと｢新規文書名: 新規文書0.txt｣あるいは｢新規文書0.brl｣と表示します。｢新規文書0.xxx｣がデフォルトファイル名です。「新規文書」の後にある数字は新規文書を作るときに一つずつ増加します。ユーザが文書名付けることもできますが、ファイル名には、|、 \、 <、 >、 ?、 :、 * などの特殊文字は使わないでください。
4.2.9 新規フォルダ
この機能を使うと現在のフォルダの下にサブフォルダを作ることができます。ファイル管理でSpace-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、 メニューリストで Space-4を押して｢新規フォルダ｣まで移動します。｢新規フォルダ｣でEnterを押してこの機能を実行します。このコマンドが実行されると、ボイスセンスは｢新規フォルダ名:｣と表示して入力を待ちます。新しいフォルダ名を入力してEnterを押すと、新規フォルダが作成されます。

メニューを呼び出し｢f｣を押して新規フォルダを作成することもできます。この機能のホットキーはEnter-f(1-2-4)で、これを使うとメニューを呼び出さずに新規フォルダが作成できます。フォルダ名には、|、 \、 <、 >、 ?、 :、 * などの特殊文字は使わないでください。

4.2.10 ファイル変換
ファイル管理での｢ファイル変換｣はワードプロセッサーでの｢名前を付けて保存｣と似た機能です。この機能を利用するとファイル変換を行うことができます。ボイスセンスのファイル変換機能は次のファイルの種類をサポートします:｢ボイスセンスのワード hbl｣、｢テキスト txt｣、｢点字 brl｣
ボイスセンスは一つ以上のファイルを同時に変換することができます。4.1.2章で説明した方法でファイルを選択してください。次にSpace-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し｢ファイル変換｣まで移動してEnterを押すと、ボイスセンスが変換するファイルの種類を確認してくるので、上下 矢印キー(Space-1またはSpace-4)を押して変換するファイルの種類を選択します。変換したいファイルの種類でEnterを押すと、ボイスセンスはファイル変換を開始します。変換されたファイルの名前は変換前と同じですが、ファイルの拡張子は新しいファイルの種類の拡張子に変わります。変換後のファイル名とファイル拡張子を持つファイルが既に存在する場合には、新しいファイル名に｢日付｣と｢時間｣が追加されます。

この機能はメニューを呼び出して｢t(2-3-4-5)｣を押しても実行可能です。また、変換したいファイルを選択して、この機能のホットキーのEnter-t(2-3-4-5)を押しても同様です。
4.2.11 全て選択
これは現在のフォルダにあるすべてのファイルとフォルダを選択する機能です。この機能を使うにはSpace-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢全て選択｣まで移動します。あるいはメニューを呼び出して｢a(1)｣を押すとすぐに｢全て選択｣と表示しますので、そこでEnterを押してください。この機能のホットキーのEnter-a(1)を押しても｢全て選択｣が実行されます。

｢全て選択｣が実行されると、ボイスセンスは選択されたファイルやフォルダ（これらを総称してオブジェクトと言います）の数を読み上げて、ファイルリストに戻ります。 読み上げられたファイルの選択を解除したい場合は、そのファイルを読み上げたときにSpaceを押して選択を解除します。これは複数のファイルをコピー、切り取り、削除するときに便利な機能です。
4.2.12 ファイル検索
「ファイル検索」はディスクからファイルを検索できます。実行するにはSpace-m(1-3-4)を押してメニューから「ファイル検索」まで移動しEnterかb(1-2)を押してください。メニューを呼び出さなくともSpace-f(1-2-4)を押すと実行できます。実行すると「ファイル検索」のダイアログボックスが表示されます。
「ファイル検索」のダイアログボックスは「ファイル名」エディットボックス、「検索ディスク」コンボボックス、「サブフォルダを検索」チェックボックス、「ファイル検索」ボタン、「確認」ボタン、「取消」ボタン、「検索リスト」のコントロールで構成されています。コントロール間の移動はTab(Space-4-5)か Shift-Tab(Space-1-2)で行います。
「ファイル検索」を実行すると「ファイル名」と読み上げます。このエディットボックスはファイル名からファイルを検索します。検索するにはファイル名の全てまたは一部を入力してEnterを押します。すると、現在のディスク内から入力したファイル名を含むファイルを検索します。検索が終わると検索されたファイルは「検索リスト」へ自動的に加えられます。
検索リストでは上下矢印キーまたはSpace-1かSpace-4でファイル間の移動ができます。検索リスト内のファイル名を読み上げた箇所でEnterを押すと「ファイル検索」を終了して、読み上げたファイルの保存されている位置に移動します。ファイル名を読み上げた箇所でもう一度Enterを押すとファイルを開きます。
現在選択されているドライブ以外のドライブからファイルを検索したい場合はファイル名を入力したうえでTab(Space-4-5)を押して「検索ディスク」へ移動します。次に上下矢印キーまたはSpace-1かSpace-4を押してディスクを選択してください。ディスク名を読み上げた状態または「確認」ボタンでEnterを押すと選択したディスク内でファイルを検索します。「検索ディスク」コンボボックス内では、現在ボイスセンスに接続されているディスクのリストが表示されます。検索するディスクに大量のファイルが入っていると、検索に時間がかかる場合があります。その時は「検索中」と表示します。
ディスクのサブフォルダを検索対象から外したい場合は、Tab(Space-4-5)を押して「サブフォルダを検索」チェックボックスへ移動しSpaceを押してチェックを外してください。チェックを外してからEnterを押すと設定が完了します。初期設定ではサブフォルダを検索する設定になっています。
4.2.13 ファイル並べ替え
これはファイルとフォルダをファイルリストで特定の順序に並べ替えて表示する機能です。Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を使って｢ファイル並べ替え｣まで移動するか、｢g(1-2-4-5)｣を押して｢ファイル並べ替え｣まで移動し、Enterを押します。あるいはファイルリストを読み上げたときにEnter-g(1-2-4-5)を押して実行することもできます。

次にファイルとフォルダを整列する方法を指定します。ファイルとフォルダの整列基準としては次のようなものがあります:「名前」、「サイズ」、「拡張子(txt)」、「日付と時間」これらの項目間の移動はSpace-4またはSpace-1を使ってください。整列基準を選択してEnterを押すと、指定した基準によって整列された順序で読み上げられます。整列基準として｢名前｣や｢拡張子｣を使った場合には昇順整列、整列基準が｢サイズ｣や｢日付と時間｣の場合には降順整列されます。ファイルリストでのデフォルト整列基準は｢名前｣です。この整列基準を一度変更しておくと、ファイル管理を閉じてもその設定は維持されます。後でファイル管理を開いてファイルリストを表示する際も、その整列基準によって整列・読み上げられます。
4.2.14 ファイル情報設定
ファイルリストに表示するファイル情報を設定する機能です。Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を使って｢ファイル情報設定｣まで移動するか、｢l(1-2-3)｣を押して｢ファイル情報設定｣まで移動し、Enterを押します。あるいはファイルリストを読み上げたときにEnter-l(1-2-3)を押して実行することもできます。｢名前｣、｢名前とサイズ｣、｢名前、サイズ、日付と時間」の順序で読み上げられます。Space-4またはSpace-1を利用して各項目間を移動します。表示する情報を選択してEnterを押すとファイルリストが更新され、指定した情報だけがファイルリストに読み上げられます。デフォルトは｢名前｣です。｢名前とサイズ｣を選択するとファイルの名前とサイズを読み上げます。フォルダのサイズは読み上げられません。このファイル情報設定を一度変更しておくと、ファイル管理を閉じてもその設定は維持されます。後でファイル管理を開いてファイルリストを表示する際も、その表示方法によって読み上げられます。
4.2.15 特定の種類のファイルのみを表示
ファイルリストに特定のファイルだけを表示させる機能です。Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を使って｢特定の種類のファイルのみを表示｣まで移動するか、｢w(2-4-5-6)｣を押して｢特定の種類のファイルのみを表示｣まで移動し、Enterを押します。あるいはファイルリストを読み上げたときにEnter-w(2-4-5-6)を押して実行することもできます。これを実行すると次の項目の中から一つを選択することができます：｢全てのファイル｣、｢センスファイル｣、｢MSワードファイル｣、｢テキストファイル｣、｢点字ファイル｣、｢htmlファイル｣、｢urlファイル｣、｢メディアファイル｣、｢waveファイル｣ これらの項目間の移動はSpace-4やSpace-1を使います。ファイルの種類を選択してEnterを押すと、そのタイプのファイルだけがファイルリストに読み上げられます。フォルダはどのタイプを選択しても常に読み上げられます。デフォルトは｢全てのファイル｣です。この設定はファイル管理を閉じるとデフォルトに戻ります。後でファイル管理を開くと全てのファイルを読み上げます。
4.2.16 圧縮
サイズが大きいファイルやフォルダを、zipファイルという圧縮ファイルにする機能です。サイズが大きいファイルやフォルダを圧縮すると全体的なファイルサイズが小さくなりますのでデータ保管空間を効率的に使うことができます。圧縮するには次の操作を行ってください。
1) ファイルリストで圧縮したいファイルやフォルダをSpaceまたは｢選択開始(Enter-b(1-2))を利用して選択してください。
2) Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、｢圧縮｣でEnterを押します。あるいはメニューを読み上げた状態で｢z(1-3-5-6)｣を押します。メニューを呼び出さずにEnter-z(1-3-5-6)を押しても実行できます。
3) 圧縮が実行されると｢圧縮ファイル名: (default filename.zip)｣と表示します。Default filenameは一つのファイルのみを圧縮するときの圧縮ファイル名です。複数のファイルやフォルダを圧縮する場合、デフォルトファイル名はそのファイルを含むフォルダ名になります。
4) EnterかTab(Space-4-5)を押し、｢確認｣ボタンまで移動してEnterを押すと、現在のフォルダにzipファイルが作成されます。圧縮したファイル名を変更したい場合は、新しい名前を入力することで変更することができます。圧縮を取消したい場合はSpace-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)を押してください。あるいはTab(Space-4-5)を利用して｢取消｣ボタンまで移動し、Enterを押してください。
4.2.17 展開
圧縮されたzipファイルを元に戻す機能です。ここでのzipファイルはボイスセンスで圧縮したものだけでなくパソコンで圧縮したものでも構いません。展開するには次の操作を行ってください。
1) 展開するzipファイルを選択してSpace-m(1-3-4)またはF2を押し、メニューを呼び出して｢展開｣でEnterを押してください。あるいはメニューで｢u(1-3-6)｣を押してください。メニューを呼び出さずに展開したいzipファイルを選択してEnter-u(1-3-6)を押しても展開機能が実行されます。

2) ｢展開フォルダ名（Default foldername）｣と表示します。Default foldernameは圧縮されたファイル名です。例えば、｢test.zip｣という圧縮ファイルを展開すると｢展開フォルダ名：test｣のように読み上げられます。
3) EnterかTab(Space-4-5)を押し、｢確認｣ボタンまで移動してEnterを押すと、ボイスセンスはその圧縮ファイルをデフォルトフォルダに展開します。デフォルトフォルダ名を変更したい場合は、フォルダ名を編集してください。展開を取消したい場合はSpace-e(1-5)またはSpace-z(1-3-5-6)を押してください。あるいはTab(Space-4-5)を利用して｢取消｣まで移動し、Enterを押してください。
4.2.18 登録情報
ボイスセンスはファイルとフォルダの情報を提供することができます。ファイル管理の登録情報機能はファイルの種類、ファイルサイズ、ファイルやフォルダの作成日時、ファイルの属性を読み上げます。Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を利用して｢登録情報｣まで移動したらEnterを押して登録情報を実行します。あるいはメニューを読み上げた状態で｢i(2-4)｣を押すと登録情報に直接移動しますので、そこでEnterを押します。登録情報のホットキーはEnter-i(2-4)です。メニューを呼び出さなくても登録情報の実行ができます。ボイスセンスの登録情報は「ファイルの種類」、「ファイルサイズ」、「作成日時」、「属性」の順序で読み上げられます。Tab(Space-4-5)を押してこの情報を確認することができます。ファイル管理やプログラムメニュー内では、Space-i(2-4)を押すとフラッシュディスクの使用可能な空き容量を確認できます。
1) ファイルの種類
brlファイル、docファイル、txtファイルなどのファイルの種類情報を提示します。フォルダが選択されるとフォルダ内のファイルとフォルダの数を読み上げます。

2) ファイルサイズ
選択したファイルやフォルダのサイズを提示します。複数のファイルとフォルダが選択されると、選択したファイルとフォルダの合計サイズを読み上げます。
3) 作成日時
フォルダの作成日時とファイルが最後に変更されたときの日時を読み上げます。

4) 属性
選択したファイルが書き込み禁止の状態かどうかを読み上げます。この属性は上下スクロールボタン(Space-1またはSpace-4)あるいはSpaceを利用して変更することができます。これらのキーのいずれかを押すと書き込み禁止と書き込み禁止の解除を切替えます。

5) 確認
属性の変更を保存するには「確認」でEnterを押してください。

6) 取消
属性の変更を取消すには｢取消｣でEnterを押してください。
4.2.19 フォルダ共有

ブレイルセンスはネットワーク上でフォルダを共有することができます。共有されたフォルダはコンピュータなどの他の機器からネットワークを介してアクセスすることができます。

4.2.19.1 フォルダを共有する

共有したいフォルダ名を表示した状態で、F2またはSpace-mを入力してメニューを開いてください。

共有されていないフォルダを表示した状態であれば上下矢印キーを何度か押すと「このフォルダをネットワークで共有する」という項目が表示されます（メニュー内のショートカットはjです）。この状態でエンターを押すとボイスセンスは「（指定したフォルダ名）を共有しました。ブレイルセンスをリセットしてください」と表示します。リセットボタンを押してボイスセンスが再起動すると、指定したフォルダがネットワーク上で共有されます。フォルダ名が表示された状態でショートカットキーのBackspace-s(2-3-4)を入力しても実行することができます。

4.2.19.2 フォルダを非共有にする

すでに共有されたフォルダを表示した状態でメニューを開くと「このフォルダをネットワークで共有しない」という項目が表示されます（メニュー内のショートカットはuです）。この状態でエンターを押すとボイスセンスは「（指定したフォルダ名）を非共有にしました。ブレイルセンスをリセットしてください」と表示します。リセットボタンを押してボイスセンスが再起動すると、指定したフォルダが非共有になります。フォルダ名が表示された状態でショートカットキーのBackspace-u(1-3-6)を入力しても実行することができます。

4.2.20 ローカルセキュリティ設定

ネットワーク上でフォルダを共有する際に、共有したフォルダに誰でもアクセスできないようにユーザ名とパスワードを設定することが可能です。

共有したフォルダ名を表示した状態でF2またはSpace-mを入力してメニューを開いてください。

上下矢印キーを何度か押すと「ローカルセキュリティ設定」という項目が表示されます（メニュー内のショートカットはyです）。この状態でエンターを押すとボイスセンスはローカルセキュリティ設定を実行します。共有されたフォルダ名が表示された状態でショートカットキーのBackspace-p(1-2-3-4)を入力しても実行することができます。

ローカルセキュリティ設定では共有フォルダごとに任意の「ユーザ名」と「パスワード」を設定することができます。

ローカルセキュリティ設定を行った共有フォルダにネットワークを介してアクセスする場合は、登録したユーザ名とパスワードの入力が必要になります。
4.3 アドレスエディットボックスの使用方法

このウィンドウは開きたいファイルの名前を直接入力することができます。移動したいフォルダへのパス名も直接入力できます。このウィンドウには履歴リストがあり、以前開いたファイルを開いたり、以前開いたフォルダに移動したりすることができます。履歴には最近使ったファイル名とフォルダパス情報が含まれています。
4.3.1 編集
ファイルやフォルダリストを読み上げているときにTab(Space-4-5)を押してアドレスエディットボックスに移動すると、ボイスセンスは｢flashdisk/download｣のように現在のディスク名を含めて現在のパスを読み上げます。このパスを編集するには、左右矢印キーを使って文字を入力したい位置にカーソルを移動し、文字を入力します。アドレスエディットボックスに移動した直後はパス名の最後の位置にカーソルがあります。アドレスエディットボックスはファイルやフォルダリストにあるときのみ使え、ディスクリストでは使えません。
4.3.2 パス･ファイル名入力
左右矢印キーを使って編集したい箇所にカーソルを移動し文字を入力すると、カーソルの位置に文字が挿入されます。パス・ファイル名を正確に把握している場合はそれを直接入力することができます。例えば、アドレス編集リストで｢flashdisk/download｣と入力してEnterを押すと、｢ダウンロード｣フォルダにあるファイルのリストを読み上げます。アドレスエディットボックスに｢flashdisk/work/sample.txt｣と入力すると、ボイスセンスはまずワードプロセッサーをロードして｢sample.txt｣を開きます。ファイルが開かれると、「sample.txt」というファイルの内容を読むことができます。
4.3.3 履歴リストを開く
履歴リストには以前開いたパス、ファイル、フォルダのリストが含まれています。アドレスエディットボックスで下スクロールボタン(Space-4)を押すと履歴リストにアクセスできます。上下スクロールボタン、 Space-1またはSpace-4を押すと履歴リストを読むことができます。ファイルを読み上げたところでEnterを押すと、そのファイルを開くのに適当なプログラムが起動してファイルが開かれます。またパスを読み上げたところでEnterを押すとそのパスに入ります。選択したファイルは、そのファイルを開くのに適当なプログラムが起動して開かれます（4.2.3章をご参照ください）。 履歴リストの中を移動しているときにもアクセスしたい新しいパス・ファイル名を入力することができます。
4.4 ネットワーク共有
ファイル管理のネットワーク共有機能では、ネットワークに接続されたコンピュータとボイスセンスとの間でファイルを共有したり、共有ファイルにアクセスして自分のファイルのように操作したりすることができます。共有コンピュータに接続し、ファイルをボイスセンスにコピーしたり、ワープロでファイルを編集したり、メディアファイルを瞬時に再生することができます。さらに、ネットワーク接続中は、ボイスセンスのフォルダを共有し、フォルダ内のファイルに他のコンピュータからアクセスすることができます。このためにはデバイス名の変更機能を使用して15文字以内の名前に設定する必要があります。

ブレイルセンスをネットワークに接続するには無線LANまたは有線LANを介してネットワークに接続する必要があります。

しかし、無線LANを使用している場合、ネットワークへ接続して、共有ファイルにアクセスできるのはコンピュータ同士が同じネットワーク階層に接続されているときのみです。つまり、ボイスセンスがAルータのサブネットにあたるBルータに接続されている場合、Aルータに接続中のコンピュータの共有ファイルを利用することはできません。

4.4.1 共有コンピュータの検索方法とネットワークリストへの追加方法

ファイル管理を実行し、ディスクのリストからネットワークリストを探します。ネットワークリストには登録済みコンピュータの共有フォルダが並んでいます。ここから共有フォルダにアクセスしたり、コンピュータのネットワーク登録を解除したりすることができます。

事前に共有コンピュータが登録されていない場合、ネットワークリストは何も読み上げられません。ネットワークに接続されているコンピュータ名を検索し、共有フォルダをネットワークリストに追加してください。 

ネットワークに接続された共有コンピュータは「ネットワーク接続設定」から検索できます。ファイル管理実行中にBackspace-e (1-5)を押すと「ネットワーク接続設定」を実行します。または、Space-m (1-3-4)か F2を押してプログラムメニューを呼び出し、ネットワークへ移動し、Enterを押して「ネットワーク」メニュー項目を出します。Space-4で「ネットワーク接続設定」ダイアログボックスへ移動し、Enterを押します。

「ネットワーク接続設定」ダイアログボックスのコントロールは次のとおりです。

1) リモート名 CEB

2) リモートフォルダ LB

3) 追加／削除 BT

4) キャンセル BT

「ネットワーク接続設定」ダイアログボックス内の移動は次のとおりです。

1) 次のコントロールに移動： Tab (F2またはSpace-4-5)

2) 前のコントロールに移動：: Shift-Tab (Space-F2またはSpace-1-2)

リモートフォルダでは、接続可能なフォルダリストを読み上げます。操作は次のとおりです。

1) 次のフォルダへ移動： Space-4

2) 前のフォルダへ移動： Space -1

3) フォルダの選択とキャンセル： Space

4) 全てのフォルダ選択： Enter-a (1)

「追加」ボタンで、リモート名に入力した共有フォルダをファイル管理のネットワークリストに追加します。リモート名の入力後、Enterを押して追加を実行することもできます。「キャンセル」ボタンを押すと、「ネットワーク接続設定」を終了します。Space-z (1-3-5-6)またはSpace-e (1-5)でキャンセルすることもできます。

「ネットワーク接続設定」を実行すると、「リモート名の入力」エディットボックスが開きます。検索したいコンピュータ名を確認し、コンピュータ名を「\\」付き、または、「\\」なしで入力してEnterを押します。

検索したいコンピュータ名が「extra」の場合、WindowsXPの場合は「extra」、Windows Vista, Windows7, Windows8では「extra\users」と入力してEnterを押します。なおusersフォルダはあらかじめ共有を許可する設定になっている必要があります。また「\」は1-2-4-6で入力できます。

コンピュータが見つかるとログインエディットボックスが現れます。

ログインエディットボックスにコンピュータにログオンしているユーザのユーザ名とパスワードを入力してください。

ログイン情報が正しければ、接続が成功し、リモートフォルダリストに移動し、共有フォルダ名を読み上げます。

リモートフォルダでは、接続中のコンピュータと共有しているすべてのフォルダがリストになって表示されます。目的のフォルダに移動し、Enterを押すと、ファイル管理のネットワークリストに共有フォルダへのパスが作成されます。リモートフォルダリストで複数のパスを作成することもできます。この場合は、フォルダリストからパスを作成したいフォルダを表示しSpaceを押して選択状態にしてからEnterを押します。リスト上ではSpaceでキャンセル、またはフォルダの選択ができます。共有フォルダを追加するとき、同じネットワークに接続するのであれば、再度フォルダを検索する必要はありません。ファイル管理からネットワークリストにアクセスすることができます。リモートフォルダ名が11文字以上の場合、ボイスセンスはフォルダを認識しません。ファイルリストが読み上げられない場合、フォルダまたはファイル共有をキャンセルしてください。

設定が完了すると、再度フォルダリストが読み上げられます。
4.4.2 リモートフォルダを削除する
ネットワークリストに登録したリモートフォルダを削除するには2つの方法があります。
１つは「このフォルダをネットワークから削除」機能です。ファイル管理を実行しディスクのリストを開きます。削除したいリモートフォルダリストに移動し、Backspace-d (1-4-5)を押すと、フォルダが削除されます。
メニューからもこの機能を実行できます。削除したいリモートフォルダリストに移動し、Space-m (1-3-4)またはF2を押してメニューを開きます。下スクロールまたはSpace-4を押して「このネットワーク上のリモートフォルダを削除」に進みEnterを押します。
もう１つは「ネットワーク接続設定」ダイアログボックスを利用する方法です。ダイアログボックスを開き、リモートフォルダリストの登録済みリモートフォルダに移動します。ここでEnterかTabを押すと、「削除」ボタンが現れます。Enterを押すと、フォルダが削除されます。
検索リストで「*」（アスタリスク）が付いているものが、リモートフォルダとして登録済みのフォルダです。
リモートフォルダのリスト上でTapを押すと、「追加」ボタンが「削除」ボタンに変わります。フォルダが登録済みか未登録かによって、次のコントロールが「追加」または「削除」ボタンになります。
4.5 ファイル管理でのホットキー

開く: Enter-o(1-3-5)

プログラムから開く: Enter-e(1-5)

圧縮: Enter-z(1-3-5-6)

展開: Enter-u(1-3-6)

送る: Enter-s(2-3-4)

コピー: Enter-c(1-4)

切り取り: Enter-x(1-3-4-6)

貼り付け: Enter-v(1-2-3-6)

削除: Enter-d(1-4-5)

名前の変更: Enter-r(1-2-3-5)

新規文書: Enter-n(1-3-4-5)

新しいフォルダ: Enter-f(1-2-4)

ファイル変換: Enter-t(2-3-4-5)

全て選択: Enter-a(1)

ファイル並べ替え: Enter-g(1-2-4-5)

ファイル情報設定: Enter-l(1-2-3)

特定の種類のファイルのみを表示: Enter-w(2-4-5-6)

登録情報: Enter-i(2-4)

ファイル検索: Space-f(1-2-4)
情報: Enter-i(2-4)

ネットワーク接続設定の実行: Backspace-e(1-5)

リモートフォルダをネットワークから削除: Backspace-e(1-5)

5. ワードプロセッサー 

ボイスセンスでワードプロセッサーを実行すると、新規文書作成ができる状態になります。メニューを呼び出すにはSpace-m(1-3-4)またはF2を押してください。ワードプロセッサーが提供する各種機能のホットキーが分からない場合にはこのようにしてワードプロセッサーメニューを呼び出してください。

ワードプロセッサーのメニューにはファイル、編集、移動、読み上げ、レイアウトがあります。このようなメニューを使うにはワードプロセッサーを起動してSpace-m(1-3-4)かF2を押したあと、Space-1かSpace-4を押して使いたいメニュー項目まで移動し、Enterを押して実行します。

例えば、編集メニューを実行するには、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-1かSpace-4を押して｢編集｣メニュー項目を探し、Enterを押してください。また、Space-m(1-3-4)を押してメニューを呼び出し、｢e(1-5)｣を押しても、｢編集｣メニューに移動します。

｢編集｣メニューにはサブメニューがあります。もし選択したメニューにサブメニューがある場合には、メニュー名に続いて｢プルダウン｣と表示します。選択したメニューにダイアログボックスがある場合は、｢共通ダイアログ｣と表示します。

編集中の文書で現在の位置を確認するには｢Space-1-5-6｣を押してください。文書編集中に電源を切って、再び電源を入れると現在の状態を読み上げます。

これからワードプロセッサーのメニューの使用方法と様々な機能について詳しく説明します。
5.1 ファイル 

｢ファイル｣メニューには新規文書作成、ディスクに保管されている文書を呼び出す機能、編集した文書を保存する機能、使用環境を設定するメニューがあります。

ファイルメニューを呼び出すには、｢Space-m(1-3-4)｣あるいは｢f(1-2-4)｣を押して｢ファイル」と表示したらEnterを押してください。
5.1.1 新規文書作成
新しく文書を作成するときに実行します。新規文書のデフォルトファイル名は｢noname.txt｣です。この｢.txt｣はテキスト文書の拡張子です。ボイスセンスのワードプロセッサーで文書を作ってディスクに保存すると、自動的にこの拡張子が付きます。

新しい文書を作るには、ワードプロセッサーを起動して｢ファイル｣メニューを呼び出し｢新規｣を選択してください。あるいはワードプロセッサーに入ってEnter-n(1-3-4-5)を押しても同様です。

他の文書の編集中に｢新規｣を実行すると、まず｢テキスト文書(t)」と表示します。ここでSpace-4を繰り返して押すと｢センス文書(s)｣と｢点字文書(b)」と表示します。センス文書はボイスセンス独自形式の点字文書です。センス文書ファイルの拡張子は.hblです。この3つの文書タイプの中から作成したい文書のタイプをEnterを押して選択してください。
｢新規｣は現在編集中の文書を閉じて、新しい文書を作るという意味です。ここで｢現在編集中の文書を閉じる｣は現在編集中の文書を一時保存メモリーから削除するという意味です。文書編集中にその文書を保存せずに｢新規｣を実行すると、ボイスセンスは現在編集中の文書を保存するかどうかを確認するために｢保存？ はい」と表示します。ここで｢はい｣でEnterを押すと編集中の文書を保存します。保存したくない場合は、Spaceを押して｢いいえ｣を選択しEnterを押してください。｢保存？ はい｣と表示したときにSpaceを2回押すと｢取消」と表示します。ここでEnterを押すと新規文書が取消されて編集中の文書に戻ります。
5.1.2 開く
これはディスクに保存されている文書ファイルを呼び出すときに使います。ワードプロセッサー実行中にファイルメニューから｢開く｣を選択するか、Enter-o(1-3-5)を押してください。ファイルメニューを呼び出すにはSpace-m(1-3-4)あるいはF2を押してください。

｢開く｣メニューが実行されるとダイアログボックスを読み上げて、開きたいファイルを選択することができます。このダイアログボックスを｢開く｣ダイアログボックスと言い、文書ファイルを検索して開く際に使います。ダイアログボックスは、ファイルとフォルダのリストを表示する｢ファイルリスト｣、開きたいファイルの名前を直接入力できる｢ファイル名｣、開きたいファイルの種類を選択する｢ファイルフォーマット｣、選択した内容を確定する｢確認｣、選択を取消す｢取消｣で構成されています。ここで｢ファイルリスト｣、｢ファイル名｣、｢ファイルフォーマット｣、｢確認｣、｢取消｣をコントロールと呼びます。このコントロール間の移動には｢Tab(Space-4-5)｣か｢Shift-Tab(Space-1-2)｣を使います。

｢開く｣ダイアログボックスを実行すると、｢ファイル名：｣と表示します。ここで開きたい文書のファイル名を無変換（NABCC）点字で直接入力してEnterを押すと、ボイスセンスは｢/flashdisk/work｣フォルダでそのファイルを検索します。最近開いたファイルを再び開きたい場合は、｢ファイル名：｣と表示したときにSpace-4を繰り返して押すと、最近開いたファイルの名前が一つずつ読み上げられます。開きたいファイルを読み上げたときにEnterを押すと選択したファイルが開きます。ファイルリストで前のファイルに移動するにはSpace-1を押します。

現在読み上げられているファイルフォーマットでなく他のファイルフォーマットのファイルを選択して開くには、Tab(Space-4-5)を押してファイルフォーマット選択に移動した後、上矢印キー(Space-1)または下矢印キー(Space-4)を押して開きたいファイルフォーマットを選択します。

｢ファイル名:｣に直接ファイル名を入力せずに、ファイルリストから開きたいファイルを選択することもできます。Tab(Space-4-5)を数回押して｢ファイルリスト｣に移動し、開きたいファイルを探します。｢ファイル名：｣のエディットボックスからファイルリストに直接移動したい場合はShift-Tab(Space-1-2)を押します。ファイルリストでは選択したフォルダ内のファイルとフォルダの名前を読み上げます。なお、読み上げられるファイルは｢ファイルフォーマット｣で選択したタイプのファイルのみを読み上げます。ファイルリストで上矢印キ (Space-1)あるいは下矢印キー(Space-4)を利用してファイルを探し、開きたいファイルを読み上げたらEnterを押してファイルを開きます。フォルダ名を読み上げたときにEnterを押すと、そのフォルダ内のファイルとフォルダのリストを読み上げます。4章のファイル管理で説明したように、上位のフォルダや他のフォルダにも移動することができます。

SDカードやUSBメモリに入っているファイルを開くには、｢開く｣ダイアログボックスでShift-Tab(Space-1-2)あるいはSpace-F3を押してファイルリストに移動し、BackSpaceを押して移動したいディスクまで移動しEnterを押すと、選択したディスク（SDカードやUSBメモリ）にあるファイルリストを読み上げます。
ボイスセンスは選択したファイルの種類によってフォーマットを自動選択します。例えば、拡張子がhblあるいはbrlのファイルを選択すると、選択したファイルは点字フォーマットとして扱われます。拡張子が｢txt｣あるいは｢doc｣のファイルを選択して開くと、テキストフォーマットとして扱われます。また、テキスト情報の含まれるPDFファイルもテキストフォーマットとして扱うことができます。
　拡張子がbet、 besのファイルを選択して開くと、点字フォーマットとして扱われます。この拡張子のファイルは読み込み専用となり変更や保存ができません。ボイスセンスのワードプロセッサーが処理できるファイルフォーマットはtxt、 hbl、 brl、 doc、docx、 bet、 besですが、これ以外のファイルフォーマットのファイルを開く際にEnterを押すと、ボイスセンスはそのファイルを点字フォーマット、テキストフォーマットのどちらで開くかを確認します。この場合はSpaceを押して点字フォーマット、テキストフォーマットのいずれかを選んでEnterを押してください。

ボイスセンスのワードプロセッサーでは、最大10ファイルまで同時に開いて編集作業をすることができます。1つのファイルを開いて作業しているときに他のファイルを開くと、ボイスセンスが既に開いているファイルを保存するかどうかを確認しますので、そこでそのファイルを保存することができます（ファイルの保存については5.1.3章で詳しく説明します）。 ファイルを保存すると、新しく選択したファイルの内容を読み上げます。読み上げられるのは一つのファイルだけですが、実際には2つのファイルが同時に開いている状態です。この状態で前の作業ファイルに戻りたい場合はShift-Tab(Space-1-2)を押してください。再び2つ目のファイルに戻りたい場合はTab(Space-4-5)を押してください。
5.1.3 保存 

｢保存｣は作成した文書をディスクドライブに保存するときに使います。この機能を使いたい場合は、Space-m(1-3-4)またはF2を押して｢ファイル｣メニューを呼び出して｢保存」と表示する箇所まで移動してEnterを押し、保存機能を実行します。あるいは｢ファイル｣メニューを呼び出して｢s(2-3-4)｣を押しても保存することができます。また、文書編集中にEnter-s(2-3-4)を押しても保存することができます。

ワードプロセッサーを起動して新規文書を作成し｢保存｣を実行すると、｢名前を付けて保存｣ダイアログボックスが開きます。｢名前を付けて保存｣ダイアログボックス｣については5.1.4章で詳しく説明します。

既にディスクにある文書を｢開く｣を使って開き編集をして｢保存｣を実行すると、このダイアログボックスを表示せずに元のファイル名でファイルを保存します。保存が終わると自動的に編集中の文書に戻ります。

複数のファイルが開いている状態で現在作業中のファイルを保存して閉じたい場合は、Space-q(1-2-3-4-5)を押すと、作業中のファイルを保存して閉じ、前の文書を読み上げます。
5.1.4 名前を付けて保存 

この機能は、作業中の文書を他のファイル名で保存するとき、他のディスク（SDカードあるいはUSBメモリなど）に保存するとき、あるいはファイルのフォーマットを変更して保存するときに使います。Space-m(1-3-4)またはF2を押してファイルメニューを呼び出し、Space-4を押して｢名前を付けて保存｣まで移動し、Enterを押してこの機能を実行します。あるいは文書編集中にSpace-s(2-3-4)を押して実行します。

｢名前を付けて保存｣を実行すると、｢名前を付けて保存｣ダイアログボックスを読み上げます。このダイアログボックスは｢開く｣ダイアログボックスと似ています。ダイアログボックスは｢ファイルリスト｣、｢ファイル名｣、｢タイプ（ファイルフォーマット）｣、｢確認｣、｢取消｣で構成されています（これらをタブと言います）。
このダイアログボックスが開くと、｢ファイル名：」と表示します。タブから次あるいは前のタブへの移動はTab(Space-4-5)とShift-Tab(Space-1-2)を使ってください。
既にあるファイルを開いて編集中に｢名前を付けて保存｣を実行すると、ファイル名、ファイルフォーマット、フォルダなどは元々の情報がそのまま読み上げられます。

しかし、ワードプロセッサーを起動して｢新規｣機能を実行して新しい文書を作成し｢保存｣や｢名前を付けて保存｣を実行すると、デフォルトで読み上げられるファイル名は｢noname.txt｣で、ファイルパスは｢flashdisk/work/｣になります。

新しいファイル名をつけたい場合は、そのまま新しいファイル名を入力します。ファイル・フォルダ名には、|、 \、 <、 >、 ?、 :、 * のような特殊文字は使わないでください。
ファイルフォーマットを変更したい場合は、｢タイプ:｣まで移動してSpace-1かSpace-4を押し、希望するファイルフォーマットを選択してください。
doc形式のデータを編集して保存する場合、元のデータのレイアウト情報が失われますのでご注意ください。
ファイルリストにあるファイル名で保存したい場合は、Shift-Tabを押してファイルリストまで移動し、ファイルリストを読み上げたら、4章のファイル管理で説明したように移動してファイル名を検索してください。
5.1.5 ファイルを挿入
編集中の文書に他のファイルを挿入するときに使います。

Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢ファイル｣まで移動したら、Enterを押してファイルメニューに入ります。Space-4を何度か押して｢ファイルを挿入｣まで移動し、Enterか「i(2-4)」を押して｢ファイルを挿入｣を実行します。文書編集中にメニューを呼び出さずにEnter-i(2-4)を押しても｢ファイルを挿入｣が実行されます。

この機能を使うときには｢開く｣ダイアログボックスに似た｢挿入｣ダイアログボックスと表示します。挿入したいファイルを選択してEnterを押すと、そのファイルの内容が編集中の文書内のカーソルがある段落の最初に挿入されます。｢ファイルを挿入｣機能を実行すると、挿入されるファイルのテキストは編集中のファイルのフォーマットと同じフォーマットに変換されて挿入されます。編集中のファイルに異なるファイルフォーマットの文書を挿入してファイルを保存しても、ファイルフォーマットは変わりません。例えば、｢sample.hbl｣に｢sample.txt｣ファイルを挿入して保存すると｢sample.hbl｣として保存されます。

5.1.6 現在の文書を閉じる
｢現在の文書を閉じる｣は、ワードプロセッサーを閉じずに現在作業中のファイルのみを閉じるときに使います。これを実行するには、まずSpace-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、ファイルメニューでEnterを押してファイルメニューに入ります。次に矢印キー(Space-1またはSpace-4)を使って｢現在の文書を閉じる｣まで移動してEnterを押すか、｢q(1-2-3-4-5)｣を押します。ワードプロセッサーの使用中に、メニューを呼び出さずに｢Space-q(1-2-3-4-5)｣を押しても実行できます。

この機能は、2つ以上のファイルが開いている状態でのみ使えます。1つのファイルだけを開いているときには使えませんのでご注意ください。
5.1.7 印刷
印刷は現在開いている文書を墨字または点字で印刷するために使用します。これを実行するには、まずSpace-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、ファイルメニューでEnterを押してファイルメニューに入ります。次に上下スクロールボタン(またはSpace-1とSpace-4)を使って「印刷｣まで移動してEnterを押すか、｢p(1-2-3-4)｣を押します。「印刷」には2つの項目があります。「墨字印刷」と「点字印刷」です。次に上下スクロールボタン(またはSpace-1とSpace-4)を使って選択することができます。
点字印刷にはパラレルケーブルでの接続が可能でNABCCに対応した点字プリンターが必要です。
テキスト印刷にはヒューレットパッカード社製でPCL3またはPCL4に対応したプリンターまたは、EPSON製でESC／P-Rに対応したプリンターが必要です。
1) 点字印刷
点字印刷したい文書を開きます。Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出します。ファイルメニューの「印刷」から「点字印刷」を選びEnterを押すか、「b(1-2)」を押します。「点字印刷」を選択すると「点字印刷」ダイアログが開きます。ここで、印刷したい文書の開始ページと終了ページを入力することができます。「点字印刷」ダイアログは以下の項目を設定します。
(1) 開始ページ
点字印刷したい文書の印刷開始ページ番号です。初期設定は1です。ページ番号を入力して変更することができます。Space-4を押すと次の項目へ移動します。
(2) 終了ページ
点字印刷する文書の印刷終了ページ番号です。初期設定は100,000です。文書の最終ページまで印刷するよう設定されています。ページ番号を入力して変更することができます。Space-4を押すと次の項目へ移動します。
(3) 部数
印刷部数を設定することができます。初期設定は1です。必要な部数を入力して変更することができます。
ここでSpace-1またはSpace-4を押すと「開始ページ」または「終了ページ」の項目へ移動します。確認ボタンへ移動するにはTab（Space-4-5）を押します。
(4) 点字形式の設定
このオプションでは点字のデータ形式をボイスセンスの点字形式にするかどうかを設定することができます。「はい」に設定すると元の点字文書の形式に関わらずボイスセンスの点字形式を使用します。「いいえ」に設定すると元の点字文書の形式を使用します。
(5) 確認・キャンセル
設定が完了したら、Tab（Space-4-5）を押して「確認」ボタンへ移動してEnterを押してください。設定を取り消す場合はTab(Space-4-5)を押して「キャンセル」ボタンへ移動してEnterを押してください。
「確認」ボタンでEnterを押すと「印刷：はい」と読み上げます。ここでEnterを押すと印刷を開始します。しかし、Spaceを押して「はい」を「いいえ」に切り替えてEnterを押すと印刷を取り消します。Spaceを押して「ファイルを保存」を選択すると現在の文書を「brl」ファイルとして保存することができます。
2) テキスト印刷
このオプションは文書を墨字プリンタで印刷するために使います。Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出します。ファイルメニューの「印刷」から「プリンタ」を選びEnterを押すか、「p(1-2-3-4)」を押します。「プリンタ」を選択すると「プリンタ」ダイアログが開きます。「プリンタ」ダイアログでの設定項目は「点字印刷」ダイアログと同じです。各項目の入力後、Tab（Space-4-5）を押して「確認」ボタンでEnterを押すと「印刷：はい」と読み上げます。ここでEnterを押すと印刷を開始します。しかし、Spaceを押して「はい」を「いいえ」に切り替えてEnterを押すと印刷は取り消されて、ボイスセンスが開いていた文書に戻ります。
5.1.8 設定 

環境設定を変更する場合にこの機能を使います。Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、ファイルメニューに入ります。次にSpace-4を繰り返して押して｢設定｣まで移動し、Enterか｢e(1-5)｣を押して｢設定｣に入ります。文書編集中にEnter-e(1-5)を押しても設定に入ることができます。

設定に入るとダイアログボックスを読み上げます。ボックス内の各項目間はSpace-1やSpace-4を押して移動します。設定を完了したい場合は、Tab(F3またはSpace-4-5)を押して｢確認｣や｢取消｣に移動し、Enterを押します。
変更可能なメニュー項目は下記のとおりです。
1) フォーマット文字表示（はい/いいえ）:｢はい｣に設定すると全てのフォーマット文字を読み上げます。このオプションを変更したい場合はSpaceを押します。フォーマット文字は｢改行キー($p)｣、｢マークサイン($pl)｣と一緒に読み上げられます。

2) 読み上げ単位（行/段落）:文書を読む際のSpace-1とSpace-4の移動単位を設定します。｢行｣に設定してSpace-1を押すと行単位、｢段落｣に設定すると段落単位で移動します。｢行｣と｢段落｣の切替えにはSpaceを使ってください。
3) 読み取り専用（はい/いいえ）:｢はい｣に設定されていると文書の編集･変更は不可能です。これは誤って文書を変更してしまうのを防ぐために設定する機能です。｢はい｣と｢いいえ｣の切替えにはSpaceを使ってください。点字表示モードが｢圧縮｣の場合に、｢読み取り専用モード｣を｢はい｣に設定して文書を読むと、カーソルキーを押すと、読み上げに伴い、それに対応する単語が常に点字ディスプレイの最初に移動して表示されます。
4) 点字表示モード （元のまま/圧縮）:このオプションは、点字ディスプレイに点字を出力する方法を選択します。元のままを選択すると点字ディスプレイが残っていても｢Carriage Return($p)｣までの内容を出力します。Carriage Return($p)に続く内容は新しい行に読み上げられます。一方、｢圧縮｣を選択すると、Carriage Return($p)にかかわらず、内容を続けて読み上げます。元のままと圧縮を選択するためにはSpaceを押します。
5) 自動スクロール速度(1～20):文書を自動スクロールして読むときの1行の表示時間を設定します。20が一番速い速度です。Spaceを押すと数字が増加し、BackSpaceを押すと数字が減少します。自動スクロールについては5.4.8章をご参照ください。

6) 自動保存間隔(0～60):編集中の文書の自動保存間隔を設定します。これが0に設定されていると自動保存はできません。Spaceを押すと10分単位で増加し、BackSpaceを押すと10分単位で減少します。

7) 全ての文書に設定を適用（はい/いいえ）:｢はい｣に設定されていると、この｢設定｣で設定した内容が全ての文書に適用されます。｢いいえ｣に設定されていると、現在編集中の文書のみに適用されます。｢はい｣と｢いいえ｣の間の切替えにはSpaceを使ってください。
8) 確認：Enterを押すと設定変更を保存して編集していた文書に戻ります。

9) 取消：Enterを押すと設定変更を取消して編集していた文書に戻ります。

5.1.9. 閉じる
ワードプロセッサーを閉じるときに使います。ファイルメニューで｢閉じる｣を選択するかSpace-z(1-3-5-6)を押してください。編集していた文書を保存せずに｢閉じる｣を実行すると、現在の文書を保存するかどうかを確認するダイアログボックスを読み上げます。｢保存しますか？ はい｣でEnterを押すと、編集していた文書を保存してワードプロセッサーを終了します。
5.2 編集 

ボイスセンスには２つの編集モードがあります。
一つは文章中のカーソルがある箇所に文字を挿入するモードです。カーソルがある箇所に文字を入力すると元の文字は右に移動し、新たに入力した文字がカーソル位置に挿入されます。これを｢挿入モード｣と言います。

もう一つはカーソルがある箇所に文字を入力するとその部分にあった文字が削除されて、新たに入力した文字に置き換わるモードです。これを「上書きモード」と言います。
ワードプロセッサーでは｢挿入モード｣がデフォルトです。

｢挿入モード｣と｢上書きモード｣の切替えにはSpace-i(2-4)かメニューを使ってください。これに関する詳細な説明は5.2.11章をご参照ください。

ボイスセンスで文書を編集するための｢編集｣メニューには次のような項目があります:｢ブロック選択開始｣、｢コピー｣、｢切り取り｣、｢貼り付け｣、｢削除｣、｢空行削除｣、｢クリップボードに追加｣、｢クリップボードをクリア｣、｢全て選択｣、｢日付挿入｣、｢挿入/上書きモード変更｣、｢スペルチェック｣

｢編集｣メニューを呼び出すには、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢編集｣まで移動し、Enterを押します。メニューを呼び出して｢e(1-5)｣を押しても同様です。
5.2.1 ブロック選択開始
編集したいテキスト部分を選択するときに使います。この機能はコピー、切り取り、貼り付けなどを行うときに便利です。選択したい箇所の始まりにカーソルを置いて｢ブロック選択開始｣を実行します。

これを実行するには、まずSpace-m(1-3-4)かF2を押して編集メニューを選択し、Enterを押して編集メニューに入り、｢ブロック選択開始」と表示したらEnterを押すか、編集メニューで｢b(1-2)｣を押します。文書編集中にEnter-b(1-2)を押しても｢選択開始｣が実行されます。

ブロックの開始位置を指定した後に、矢印ボタンを動かしてブロックの終点にしたい位置（カーソル位置の１文字手前がブロックの終点となります）を指定します。それに続けて「コピー」「カット」「削除」など選択された範囲を対象として種々の作業を行うことができます。
また、終了したいセルのタッチカーソルキーを押してブロック指定を完了します。例えば、｢mother｣という単語をブロックで選択したい場合は、｢m｣にカーソルを置いて｢選択開始｣を実行し、｢r｣の文字があるセルのタッチカーソルキーを押します。
5.2.2 コピー
文書中で、コピーしたい部分を｢選択開始｣機能を使って選択した後、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢編集｣まで移動したらEnterを押して編集メニューに入ります。ここでSpace-4を押して｢コピー｣まで移動し、Enterか｢c(1-4)｣を押すとコピーが実行されます。文書編集中にEnter-c(1-4)を押してもコピーが実行されます。

コピーが実行されると、選択した部分が｢クリップボード｣という仮想の一時保存場所に複写されます。ここで、文書の他の内容を選択してコピーを実行すると、クリップボードに保存されていた内容は消されて、新しくコピーされた内容が保存されます。
5.2.3 切り取り
選択した部分を切り取るには、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢編集｣まで移動したらEnterを押して編集メニューに入ります。ここでSpace-4を何度か押して｢切り取り｣まで移動し、Enterか｢x(1-3-4-6)｣を押して｢切り取り｣を実行します。文書編集中にメニューを呼び出さずにEnter-x(1-3-4-6)を押しても｢切り取り｣が実行されます。

｢切り取り｣と｢コピー｣の違いは、｢切り取り｣は実行すると文章中の選択した部分が削除されてクリップボードに移動されますが、｢コピー｣ではコピー元はそのまま保持された状態でクリップボードにコピーされます。
5.2.4 貼り付け
切り取りやコピーの実行によってクリップボードの内容を文章中に貼り付ける機能が｢貼り付け｣です。これを実行するには、まず文章中の貼り付けたい部分にカーソルキーを置き、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢編集｣まで移動したらEnterを押して編集メニューに入ります。Space-4を数回押して｢貼り付け｣でEnterか｢v(1-2-3-6)｣を押します。文書編集中にメニューを呼び出さずにEnter-v(1-2-3-6)を押しても｢貼り付け｣が実行されます。
5.2.5 削除
選択した部分を削除するときに使います。削除したい部分を選択してからSpace-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出します。Space-4を押して｢編集｣まで移動し、Enterを押して編集モードに入ります。Space-4を数回押して｢削除｣まで移動し、Enterか｢d(1-4-5)｣を押して｢削除｣を実行します。文書編集中にメニューを呼び出さずにSpace-d(1-4-5)を押しても選択した部分の削除が実行されます。
5.2.6 空行削除
空行を削除するには、まず削除したい部分を選択します。Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、｢編集｣でEnterを押して編集メニューに入ります。矢印キー(Space-1やSpace-4)を使って｢空行削除｣まで移動し、Enterか｢l(1-2-3)｣を押して｢空行削除｣を実行します。文書編集中にメニューを呼び出さずにBackSpace-e(1-5)を押しても｢空行削除｣が実行されます。
5.2.7 クリップボードに追加
クリップボードに追加したい部分を選択してから、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢編集｣まで移動したら、Enterを押して編集メニューに入ります。Space-4を押して｢クリップボードに追加｣まで移動し、Enterか｢p(1-2-3-4)｣を押して｢クリップボードに追加｣を実行します。文書編集中にEnter-p(1-2-3-4)を押しても｢クリップボードに追加｣が実行されます。

｢クリップボードに追加｣は｢コピー｣とほぼ同じ機能を持ちます。ただし、コピー機能を利用すると以前にクリップボードにコピーしたデータは消えますが、｢クリップボードに追加｣機能を使うと、以前にクリップボードにコピーした内容を残して新しく追加されます。
5.2.8 クリップボードをクリア
クリップボードをクリアするには、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢編集｣まで移動したら、Enterを押して編集メニューに入ります。Space-4を数回押して｢クリップボードをクリア｣まで移動し、Enterか「e(1-5)」を押して｢クリップボードをクリア｣を実行します。

｢クリップボードをクリア｣を実行すると、クリップボードに入っている全てのデータが消えます。

文書編集中にメニューを呼び出さずにEnter-d(1-4-5)を押しても｢クリップボードをクリア｣が実行されます。
5.2.9 全て選択
｢全て選択｣を実行すると文書中の全てのテキストが選択されます。

Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢編集｣まで移動したら、Enterを押して編集メニューに入ります。Space-4を何度か押して｢全て選択｣まで移動し、Enterか｢a(1)｣を押して｢全て選択｣を実行します。文書編集中にEnter-a(1)を押しても｢全て選択｣が実行されます。
5.2.10 日付の挿入
編集中の文書に今日の日付と時間を挿入するときに使います。Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢編集｣まで移動したら、Enterを押して編集メニューに入ります。Space-4を何度か押して｢日付挿入｣まで移動し、Enterか｢w(2-4-5-6)｣を押して｢日付挿入｣を実行すると、カーソルがある箇所に今日の日付と時間が挿入されます。文書編集中にメニューを呼び出さずにEnter-w(2-4-5-6)を押しても｢日付挿入｣が実行されます。
5.2.11 挿入モードと上書きモードの切替え
ボイスセンスの編集モードには挿入モードと上書きモードの2つのモードがあります。挿入モードでカーソルがある箇所に文字を入力すると、最初にその箇所にあった文字とそれ以降の文字は、後ろに一文字ずつ移動します。

上書きモードでは、カーソルがある箇所に文字を入力するとその部分にあった文字が削除されて、新たに入力した文字に置き換わります。

ワードプロセッサーを起動したときは、挿入モードになります。挿入モードを上書きモードに切替えるにはSpace-i(2-4)を押してください。再度挿入モードに切替えるときにもSpace-i(2-4)を押してください。

挿入/上書きモード切替えはメニューからも実行できます。文書編集中にSpace-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢編集｣まで移動したら、Enterを押して編集メニューに入ります。Space-4を何度か押して｢挿入/上書きモード切替え｣まで移動し、Enterか｢m(1-3-4)｣を押して｢挿入/上書きモード切替え｣を実行します。
5.3 移動
ワードプロセッサーで｢移動｣メニューを開くには、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢移動｣でEnterを押します。

あるいはメニューを呼び出して｢g(1-2-4-5)｣を押してください。

｢移動｣メニューには｢検索｣、｢再検索｣、｢置換｣、｢指定位置へ移動｣、｢前のページへ｣、｢次のページへ｣、｢マーク設定｣、｢マークに移動｣、｢前の文書へ｣、｢次の文書へ｣といったサブメニューがあります。
5.3.1 検索
文字列を探す機能です。この機能を実行するにはSpace-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢移動」と表示したら、Enterを押して｢移動｣メニューに入り、｢検索｣でEnterを押します。あるいは、｢f(1-2-4)｣を押すだけでも実行できます。文書編集中にメニューを呼び出さずにSpace-f(1-2-4)を押しても｢検索｣機能が実行されます。｢検索｣が実行されるとダイアログボックスを読み上げます。このダイアログボックスには｢検索文字列｣、｢検索方向｣、「文字種判別」、｢確認｣ボタン、｢取消｣ボタンがあります。項目間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。
1) 検索文字列
｢検索｣の最初のフィールドは｢検索文字列｣です。このウィンドウに検索したい文字列を入力し、すぐ検索したい場合はEnterを押します。他のフィールドも設定したい場合はTab(Space-4-5)を押して次のフィールドに移動します。
2) 検索方向
検索する方向を指定します。デフォルトは｢次へ｣です。この方向を｢前へ｣に変更するにはSpaceを押してください。Spaceを繰り返し押すと｢次へ｣と｢前へ｣が切替えられます。ここで｢次へ｣は文書の現在の位置から文末に向かう方向に、｢前へ｣は文書の現在の位置から文頭に向かう方向に検索するという意味です。検索するテキストを入力して、この検索方向を設定した後すぐに検索を開始したい場合はEnterを押してください。

3) 文字種判別
検索する文字列の大文字と小文字を区別するかどうかを指定します。大文字と小文字を区別したいときには「はい」に設定します。設定を変更するにはSpaceを押してください。
4) 確認
全ての設定を終えた後に検索機能を実行する場合は｢確認｣でEnterを押してください。上記に説明したように、｢検索文字列｣や｢検索方向｣を設定した後すぐにEnterを押しても検索は始まります。
5) 取消
｢検索｣機能を使用しない場合は｢取消｣でEnterを押してください。あるいはSpace-z(1-3-5-6)を押しても同様です。

検索により、文書内に検索文字列が見つかると、そのテキストが含まれている文章が点字ディスプレイに読み上げられた後｢完了｣と表示します。文書内に該当文字列がない場合は、カーソルは動かずに、点字で｢これ以上検索するデータがありません｣というメッセージを読み上げます。

この機能は検索したテキストと検索方向を記憶していますので、｢検索｣を再び実行するときに便利です。検索機能を使用するときにはカーソルの位置が重要になります。カーソルが文書の先頭にある場合には検索方向を｢次へ｣としてください。カーソルが文書の終わりにある場合には検索方向を｢前へ｣としてください。
5.3.2 再検索
「再検索」は検索文字列の入力を省略して、現在開いている文書で先に「検索」した文字列を再度検索する機能です。
「再検索」を行うには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出します。Space-4を何度か押して「移動」の項目を選んでEnterを押します。次に、Space-4を何度か押して「再検索」を選んでEnterを押すか、ｈ（1-2-5）を押して「再検索」を実行します。文書の編集中にEnter-f(1-2-4)を押しても「再検索」を実行できます。「再検索」が実行されると直前に「検索」された文字列を検索してそこにカーソルが移動します。「検索」を実行したことのない文書では「再検索」を実行できません。
5.3.3 置換
「置換」を行うには、Space-m(1-3-4)またはF２を押してメニューを呼び出します。Space-4を何度か押して「移動」の項目を選んでEnterを押します。次に、Space-4を何度か押して「置換」を選んでEnterを押すか、ｒ（1-2-3-5）を押して「置換」を実行します。文書の編集中にEnter-r(1-2-3-5)を押しても「置換」を実行できます。
「置換」ダイアログボックスは「検索文字列」、「置換文字列：」、「検索方向：」、「文字種判別：」、「置換：」、「確認」、「取消」の７つのコントロールで構成されており、コントロール間の移動はTab(Space-1-2)またはShift-Tab(Space-1-2)で行います。以下は各機能の説明です。
1) 検索文字列
置換前の文字列を入力することができます。
2) 置換文字列
置換後の文字列を入力することができます。「検索文字列」に入力した文字列を「置換文字列」に入力した文字列に置換します。
3) 検索方向
検索する方向を指定します。デフォルトは｢次へ｣です。この方向を｢前へ｣に変更するにはSpaceを押してください。Spaceを繰り返し押すと｢次へ｣と｢前へ｣が切替えられます。ここで｢次へ｣は文書の現在の位置から文末に向かう方向に、｢前へ｣は文書の現在の位置から文頭に向かう方向に検索するという意味です。検索するテキストを入力して、この検索方向を設定した後すぐに検索を開始したい場合はEnterを押してください。
4) 文字種判別
検索する文字列の大文字と小文字を区別するかどうかを指定します。大文字と小文字を区別したいときには「はい」に設定します。設定を変更するにはSpaceを押してください。
5) 置換
置換したい文字列を一か所ずつ置換する「一回だけ」か、全て置換する「全て」を選択できます。設定を変更するにはSpaceを押してください。
6) 確認
全ての設定を終えた後に置換機能を実行する場合は｢確認｣でEnterを押してください。上記に説明したように、各機能を設定した後すぐにEnterを押しても置換を開始します。
7) 取消
｢置換｣機能を使用しない場合は｢取消｣でEnterを押してください。あるいはSpace-z(1-3-5-6)を押しても同様です。
5.3.4 指定位置に移動
「指定位置に移動」は指定した位置にすぐに移動する機能です。「ページ」や「段落」、「行」を指定して移動できます。「指定位置に移動」を行うときは、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出します。Space-4を何度か押して「移動」の項目を選んでEnterを押します。次に、Space-4を何度か押して「指定位置に移動」を選んでEnterを押すか、l（1-2-3）を押して「指定位置に移動」を実行します。文書の編集中にEnter-l(1-2-3)を押しても「指定位置に移動」を実行できます。
1) 指定したページに移動
「指定位置に移動」を実行すると「移動先は？」と表示します。ここでの入力はコンピューター点字で行います。数字を入力すると、入力した番号のページに移動します。また、数字の前に「f(1-2-4)」と入力することでページ数を指定して移動することができます。
つまり「f」と入力することでページごとの移動であることを指定しています。
さらに、「f」の前にプラス記号(+)またはマイナス記号(-)を入れることで、～ページ後、または～ページ前に移動することができます。
例：（+f5）と入力すれば5ページ後に移動します。
ページを順番に移動したいときは(+f)と入力すれば次のページへ、(-f)と入力すれば前のページへ移動します。移動先が存在しない場合は「移動範囲エラー」と表示します。
2) 指定した段落に移動
「指定位置に移動」を実行すると「移動先は？」と表示します。ここでの入力はコンピューター点字で行います。指定した段落に移動するときはp（1-2-3-4）を入力してから指定の段落数を入力します。「p」を入力することで段落ごとの移動であることを指定します。
さらに、「p」の前にプラス記号(+)またはマイナス記号(-)を入れることで、～段落後、または～段落前に移動することができます。
例：(-p2)と入力すれば2段落前に移動します。
段落を順番に移動したいときは(+p)と入力すれば次の段落へ、(-p)と入力すれば前の段落へ移動します。移動先が存在しない場合は「移動範囲エラー」と表示します。
3) 指定した行に移動
指定位置に移動」を実行すると「移動先は？」と表示します。ここでの入力はコンピューター点字で行います。指定した行に移動するときはl（1-2-3）を入力してから指定の行数を入力します。「l」を入力することで行ごとの移動であることを指定します。
さらに、「ｌ」の前にプラス記号(+)またはマイナス記号(-)を入れることで、～行後、または～行前に移動することができます。
例：(-l2)と入力すれば2行前に移動します。
行を順番に移動したいときは(+l)と入力すれば次の行へ、(-l)と入力すれば前の行へ移動します。移動先が存在しない場合は「移動範囲エラー」と表示します。
4) 指定したページの指定した行に移動
「指定位置に移動」を実行すると「移動先は？」と表示します。ここでの入力はコンピューター点字で行います。指定したページの指定した行に移動するにはページ数、行数の間にスペースを入れて続けて入力します。たとえば20ページの3行目に移動したい場合（20 3）または（f20 3）と入力します。この入力時にプラス記号やマイナス記号は使えません。指定されたページの行数へ移動するのみです。
なお、「指定したページの指定した段落」や「指定した段落」の「指定した行」などへ同じように移動することはできません。たとえば(p5 3)と入力しても「無効な移動フォーマット」と表示しられます。
5.3.5 前のページへ
現在のページから前のページへ移動します。実行するにはSpace-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出します。Space-4を何度か押して「移動」の項目を選んでEnterを押します。次に、Space-4を何度か押して「前のページへ」を選んでEnterを押すか、Space-1-2-6を押して「前のページへ」を実行します。
5.3.6 次のページへ
現在のページから次のページへ移動します。実行するにはSpace-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出します。Space-4を何度か押して「移動」の項目を選んでEnterを押します。次に、Space-4を何度か押して「次のページへ」を選んでEnterを押すか、Space-3-4-5を押して「前のページへ」を実行します。
5.3.7 マーク設定
マーク設定を実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢移動」と表示したら、Enterを押して｢移動｣メニューに入ります。｢マーク名」と表示したらマークに付ける名前を入力します。マーク名はaからzまでの文字を使ってください。例えば、a(1)を入力すると、内部的にマークを付けて、ボイスセンスはこの機能を使う前の状態に戻ります。文書編集中にはこのマーク記号が見えません。5.1.8章で説明した｢設定｣の中で｢フォーマット文字表示｣を選択すると文書上でマークを確認することができます。Space-3とSpace-6を押すと文書中のマークからマークに移動することができます。この場合、マーク記号は｢$pl (マーク名)｣のように読み上げられます。
5.3.8 マークに移動
既に設定されたマークを検索して、そのマークがある場所まで移動する機能です。実行するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢移動」と表示したらEnterを押して移動メニューに入ります。Space-4を何度か押して｢マークに移動」と表示したらEnterを押します。あるいは、｢j(2-4-5)｣を押すだけでも実行できます。また、文書編集中にメニューを呼び出さずにEnter-j(2-4-5)｣を押しても｢マークに移動｣を実行できます。

実行すると｢移動先のマーク名は？｣と表示します。選択したいマーク名を入力すると、ボイスセンスはその文書内のマークがあるところまで移動し、マークされた部分の単語を読み上げます。
5.3.9 前の文書へ
複数の文書を開いている場合に、編集中の文書の次に開いた文書に移動することができる機能です。実行するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢移動｣メニューを読み上げたら、Enterを押します。Space-4を何度か押して｢前の文書へ」と表示したらEnterを押して実行します。

文書編集中にメニューを呼び出さずにShift-Tab(Space-1-2)あるいはSpace-b(1-2)を押しても前の文書に移動します。

5.3.10 次の文書へ
複数の文書が開いている場合には、現在編集中の文書を開く前に開いた文書に移動することができます。実行するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢移動｣メニューを読み上げたら、Enterを押します。Space-4を何度か押して｢次の文書へ」と表示したらEnterを押して実行します。文書編集中にメニューを呼び出さずにTab(Space-4-5)を押しても次の文書に移動します。
5.4 読み上げ
Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してから「r(1-2-3-5)」を押し、｢読み上げ｣メニューを呼び出します。｢読み上げ｣のサブメニューは｢選択したテキストを読み上げ｣、｢選択したテキストの先頭から読み上げ｣、｢先頭からカーソルまで読み上げ｣、｢カーソルから最後まで読み上げ｣、｢自動スクロール｣、「現在の行を読み上げ」、「現在の単語を読み上げ」、「現在の文字を読み上げ」、 ｢状態を読み上げ｣です。
5.4.1 選択したテキストを読み上げ
ブロック設定によって選択した部分を読み上げる機能です。実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してからSpace-4を押し、｢読み上げ｣メニューまで移動したらEnterを押します。あるいは、「r(1-2-3-5)」を押します。｢選択したテキストを読み上げ」と表示したらEnterを押して実行します。文書編集中にBackSpace-b(1-2)を押すと、メニューを呼び出さずにこの機能を実行できます。この機能を実行してもカーソルは選択したブロックに移動せず、編集中の位置にとどまります。
5.4.2 選択したテキストの先頭から読み上げ
カーソルを移動せずにテキストの先頭から読み上げる機能です。実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してからSpace-4を押し、｢読み上げ｣メニューまで移動したらEnterを押します。あるいは「r(1-2-3-5)」を押します。Space-4を押して｢選択したテキストの先頭から読み上げ｣と表示したら、Enterか「u(1-3-6)」を押して実行します。文書編集中にEnter-u(1-3-6)を押すと、メニューを呼び出さずにこの機能を実行できます。

この機能を実行してもカーソルは編集中の位置にとどまります。
5.4.3 先頭からカーソルまで読み上げ
文書の先頭からカーソルがある箇所まで読み上げる機能です。実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してからSpace-4を押し、「読み上げ」メニューまで移動したらEnterを押します。あるいは、「r(1-2-3-5)」を押します。Space-4を押して｢先頭からカーソルまで読み上げ」と表示したらEnterを押します。あるいは、「t(2-3-4-5)」を押して実行します。文書の編集中にBackSpace-g(1-2-4-5)を押すと、メニューを呼び出さずにこの機能を実行できます。

読み上げを止めるにはBackSpace-Enterを押します。この機能を実行してもカーソルは編集中の位置にとどまります。
5.4.4 カーソルから最後まで読み上げ
現在カーソルがある場所から文書の最後まで読み上げる機能です。実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してからSpace-4を押し、「読み上げ」メニューまで移動したらEnterを押します。あるいは、「r(1-2-3-5)」を押します。Space-4を押して｢カーソルから最後まで読み上げ」と表示したらEnterを押します。あるいは、「g(1-2-4-5)」を押します。文書編集中にEnter-g(1-2-4-5)を押すと、メニューを呼び出さずにこの機能を実行できます。

読み上げを止めるにはBackSpace-Enterを押します。この機能を実行してもカーソルは編集中の位置にとどまります。
5.4.5 現在の行を読み上げ
現在カーソルのある行を読み上げる機能です。実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してからSpace-4を押し、｢読み上げ｣メニューまで移動したらEnterを押します。あるいは、「r(1-2-3-5)」を押します。Space-4を押して｢現在の行を読み上げ｣と表示したらEnterを押します。あるいは、「l(1-2-3)」を押して実行します。文書の編集中にSpace-c(1-4)を押すと、メニューを呼び出さずにこの機能を実行できます。
読み上げを止めるにはBackSpace-Enterを押します。この機能を実行してもカーソルは編集中の位置にとどまります。
5.4.6 現在の単語を読み上げ
現在カーソルのある単語を読み上げる機能です。実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してからSpace-4を押し、｢読み上げ｣メニューまで移動したらEnterを押します。あるいは、「r(1-2-3-5)」を押します。Space-4を押して｢現在の単語を読み上げ｣と表示したらEnterを押します。あるいは、「w(2-4-5-6)」を押して実行します。文書の編集中にSpace-2-5を押すと、メニューを呼び出さずにこの機能を実行できます。
読み上げを止めるにはBackSpace-Enterを押します。この機能を実行してもカーソルは編集中の位置にとどまります。
5.4.7 現在の文字を読み上げ
現在カーソルのある文字を読み上げる機能です。実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してからSpace-4を押し、｢読み上げ｣メニューまで移動したらEnterを押します。あるいは、「r(1-2-3-5)」を押します。Space-4を押して｢現在の文字を読み上げ｣と表示したらEnterを押します。あるいは、「c(1-4)」を押して実行します。文書の編集中にSpace-3-6を押すと、メニューを呼び出さずにこの機能を実行できます。
読み上げを止めるにはBackSpace-Enterを押します。この機能を実行してもカーソルは編集中の位置にとどまります。
5.4.8 自動スクロール

自動的にスクロールする機能です。｢自動スクロール｣の速度は5.1.8章 で説明したファイルメニューの｢設定｣メニューで設定します。自動スクロール機能では、音声はなく、点字表示だけが自動スクロールされます。これを使うと文書を自動的に行単位で読むことができます。

実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してからSpace-4を押し、「読み上げ」メニューまで移動したら、Enterか「a(1)」を押します。Space-4を押して｢自動スクロール」と表示したら、Enterか「g(1-2-4-5)」を押して実行します。 
上スクロールボタンと下スクロールボタンを押すことで点字表示の自動スクロールを切り替えることができます。
スクロール速度を速くするには右矢印キー(Space-6)を、遅くするには左矢印キー(Space-3)を押してください。スクロール機能によって既に読んだ行を再び読むには、上矢印キー(Space-1)を何度か押して読みたい行まで移動します。同様に、未読の行を読むこともできます。この場合は下矢印キー(Space-4)を何度か押して読みたい行まで移動します。

5.4.9 状態を読み上げ
作業中のファイルの情報を読み上げる機能です。これを実行すると｢ファイル名｣、｢編集モード（挿入あるいは上書き）｣、｢ファイル保護｣情報を読み上げます。

実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してからSpace-4を押し、｢読み上げ｣メニューまで移動したら、Enterか「a(1)」を押します。Space-4を押して｢状態を読み上げ｣と表示したら、Enterか「s(2-3-4)」を押して実行します。文書編集中にSpace-3-4を押すと、メニューを呼び出さずにこの機能を実行できます。状態の確認を終えて編集中の文書に戻りたい場合は、任意のキーを押してください。
5.5 レイアウト
墨字プリンタや点字プリンタで印刷するときのレイアウトを設定します。「レイアウト」メニューのサブメニューは｢点字文書レイアウト｣、｢印刷文書レイアウト｣、｢点字段落レイアウト｣、｢印刷文書レイアウト｣です。この｢レイアウト｣メニューで設定したレイアウトは点字ディスプレイには表示されません。レイアウトをチェックするには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、各レイアウト値を確認してください。変更された値はメニューに表示されます。
5.5.1 点字文書レイアウト 
文書編集中にSpace-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を繰り返し押して｢レイアウト｣まで移動したら、Enterか「p(1-2-3-4)」を押します。｢点字文書レイアウト｣が表示されたらEnterを押します。あるいはBackSpace-p(1-2-3-4)を押しても｢点字文書レイアウト｣が実行されます。
｢点字文書レイアウト｣では点字印刷する用紙の幅や長さなどを設定します。ここで設定した値は編集中の文書の終わりまで有効です。メニュー項目間の移動はSpace-1とSpace-4を使い、｢確認｣と｢取消｣への移動はTab(Space-4-5あるいはF3)を使います。項目が表示されたときにSpace-4を押すと、その項目は変更されずに次の項目に移動します。各設定項目の詳細及び設定方法は次のとおりです。
1) 1行あたりの文字数設定
点字プリンタで印刷するときの1行あたりの点字の数を設定します。デフォルト値は32です。値を変更するには、変更したい文字数をコンピュータ点字で直接入力してください。次の設定への移動にはSpace-4を使います。
2) ページ行数設定
点字プリンタで印刷するときの１ページの行数を設定します。これは、ページ番号を印刷する行を含めた行数です。例えば、26行に設定した場合は、文書の内容が1ページに25行印刷されて、26行目にはページ番号が印刷されます。値を変更するには、変更したい行数をコンピュータ点字で直接入力してください。次の設定への移動にはSpace-4を使います。
3) 印刷タイプ
点字プリンタで印刷するときに、片面、両面のどちらで印刷するかを設定します。デフォルト値は両面印刷です。片面に変更したい場合はSpaceを押して｢印刷タイプ？ 片面｣になることを確認してください。再び両面印刷に設定変更したい場合はSpaceを押してください。次の設定への移動にはSpace-4を使います。
4) ページナンバリングタイプ
点字プリンタで印刷するときにページ番号をどのように印刷するかを設定します。デフォルト値は｢両面印刷｣で、これはページ番号を両面に全て印刷する設定です。設定可能な値は｢両面｣、｢奇数｣、｢偶数｣、｢なし｣です。これらの設定を変更にはSpaceを押してください。BackSpaceを押すと逆順での選択ができます。次の設定への移動にはSpace-4を使います。
5) ページナンバリング設定
点字プリンタで印刷するときのページ番号の印刷位置を設定します。選択可能な位置は｢上の右｣、｢下の右｣です。デフォルトは｢下の右｣で、Spaceを押して切替えることができます。BackSpaceを押すと逆順に切替えます。次の設定への移動にはSpace-4を使います。
6) ヘッダー
点字プリンタで印刷するときに全ページのヘッダーに印刷される文字列の編集をします。ヘッダーとして印刷したい文字列を直接入力してください。次の設定への移動にはSpace-4を使います。
7) フッター
点字プリンタで印刷するときに全ページのフッターに印刷される文字列の編集をします。フッターとして印刷したい文字列を直接入力してください。
全てのフィールドの設定を終えたら、Tab(Space-4-5)を押して｢確認｣または｢取消｣まで移動します。確認あるいは取消をする前に再び設定を確認するにはSpace-1を押してください。
8) 確認・取消
設定を確定する場合は｢確認｣でEnterを押してください。設定を取消す場合は、Tab(Space-4-5)を再度押して｢取消｣まで移動し、Enterを押してください。
5.5.2 印刷文書レイアウト
墨字プリンタでの印刷レイアウトを設定します。文書編集中にSpace-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢レイアウト｣まで移動したら、Enterか「l(1-2-3)」を押します。Space-4を押して｢印刷文書メニュー｣まで移動したらEnterを押します。あるいは文書編集中にBackSpace-t(2-3-4-5)を押しても｢印刷文書レイアウト｣を実行できます。
このメニューでの設定内容は編集中の文書の全段落に適用されます。メニュー項目間の移動にはSpace-1かSpace-4を、｢確認｣と｢取消｣への移動にはTab(Space-4-5またはF3)を使います。
項目の設定を変更せずに次の項目に移動する場合はSpace-4を押します。各設定項目の詳細及び設定方法は次のとおりです。
1) 上マージン設定
墨字プリンタで印刷するときの印刷用紙の上マージンを設定します。上マージンは印刷用紙の上端から印刷する最初の行までの幅で、デフォルト値は20mmです。値を変更するにはコンピュータ点字で直接入力してください。
2) 下マージン設定
墨字プリンタで印刷するときの印刷用紙の下マージンを設定します。下マージンは印刷用紙の下端から印刷する最後の行までの幅で、デフォルト値は20mmです。値を変更するにはコンピュータ点字で直接入力してください。
3) 左マージン設定
墨字プリンタで印刷するときの印刷用紙の左マージンを設定します。左マージンは印刷用紙の左端から左側の最初の印刷文字までの幅で、デフォルト値は20mmです。値を変更するにはコンピュータ点字で直接入力してください。
4) 右マージン設定
墨字プリンタで印刷するときの印刷用紙の右マージンを設定します。右マージンは印刷用紙の右端から右側の最終印刷文字までの幅で、デフォルト値は20mmです。値を変更するにはコンピュータ点字で直接入力してください。
5) ページナンバリング設定
ページ番号の印刷位置を設定します。選択可能な位置は｢上の左｣、｢上の中央｣、｢上の右｣、｢下の左｣、｢下の中央｣、｢下の右｣で、Spaceを押して選択します。BackSpaceを押すと逆順での選択ができます。次の設定項目への移動にはSpace-4を使います。
6) ヘッダー
各ページのヘッダーに印刷する文字列を編集します。ヘッダーとして印刷したい文字列を直接入力してください。
7) フッター
各ページのフッターに印刷する文字列を編集します。フッターとして印刷したい文字列を直接入力してください。
8) 行間
墨字プリンタで印刷するときの行間隔を設定します。デフォルト値は150パーセントで、値は100パーセントから300パーセントまで選択できます。この範囲を超える数字を入力すると｢範囲超過。値が大きすぎます。｣というエラーメッセージが表示されるので、範囲内の値を再入力してください。
9) 確認・取消
設定を確定する場合は、Tab(Space-4-5)を押して｢確認｣まで移動し、Enterを押してください。設定を変更しない場合は、Tab(Space-4-5)を再度押して｢取消｣まで移動し、Enterを押してください。
5.5.3 点字段落レイアウト
｢点字段落レイアウト｣を呼び出すには、まずレイアウトを設定したい段落に移動し、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出したら、Space-4を押して｢レイアウト｣でEnterを押します。Space-4を繰り返し押して｢点字段落レイアウト｣まで移動したらEnterを押します。もしくはBackSpace-1-2-4-6を押します。
｢点字段落レイアウト｣で設定したレイアウトは選択した段落のみに適用され、他の段落には適用されません。これが｢点字文書レイアウト｣との大きな違いです。
メニュー項目間の移動にはSpace-1とSpace-4を、｢確認｣と｢取消｣への移動はTab(Space-4-5もしくはF3)を使います。項目で設定を変更せずに次の項目に移動する場合にはSpace-4を押してください。各設定項目の詳細及び設定方法は次のとおりです。
1) 最初の行をインデント
点字印刷をするときに最初の行をどのくらいインデントするかを設定します。デフォルト値は0です。値を変更するにはコンピュータ点字で直接入力してください。
次の設定項目への移動には右スクロールボタンかSpace-4を使います。
2) 最初の行以外の全ての行をインデント
点字印刷をするときに最初の行以外の全ての行をどのぐらいインデントするかを設定します。デフォルト値は0です。値を変更するにはコンピュータ点字で直接入力します。
｢確認｣や｢取消｣への移動にはTab(Space-4-5またはF3)を使います。前の設定項目への移動にはSpace-1を使います。
3) 確認・取消
設定を確定する場合は｢確認｣でEnterを押します。設定を変更しない場合は｢取消｣でEnterを押します。｢確認｣と｢取消｣の間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使ってください。
5.5.4 印刷段落レイアウト
編集中の段落のレイアウトを墨字印刷用に設定します。まずレイアウトを設定したい段落に移動し、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出したら、Space-4を押して｢レイアウト｣でEnterを押します。Space-4を繰り返し押して｢印刷段落レイアウト｣まで移動したらEnterを押します。もしくはBackSpace-2-3-4-6を押します。
｢印刷段落レイアウト｣で設定したレイアウトは選択した段落のみに適用され、他の段落には適用されません。これが｢印刷文書レイアウト｣との大きな違いです。
設定項目間の移動にはSpace-1かSpace-4を、｢確認｣と｢取消｣への移動にはTab(Space-4-5またはF3)を使います。項目を変更せずに次の設定項目に移動するにはSpace-4を押します。各設定項目の詳細及び設定方法は次のとおりです。
1) 左マージン設定
墨字印刷左マージンを設定します。デフォルト値は0mmです。値を変更するにはコンピュータ点字で直接入力します。次の設定項目への移動にはSpace-4を使います。
2) 右マージン設定
墨字印刷をするときの右マージンを設定します。デフォルト値は0mmです。値を変更するにはコンピュータ点字で直接入力します。次の設定項目への移動にはSpace-4を使います。
3) 最初の行をインデント
墨字印刷をするときの最初の行のインデントを設定します。デフォルトは値0です。この設定は設定した行以降の行にも適用されます。値を変更するにはコンピュータ点字で直接入力してください。次の設定項目への移動にはSpace-4を使います。
4) 最初の行以外の全ての行をインデント
墨字印刷をするときの最初の行を除いた全ての行のインデントを設定します。この設定も設定した行以降の行にも適用されます。値を変更するにはコンピュータ点字で直接入力してください。
5) 整列
整列のタイプを設定します。デフォルトは｢左揃え｣です。その他には｢中央｣、｢右揃え｣が設定でき、選択にはSpaceを使います。
6) スタイル設定
墨字印刷をするときの各段落のスタイルを選択します。スタイルには｢フォント｣、｢フォントサイズ｣、｢テキスト｣、｢概要1｣、｢概要2｣、｢サブタイトル｣、｢タイトル｣が含まれます。 SpaceやBackSpaceを使って｢テキスト｣、｢タイトル｣、｢サブタイトル｣、｢概要1｣、｢概要2｣の選択ができます。フォントサイズは3.8.2.21章で説明した方法で設定します。
各スタイルのデフォルトフォント情報は次のとおりです。
　テキスト:Times New Roman、フォントサイズ11
  概要1:Time New Roman、フォントサイズ11、太字
  概要2:Time New Roman、フォントサイズ14、太字
  サブタイトル:Courier New、フォントサイズ16、斜体、太字、
　中央揃え
　タイトル:Time New Roman、フォントサイズ20、太字、中央揃え
7) 確認・取消
設定を確定する場合は｢確認｣でEnterを押します。設定を取消す場合は｢取消｣でEnterを押します。｢確認｣と｢取消｣の間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使ってください。
5.6 テキストスクロールと削除
文書を読むときに次のようなコマンドを利用して点字を読んだり音声で聞いたりすることができます。文字単位、単語単位、段落単位での移動もできます。

前の文字: Space-3
次の文字: Space-6
前の単語: Space-2

次の単語: Space-5

行の先頭: Homeキー(Space-1-3)

行の最後: Endキー(Space-4-6)

前の行: 上矢印キー(Space-1)

次の行: 下矢印キー(Space-4)

次の段落: Space-5-6またはEnter-下スクロールボタン
前の段落: Space-2-3またはBackSpace-上スクロールボタン
文書の先頭: Ctrl-Homeキー(Space-1-2-3)
文書の最後: Ctrl-Endキー(Space-4-5-6)
また、次のようなコマンドを使うと、文書中でカーソルがある箇所を読み上げます。例えば、｢現在の段落を読み上げ｣を実行すると、ボイスセンスはカーソルがある段落を全て読み上げます。

現在の段落を読み上げ: Space-2-3-5-6

現在の行を読み上げ: Space-1-4

現在の単語を読み上げ: Space-2-5

現在の文字を読み上げ: Space-3-6

カーソルがある部分を削除したい場合には次のようなキーが使えます。例えば、｢現在の段落を削除｣を実行すると、現在カーソルがある段落が全て削除されます。

現在の段落を削除:BackSpace-2-3-5-6
現在の行を削除:BackSpace-1-4

現在の単語を削除:BackSpace-2-5

現在の文字を削除:Space-d(1-4-5)

5.7 カーソル位置確認
文書を読むときに、現在のカーソル位置を確認できます。Space-1-5-6を押すと、ボイスセンスは“00ページ 00行 00コラム 00% 00/00段落 00/00行”と表示します。
5.8 ワードプロセッサーのホットキー
ファイルメニュー
新規: Enter-n(1-3-4-5) 
開く: Enter-o(1-3-5)
保存: Enter-s(2-3-4)
名前を付けて保存: Space-s(2-3-4)
現在の文書を閉じる: Space-q(1-2-3-4-5)
印刷: Space-p(1-2-3-4)
設定: Enter-e(1-5)
閉じる: Space-z(1-3-5-6)
編集メニュー
選択開始: Enter-b(1-2)
コピー: Enter-c(1-4) 
切り取り: Enter-x(1-3-4-6)
貼り付け: Enter-v(1-2-3-6)
削除: Space-d(1-4-5) 
空行削除: BackSpace-e(1-5)
クリップボードに追加: Enter-p(1-2-3-4)
クリップボードをクリア: Enter-d(1-4-5)
全て選択: Enter-a(1)
ファイルを挿入: Enter-i(2-4)
日付挿入: Enter-w(2-4-5-6)
挿入/上書きモード変更: Space-i(2-4)

移動メニュー
検索: Space-f(1-2-4)
再検索: Enter-f(1-2-4)
置換: Enter-r(1-2-3-5)
指定位置へ移動: Enter-l(1-2-3)
前のページへ: Space-1-2-6
次のページへ: Space-3-4-5
マーク設定: Enter-m(1-3-4)
マークに移動: Enter-j(2-4-5)
前の文書へ: Space-b(1-2)
次の文書へ: Space-4-5
読み上げメニュー
指定したテキストを読み上げ: BackSpace-b(1-2) 
指定したテキストの先頭から読み上げ: Enter-u(1-3-6) 
先頭からカーソルまで読み上げ: BackSpace-g(1-2-4-5)
カーソルから最後まで読み上げ: Enter-g(1-2-4-5) 
自動スクロール：上スクロールボタン・下スクロールボタン
状態を読み上げ: Space-3-4
その他のレイアウトメニュー
点字文書レイアウト: BackSpace-p(1-2-3-4)
印刷文書レイアウト: BackSpace-t(2-3-4-5)
点字段落レイアウト: BackSpace-1-2-4-6
印刷段落レイアウト:  BackSpace-2-3-4-6
その他のホットキー
前の文字へ: Space-3 
次の文字へ: Space-6
前の単語へ: Space-2
次の単語へ: Space-5
行の先頭へ: Homeキー(Space-1-3) 
行の最後へ: Endキー(Space-4-6) 
前の行へ: 上スクロールボタンまたはSpace-1またはF1-上スクロールボタン
次の行へ: 下スクロールボタンまたはSpace-4またはF4-下スクロールボタン
前の段落へ: Space-2-3
次の段落へ: Space-5-6
文書の先頭へ: Ctrl-Homeキー(Space-1-2-3)
文書の最後へ: Ctrl-Endキー(Space-4-5-6)
現在の段落を読み上げ: Space-2-3-5-6
現在の行を読み上げ: Space-1-4
現在の単語を読み上げ: Space-2-5
現在の文字を読み上げ: Space-3-6
現在の段落を削除: BackSpace-2-3-5-6
現在の行を削除: BackSpace-1-4
現在の単語を削除: BackSpace-2-5
現在の文字を削除: Space-d(1-4-5)
現在カーソル位置の確認: Space-1-5-6
フォーマット文字表示設定: Space-1-4-6
読み上げ単位の設定: Space-2-4-6
読み取り専用の設定: Space-3-4-6
6. 電子メール

電子メールはインターネットを使って人とコミュニケーションするためのプログラムです。メールを使うには、インターネットプロバイダが提供するメールまたは、Gmailやhotmailなどフリーメールのアカウントが必要となります。
ボイスセンスはPOP3（Post Office Protocol 3）とIMAP (Internet Message Access Protocol) 、SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）に対応しています。ご契約のプロバイダのメールサーバがこれらのプロトコルに対応している必要があります。
POP3とIMAPは、電子メールを受信するための標準的なプロトコルです。 POP3とIMAPには、それぞれ特徴があります。
POP3を使用する場合、受信メッセージをサーバから自分のコンピュータやブレイルセンスにダウンロードして保存します。また、サーバからメールをダウンロードする際にサーバ上からデータを削除するかどうかを自分で設定することができます。サーバからデータを消さずにメールを受信すると、次回メールサーバに接続した際に再び同じメールを受信します。POP3の利点は受信したメールをダウンロードしたコンピュータに保存できる点です。
IMAPを使用する場合、受信メールサーバに保存されているメールリストと、電子メールで閲覧できるメールリストが同期されます。電子メールのメールリストからメールを削除すると受信メールサーバのメールも削除されます。
POP3の場合は基本的に、未読のメールがサーバに保存されていて、コンピュータなどの端末にメールをダウンロードしてメールを閲覧するのに対し、IMAPでは既読のメールもすべてサーバに保存します。
そのためPOP3では、一つの端末でダウンロードしたメールはサーバにコピーを残さない設定にしない限り、複数の端末でダウンロードすることができませんが、IMAPではメールを削除しない限り、どの端末からサーバに接続しても同じメールを閲覧することが可能です。
メールプログラムを利用する前に、ボイスセンスでインターネットを使えるように設定することが必要です。これについては3.2章をご参照ください。
メールプログラムの｢inbox｣を確認するときのメニューと、メールを作成するときのメニューは異なります。ボイスセンスのメールプログラムを使う前にこのユーザズマニュアルをよく読んでからご使用ください。
6.1 電子メールの実行とアカウント登録
電子メールを利用するためには、お使いになる電子メールアドレスのアカウント情報をボイスセンスに設定する必要があります。以下で電子メールの実行とメールアカウントの登録について説明します。
6.1.1 電子メールの実行
ボイスセンスのプログラムメニューでSpace-4を何度か押して｢電子メール｣と表示したらEnterを押してください。あるいはプログラムメニューで｢e(1-5)｣を押してください。電子メールを実行します。
電子メールを最初に起動したときには｢ツールメニューのアカウントマネージャーでアカウント情報を作成してください｣というメッセージを読み上げ、inboxが開きます。｢inbox｣はメールプログラムの基本ウィンドウです。ボイスセンスの電子メールを最初にご使用になるときには、inboxが空の状態ですので｢リストなし 0/0｣と表示します。
既に受信したメールがある場合には｢メールリスト作成中｣、｢存在するメール数 xx｣と表示します。
inboxのメールリストでSpace-F3またはSpace-1-2を押すとメールボックスリストが表示されます。
メールボックスリストでSpace-4またはSpace-1を押すと以下のメールボックスを切替えることができます。
1) inbox：受信したメールが保存されます。
2) sent：送信済みのメールが保存されます。
3) outbox：送信せずに保存したメールや送信に失敗したメールが保存されます。
6.1.2 メールアカウントの登録
電子メールを送受信するには、ボイスセンスにメールアカウント情報を登録しなければなりません。ボイスセンスにメールアカウント情報がまだ登録されていない場合は、次の操作を行ってください。
1) Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出してください。
2) Space-4を押してツールメニューまで移動してください。
3) ｢ツール｣と表示したらEnterを押してください。Enterを押すと｢アカウントマネージャー｣と表示します。
4) ｢アカウントマネージャー｣でEnterを押してください。Enterを押すと｢アカウント名：リストなし 0/0｣と表示します。このメニューまでの移動はEnter-m(1-3-4)を押してもできます。
5) ｢登録｣と表示するまで、F3またはSpace-4-5を押してください。
6) ｢登録｣と表示したらEnterを押してください。
7) ダイアログボックスが開いて｢アカウント名？｣と表示しますので、点字キーを使ってアカウント名を入力してください。（例：office mail）
8) Space-4を押して｢ユーザ名:｣まで移動し、ユーザ名を入力してください。（例：Taro Yamada）
9) Space-4を押して｢ユーザID:｣まで移動し、ユーザIDをコンピュータ点字で入力してください。（例：sense）
10) Space-4を押して｢パスワード｣まで移動し、コンピュータ点字でパスワードを入力してください。パスワードを入力するとボイスセンスは｢*｣（アスタリスク）と表示します。（例：******）
※オプション設定の「パスワード表示」をオンに設定すると、*ではなく入力した文字列を表示することができます。
11) Space-4を押して｢電子メールアドレス？｣に移動し、メールアドレスをコンピュータ点字で入力してください。
（例:：sense@example.com）
12) Space-4を押して「デフォルトのメールサーバを使用する：」に移動し、POP3かIMAPを選択してください。スペースキーを押すと切り替わります。
13) 受信サーバの設定を行うためにSpace-4を押してください。IMAPを選択していれば｢受信IMAP サーバ:｣に移動し、POP3を選択していれば「POP3サーバ？」に移動します。受信用のPOP3サーバまたはIMAPアドレスをコンピュータ点字で入力してください。
（例：pop3.example.com, imap.example.com）
受信サーバ名につきましてはインターネットアカウントプロバイダやネットワーク管理者にご確認ください。
14) Space-4を押して｢smtpサーバ:｣に移動し、送信用のSMTPサーバドレスを入力してください。（例：smtp.example.com）
SMTPサーバ名につきましてはインターネットアカウントプロバイダやネットワーク管理者にお問い合わせください。
15) 変更を保存するにはTab(Space-4-5)を押して｢確認｣に移動し、Enterを押してください。Enterを押すだけでも保存できます。
16) ボイスセンスは｢アカウント名リスト｣に移動して登録されたアカウント名を読み上げます。（例：アカウント名：ボイスセンス 1/1）
17) 他のアカウントを登録したい場合には、この手順のステップ5から改めて操作、入力してください。
18) アカウントの登録を終えてinboxに戻るにはSpace-z(1-3-5-6)を押してください。
設定中にある項目から前の項目に戻りたい場合は、Space-1を押して移動してください。｢確認｣や｢取消｣に移動したい場合は、F3またはSpace-4-5あるいはSpace-F3またはSpace-1-2を押してください。
入力中にアカウント名、アドレスあるいはパスワードに誤りがあった場合には、以下の手順で修正することができます。
1) カーソルがある箇所の文字を削除するにはSpace-d(1-4-5)を押します。
2) カーソルの前にある文字を削除するにはBackSpaceを押してください。
3) 現在の行を削除するにはBackSpace-1-4を押してください。行全体を削除します。
コンピュータ点字を使ってID、メールアドレス、パスワードを入力するときは、下記を使用してください。
ピリオド（．）：4-6点
アット（@）：Space-uを押してから4点を入力します。
アンダー（＿）：4-5-6点
ハイフン（‐）：3-6点
アカウントマネージャーには｢情報｣、｢修正｣、｢削除｣、｢閉じる｣というボタンもあります。これらのボタンの使用法については6.5.1章をご参照ください
6.2 メールの受信・送信 
6.2.1 メールの受信
メールを受信するには、6.1.2章で説明したようにメールアカウントを登録しなければなりません。ボイスセンスではテキストメールとHTMLメールの受信ができます。
pop3のメール受信方法
1) Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメールのメニューを呼び出します。
2) Space-4（下スクロールキー）を押して｢メッセージ｣まで移動します。
3) メニュー項目「メッセージ」と表示されたらEnterを押します。
4) Space-4を押して｢新着メール受信｣まで移動します。
5) ｢新着メール受信｣でEnterを押すと、ダイアログボックスが現れて、｢アカウント名:｣と表示しますので、上下スクロールボタンを使ってリストからアカウントを選択します。Enter-n(1-3-4-5)を押してもダイアログボックスに入ることができます。このダイアログボックスは｢アカウントリスト｣、｢確認｣ボタン、｢取消｣ボタンで構成されています。
6) 選択したいアカウントを読み上げたらEnterを押します。あるいはF3またはSpace-4-5を押して｢確認｣ボタンに移動し、Enterを押します。
7) ボイスセンスが｢xxメールを受信します。受信中｣、｢xx/xxメールを受信しました｣、｢完了｣、｢xxメール受信｣、｢成功 xx｣、｢失敗 xx｣と連続で表示しながらメールをダウンロードします。
8) サーバからのダウンロードが終了すると、ダウンロードしたメールのリストを読み上げます。（例：タイトル：（受信したメールのタイトル）xx/xx）
上記の8)で、ダウンロードするメールのサイズがボイスセンスの処理できるサイズより大きい場合は、｢ソースデータがバッファーサイズを超えました。現在のメールをスキップします。｣というメッセージを読み上げ、ボイスセンスは次のメールをダウンロードします。
ダウンロードを取消したい場合は、上記のステップ7でTab(Space-4-5)を押して｢取消｣に移動し、Enterを押します。あるいはSpace-e(1-5)を押します。
メールの受信機能を実行してから、メールサーバからメールダウンロード中メールの受信を取消したい場合には、Space-z(1-3-5-6)を押します。メールダウンロードを終了して、inboxのメールリストに戻ります。
また、現在ダウンロード中のメールのみのダウンロードを取消したい場合には、Space-e(1-5)あるいはF4を押します。ダウンロードを中止して次のメールをダウンロードします。
IMAPのメール受信方法
IMAPサーバからメールを受信する場合、オプション設定の自動受信設定で設定した数の最新メールまたは、以前に受信したメールをボイスセンスから呼び出して閲覧することができます。
最新メールを受信するためにはメールボックスでenter-n(1-3-4-5)を実行してください。設定された受信数以前のメールを閲覧する場合はbackspace-p(1-2-3-4)を押してください。
F2かSpace-m(1-3-4)を押して表示されるメッセージメニューからも新着メール受信または過去のメール受信を行うことができます。
メッセージの項目でエンターを押して、上下カーソルまたはSpace-4かSpace-１で「新しいメールを受信する」または「前のメールリストを取得する」を選択してください。エンターを押すとメールのリストを取得します。
さらに、IMAPを使用した場合、各メールボックスの内容は電子メール開始時やメールボックスを開いた際、自動的に更新されます。
新しいメールリストまたは前のメールリストの取得を実行すると、ボイスセンスはメールリストを取得していますと表示します。
メールリストの取得中はビープ音が鳴りながら、点字ディスプレイのセルが左から右に１セルずつ全てのピンが盛り上がり、メールリストを取得中であることを示します。
メールリストの取得が完了すると、メールリストの取得を実行したメールボックスに戻ります。
6.2.2 アカウントの切り替えとメールボックスの移動
inboxで、F3を押すとアカウントリストとメールボックスリストを表示することができます。それぞれのリストで上下スクロールキーを押し、使用したいアカウントやメールボックス名を読み上げたところで、さらにF3を押すとそれらのアカウントやメールボックスを使うことができます。
また、以下のホットキーを用いてもメールアカウントやメールボックスの移動を行うことができます。
次のメールボックスへ移動：Enter-3-4-5 
前のメールボックスへ移動：Enter-1-2-6
次のアカウントへ切り替え：Backspace-3-4-5
前のアカウントへ切り替え：Backspace-1-2-6
※これらのホットキーはメールボックスを表示中に機能します。アカウントリストやメールボックスリストでは機能しません。
6.2.3 受信したメールを読む
6.2.1章で説明した方法でサーバからメールをダウンロードするとメールが読める状態になり、一番新しいメールのタイトルを読み上げます。
各メールには次のような項目があります。
1) タイトル（メールのタイトル）
2) 日付
3) 差出人
4) 宛先
5) 本文
6) 添付（これは添付ファイルを持つメールのみにあります。）
項目間の移動にはF3またはSpace-4-5かSpace-F3またはSpace-1-2を使います。
6.2.2.1 タイトル
｢タイトル｣ではメールのタイトルを読み上げます。（例えば｢タイトル： ボイスセンスメール xx/yy｣）xx/yyは数字です。この数字はinboxにある全メール数（yy）の中でxx番目のメールである、という意味です。例えば、｢11/21｣は21通メールの中の11番目メールということになります。
メールに添付ファイルがある場合は、「（添付ファイル数 添付）タイトル：（メールの題目）xx/yy」と表示します。
ボイスセンスは既読メールと未読メールを区別して読み上げます。未読メールのタイトルの前には｢未読メール｣と表示します。
このタイトルを読み上げたときのメール間の移動には次のキーを使用します。
次のメールへ移動: Space-4
前のメールへ移動: Space-1
inboxの最初のメールへ移動: Space-1-2-3またはSpace-1-3
inboxの最後のメールへの移動: Space-4-5-6またはSpace-4-6
6.2.2.2 日付
｢日付｣ではメールの受信した日付と時刻を読み上げます。（例： 日付：（日付）、（時刻） xx/yy） 日付は｢年｣、｢月｣、｢日｣の順序で、時刻は｢時｣、｢分｣、｢秒｣の順序で読み上げます。（時間は24時間制で表示） xx/yyは受信した全メール数（yy）の中でxx番目のメールということを示します。
各メール間の移動に使うキーについては6.2.2.1章をご参照ください。
受信したメールの中で、既読メールと未読メールを区別して読み上げます。未読メールの日付の前には｢未読メール｣と表示します。
6.2.2.3 差出人
｢差出人｣ではメールの差出人の情報を読み上げます。（例: ｢差出人：（差出人のメールアドレス） xx/yy｣）
メールの中で、既読メールと未読メールを区別して読み上げます。未読メールの前には｢未読メール｣と表示します。
メールの差出人は次の手順でアドレス帳に登録できます。
1) ｢差出人：（差出人のメールアドレス）xx/yy｣と表示したらEnter-i(2-4)を押してください。
2) ｢アドレス追加｣ダイアログボックスが現れ、｢名前？ （差出人のメールアドレス）｣と表示します。
3) 差出人の名前を入力してください。このままでよければTab(Space-4-5)を押して｢確認｣まで移動し、Enterを押してください。
名前を入力しなおす場合そのまま入力すると以前の名前を消して新しく名前を入力できます。入力前に点字カーソルを押して修正したい位置にカーソルを合わせておくとその部分を修正することができます。
入力したアドレスを保存すると、ダイアログボックスが閉じて、再び｢差出人｣と表示します。
アドレス帳に登録されたメールアドレスは、メールを送るときに使用することができます。これについては6.2.3.3章をご参照ください。
アドレス帳への登録を中止するには、ダイアログボックスでTab(Space-4-5)を押して｢取消｣に移動し、Enterを押します。あるいはSpace-e(1-5)を押してください。
6.2.2.4 宛先
｢宛先｣ではメールの宛先の情報を読み上げます。（例: ｢宛先：（宛先のメールアドレス） xx/yy｣）
6.2.2.4 本文
｢メッセージ｣ではメールの本文を読み上げます。Tab(Space-4-5)を押して本文まで移動します。あるいは、｢タイトル｣、｢日付｣、｢差出人｣のリストで読みたいメールに移動してEnterを押してもそのメールを読むことができます。このように「タイトル」、「日付」、「差出人」のリストでEnterを押してメール本文を読む場合、自動的に本文を連続読みで読み上げます。BackSpace-Enterを押すと、途中で読み上げを止めることができます。
メールの本文を読むときの移動キーはワードプロセッサーでの移動キーと同じです。
6.2.2.5 添付ファイル
｢添付｣では、メールの中で添付ファイルがあるメールを読み上げます。（例: ｢添付：（添付ファイル名）xx/yy｣）「yy」は全添付ファイル数、「xx」は全添付ファイル数の中で何番目の添付ファイルであるかを示します。
添付ファイルは次の手順でディスクに保存できます。
1) ｢添付｣で保存したいファイル名までSpace-4かSpace-1を押して移動します。
2) 保存したいファイル名でSpaceを押します。
3) 選択したファイルを保存するにはEnterを押します。ここで｢ダウンロードフォルダ：/flashdisk/download 変更しますか？ いいえ｣というメッセージを読み上げます。Enterを押すとフラッシュディスクの下のdownloadフォルダに添付ファイルが保存されます。
複数の添付ファイルがあるときにEnter-a(1)を押すと、全ての添付ファイルが選択されます。読み上げられているファイルのみを保存したい場合は、Spaceを押さずにEnterだけを押してください。
フォルダを変更して保存する方法は6.5.2.1章（ダウンロードフォルダ設定）をご参照ください。
6.2.2.6 HTML形式メールの読み込み
HTML形式の電子メールを受信してもBackSpace-o(1-3-5)を押すことで、ウェブブラウザを利用して閲覧することができます。
または、Space-m(1-3-4)を押してメニューを開き、メニュー項目「メッセージ」へ移動しEnterを押して、プルダウンメニューから「メールをブラウザで開く」を実行してもHTML形式の電子メールをウェブブラウザを利用して閲覧できます。
HTML形式の電子メールにリンクが張られていても、ボイスセンスがオンラインになっていれば、リンクでエンターを押すことでリンク先に移動することができます。
6.2.4 メールの作成と送信
メールを送信するには、6.1.2章で説明したようにメールアドレスを登録する必要があります。電子メールの本文の作成・送信方法は次のとおりです。
1) Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出すと｢ファイル｣と表示します。
2) ｢ファイル｣メニューでEnterを押し、上下スクロールボタンまたはSpace-1 Space-4を押して｢新規メール作成｣を選択します。
3) Enterを押します。
4) 次は｢宛先｣と表示します。Enter-w(2-4-5-6)を押してもこの状態になります。
5) 「Space-F3またはSpace-1-2」を押して「サーバリスト」コンボボックスへ移動します。使用したいアカウントへの移動には「Space-1」か「Space-4」を使います。「F3またはSpace-4-5」を押すと「宛先」へ戻ります。
6) メールを送りたい相手のメールアドレスをコンピュータ点字で入力します。（例：sense@example.com）
7)  F3またはSpace-4-5を押して次のメニューである｢Cc受信者｣に移動します。
8) コンピュータ点字でCc受信者のメールアドレスを入力します。Cc受信者を設定しない場合はF3またはSpace-4-5を押してスキップします。
9) F3またはSpace-4-5を押すと｢Bcc受信者｣に移動します。Bcc受信者に入力した宛先のメールアドレスは相手には表示されません。
10) コンピュータ点字でBcc受信者のメールアドレスを入力します。Bcc受信者を設定しない場合は、F3またはSpace-4-5を押してスキップします。
11) F3またはSpace-4-5を押して｢タイトル｣に移動します。
12) 作成するメールのタイトルを入力します。
13) タイトル入力が終わったらF3またはSpace-4-5を押して｢本文（メッセージ）｣に移動します。
14) 電子メールの本文を作成します。入力・編集方法はワードプロセッサーの入力・編集方法と同じです。
15) 電子メールの本文作成が終わったら、Space-m(1-3-4)かF2を押してメールのメニューを呼び出すと、再び｢ファイル｣と表示します。
16) Enterを押します。
17) Space-4を押して｢送信｣まで移動します。
18) Enterを押します。Enterを押すと｢アカウントリスト｣ダイアログボックスを読み上げます。メニューを呼び出さずにEnter-s(2-3-4)を押してもこのダイアログボックスが開きます。「アカウントリスト」ダイアログボックスは｢アカウントリスト｣、｢確認｣、｢取消｣で構成されています。
使用したいアカウントが表示された状態でエンターを押すか、確認ボタンへ移動してエンターを押すとメール送信を実行します。
メール設定のホットキーはEnter-s(2-3-4)です。本文と宛先が入力されていればメールを送信を実行することができます。
送信動作が終了すると送信前のフォルダに戻ります。
上記5)において、デフォルトアカウントを設定していると最初にそのアカウントが表示されます。デフォルトアカウントが設定されていなければ、ボイスセンスは設定されているアカウントをアルファベット順に表示します。デフォルトアカウントの設定については「8.5.1.1」をご参照ください。
｢宛先｣、｢Cc受信者、Bcc受信者｣には複数のメールアドレスを入力することができます。アドレス帳で既に登録したメールアドレスを使って入力することもできます。これについては6.2.3.2章（複数の宛先にメール送信）と6.2.3.3章（アドレスリスト検索）をご参照ください。
ファイルを添付する場合は、上記の14）と15）の間で、6.2.3.1章（ファイル添付）で説明する操作を行ってください。
上記ステップの実行中にメール作成を取消したい場合は、15)を行う前までにSpace-e(1-5)あるいはSpace-z(1-3-5-6)を押すと、ボイスセンスは直前のフォルダに戻ります。
6.2.4.1 ファイル添付
メール作成中にファイルをそのメールに添付したい場合は、メール本文作成中、あるいは宛先、Bcc受信者、タイトルの入力フィールドで、次の手順を実行してください。
1) Space-m(1-3-4)あるいはF2を押して「ファイル」メニューを呼び出します。
2) ファイルメニューでEnterを押すと｢新規メール作成｣と表示します。
3) Space-4を押して｢ファイル添付｣に移動します。
4) ｢ファイル添付｣でEnterを押すと｢ファイルリスト｣が開きます。メニューを呼び出さずにEnter-f(1-2-4)を押してもこのダイアログを表示させることができます。ファイルリストのデフォルトフォルダは｢upload｣フォルダで、これはフラッシュディスクのサブフォルダです。「upload」フォルダの中でファイルがない場合は｢リストなし｣と表示します。この場合は、ファイル管理プログラムを使って添付したいファイルを添付したいファイルをこのフォルダにコピーするか、下記の移動キーを使って添付するファイルがあるフォルダに移動します。
　   上位フォルダへ移動: BackSpace
　　 前の項目へ移動: Space-1
　　 次の項目へ移動: Space-4
　　 リストの最初へ移動: Space-1-2-3
　　 リストの最後へ移動: Space-4-5-6
5) 添付したいファイルまで移動してEnterを押します。複数のファイルを添付する場合は、添付するファイルまで移動してSpaceを押し、ファイルを選択します。 ファイルが選択状態になると「選択」と表示します。添付したいすべてのファイルを選択したらEnterを押してファイルを添付します。
6) ファイルが添付されると、ボイスセンスは｢xx 添付｣と表示して、メール作成状態に戻ります。「xx」は添付されたファイルの数です。
メールにファイルを添付すると、メールメッセージの次に｢添付｣項目が追加されます。（例: 添付：（添付されたファイル名） xx/yy　（ファイルサイズ））「yy」は全添付ファイル数で「xx」は全添付ファイル数の中で何番目の添付ファイルであるかを示します。
添付ファイル間の移動にはSpace-1かSpace-4を使います。添付ファイルの中で添付を中止したいファイルがある場合は、そのファイルまで移動してSpace-d(1-4-5)を押し、リストから削除します。Space-dを押すと｢削除（ファイル名）ファイル？ はい｣と表示しられ、Enterを押すと選択したファイルが添付リストから削除されます。Spaceで｢はい｣を｢いいえ｣に切替えてEnterを押すと、削除が取消されて、そのファイルはメールに添付されます。
6.2.4.2 複数の宛先にメールを送信
宛先、Cc受信者、Bcc受信者を複数入力することができます。これらの項目に複数のメールアドレスを入力すると、同じメールを複数の宛先に同時に送ることができます。
複数の宛先を入力するときには各メールアドレスの間に｢;｣や｢、｣を入れてください。
　セミコロン（；）: 5-6点
　コンマ（，）: 6点
例えば、braille@example.com;sense@example.comのように入力します。
6.2.4.3 アドレスリスト検索
宛先、Cc受信者、Bcc受信者をアドレスリストから選択して入力することができます。
ここで使うアドレスリストは｢アドレス帳｣で入力した情報あるいは6.2.2.3章（差出人コントロール）で説明した方法で入力した情報です。
メールアドレスは下記の手順で検索できます。
1) ｢宛先｣、｢Cc受信者｣あるいは｢Bcc受信者｣でSpace-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出すと、「ファイル」メニューを読み上げます。
2) Enterを押します。
3) Space-4を押して｢アドレス検索｣まで移動します。
4) ｢アドレス検索｣でEnterを押すと、｢アドレスリストキーワード｣と表示します。メニューを呼び出さずにEnter-l(1-2-3)を押してもこのダイアログが現れます。
5) 「アドレスリストキーワード」に検索したい宛先の名字を入力してEnterを押します。あるいはTab(Space-4-5)を押して｢確認｣まで移動し、Enterを押します。
6) ｢xxアドレスが見つかりました｣というメッセージに続いて、検索されたアドレスの中で最初のアドレスを読み上げます。ここで「xx」はアドレスリスト内で同じ名前のアドレスの数を示します。
（例:：sense sense@example.com 1/xx）
7) Space-1かSpace-4で検索したいアドレスまで移動してEnterを押します。複数のアドレスを選択したい場合はSpaceを押します。検索したいアドレスを全て選択したらEnterを押します。
8) 選択したアドレスが｢宛先｣、｢Cc受信者｣あるいは｢Bcc受信者｣に入ります。
上記の5)で何も入力せずにEnterを押すと、アドレスリスト内の全てのアドレスを読み上げます。
5)で入力したメールアドレスに該当するものがない場合は｢メールアドレスが見つかりません｣というメッセージを読み上げ、再び｢アドレスリストキーワード｣と表示します。
7)で検索した名前はあるがメールアドレスがない場合は｢メールアドレスがありません｣というメッセージを読み上げ、選択はできません。
6.2.4.4 メールをテキストでoutboxに保存
｢outboxに名前を付けて保存｣機能で作成中のメールメッセージを後で送るためにoutboxに保存することができます。この機能の使用方法は次のとおりです。
1) メールメッセージ作成後、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してファイルメニューを呼び出します。
2) Enterを押します。
3) Space-4を押して｢outboxに名前を付けて保存｣まで移動します。
4) Enterを押すと、保存用のダイアログボックスが開いて、｢ファイル名？ (mail subject).txt｣と表示します。メニューを呼び出さずにSpace-s(2-3-4)を押してもここまで実行できます。
5) Enterを押すか、Space-4-5で｢確認｣まで移動してEnterを押すと、作成したメールが｢(mail subject).txt｣というファイル名で保存されます。ファイル名を変更したい場合は、ファイル名を直接入力してEnterを押します。手順はワードプロセッサーの｢名前を付けて保存｣と同じですので5.1.4章をご参照ください。
上記の手順により、作成したメールは｢flashdisk/email/outbox｣に｢(mail subject).txt｣という名前で保存されます。保存したメールを送信したい場合は、6.3.5章の｢outboxからメール送信｣をご参照ください。
メールの「タイトル」は「noname」ではなく、メールを作成するときに入力した「タイトル」になります。
デフォルトフォルダではなく他のフォルダに保存した場合は、｢outboxからメール送信｣を実行しても、そのメールを送信することができません。
メールの本文に何も入力せずに｢テキストで保存｣を実行すると、｢保存するメッセージがありません｣というメッセージを読み上げて｢テキストで保存｣を実行する前の状態に戻ります。
メールの入力中に、Space-e(1-5)を押してメール作成を取消すと、ボイスセンスは｢現在のメッセージを保存しますか？ はい｣と表示します。Enterを押すと、保存ファイル名の入力状態になります。保存せずにinboxに戻りたい場合は、Spaceで｢はい｣を｢いいえ｣に切替えてEnterを押します。
メッセージに何も入力せずに｢テキストで保存｣を実行すると、｢保存するメッセージがありません｣というメッセージを読み上げて｢テキストで保存｣を実行する前の状態に戻ります。
メールの入力中に、Space-e(1-5)を押してメール作成を取消すと、ボイスセンスは｢現在のメッセージを保存しますか？ はい｣と読み上げます。Enterを押すと、保存ファイル名の入力状態になります。保存せずにinboxに戻りたい場合は、Spaceで｢はい｣を｢いいえ｣に切替えてEnterを押します。
メッセージに何も入力せずに｢テキストで保存｣を実行すると、｢保存するメッセージがありません｣というメッセージを読み上げて｢テキストで保存｣を実行する前の状態に戻ります。
メールの作成中に、Space-eの代わりにSpace-z(1-3-5-6)を押すと、ボイスセンスは作成中のメッセージを保存するかを確認せずにinboxに戻ります。
6.2.4.5 outboxのメールを送信する
outboxに保存されたメールは次の手順で送信できます。
1) inboxでSpace-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出します。
2) Space-4を押して｢メッセージ｣メニューまで移動します。
3) Enterを押すと｢返信｣と表示します。
4) Space-4を押して｢outboxからメール送信｣まで移動します。
5) Enterを押すと、outboxに保存されたメールのタイトルを読み上げます。メニューを呼び出さずにEnter-s(2-3-4)を押してもここまで実行できます。
6) Space-4かSpace-1を押して送信したいメールまで移動すると、6.2.3章のステップ14で説明した方法と同じ方法で送信することができます。
outboxに保存されたメールは｢タイトル｣、｢宛先｣、｢宛先(Cc)｣、｢宛先(Bcc)｣、｢本文｣、｢添付｣コントロールで構成されています。保存されたメールにファイルが添付されている場合は｢添付｣と表示します。項目間の移動にはTab(Space-4-5)あるいはShift-Tab(Space-1-2)を使います。
メール間の移動にはSpace-4あるいはSpace-1を使います。
outboxに保存されたメール本文の修正もできます。修正したいメールまで移動し、内容を修正します。ただし、｢タイトル｣の修正はできません。
outboxのメールを一斉送信する場合は6)のSpace-4かSpace-1の代わりにEnter-a (1)を押してくださいまた、Enter-b (1-2)を押すことでブロック選択を使用してメールの選択ができるようになります。そして、全てのメールは選択されたアカウントによって送信されます。
｢outboxからメール送信｣を閉じてinboxに戻る場合は、Space-e(1-5)あるいはSpace-z(1-3-5-6)を押します。
6.3 inboxの機能 
6.3.1 inboxのメールの削除
inboxに保存されている一通あるいは複数のメールを選択して削除することができます。
6.3.1.1 1通ずつメールを削除
次の手順で1通ずつメールを削除してください。
1) Space-1あるいはSpace-4を押して削除したいメールのタイトルまで移動します。
2) Space-d(1-4-5)を押すと｢（選択したメールのタイトル）ファイルを削除しますか？ はい｣というメッセージを読み上げます。
3) Enterを押します。削除しない場合は、Spaceを押して｢はい｣を｢いいえ｣に切替え、Enterを押します。あるいはSpace-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)を押します。
削除しない場合は、ステップ2でSpaceを押して｢はい｣を｢いいえ｣に切替え、Enterを押します。あるいはSpace-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)を押します。
6.3.1.2 複数のメールを選択して削除
次の手順で複数のメールを選択して削除してください。
1) Space-1あるいはSpace-4を押して削除したいメールに移動します。
2) Spaceを押して選択すると、 ボイスセンスは｢（メールのタイトル）選択 xx/yy｣と表示します。
3) 続いて削除したいメールにSpace-4かSpace-1で移動してSpaceを押します。
4) 削除したいメールを全て選択したらSpace-d(1-4-5)を押します。
5) ｢xxメールを削除しますか？ はい｣というメッセージを読み上げたらEnterを押します。
次の手順で連続している複数のメールを削除することができます。
1) 選択したいメールの中の最初のメールを読み上げたところでEnter-b(1-2)を押します。
2) Space-4を押して選択したい最後のメールまで移動し、Space-d(1-4-5)を押します。
3) ｢xxメールを削除しますか？ はい｣というメッセージを読み上げたらEnterを押します。
選択したメールを削除しない場合は、Spaceで｢はい｣を｢いいえ｣に切替えてEnterを押します。あるいはステップ2でSpace-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)を押します。
8.3.1.3 全てのメールを削除
次の手順で連続している複数のメールを全て選択して削除することができます。
1) タイトルや日付コントロール上でEnter-a(1)を押してinbox内の全てのメールを選択します。
2) Space-d(1-4-5)を押します。
3) ｢xxメールを削除しますか？ はい｣というメッセージを読み上げたらEnterを押します。
6.3.2 受信したメールに対する返信
受信したメールに返信する際には、メッセージの編集や宛先の追加ができます。
以前に受信した次のようなメールを例に挙げて説明します。
　メールの差出人のアドレス: sense@example.com
　メールの題目:ボイスセンスの世界へようこそ
このメールに対する返信は次の方法で行います。
1) タイトル、日付あるいはメッセージコントロール内でSpace-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出します。
2) Space-4を押してメッセージまで移動します。
3) Enterを押すと｢返信｣と表示します。
4) ｢返信｣でEnterを押します。メニューを呼び出さずにEnter-r(1-2-3-5)を押してもここまで実行できます。
5) Shift-Tab(Space-1-2)を押して｢タイトル:｣、｢宛先(Cc)｣、｢宛先(Bcc)｣、｢宛先｣に移動します。｢タイトル｣では｢タイトル: Re: ボイスセンスの世界へようこそ｣と表示しられ、｢宛先｣では｢宛先: sense@example.com｣と表示します。
6) Tab(Space-4-5)を押して｢本文｣まで移動し、メール本文の追加、編集をします。本文は6.2.3章（メールの送信）のステップ13で説明したように入力します。
Enter-r(1-2-3-5)を押しても、6.2.3章（メールの送信）のステップ13と同じ方法でメールメッセージが作成できます。また、ファイルの添付、宛先の削除及び追加もできます。
他の宛先の追加は、上記のステップ5で行うことができます。
また、返信用として作成あるいは修正したメールの保存もできます。6.2.3.4章で説明した方法で、メールをoutboxに保存してください。
｢全員に返信｣を使ってもメールの返信ができます。｢返信｣ではメールの差出人に返信するのに対して、｢全員に返信｣では自分以外のこのメールを受け取った人に返信します。
｢全員に返信｣を実行するには、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-1かSpace-4を押して｢メッセージメニュー｣まで移動したらEnterを押します。それからSpace-4を押して｢全員に返信｣まで移動しEnterを押します。メニューを呼び出さずにBackSpace-r(1-2-3-5)を押しても｢全員に返信｣が実行できます。
｢全員に返信｣を実行すると｢宛先｣のダイアログボックスに元のメールの差出人と宛先のメールアドレスが自動的に入力されます。この後は通常のメール作成と同じ手順で返信メールを送信します。
6.3.3 受信したメールの転送
｢転送｣は、フォルダ内のメールを他の人に再送信する機能です。ここでも本文やタイトルの追加、修正やファイルの添付ができます。
例を挙げてメールの転送について説明します。
　差出人のメールアドレス：sense@example.com
　メールのタイトル：ボイスセンスの世界へようこそ
次のように操作してメールを転送します。
1) タイトル、日付、メッセージを読み上げているときにSpace-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出します。
2) Space-4を押して｢メッセージ｣メニューまで移動します。
3) Enterを押すと｢返信｣と表示します。
4) Space-4を押して｢転送｣まで移動します。
5) Enterを押すと、｢宛先:｣と表示します。メニューを呼び出さずにEnter-f(1-2-4)を押してもここまで実行できます。ここでコンピュータ点字を使って新しい宛先を入力します。
6) Tab(Space-4-5)を押して｢宛先(Cc)｣、｢宛先(Bcc)｣、｢タイトル｣に移動します。｢タイトル｣では、｢タイトル: Fw: ボイスセンスの世界へようこそ｣のように読み上げられます。
7) Tab(Space-4-5)を押して｢本文:｣まで移動します。｢本文: 　---Forward message---｣の次に転送元のメールの本文が続きます。
8) 必要ならば追加の本文を入力します。入力方法は6.2.3章をご参照ください。
上記の5)からは6.2.3章（メールの送信）で説明したメールの作成方法と同じです。転送するメールに新しい宛先の追加やファイルの添付もできます。
また、作成中のメールをoutboxに保存することもできます。これについては6.2.3.4章をご参照ください。
6.3.4 受信したメールの保存
受信したメールを文書として保存したい場合は、次の操作を行ってください。
1) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出します。
2) ファイルメニューでEnterを押します。
3) Space-4を押して｢テキストで保存｣まで移動します。
4) Enterを押すとダイアログボックスが開いて、｢ファイル名？(mail subject).txt｣と表示します。メニューを呼び出さずにSpace-s(2-3-4)を押してもここまで実行できます。
5) ｢ファイル名: (mail subject).txt｣と表示しますのでEnterを押します。あるいはTab(Space-4-5)を押して｢確認｣まで移動しEnterを押します。ファイル名を変更する場合は、5.1.4章のワードプロセッサーの｢名前を付けて保存｣機能をご参照ください。
テキストファイルは｢flashdisk/work｣フォルダに（タイトル）.txtというファイル名で保存されます。ファイルフォーマットの変更はできません。このようにして保存したテキストファイルはワードプロセッサーで読むことができます。
「テキストで保存」を取消したい場合は、上記の5)の状態でTab(Space-4-5)を数回押して｢取消｣まで移動し、Enterを押します。あるいはSpace-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)を押しても保存を取り消します。
6.3.5 電子メールの印刷
受信した電子メールを墨字プリンタや点字プリンタで印刷することができます。次の手順で墨字プリンタでの印刷ができます。
点字印刷にはパラレルケーブルでの接続が可能でNABCCに対応した点字プリンターが必要です。
テキスト印刷にはヒューレットパッカード社製でPCL3またはPCL4に対応したプリンターまたは、EPSON製でESC／P-Rに対応したプリンターが必要です。
1) プリンタメーカーから提供されるケーブルでボイスセンスとプリンタを接続します。ボイスセンスの接続ポートは、｢オプションメニュー｣の｢プリンタ設定｣で設定したポートにしてください。
2)  Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出すとファイルメニューが表示されます。
3)  Enterを押します。
4)  Space-4を押して｢メール印刷｣まで移動します。
5)  Enterを押すと、ダイアログボックスが開いて｢プリンタ｣と表示されます。ステップ1でSpace-p(1-2-3-4)を押してもここまで実行できます。
6)  ｢プリンタ｣でEnterを押すか、Tab(Space-4-5)を押して｢確認｣まで移動しEnterを押すと、選択した電子メールが墨字プリンタから印刷されます。
点字プリンタで印刷したい場合は、ステップ5でSpaceを押して｢プリンタ｣を｢点字プリンタ｣に変更しEnterを押します。
印刷を取消したい場合は、｢取消｣が表示されるまでTab(Space-4-5)を押して移動し、Enterを押します。あるいはSpace-e(1-5)またはSpace-z(1-3-5-6)を押します。
6.4 編集メニュー
編集メニューには｢全て選択｣、｢選択開始｣、｢コピー｣、｢貼り付け｣、｢切り取り｣、｢削除｣、｢未読メッセージ｣、｢検索｣、｢再検索｣、｢フォルダにコピー｣、｢フォルダへ移動｣という項目があります。
編集メニューに入るにはSpace-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢編集｣メニューまで移動したらEnterを押します。
6.4.1 全て選択
これは全ての項目を選択する機能で、メール以外にテキストの選択もできます。
実行するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢編集｣まで移動したらEnterを押します。あるいは、メニューを呼び出さずにEnter-a(1)を押します。
6.4.2 選択開始
これは、編集したいテキスト部分を選択したり、メールリストの中から連続する複数のメールを選択したりする機能です。複数のメールの選択は、4.1.2章を参照してください。
メール本文中から特定の部分だけを選択し、コピー、切り取り、貼り付けを行うときに便利です。
この機能を使用するには、選択したい部分にカーソルを置き、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押して｢編集｣メニューを呼び出し、｢選択開始｣でEnterを押します。あるいは編集メニューで｢b(1-2)｣を押します。文書編集中にメニューを呼び出さずにEnter-b(1-2)を押しても実行できます。
選択の終了部分は、｢選択開始｣を実行した後でカーソルを置いた場所です。
また、タッチカーソルを押して文書中のMotherという単語を選択したい場合は、｢m｣の前の点字セルに該当するタッチカーソルキーを押してカーソルを置き、｢選択開始｣を実行してからカーソルを｢r｣に置きます。
6.4.3 コピー
この機能は、前述した選択操作の終了後にメールあるいは本文中のテキストをコピーする機能です。
コピーしたい部分を選択したら、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢編集｣まで移動してEnterを押します。ここでSpace-4を押して｢コピー｣まで移動しEnterを押すか、または編集メニューで｢c(1-4)｣を押します。メニューを呼び出さずにEnter-c(1-4)を押してもコピーが実行できます。
選択部分はクリップボードにコピーされます。クリップボードは仮想の空間で、コピーする内容を一時保存する場所です。しかし、ある部分を選択してコピーを実行しクリップボードにコピーされても、その後で他の部分を選択してコピーすると、既にクリップボードにコピーされた内容が新しくコピーされた内容に置換えられます。
6.4.4 貼り付け
この機能はクリップボードにあるデータを指定した部分に貼り付ける機能です。実行するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢編集｣まで移動したらEnterを押します。ここでSpace-4を押して｢貼り付け｣まで移動しEnterを押すか、または編集メニューで｢v(1-2-3-6)｣を押します。メニューを呼び出さずにEnter-v(1-2-3-6)を押しても貼り付けが実行できます。
6.4.5 切り取り
この機能は、前述した選択操作の終了後にメールあるいは本文中のテキストを切り取る機能です。
切り取りたい部分を選択し、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢編集｣まで移動したらEnterを押します。ここでSpace-4を押して｢切り取り｣まで移動しEnterを押すか、または編集メニューで｢x(1-3-4-6)｣を押します。メニューを呼び出さずにEnter-x(1-3-4-6)を押しても切り取りが実行できます。
切り取りとコピーの違いは、｢切り取り｣を実行した場合、選択部分がクリップボードにコピーされると同時に、選択部分が消去されます。しかし、｢コピー｣の場合は、選択部分はクリップボードにコピーされるだけで、消去されず、残ります。
6.4.6 削除
メール本文中の選択部分やメールを削除するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢編集｣まで移動したらEnterを押します。ここでSpace-4を押して｢削除｣まで移動しEnterを押すか、または編集メニューで｢d(1-4-5)｣を押します。メニューを呼び出さずにSpace-d(1-4-5)を押しても削除が実行できます。
6.4.7 メールボックスからメールを移動する
この機能はあるフォルダから他のフォルダにメールを移動する機能です。例えば、「inbox」フォルダから｢friends｣というフォルダにメールを移動することができます。フォルダ間の移動については6.2.4章をご参照ください。
このダイアログボックスのコントロールは、｢フォルダリスト｣、｢フォルダ作成｣、｢フォルダ削除｣、｢フォルダ名変更｣、｢確認｣、｢取消｣の6つです。コントロール間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。ダイアログボックスで設定を取消したい場合はSpace-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)を押します。
｢フォルダへ移動｣機能の使用方法は次のとおりです。
1) 4.1.2章の操作のいずれかを行って、移動したいメールを選択します。
2) Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-4かSpace-1を押して編集メニューに移動したらEnterを押します。ここで｢フォルダへ移動｣まで移動しEnterを押すと、ダイアログボックスが開きます。編集メニューで｢m｣を押しても同様です。メニューを呼び出さずにBackSpace-x(1-3-4-6)を押しても実行できます。
3) フォルダリストからメールの移動先フォルダを選択して、Enterを押すか、｢確認｣まで移動してEnterを押すと、選択したメールが選択したメールフォルダに移動されます。移動後は、元のフォルダに戻ります。
ダイアログボックスの｢フォルダ作成｣でEnterを押すと、新しいダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスのコントロールは、「フォルダ名」、「確認」、「取消」の3つです。
｢フォルダ名｣コントロールに新しいフォルダ名を入力します。フォルダを作成するには、Enterを押すか、Tab(Space-4-5)で｢確認｣まで移動してEnterを押します。
「フォルダリスト」コントロールの｢フォルダ削除｣でEnterを押すと、選択したフォルダが削除されます。フォルダが削除される前に、ボイスセンスはフォルダ削除をしてよいか再確認しますので、Spaceで｢はい｣か｢いいえ｣を選択してEnterを押します。
inboxとsentとoutboxは削除されないように保護されていますので、これらのフォルダで｢フォルダ削除｣を実行しても削除はされず、警告音が鳴ります。｢フォルダにコピー｣ダイアログボックスの｢フォルダリスト｣での｢フォルダ削除｣のホットキーはSpace-d(1-4-5)です。
｢フォルダ名変更｣を押すと｢フォルダ作成｣と同じコントロールのあるダイアログボックスが開きます。｢フォルダ名変更｣でのフォルダ名には現在のフォルダ名を読み上げますので、新しいフォルダ名を入力してください。フォルダ名を編集したら、Enterを押すか、｢確認｣まで移動してEnterを押します。
｢フォルダ名｣コントロールに新しいメールフォルダ名を入力します。新しいフォルダ名でメールフォルダを作成するには、Enterを押すか、Tab(Space-4-5)で｢確認｣まで移動してEnterを押します。
6.4.8 メールボックスのメールをコピー
この機能はあるフォルダにあるメールを他のフォルダにコピーする機能です。例えば、「inbox」フォルダにあるメールを｢friends｣というフォルダにコピーすることができます。フォルダ間の移動については6.2.4章をご参照ください。
ダイアログボックスのコントロールは、｢フォルダリスト｣、｢フォルダ作成｣ボタン、｢フォルダ削除｣、｢フォルダ名変更｣、｢確認｣、｢取消｣の6つです。コントロール間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。ダイアログボックスの取消はSpace-e(1-5)またはSpace-z(1-3-5-6)を押しても実行できます。
メールフォルダへのコピー方法は次のとおりです。
1) 4.1.2章の操作のいずれかを行って、コピーしたいメールを選択します。
2) Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4かSpace-1を押して｢編集｣メニューまで移動したらEnterを押します。ここで、Space-4を押して｢フォルダにコピー｣まで移動したら、Enterを押してダイアログボックスを開きます。編集メニューで｢p(1-2-3-4)｣を押しても同様です。また、メニューを呼び出さずにBackSpace-c(1-4)を押しても実行できます。
3) コピーするメールフォルダを「フォルダリスト」から選択してEnterを押すか、｢確認｣まで移動してEnterを押すと、選択したメールが指定したメールフォルダにコピーされます。コピー後は元のフォルダを読み上げます。
ダイアログボックスの｢フォルダ作成｣ボタンでEnterを押すと新しいダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスのコントロールは、「フォルダ名」、「確認」、「取消」の3つです。｢フォルダ名｣コントロールで新しいフォルダ名を入力してEnterを押すか、Tab(Space-4-5)を押して｢確認｣まで移動してEnterを押すと、新規フォルダが作成されます。
フォルダリストコントロールの｢フォルダ削除｣でEnterを押すと、選択したフォルダが削除されます。フォルダが削除される前に、ボイスセンスはフォルダ削除をしてよいか再確認しますので、Spaceで｢はい｣か｢いいえ｣を選択してEnterを押します。
inbox（受信箱）とsent（送信済みボックス）とoutbox（保管箱）は削除されないように保護されていますので、これらのフォルダで｢フォルダ削除｣を実行しても削除はされず、警告音が鳴ります。｢フォルダにコピー｣ダイアログボックスの｢フォルダリスト｣での｢フォルダ削除｣ホットキーはSpace-d(1-4-5)です。
｢フォルダ名変更｣を押すと｢フォルダ作成｣と同じコントロールのあるダイアログボックスが開きます。｢フォルダ名変更｣でのフォルダ名には現在のフォルダ名を読み上げますので、新しいフォルダ名を入力してください。フォルダ名を編集したら、Enterを押すか、｢確認｣まで移動してEnterを押します。
6.4.9 検索
この機能は現在のメールボックスで指定したキーワードを検索する機能です。検索したい単語を入力して、タイトル、日付あるいは差出人からその単語を検索します。この機能はタイトル、日付、差出人コントロールでのみ使うことができます。
｢検索｣ダイアログボックスは、検索したい単語を入力する｢文字列検索｣、｢範囲｣、｢方向｣、｢確認｣、｢取消｣で構成されています。
｢検索｣ダイアログボックスでは、Tab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を押してコントロール間を移動します。
｢検索｣の使用方法は次のとおりです。
1) Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢編集｣メニューまで移動したらEnterを押します。
2) Space-4かSpace-1を押して｢検索｣まで移動しEnterを押します。あるいは｢f(1-2-4)｣を押します。「検索」ダイアログボックスが現れて｢文字列検索｣と表示しられたら、検索したい単語を入力します。
3) 単語を入力したらTab(Space-4-5)を押し、次のコントロールである｢範囲｣まで移動します。ここで選択できるのは｢全て｣、｢タイトル｣、｢日付｣、｢差出人｣です。｢全て｣を選択すると、タイトル、日付、差出人から先ほど入力した単語を含むメールを検索します。これらコントロール間の移動にはSpace-4かSpace-1を使います。ここで検索したい特定のコントロールを選択します。
4) Tab(Space-4-5)を押して｢方向｣に移動します。ここで選択できるのは｢次｣と｢前｣です。Space-4かSpace-1で移動して選択します。
5) Tab(Space-4-5)を押して｢確認｣に移動しEnterを押すと検索が始まります。検索を中止するにはTab(Space-4-5)を押して｢取消｣まで移動しEnterを押します。あるいはSpace-z(1-3-5-6)またはSpace-e(1-5)を押します。
6.4.10 再検索
この機能は｢検索｣機能を使って検索した条件で再検索する機能です。事前に｢検索｣機能を使って、検索条件を設定した後で実行します。
｢再検索｣の使用方法は次のとおりです。
1) Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出します。
2) Space-4を押して｢編集｣メニューまで移動しEnterを押します。ここでSpace-4かSpace-1を押して｢再検索｣まで移動しEnterを押します。｢編集｣メニューで｢g(1-2-4-5)｣を押しても同じです。メニューを呼び出さずにEnter-g(1-2-4-5)を押しても実行できます。
6.4.11 未読メッセージへの移動
この機能は受信したメールの中から未読メールを検索して移動する機能です。メールリスト内の最後の未読メッセージ上でこれを実行すると、リスト内の最初の未読メッセージに移動します。タイトル、日付、差出人コントロールでこの機能を実行するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢編集｣まで移動したらEnterか、｢u(1-3-6)｣を押します。文書編集中にメニューを呼び出さずにEnter-u(1-3-6)を押しても実行できます。
6.5 ツールメニュー設定
｢ツールメニュー｣では、メールアカウントの設定、メールを保存するフォルダの設定、迷惑メールの設定などを行うことができます。ツールメニューのサブメニューは以下のようになっています。
1) アカウントマネージャー
2) フォルダ設定
3) オプション設定
4) 迷惑メール設定
それぞれについて、この章で詳しく説明します。
6.5.1 アカウントマネージャー
｢アカウントマネージャー｣はメールアカウントの登録、削除、修正に使用します。アカウントマネージャーの使用方法は次のとおりです。
1) Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメールメニューを呼び出します。
2) Space-4を押してツールメニューまで移動します。
3) Enterを押すと、｢アカウントマネージャー｣と表示します。
4) Enterを押すと、｢アカウント名：（登録されたアカウント名）1/xx｣と表示します。メニューを呼び出さずにEnter-m(1-3-4)を押してもここまで実行できます。
アカウントマネージャーは次の6つの項目があります。
1) アカウントリスト
2) 情報
3) 登録
4) 修正
5) 削除
6) 閉じる
これらの項目間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。実行したい項目まで移動したらEnterを押します。
｢アカウントマネージャー｣を終了したい場合は、｢閉じる｣まで移動してEnterを押します。あるいはSpace-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)を押します。
これから各項目について詳しく説明しますが、｢登録｣については6.1.2章で詳しく解説していますので、そちらをご参照ください。
6.5.1.1 署名と詳細設定
この機能は、作成する全てのメールに追加する｢署名｣の登録を行う機能です。また、詳細設定もできます。
1) 6.1.2章（メールアカウントの登録）の13) の状態で、Tab(Space-4-5)を押して｢詳細設定｣ボタンに移動します。
2) Enterを押します。
3) 「セキュアpop3（またはIMAP）SSLを使用する」チェックボックスを読み上げます。このチェックボックスは初期設定ではチェックされていません。pop3サーバ（またはIMAP）で「SSL」を使う場合はSpaceを押してチェックボックスにチェックを入れてください。
4) Space-4を押すと次に｢pop3 port number? 110｣と表示します。IMAPの場合自動的にポート番号は143になります。契約しているプロバイダが違うポート番号を指定する場合は、番号を入力して変更してください。
※前項の設定でSSLにチェックを入れた場合、pop3の初期ポート番号は995に自動的に変更されます。IMAPの初期ポート番号は993になります。
5) Space-4を押すと「smtp暗号化方式」ラジオボタンへ移動します。初期設定では「SSL」が選択されています。Spaceを押すと「SSL」と「TLS」と「なし」を選択することができます。使用するsmtpサーバの暗号化方式を選択してください。
6) Space-4を押して｢smtp port number? 25｣に移動します。ポート番号を変更する場合は、他のsmtpポート番号を入力します。
7) Space-4を押してsmtp IDまで移動します。ご利用になるプロバイダでsmtp認証を行う際にユーザID（POP3 ID）と異なるsmtp IDで認証を行う必要がある場合に、ここでsmtp IDを追加します。
8) Space-4を押して｢smtpパスワード｣まで移動し、上記のIDに対応するパスワードを入力します。
9) Space-4を押して｢常にこのSMTPを使って送信」まで移動します。複数のアカウントを登録しているときに、どのアカウントでもこのSMTPサーバを使って送信したいときに使用します。
10) Space-4を押して「デフォルトのIMAPアカウント」チェックボックスへ移動します。（サーバをIMAPに設定している場合のみ表示されます）
11) Space-4を押して｢サーバにメールのコピーを残しますか」チェックボックスまで移動します。初期設定はチェックが入っています。
他のコンピュータで使用しているメールアカウントをボイスセンスに登録する場合、サーバにメールのコピーを残すことでブレイルセンスでメールをチェックしてもコンピュータにて同じメールを受け取ることができます。
12) Space-4を押して｢sentフォルダに送信済みメールを保存する」チェックボックスまで移動します。初期設定はチェックが入っています。送信済みメールをsentフォルダに保存したくない場合はSpaceを押してチェックを外してください。
13) Tab(Space-4-5)を押して｢署名を追加: いいえ｣まで移動します。署名を使いたい場合は、Spaceを押して｢はい｣に変更します。
14) Tab(Space-4-5)で｢署名｣ボタンまで移動してEnterを押して、｢署名｣複数エディットボックスを読み上げたら、使用したい署名を入力します。入力後、Tab(Space-4-5)で｢確認｣まで移動してEnterを押すと、入力した署名が保存されて、再び「署名」に戻ります。｢取消｣でEnterを押すと入力が取消されます。
15) Tab(Space-4-5)で｢確認｣に移動してEnterを押します。
6.5.1.2 登録されたアカウントリストを確認する 
｢アカウントマネージャー｣の最初の項目は｢アカウントリスト｣で、｢アカウント名：（登録したアカウント名）1/xx｣のように読み上げられます。
登録したアカウント情報の確認方法は次のとおりです。
1) Space-4あるいはSpace-1を押してアカウントリストで確認したいアカウントまで移動します。
2) 確認したいアカウントを読み上げたら、EnterあるいはTab(Space-4-5)で｢情報｣ボタンまで移動してEnterを押します。
3) 「情報」ダイアログボックスが開いて、｢アカウント名：（登録されたアカウント名）｣と表示します。（例: アカウント名: ボイスセンス）
4) Space-4あるいはTab(Space-4-5)を押して各項目が正しいかを確認します。｢閉じる｣ボタンでEnterを押すとアカウントリストに戻ります。
このダイアログボックスでの各項目間の移動キーは次のとおりです。
　前の項目へ移動: Space-1
　次の項目へ移動: Space-4
　最初の項目へ移動: Space-1-3またはSpace-1-2-3
  最後の項目へ移動: Space-4-6またはSpace-4-5-6
　前のコントロールへ移動: Space-1-2
　次のコントロールへ移動: Space-4-5
6.5.1.3 修正 
｢アカウントマネージャー｣を起動すると、アカウントリストに｢アカウント名：（登録されたアカウント名）1/yy｣と表示します。この情報の修正方法は次のとおりです。
1) Space-4あるいはSpace-1を押して修正したいアカウントリストまで移動します。
2) 修正したいアカウントを読み上げたら、Tab(Space-4-5)で｢修正｣まで移動してEnterを押します。｢m(1-3-4)｣を押すだけでも実行できます。
3) 6.1.2章7)で説明したメッセージを読み上げますが、今回は｢修正｣ですので、現在の情報を読み上げます。（例:：アカウント名？ ボイスセンス）
4) 6.1.2章の7)から13)を実行してください。
5) 修正が終わると｢アカウントリスト｣に戻ります。
各項目（アカウント名、ID、パスワードなど）間の移動にはSpace-1かSpace-4を使い、｢確認｣、｢取消｣ボタンへの移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。
全ての項目には既に設定されている内容を読み上げます。新しい情報を入力した場合は、古い情報が新しい情報に置換わります。
入力した内容に誤りがあった場合は次のように修正します。
1) Space-d(1-4-5)を押すと現在の文字が削除されます。
2) BackSpaceを押すと前の文字が削除されます。
3) 現在の行を削除したい場合は、BackSpace-1-4を押すと｢行を削除しますか？ はい｣というメッセージを読み上げますので、そこでEnterを押します。削除しない場合はSpaceを押し、｢はい｣を｢いいえ｣に変更してEnterを押します。
6.5.1.4 登録されたアカウントの削除
｢アカウントマネージャー｣が起動すると、｢アカウント名：（登録されたアカウント名）1/yy｣のようにアカウントリストを読み上げます。
アカウントの削除方法は次のとおりです。
1) Space-4あるいはSpace-1を押して削除したいアカウントまで移動します。
2) 削除したいアカウントを読み上げたら、Space-d(1-4-5)あるいは｢d(1-4-5)｣を押します。あるいはTab(Space-4-5)で｢削除｣まで移動してEnterを押します。
3) ｢（登録されたアカウント名）アカウントを削除しますか？ はい｣というメッセージを読み上げます。
4) Enterを押します。
5) ボイスセンスはそのアカウントを削除し、｢削除完了｣と表示して、アカウントリストに戻ります。
削除を取消したい場合は、｢（登録されたアカウント名）アカウントを削除しますか？ はい｣というメッセージを読み上げたときに、Spaceで｢はい｣を｢いいえ｣に変更してEnterを押します。あるいはSpace-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)を押すだけでも取消ができます。
6.5.2 フォルダ設定
｢フォルダ設定｣は、添付ファイルを保存するフォルダやメールを保存するディスクを設定します。次のような方法でフォルダを設定します。
1) inboxでSpace-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出します。
2) Space-4を押してツールメニューまで移動します。
3) Enterを押すと｢アカウントマネージャー｣が開きます。
4) Space-4を押して｢フォルダ設定｣まで移動します。
5) ｢フォルダ設定｣でEnterを押すと｢ダウンロードフォルダ：/flashdisk/download｣と表示します。Enter-p(1-2-3-4)を押しても実行できます。
｢フォルダ設定｣には次の3つの項目があります。
1) ダウンロードフォルダ
2) アップロードフォルダ
3) メール保存ディスク
これらの項目間の移動にはSpace-4かSpace-1を使います。
各項目は｢フォルダ｣、｢修正｣、｢閉じる｣で構成されており、｢フォルダ｣ではデフォルトフォルダを読み上げます。移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。
｢フォルダ設定｣を閉じるには、Space-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)を押すか、｢閉じる｣まで移動してEnterを押します。
6.5.2.1 ダウンロードフォルダ設定
添付ファイルを保存するデフォルトのフォルダは｢/flashdisk/download｣です。ダウンロードフォルダの設定方法は次の通りです。
1) 6.5.2章（フォルダ設定）のステップ1から5を実行します。
2) ｢ダウンロードフォルダ：/flashdisk/download｣でEnterを押します。あるいは｢m(1-3-4)｣を押すか、Tab(Space-4-5)で｢修正｣まで移動してEnterを押します。
3) ダウンロードフォルダとして設定したいフォルダまで移動します。フォルダの移動には次のキーを使います。
　　 上位フォルダに移動: BackSpace
前の項目に移動: Space-1
　　  次の項目に移動: Space-4
4) 選択したいフォルダまで移動してSpaceを押すとそのフォルダが選択されます。
Enterを押してフォルダ設定すると、ボイスセンスは変更されたフォルダを読み上げます。このフォルダをフラッシュディスクのサブフォルダの｢work｣フォルダに変更した場合は、｢ダウンロード：/flashdisk/work｣と表示します。
添付ファイルを保存するときに、｢ダウンロード: /flashdisk/download　変更しますか？ はい｣というメッセージを読み上げ、Enterを押すと上記のステップ3と同じ状態になります。ここでいずれかのフォルダを選択してEnterを押すと、添付ファイルがそのフォルダに保存されて、inboxに戻ります。
6.5.2.2 アップロードフォルダ設定
｢アップロード｣フォルダは、メールに添付するファイルが保存されているフォルダです。このフォルダは次のような方法で変更できます。
4) 6.5.2章のステップ1からステップ5を実行します。
2) Space-4を押して｢アップロード：/flashdisk/upload｣に移動します。
3) Enterか｢m(1-3-4)｣を押します。あるいはTab(Space-4-5)で｢修正｣まで移動してEnterを押します。
4) アップロードフォルダとして設定したいフォルダまで移動します。フォルダの移動には次のキーを使います。
　　　　上位フォルダに移動: BackSpace
　　 前の項目に移動: Space-1
     次の項目に移動: Space-4
5) 選択したいフォルダまで移動してSpaceを押すとそのフォルダが選択されます。
Enterを押してフォルダ設定すると、ボイスセンスは変更されたフォルダを読み上げます。このフォルダをフラッシュディスクのサブフォルダの｢音楽｣フォルダに変更した場合は、｢アップロード：/flashdisk/music｣と表示します。
6.5.2.3 メール保存ディスク設定
ネットワークからダウンロードされるメールは、｢フラッシュディスク｣のサブフォルダである｢メール｣フォルダに保存されます。ダウンロードされるメールのサイズが大きすぎてフラッシュディスクに保存することができない場合は、次の方法でディスクの変更ができます。
1) SDカードまたはUSBメモリをボイスセンスに接続します。
2) 6.5.2章のステップ1からステップ5を実行します。
3) Space-4を押して｢メールダウンロードディスク:/flashdisk｣まで移動します。
4) Enterか｢m(1-3-4)｣を押します。あるいはTab(Space-4-5)で｢修正｣まで移動してEnterを押します。
5) 「Flashdisk」と表示したら、Space-4かSpace-1を押してディスクリストに移動します。SDカードやUSBメモリが接続されている場合は、｢SD｣あるいは｢USB｣と表示します。選択したいディスク名でEnterを押します。
Enterを押してディスク設定を完了すると、ディスク名を読み上げます。ディスクを｢SDカード｣に変更すると、｢メールダウンロードディスク：/sd｣と表示します。変更した場合は、選択したディスクに｢メール｣フォルダが自動的に作成されて、受信したメールはこのフォルダに保存されます。
6.5.3 オプション設定
オプション設定ではinboxをメール起動時のデフォルトフォルダとするかどうか、サーバに受信メールのコピーを残すかどうかの設定が可能です。F3またはSpace-F3を押すと設定項目を切替えることができます。
6.5.3.1 inboxを起動時のデフォルトフォルダとする
電子メールを起動した際にinboxを必ず開くかどうかを設定できます。設定しない場合、電子メール終了時に操作していた状況から電子メールを再開します。
この設定は以下の方法で変更できます。
1) inboxでSpace-m(1-3-4)あるいはF2を押してメールメニューを呼び出します。
2) Space-4を押して「ツール」メニューまで移動します。
3) Enterを押すと「アカウントマネージャー」が開きます。
4) Space-4を押して「オプション設定」に移動します。
5) Enterを押すと「inboxを起動時のデフォルトフォルダとしますか？ はい」というメッセージを読み上げます。ステップ1でEnter-o(1-3-5)を押してもここまで実行できます。
6) ｢はい｣と｢いいえ｣の切替えにはSpaceを使います。
6.5.4 迷惑メール設定
ボイスセンスがサーバからダウンロードするメールには、多数の迷惑メールが含まれている可能性があります。これを防止するために、タイトル内の特定の単語あるいは特定のメールアドレスを指定して、迷惑メールを受信しないようにすることができます。
｢迷惑メール設定｣で指定された迷惑メールはボイスセンスに受信されませんが、サーバには残されます。
迷惑メールの設定方法は次のとおりです。
1) inboxでSpace-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出します。
2) Space-4を押して｢ツール｣メニューまで移動します。
3) Enterを押すと｢アカウントマネージャー｣が開きます。
4) Space-4を押して｢迷惑メール設定｣まで移動します。
5) Enterを押すと｢タイプ：タイトル1/3｣と表示します。メニューを呼び出さずにEnter-e(1-5)を押してもここまで実行できます。
｢迷惑メール設定｣には次の6つの項目があります。
1) タイプ
2) リスト
3) 追加
4) 修正
5) 削除
6) 閉じる
各項目間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。
｢迷惑メール設定｣を閉じるには、｢閉じる｣まで移動してEnterを押すか、Space-e(1-5)あるいはSpace-z(1-3-5-6)を押します。
｢タイプ｣は｢タイトル｣、｢ID｣、｢ホスト｣で構成されており、各項目間の移動にはSpace-1かSpace-4を使います。
｢リスト｣は｢タイプ｣の設定によって表示が異なります。｢タイプ｣が｢タイトル｣に設定されているときには、｢タイトル：（登録された単語）1/xx｣と表示しられ、｢ID｣に設定されているときには、｢ID：（登録されたID）1/xx｣と表示します。登録した単語やIDがない場合には｢リストなし0/0｣と表示します。
6.5.4.1 迷惑メールの追加
メールのタイトルの特定の単語を検索して迷惑メールを指定する方法は次のとおりです。
1) 6.5.4章のステップ1からステップ5まで実行します。
2) ｢タイプ：タイトル1/3｣と表示しられたら｢a(1)｣を押します。あるいはTab(Space-4-5)で｢追加｣ボタンまで移動してEnterを押します。
3) ｢追加｣ダイアログボックスが開いて、｢追加するタイトル？｣と表示します。
4) 単語を入力してEnterを押します。あるいはTab(Space-4-5)で｢確認｣まで移動してEnterを押します。
5) ｢迷惑メールデータ追加完了｣と通知されてリストに戻り、｢タイトル（登録された単語）1/1｣と表示します。
複数の単語を登録したい場合は、上記のステップ2から実行して単語を追加します。複数の単語がある場合は、Space-1やSpace-4を押してそれらを確認します。
このように単語を追加すると、指定した単語が含まれるメールはサーバから受信されません。
特定の差出人からのメールあるいは特定のホストからのメールも迷惑メールとして指定し、受信しないようにすることができます。
差出人のIDを迷惑メールに登録する方法は次のとおりです。
1) 6.5.4章のステップ1からステップ5を実行します。
2) ｢タイプ:タイトル1/3｣と表示しられたときにSpace-4を押すと、表示が｢タイプ：ID 2/3｣に変わります。
3) ｢a(1)｣あるいはTab(Space-4-5)を押して｢追加｣ボタンに移動し、Enterを押します。
4) ｢追加｣ダイアログボックスが開いて、｢追加するID（メールアドレス）｣と表示します。「メールアドレス」はこのコマンドを実行するときにフォーカスされている差出人のアドレスです。
5) ｢追加するID？（メールアドレス）｣でEnterを押します。あるいはTab(Space-4-5)で｢確認｣まで移動してEnterを押します。
6) ｢迷惑メールデータ追加完了｣という通知に続いて、｢ID：（登録されたメールアドレス）1/1｣と表示します。
このように設定すると、指定した差出人が送ったメールはサーバから受信されません。
上記の5)では、メールアドレスを編集して追加することができます。新しいメールアドレスを入力すると表示しられていたメールアドレスは消去されて、新しいメールアドレスを読み上げます。
他のメールアドレスを追加するには、上記のステップ3からの作業を繰り返し実行します。あるいは、｢ID：（登録されたメールアドレス） 1/1｣と表示しられたときに、｢a(1)｣を押すか、Tab(Space-4-5)で｢追加｣まで移動してEnterを押します。Space-1かSpace-4で移動しながら指定したIDの確認ができます。
特定のホストを迷惑メールの差出人として登録する方法は次のとおりです。
1) 6.5.4章のステップ1からステップ5を実行します。
2) ｢タイプ：タイトル 1/3｣と表示しられたらSpace-4を押して｢タイプ: ホスト 3/3｣に移動します。
3) ｢a(1)｣を押すか、Tab(Space-4-5)で｢追加｣まで移動してEnterを押します。
4) ｢追加｣ダイアログボックスが開いて、｢追加するホスト？（ホストアドレス）｣と表示します。ここで読み上げられる｢ホストアドレス｣は、このコマンドを実行するときにフォーカスされているホストアドレスです。
5) ｢追加するホストアドレス？（ホストアドレス｣｣でEnterを押します。あるいは、Tab(Space-4-5)で｢確認｣まで移動してEnterを押します。
6) ｢迷惑メールデータ追加完了｣と通知して、｢ホスト：（登録したホストアドレス）1/1｣と表示します。
このようにして迷惑メールを送ってくるドメインを登録しておくと、ボイスセンスはそのドメインから送信されたメールを迷惑メールとして扱うので、そのメールを受信しません。
上記の5)では、ホストアドレスを入力して迷惑メールホストアドレスを追加することができます。「ホスト追加しますか？（ホストアドレス）｣で新しいドメイン名を入力すると表示しられているドメイン名は消去されて、新しいドメイン名を読み上げます。また、読み上げられているドメイン名の編集もできます。
他のドメインを追加するには、上記の3)からの作業を繰り返し実行します。あるいは、｢ホスト：（登録されたホストアドレス）1/1｣と表示したときに、｢a(1)｣を押すか、Tab(Space-4-5)で｢追加｣に移動してEnterを押します。Space-1かSpace-4で移動しながら登録したホストアドレスの確認ができます。
タイトル、IDあるいはホストアドレスを迷惑メールとして登録するときに誤って入力した場合の修正方法は次のとおりです。
1) Space-d(1-4-5)を押すと現在の文字が削除されます。
2) BackSpaceを押すと前の文字が削除されます。
3) 現在の行を削除する場合は、BackSpace-1-4を押すと｢行を削除しますか？ はい｣というメッセージを読み上げますので、そこでEnterを押します。削除しない場合はSpaceを押し、｢はい｣を｢いいえ｣に変更してEnterを押します。
｢追加｣ダイアログボックスで迷惑メール設定を取消したい場合は、Tab(Space-4-5)で｢取消｣まで移動してEnterを押すか、Space-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)を押します。
6.5.4.2 迷惑メール登録の修正
登録した情報は6.5.4.1章で説明した方法で修正することもできます。
登録した｢タイトル｣の修正方法は次のとおりです。
1) 6.5.4章のステップ1から5を実行します。
2) Tab(Space4-5)を押して｢リスト｣まで移動すると、｢タイトル（登録された単語）1/xx｣と表示します。
3) Space-4かSpace-1を押して修正したい単語まで移動します。
4) ｢m(1-3-4)｣を押します。あるいはTab(Space-4-5)で｢修正｣まで移動してEnterを押します。
5) 「修正」ダイアログボックスが開いて、｢修正するタイトル？（選択した単語）｣と表示します。
6) 新しい単語を直接入力すると表示しられていた単語が消去されて新しい単語を読み上げます。
7) 入力を終えたらEnterを押します。あるいは、Tab(Space-4-5)で｢確認｣まで移動してEnterを押します。
8) ｢迷惑メールデータ修正完了｣と通知して｢リスト｣と表示します。複数の単語を修正する場合には、Space-4かSpace-1を押して次に修正する単語を検索します。
登録したメールアドレスやホストアドレスを修正する場合は上記のステップ1から実行してください。Space-4で｢タイプ：id　2/3｣あるいは｢タイプ：ホスト 3/3｣まで移動して、上記で説明した方法で修正してください。
修正内容に誤りがある場合は、6.5.4.1章で説明した方法で修正することもできます。
登録を取消したい場合は、Tab(Space-4-5)で｢取消｣まで移動してEnterを押すか、Space-e(1-5)あるいはSpace-z(1-3-5-6)を押します。
6.5.4.3 削除 
迷惑メールリストに登録した項目を削除することもできます。
｢タイトル｣での削除方法は次のとおりです。
1) 6.5.4章のステップ1からステップ5を実行します。
2) Tab(Space-4-5)を押して｢リスト｣まで移動します。｢タイトル：（登録された単語）1/xx｣と表示します。
3) Space-4やSpace-1を押して削除したい登録単語まで移動します。
4) 選択した単語でSpace-d(1-4-5)を押します。あるいはTab(Space-4-5)を押して｢削除｣まで移動してEnterを押します。
5) ｢削除完了｣と通知して｢リスト｣に戻ります。Space-4かSpace-1で他の単語を確認して削除することもできます。
｢id｣や｢ホスト｣の迷惑メールリストからも削除ができます。
上記のステップ1を実行し、Space-4を押して｢タイプ：id 2/3｣あるいは｢タイプ:ホスト 3/3｣まで移動したら、上記のステップ2からの作業を実行します。
6.6. 電子メールのホットキー
6.6.1 inboxでのホットキー
IMAP使用時のオンラインとオフラインの切り替え:Enter-l(1-2-3)
前のアカウントへ移動:BackSpace-1-2-6
次のアカウントへ移動:BackSpace-3-4-5
前のメールボックスへ移動:Enter-1-2-6
次のメールボックスへ移動:Enter-3-4-5
アカウントマネージャーを開く: Enter-m(1-3-4)
新規メール受信: Enter-n(1-3-4-5)
前のメールを閲覧する（IMAP）:BackSpace-p(1-2-3-4)
メール作成: Enter-w(2-4-5-6)
返信: Enter-r(1-2-3-5)
全員に返信: BackSpace-r(1-2-3-5)
転送: Enter-f(1-2-4)
｢フォルダ設定｣の呼び出し: Enter-p(1-2-3-4)
｢オプション設定｣の呼び出し: Enter-o(1-3-5)
｢迷惑メール設定｣の呼び出し: Enter-e(1-5)
検索: Space-f(1-2-4)
再検索: BackSpace-f(1-2-4)
次の未読メッセージへ移動:Enter-u(1-3-6)
メールボックスへ移動:BackSpace-x(1-3-4-6)
メールボックスへコピー: BackSpace-c(1-4)
アドレスリストに差出人を追加: Enter-i(2-4)（inboxの｢差出人｣のみで有効です）
受信したメールの削除: Space-d(1-4-5) （inboxの｢タイトル｣と｢日付｣のみで有効です）
受信したメールをテキストファイルで保存: Space-s(2-3-4)
受信した電子メールを印刷: Space-p(1-2-3-4)
取消: Space-e(1-5)
取消してメールプログラムを閉じる: Space-z(1-3-5-6)
6.6.2 メール送信時のホットキー
アドレスリスト検索: Enter-l(1-2-3)
ファイル添付: Enter-f(1-2-4)
メールの送信:Enter-s(2-3-4)
作成したメールをoutboxに保存: Space-s(2-3-4)
取消: Space-e(1-5)
取消してメールプログラムを閉じる: Space-z(1-3-5-6)
6.6.3 メールの閲覧時と作成時のホットキー
選択開始: Enter-b(1-2)
全て選択: Enter-a(1)
クリップボードにコピー: Enter-c(1-4)
クリップボードに切り取り: Enter-x(1-3-4-6) （inboxのメールを読むときには無効です）
クリップボードから貼り付け: Enter-v(1-2-3-6) （inboxのメールを読むときには無効です）
削除: Space-d(1-2) （inboxのメールを読むときには無効です）
ブロック取消: Space-e(1-5)
7.プログラム

プログラムではセンスAPPという日本独自の拡張アプリケーションを使用することができます。センスAPPは随時新しいアプリケーションが開発されています。
ボイスセンスをご購入いただいた時点で最新のセンスAPPをご利用になれる状態でお届けしています。

有限会社エクストラのウェブページから最新版のセンスAPPをダウンロードすることができます。ご購入後センスAPPのバージョンアップが行われた場合や、センスAPPのプログラムデータを削除してしまった場合は以下のURLから最新版をダウンロードしてアップデートすることが可能です。
http://www.extra.co.jp/sense/SenseAPP.html
アップデートの方法はウェブページにて詳しく説明しています。

センスAPPの各アプリケーション詳細は別紙マニュアルにて説明しています。

センスAPPのマニュアルは、ご購入時点までの内容は同封のマニュアルCDに保存されています。ご購入時以降にバージョンアップされた場合、最新マニュアルは上記有限会社エクストラのウェブページよりダウンロードしてご参照ください。

8.メディア
メディアでは音楽、動画、DAISY図書などの再生機能を使用できます。
メディアは、メディアプレーヤー・ラジオ・DAISYプレーヤーの3つの機能で構成されています。

ボイスセンスのメインメニューでSpace-4を何度か押して｢メディア｣と表示したらEnterを押してください。あるいはプログラムメニューで｢m(1-3-4)｣を押してください。メディアを実行します。

以下の章でメディアの各機能を詳しく説明します。
8.1 メディアプレーヤー
メディアプレーヤーは、オーディオファイルを再生するプログラムです。
メディアメニューを開くと、「メディアプレーヤー」と表示されますので、そこでEnterを押すか｢m(1-3-4))｣を押すとメディアプレーヤーが起動します。
このプレーヤーがサポートするオーディオファイルフォーマットは、ac3, asf, asx, m3u, mp2, , mp3, mp4, mpa, mpg, ogg, pls, rmp, wav、wax, wma, wmv です。メディアプレーヤーは、点字キーボードまたはボイスセンスの前面にあるオーディオ専用のキーでコントロールすることができます。メディアプレーヤーは、オーディオファイル再生以外に、録音もできます。

8.1.1 オーディオボタンの使用方法

ボイスセンスの前面には5つのオーディオ専用のボタンがあり、左から｢前のトラック｣、｢録音｣、｢停止｣、｢再生/一時停止｣、｢次のトラック｣の順で並んでいます。これらのボタンは音楽の再生や録音時に使います。

メディアプレーヤー以外のプログラムを使用しているときに｢再生/一時停止｣ボタンを押すと、プレイリストにあるファイルを再生します。プレイリストにファイルがない場合は、｢プレイリストにファイルがありません｣というメッセージを読み上げます。

8.1.1.1 再生/一時停止ボタン

｢再生/一時停止｣ボタンは、ボイスセンスの前面にある横長のボタンで、両端は丸くなっています。これは前面の5つのオーディオボタンの中で、右から2番目のボタンです。この｢再生/一時停止｣ボタンを押すと、プレイリストに登録されたオーディオファイルを再生できます。登録されたファイルがない場合は、｢プレイリストに登録されたファイルがありません｣というメッセージを読み上げます。このボタンで再生を始める前にプレイリストにファイルを追加する必要があります。ファイルの追加方法については、81.3.1.1章または8.1.3.1.3章をご参照ください。

プレイリストに複数のファイルが登録されていると、登録された全てのファイルを順番に再生します。再生中にこのボタンを再度押すと、再生を一時停止します。一時停止の状態でこのボタンを押すと、再生を再開します。

｢録音｣ダイアログボックスで｢再生/一時停止｣ボタンを押すと、最近録音した音声を再生します。

8.1.1.2 前のトラックボタンと次のトラックボタン

この2つのボタンは三角形で、｢前のトラック｣ボタンは5つのオーディオボタンの中で一番左に、｢次のトラック｣ボタンは一番右にあります。

｢次のトラック｣ボタンを押すとプレイリストにある次のファイルを再生し、｢前のトラック｣ボタンを押すとプレイリストにある前のファイルを再生します。再生中にこれらのボタンを押すと、再生中の音楽を止めて、プレイリスト上の次または前のファイルを再生します。

8.1.1.3 録音ボタン

｢録音｣ボタンは丸形で、内蔵マイクや外付けのマイクで録音するときに使います。5つのオーディオボタンの中で左から2番目のボタンです。｢録音｣ボタンを一回押すと、ボイスセンスは｢録音｣ダイアログボックスを開き、再度押すと録音を開始します。録音中にこのボタンを押すと、ボイスセンスは録音を一時停止します。録音の一時停止を解除するには、このボタンを再度押してください。録音した音声は、｢flashdisk/media/record｣フォルダにファイルとして保存されます。録音ファイルについては8.1.3.3章をご参照ください。
8.1.1.4 停止ボタン

｢停止｣ボタンは四角形で、5つのオーディオボタンの中央にあります。オーディオファイルの再生中にこのボタンを押すと、再生を停止します。
録音中にこのボタンを押すと、録音を停止します。録音していないときに、「録音」ダイアログボックスで｢停止｣ボタンを押すと、このダイアログボックスが閉じます。

8.1.1.5 ファイルを開くダイアログボックスでのオーディオボタン使用方法
メディアプレーヤーの使用中に「停止」ボタンを長く押すと「ファイルを開く」ダイアログボックスが開きます。もう一度「停止」ボタンを長く押すと「ファイルを開く」ダイアログボックスを閉じて、メディアプレーヤーのダイアログボックスに戻ります。
「再生／一時停止」ボタンは「ファイルを開く」ダイアログボックス内では、Enterキーとして機能します。「停止」ボタンはBackSpace、「録音」ボタンはSpace、「巻き戻し」ボタンはSpace-1、「早送り」ボタンはSpace-4です。
つまり、ファイルリストでの上下移動は「前のトラック」「次のトラック」ボタンで操作できます。ファイル選択は「録音」ボタンです。「停止」ボタンでフォルダを戻ります。さらに「再生／一時停止」ボタンで「ファイルを開く」ダイアログボックス内のファイルを実行することができます。
この機能を使用するためには本体前面のオーディオモードスイッチを「メディアモード」に設定してください。
8.1.2 点字キーボードとファンクションキー
ボイスセンスの点字キーボードを使うと、メディアプレーヤーの様々な機能を活用でき、点字キーボードコマンドで｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックス内のプレーヤーをコントロールすることができます。｢メディアプレーヤー｣を開くには、プログラムメニューの｢メディアプレーヤー｣でEnterを押すか、メニュー上で｢m｣を押します。ボイスセンス前面のオーディオボタンの｢再生/一時停止｣ボタンを押しても、メディアプレーヤーが開きます。

メディアプレーヤーのダイアログボックスには｢再生情報｣と｢プレイリスト｣というタブがあり、タブ間の移動には、Tab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。

タブについては8.1.2.1章、8.1.2.2章、8.1.2.3章で詳しく説明します。
8.1.2.1 再生情報タブ

｢再生情報｣タブは、トラック番号、ファイル名、現在の再生状態（再生、一時停止、停止)を読み上げます。プレイリストに登録されたファイルがない場合、ボイスセンスは｢タイトル：表示する項目がありません｣というメッセージを読み上げます。Space-4を押すと、再生時間情報を読み上げます。

初期設定では経過時間を読み上げます。8.1.3.6.2章で説明するように、｢再生設定｣ダイアログボックスを利用して、経過時間と残り時間の切り替えができます。
プレイリストにファイルがない場合は、｢時間：表示する時間がありません｣というメッセージを読み上げます。
8.1.2.2 プレイリストタブ

｢プレイリスト｣タブは、プレイリストにある全てのファイルを読み上げます。各ファイルについては、トラック番号、ファイル名、リスト内での現在の位置を読み上げます。プレイリストにファイルがない場合、ボイスセンスは｢プレイリストにファイルがありません｣というメッセージを読み上げます。

例えば、ボイスセンスに｢トラック1 Chopin - Fantasie Impromptu  1/10｣

というトラックがあるとします。

｢トラック1｣はこのトラックがプレイリストの最初の項目であることを示します。また、｢Chopin - Fantasie Impromptu｣はファイル名を、｢1/10｣はプレイリストに項目が全部で10個あり、これはそのうちの1番目のファイルであるということを示します。8.1.3.1章で説明するファイルメニューを使ってオーディオファイルを登録すると、ファイルをプレイリストに追加できます。

8.1.2.3 再生情報タブとプレイリストタブでのホットキー　

｢再生情報｣タブと｢プレイリスト｣タブでは、次のホットキーが使えます。

1) ｢再生情報｣タブで使えるホットキー

	ホットキー
	機能

	Space-4
	次の情報に移動

	Space-1
	前の情報に移動

	Space
	一時停止の状態で｢再生/一時停止｣

	Enter
	再生開始

	BackSpace
	再生停止

	6点
	次のファイルを再生

	3点
	前のファイルを再生

	4-6点
	最後のファイルを再生

	1-3点
	最初のファイルを再生

	5-6点
	現在のファイルから5つ後のファイルを再生

	2-3点
	現在のファイルから5つ前のトラックを再生

	2点 または 5点
	移動時間の変更

	4点
	移動時間分進んで再生

	1点
	移動時間分戻って再生

	3-4-5点
	速度を上げる

	1-2-6点
	速度を下げる

	Space-上スクロールボタン
	音量を上げる

	Space-下スクロールボタン
	音量を下げる

	Space-1-3-4
	メニュー呼び出し

	Space-1-2-5
	ヘルプ呼び出し

	Space-4-5/Space-1-2 
	｢プレイリスト｣タブへ移動

	Space-1-3-5-6
	メディアプレーヤーを閉じる

	
	

	
	


2) ｢プレイリスト｣タブでのホットキー

	ホットキー
	機能

	Space-4
	次のファイルへ移動

	Space-1
	前のファイルへ移動

	Space-4-6
	最後のファイルへ移動

	Space-1-3
	最初のファイルへ移動

	Space
	現在のファイル選択/選択解除（再生中は｢再生/一時停止｣として使えます）

	Enter-1-2
	ファイル選択開始

	Enter
	選択したファイルの再生開始

	BackSpace
	再生停止

	Space-1-4-5
	プレイリストで選択したファイルを削除

	6点
	次のファイルを再生

	3点
	前のファイルを再生

	4-6点
	最後のファイルを再生

	1-3点
	最初のファイルを再生

	5-6点
	現在のファイルから5つ後のファイルを再生

	2-3点
	現在のファイルから5つ前のファイルを再生

	2点 または 5点
	移動時間の変更

	4点
	移動時間分進んで再生

	1点
	移動時間分戻って再生

	3-4-5点
	速度を上げる

	1-2-6点
	速度を下げる

	Space-上スクロールボタン
	音量を上げる

	Space-下スクロールボタン
	音量を下げる

	Space-1-3-4
	メニュー呼び出し

	Space-1-2-5
	ヘルプ呼び出し

	Space-4-5/Space-1-2
	｢再生情報｣タブへ移動

	Space-1-3-5-6
	メディアプレーヤーを閉じる

	
	

	
	


8.1.3 メディアプレーヤーメニューの使用方法

8.1.3.1 ファイル

ファイルメニューを使うには、Space-m(1-3-4)かF2を押してメディアプレーヤーメニューを呼び出し｢ファイル｣でEnterを押すか、｢f｣を押すと、ファイルメニューのサブメニューを読み上げます。サブメニューは、｢ファイルを開く｣、｢フォルダを開く｣、｢ファイル追加｣、｢フォルダ追加｣、「プレイリスト保存」、「名前を付けてプレイリスト保存」、｢項目削除｣、｢閉じる｣で構成されています。

サブメニュー間の移動にはSpace-4かSpace-1を使い、実行したい項目でEnterを押します。上位のメニューへ移動したい場合はSpace-e(1-5)を押します。Space-z(1-3-5-6)を押すと、メニューを閉じてメディアプレーヤーに戻ります。

8.1.3.1.1 ファイルを開く

｢ファイルを開く｣メニューは、プレイリストにファイルを追加するときや、再生を開始するときに使います。｢ファイルを開く｣でEnterを押すと、ファイル管理の｢ファイルリスト｣のようなダイアログボックスが開きます。ここでのファイル間の移動方法と、ファイル管理の｢ファイルリスト｣でのファイル間の移動方法は同じです。メディアプレーヤーで再生できるのは、｢wav｣、 ｢mp3｣、 ｢wma｣という拡張子のオーディオファイルです。再生したいファイルを全て選択してEnterを押すと、ボイスセンスは選択したファイルをプレイリストに登録して、最初のファイルから再生を開始します。

｢ファイルを開く｣ダイアログボックス内の再生したいファイルでSpaceを押すと、複数のファイルが選択できます。選択したいファイルを全て選択したらEnterを押します。

｢ファイルを開く｣ダイアログボックスを開くと、デフォルトフォルダのファイルを読み上げます。デフォルトフォルダは｢/flashdisk/media｣です。

メディアプレーヤーの使用中は、Enter-o(1-3-5)を押しても｢ファイルを開く｣ダイアログボックスを開くことができます。

8.1.3.1.2 フォルダを開く

｢フォルダを開く｣メニューは、選択したフォルダ内の全てのオーディオファイルをプレイリストに登録して再生するときに使います。
ファイルメニューの｢フォルダを開く｣でEnterを押すか、メディアプレーヤーでEnter-f(1-2-4)を押すと、｢フォルダを開く｣ダイアログボックスが開きます。｢フォルダを開く｣ダイアログボックスは｢ファイルを開く｣ダイアログボックスとほぼ同じですが、｢フォルダを開く｣ダイアログボックスでは、ファイル名の代わりにフォルダ名を読み上げます。｢フォルダを開く｣ダイアログボックスを開くと、デフォルトフォルダ名を読み上げます。デフォルトフォルダは｢フラッシュディスク｣です。フラッシュディスク内のフォルダを全て表示するにはEnterを押し、フォルダ間の移動にはSpace-4かSpace-1を使います。現在表示しているフォルダ内に移動してファイルリストを確認する場合は、そのフォルダ名でEnterを押します。そのフォルダから元のフォルダ（上位フォルダ）に戻るにはBackSpaceを押します。フォルダを選択するには、フォルダ名でSpaceを押します。複数のフォルダの選択もできます。選択したいフォルダを全て選択してEnterを押すと、ボイスセンスは、選択したフォルダ内で拡張子が｢wav｣、 ｢mp3｣、 ｢wma｣である全てのオーディオファイルをプレイリストに追加して、最初のファイルから再生します。

8.1.3.1.3 ファイル追加

｢ファイル追加｣メニューは、プレイリストにオーディオファイルを追加するときに使います。ファイルメニューの｢ファイル追加｣でEnterを押すか、「メディアプレーヤー」ダイアログボックスでBackSpace-o(1-3-5)を押すと、｢ファイルを開く｣ダイアログボックスと同じダイアログボックスが開きます。選択したいファイルを全て選択してEnterを押すと、選択したファイルがプレイリストに追加されます。ただし、このコマンドを実行しただけでは選択したファイルは再生されません。再生を開始するには、ボイスセンスの前面にある｢再生/一時停止｣ボタンを押すか、｢再生｣メニュー内の｢再生｣でEnterを押します。｢再生｣メニューについては8.1.3.2章で詳しく説明します。

8.1.3.1.4 フォルダ追加

｢フォルダ追加｣メニューは、選択したフォルダ内のオーディオファイルをプレイリストに追加するときに使います。ファイルメニューの｢フォルダ追加｣でEnterを押すか、「メディアプレーヤー」ダイアログボックスでBackSpace-f(1-2-4)を押すと、｢フォルダを開く｣ダイアログボックスと同じダイアログボックスが開きます。フォルダを選択してEnterを押すと、選択したフォルダ内のオーディオファイルがプレイリストに追加されます。ただし、このコマンドを実行しただけでは、ファイルは再生されません。再生を開始するにはボイスセンスの前面にある｢再生/一時停止｣ボタンを押すか、｢再生｣メニュー内の｢再生｣でEnterを押します。｢再生｣メニューについては、8.1.3.2章で詳しく説明します。

8.1.3.1.5 プレイリストの保存
プレイリストの保存項目はプレイリストをディスクドライブに保存するために使用します。この機能をつかう場合　Space-m(1-3-4)かF2を押してファイルメニューを開き、「プレイリスト保存」を選んでEnterを押して実行、またはs(2-3-4)を押すことで実行できます。他の方法に「メディアプレイヤー」ダイアログボックスでEnter-i(2-4)を押すことでも実行できます。
「メディアプレーヤー」を起動すると最初に「プレイリスト保存」と「プレイリストに名前を付けて保存」のダイアログボックスが開きます。「プレイリストに名前を付けて保存」は8.1.3.1.6章で詳しく説明します。
一度プレイリストを保存した後で「保存」を実行すると、ボイスセンスはダイアログボックスを使わずに同じファイル名でプレイリストを保存します。プレイリストを保存すると「メディアプレイヤー」ダイアログボックスに戻ります。
8.1.3.1.6 プレイリストに名前を付けて保存
「プレイリストに名前を付けて保存」はプレイリストを別のファイルや他のディスクドライブに保存するときに使用します。この機能をつかう場合　Space-m(1-3-4)かF2を押してファイルメニューを開き「プレイリストに名前を付けて保存」を選びEnterを押して実行、またはl(1-2-3)を押すことで実行できます。他の方法に「メディアプレイヤー」ダイアログボックスでSpace-s(2-3-4)を押すことでも実行できます。
「プレイリストに名前を付けて保存」を実行すると「プレイリストに名前を付けて保存」ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスには「ファイルリスト」「ファイル名」「確認」「キャンセル」があります。このダイアログボックスを開くと「ファイル名」と表示します。Tab(Space-4-5)またはShift-Tab(Space-1-2)で切り替えることができます。
このファイルの拡張子は「m3u」になります。
新しいファイル名をつける際に次の文字は使用することができません「|、 \、 <、 >、 ?、 :、 *」
ファイルの保存場所を移動したい場合にはSpace-1-2を押してください。そして、ファイル管理プログラムの移動キーを使って保存したい場所に移動してください。
8.1.3.1.7 項目削除

プレイリストからファイルを削除するには、プレイリストタブでSpace-4かSpace-1を押して削除したいファイルまで移動し、Space-m(1-3-4)かF2を押してメディアプレーヤーメニューを呼び出したら、｢ファイル｣でEnterを押します。次に、Space-4で｢項目削除｣まで移動してEnterを押すか、プレイリストタブ内の削除したいファイル上でSpace-d(1-4-5)を押します。

プレイリストの項目をブロック選択して削除する場合は、削除したい最初のファイルでEnter-b(1-2)を押して、ブロックの開始を指定します。次にSpace-4かSpace-1を押すと表示しられたファイルが選択されます。削除したいファイルを全て選択したらSpace-d(1-4-5)を押します。

8.1.3.1.8 URLを開く
「URLを開く」はウェブページのオーディオストリームを再生する際に使用します。ファイルメニュー内の「URLを開く」でEnterを押すか、メディアプレーヤーが起動している状態でEnter-u（1-3-6）を押すと実行されます。ダイアログボックスが表示されますので、そのダイアログにオーディオストリームのURLを入力してEnterを押すと自動的に再生されます。
8.1.3.1.9. 閉じる

｢ファイル｣メニューの｢閉じる｣を選択するか、｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスでSpace-z(1-3-5-6)を押すと、ボイスセンスは再生を停止して、メディアプレーヤープログラムを終了します。

8.1.3.2 再生

｢再生｣メニューのサブメニューには再生を制御するコマンドがあります。Space-m(1-3-4)かF2を押してメディアプレーヤーメニューを呼び出し、Space-4で｢再生｣メニューまで移動してEnterを押すと、｢再生｣メニューのサブメニューを読み上げます。サブメニュー間の移動にはSpace-4かSpace-1を使います。｢メディアプレーヤー｣メニューの上位メニューへ移動するにはSpace-e(1-5)を押します。メニューを閉じて｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスに戻る場合はSpace-z(1-3-5-6)を押します。

8.1.3.2.1 再生

｢再生｣でEnterを押すと、ボイスセンスはプレイリストのファイルを再生します。｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスでEnterを押しても実行できます。

8.1.3.2.2 前のトラック

｢前のトラック｣はプレイリスト内の前のファイルを再生するときに使います。｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスで3点を押しても実行できます。

8.1.3.2.3 次のトラック

｢次のトラック｣はプレイリスト内の次のファイルを再生するときに使います。｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスで6点を押しても実行できます。

8.1.3.2.4 5つ前のトラック

プレイリストで再生中のファイルから5つ前のトラックへ移動して再生するときに使います。｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスで2-3点を押しても実行できます。

8.1.3.2.5 5つ後のトラック

プレイリストで再生中のファイルから5つ後のトラックへ移動して再生するときに使います。｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスで5-6点を押しても実行できます。
8.1.3.2.6 最初のトラック

プレイリストの最初のファイルを再生するときに使います。｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスで1-3点を押しても実行できます。

8.1.3.2.7 最後のトラック

プレイリストの最後のファイルを再生するときに使います。｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスで4-6点を押しても実行できます。

8.1.3.2.8 音量を上げる・音量を下げる

再生する音量を調節するときに使います。調節できる音量レベルは0から20までです。｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスでの音量調節は、｢Space-下スクロールボタン｣ （音量を上げる）か｢Space-上スクロールボタン｣（音量を下げる）を使っても実行できます。

実際の音量レベルは2.7章で説明したオプションメニューの｢音声ボリューム｣の値によって異なります。例えば｢音声ボリューム｣が5の場合、メディアプレーヤーの音量レベルが10であると実際の音量は5で、音量レベルが5であれば実際の音量は2.5です。

8.1.3.2.9 速度の調整
再生速度を調整します。調整される範囲は1から10までです。｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスで3-4-5点を押すと再生速度が速くなって、1-2-6点を押すと再生速度が遅くなります。

8.1..3.2.10 一時停止 

ファイルの再生中に一時停止するときに使います。一時停止中に実行すると、一時停止した部分から再生を再開します。｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスでSpaceを押しても実行できます。

8.1.3.2.11 停止

ファイル再生を停止するときに使います。｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスでBackSpaceを押しても実行できます。

8.1.3.3 録音 

これは｢録音｣ダイアログボックスを開くときに使います。Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢録音｣メニューまで移動してEnterを押すか、｢r(1-2-3-5)｣を押すと、｢録音｣ダイアログボックスが開きます。｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスでEnter-r(1-2-3-5)を押しても実行できます。

｢録音｣ダイアログボックスには｢情報｣タブと5つのボタンがあります。各項目間の移動にはSpace-4-5かSpace-1-2を使います。使用したいボタンを読み上げたらEnterを押すか、各ボタン名の後に読み上げられているアルファベットを入力します。

8.1.3.3.1 録音/再生情報タブ

このタブは、録音中のファイルまたは録音済のファイルがある場合に読み上げられます。このタブで読み上げられる情報はファイル名、現在の状態です。ファイル名には録音中または再生中のファイル名を読み上げ、現在の状態には、録音中、再生中、一時停止中、停止中のいずれかを読み上げます。
Space-4かSpace-１を押すと録音/再生の時間経過情報を読み上げます。
8.1.3.3.2 録音

録音を開始します。ボイスセンスの前面にある｢録音｣ボタンを押しても開始できます。録音中、ボイスセンスは｢録音情報｣タブを読み上げます。
録音するとファイルが作成され、ファイル名は ｢record1.mp3｣、 ｢record2. mp3｣のように連番になります。このようなファイルは特定のフォルダに保存されます。デフォルトフォルダは｢/flashdisk/media/record｣です。8.3.6.3で説明しているオプション設定の「録音設定」を使うと保存先のフォルダや録音データの形式を変更することができます。録音中にSpace-4-5で｢一時停止｣ボタンまで移動してEnterを押すと、録音を一時停止することができます。ボイスセンスの前面にあるオーディオボタンの中の｢録音｣ボタンを押しても録音の一時停止ができます。一時停止の状態を解除して録音を続ける場合は、｢継続｣ボタンまで移動してEnterを押すか、オーディオボタンの中の｢録音｣ボタンを押します。

録音を停止するには、Space-4-5を何度か押して｢録音｣まで移動し、Enterを押します。

8.1.3.3.3 再生

録音中のファイルを再生します。ボイスセンスの前面にある｢再生｣ボタンを押しても再生を開始できます。｢録音｣ダイアログボックスを開いた直後で、まだなにも録音していない状態では｢再生｣ボタンを押しても動作しません。
再生中には｢再生情報｣タブを読み上げます。再生中に、一時停止または停止する場合は、Space-4-5で｢一時停止｣または｢停止｣まで移動してEnterを押します。

8.1.3.3.4 停止

録音/再生を停止します。録音中に｢停止｣でEnterを押すと、ボイスセンスは録音を停止して｢録音情報｣タブを読み上げます。再生中に｢停止｣でEnterを押すと、ボイスセンスは再生を停止して｢再生情報｣と表示します。
ボイスセンスの前面にあるオーディオボタンの中の｢停止｣ボタンを押しても録音または再生を停止できます。

8.1.3.3.5 一時停止

これは録音または再生を一時停止するときに使います。｢一時停止｣でEnterを押すか、ボイスセンスの前面にあるオーディオボタンの中の｢一時停止｣ボタンを押すと、録音または再生が一時停止して、｢録音情報｣タブまたは｢再生情報｣タブを読み上げます。

8.1.3.3.6 継続

｢一時停止｣の状態のときに｢継続｣でEnterを押すと、ボイスセンスは録音または再生を継続します。

8.1.3.3.7 取消

｢取消｣でEnterを押すと、ボイスセンスは録音または再生を停止し、｢録音｣ダイアログボックスを閉じて、｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスに戻ります。

録音中に｢取消｣でEnterを押すと、録音したファイルは保存されません。録音した音声をファイルに保存して｢録音｣ダイアログボックスを閉じるには、｢停止｣でEnterを押し、｢取消｣ボタンまで移動してEnterを押します。Space-e(1-5)、またはSpace-z(1-3-5-6)を押しても取消すことができます。

8.1..3.4 移動
音楽を聴きながらブックマークの設定や削除する場合や、指定した時間に移動したい場合には、｢移動｣を使います。

移動のサブメニューは次のとおりです。

1) ブックマーク設定
2) ブックマーク削除
3) ブックマークへジャンプ

4) 指定したブックマークへ移動
5) パーセント移動
6) 先頭位置の設定
7) リピート範囲の解除
サブメニュー間の移動にはSpace-4かSpace-1を使います。Enterを押すと選択したメニューを実行できます。

再生中のファイルの長さを超える時間を入力すると、ボイスセンスは｢無効な時間｣という警告を出して一時停止した部分から再生を再開します。
8.1.3.4.1 ブックマーク設定

ファイルの再生中または一時停止中にこの機能を実行すると、ブックマークが設定されます。ブックマークとはオーディオファイルの特定の位置に設定をして、後でその位置にジャンプできるようにする機能です。
この機能の使用方法は次のとおりです。

1) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を何度か押して｢移動｣まで移動します。  

2) ｢移動｣でEnterを押します。

3) Space-4で｢ブックマーク設定｣まで移動してEnterを押します。

4) あるいは、ファイルの再生中または一時停止中にEnter-m(1-3-4)押します。

最後に再生したファイルにブックマークがある場合、メディアプレーヤーを閉じるとボイスセンスは、現在位置（再生を停止した位置）でブックマークを置き換えるかどうかを確認します。ここで｢はい｣を選択すると、設定したブックマークを停止位置で保存し、後でその位置から再生することができます。
｢いいえ｣を選択すると前に保存されていたブックマークをそのまま残し、｢削除｣を選択すると、設定済のブックマークを削除します。
MP3の長い録音図書などを聞いているときに、中断した位置を簡単に保存するときに便利です。
8.1.3.4.2 ブックマーク削除

ファイル再生中、または一時停止中にこれを実行すると、以前に保存したブックマークを削除できます。この機能の使用方法は次のとおりです。

1) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢移動｣まで移動します。  

2) ｢移動｣でEnterを押します。

3) Space-4を押して｢ブックマーク削除｣まで移動してEnterを押します。

4) あるいは、ファイルの再生中または一時停止中にEnter-d(1-4-5)を押します。

ブックマークが設定されていないファイルでこの機能を実行すると、ボイスセンスは｢選択したファイルにブックマークがありません｣というメッセージを読み上げます。

8.1.3.4.3 ブックマークへジャンプ

ファイルの再生中または一時停止中にこの機能を実行すると、設定済のブックマークへジャンプします。この機能の使用方法は次のとおりです。

1) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢移動｣まで移動します。

2) ｢移動｣でEnterを押します。

3) Space-4を押して｢ブックマークへジャンプ｣まで移動してEnterを押します。

4) あるいは、ファイルの再生中または一時停止中にEnter-j(2-4-5)を押してもこの機能を実行します。 

ブックマークが設定されていないファイルでこの機能を実行すると、ボイスセンスは｢選択したファイルにブックマークがありません｣というメッセージを読み上げます。

8.1.3.4.4 指定したブックマークに移動
ファイルの再生中または一時停止中にこの機能を実行すると、指定する時間までジャンプして再生します。この機能の使用方法は次のとおりです。

1) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢移動｣まで移動します。

2) ｢移動｣でEnterを押します。

3) Space-4で｢指定した部分へ移動｣まで移動してEnterを押します。

4) あるいは、ファイルの再生中または一時停止中にEnter-g(1-2-4-5)を押します。 

5) ボイスセンスは｢移動する位置？ 0分｣と表示します。
6) 再生を開始したい時間入力してEnterを押します。もしも1時間以上移動したい場合は時間と分の間に「スペース」または「：」を入力して区別してください。例えば、1時間20分と入力したい場合は「1 20」または「1:20」と入力してください。また、1時間20分は80分ですので、80と入力することもできます。
8.1.3.4.4 パーセント移動
ファイルの再生中または一時停止中にこの機能を実行すると、オーディオの総時間に対してパーセンテージで指定する位置へジャンプして再生します。この機能の使用方法は次のとおりです。

1) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢移動｣まで移動します。

2) ｢移動｣でEnterを押します。

3) Space-4で｢パーセント移動｣まで移動してEnterを押します。

4) あるいは、ファイルの再生中または一時停止中にBackspace-p(1-2-3-4)を押します。 

5) ボイスセンスは｢パーセンテージ移動？ ｣と表示します。
6) 再生を開始したいパーセンテージを入力してEnterを押してください。総時間を100％として指定したパーセンテージの位置から再生を開始します。
また、ファイルの再生中または一時停止中に点字カーソルを押すと1％から32%までのパーセンテージから再生します。
8.1.3.4.5 リピート先頭位置の設定
この機能で先頭位置と末尾位置を指定して指定された個所をリピート再生することができます。この機能の使用方法は次の通りです。
1) 部分的にリピート再生したい先頭位置へ移動し一時停止してください。
2) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢移動｣まで移動します。

3) ｢移動｣でEnterを押します。

4) Space-4で｢リピート先頭位置の設定｣まで移動してEnterを押します。

あるいは、一時停止中にEnter-p(1-2-3-4)を押してください。 

5) ｢先頭位置の設定 ｣と表示して先頭の位置が決定します。
6) 次にリピート再生したい末尾位置まで移動してください。
7) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢移動｣まで移動します。

8) ｢移動｣でEnterを押します。

9) Space-4で｢リピート先頭位置の設定｣まで移動してEnterを押します。

あるいは、一時停止中にEnter-p(1-2-3-4)を押してください。 

10) ｢末尾位置の設定 ｣と表示して末尾の位置が決定します。
11) 先頭と末尾を指定すると、指定した範囲をリピート再生します。
リピート回数は「設定」メニューの「再生設定」にある「選択したトラックの反復再生の回数」で設定された回数リピートされます。詳しくは8.1.3.6.2章をご確認ください。
8.1.3.4.6 リピート範囲の解除
リピート再生している範囲内でこの機能を実行するとリピート再生を終了して指定された範囲の先も再生します。
手順は以下の通りです。
リピート再生中にSpace-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢移動｣まで移動します。｢移動｣でEnterを押します。

Space-4で｢リピート範囲の解除｣まで移動してEnterを押します。

あるいは、Space-e(1-5)を押してください。
8.1.3.5 マーク
オーディオファイルの中にマークを挿入することができます。しかし、マーク機能は保存されないため挿入したマークはメディアプレーヤーを終了したり、別のプログラムを起動すると消去されます。
マーク機能を使うには、Space-m(1-3-5)を押してメニューを開いて「マーク」というメニュー項目までSpace-4を押して移動しEnterを押して実行します。「マーク」には以下のようなサブメニューがあります。
8.1.3.5.1 マーク設定
オーディオファイルの再生中にマークを設定する場合は、メニューを開いて、メニュー項目「マーク」でEnterを押し、「マーク設定」まで移動してEnterを押してください。またはBackSpace-m(1-3-4)を押してもマーク設定の機能を使用できます。実行すると自動的に番号を付けたマークを付けることができます。
8.1.3.5.2 マークへ移動
BackSpace-6かBackSpace-3を押すと次のマークか前のマークへ移動することができます。メニューを使ってもマークへ移動することができます。Space-m(1-3-4)を押してメニューを開き、「マーク」のプルダウンメニューにある「前のマーク」や「次のマーク」でEnterを押すと実行されます。
以下の手順でマークの番号を指定して移動することもできます。
1) メニューを開き、「マーク」のプルダウンメニューにある「マークへ移動」まで移動します。
2) 「マークへ移動」でEnterを押してください。また、メニューを使わなくともBackSpace-j(2-4-5)を押すと「マークへ移動」を実行します。
3) 「移動先マーク名は」というエディットボックスが表示されるのでマークの番号を入力してEnterを押してください。
4) 登録されていないマーク番号を入力すると「入力エラー」とメッセージが表示されます。
8.1.3.5.3 マーク削除
以下のようにマークを削除することができます。
1) メニューを開き、「マーク」のプルダウンメニューにある「マーク削除」まで移動します。
2) 「マーク削除」でEnterを押してください。また、メニューを使わなくともBackSpace-d(1-4-5)を押すと「マーク削除」を実行します。
3) 「削除するマーク名を入力して下さい」というエディットボックスが表示されるので、削除したいマークの番号を入力して、Enterを押して下さい。
4) 登録されていないマーク番号を入力すると「入力エラー」とメッセージが表示されます。
 8.1.3.5.4 マーク管理
マーク管理ダイアログボックスで現在のオーディオファイルに設定されたマークの情報を確認することができます。メニューを開いて、メニュー項目「マーク」でEnterを押し、「マーク管理」まで移動してEnterを押してください。またはBackSpace-k(1-3)を押してもマーク管理を実行できます。
マーク管理は「マークリスト」、「移動」、「削除」、「閉じる」の各種ボタンで構成されています。各ボタンはTab(Space-4-5)またはShift-Tab(Space-1-2)を押して切り換えることができます。マークリストは現在のファイルに設定されているすべてのマークをリストにして「マーク名」と「設定時間」を表示します。複数のマークが設定されている場合、リスト内をSpace-1またはSpace-4を押して移動することができます。
リストのマーク名でTab(Space-4-5)を押し「削除」ボタンに移動してEnterを押すとマークを削除することができます。また、マーク名でSpace-d（1-4-5）を押しても削除することができます。
リストのマーク名でTab(Space-4-5)を押し「移動」ボタンに移動してEnterを押すとそのマークの位置から再生することができます。
マーク管理を終了したい場合は「閉じる」ボタンへ移動してEnterを押すかSpace-e（1-5）を押して下さい。
8.1.3.6 設定

このメニューで、録音、再生、及び一般的なメディアプレーヤーのオプション設定を変更することができます。このメニューを使うには、Space-m(1-3-4)またはF2を押して｢メディアプレーヤー｣メニューを呼び出し、Space-4を何度か押して｢設定｣まで移動したらEnterを押します。あるいはメニューを呼び出して｢s｣を押しても実行できます。

｢設定｣のサブメニューは｢環境設定｣、｢再生設定｣、｢録音設定｣、「イフェクト設定」の4つです。

8.1.3.6.1 環境設定ダイアログボックス
｢メディアプレーヤー｣メニューの｢環境設定｣でEnterを押すか、｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスでBackSpace-c(1-4)を押すと、｢環境設定｣ダイアログボックスを読み上げます。｢環境設定｣ダイアログボックスには｢点字キーロック｣「タイトル表示」「自動ブックマーク」、｢確認｣、｢取消｣があります。これらのコントロール間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。

｢点字キーロック｣オプションは、メディアプレーヤーで点字入力キーボードを使うかどうかを設定します。これが｢オン｣に設定されていると、点字キーを使うことができません。デフォルト設定は｢使用可能｣です。使用可能と使用不可を切替えるには、Spaceを押すか、あるいはボイスセンスの前面にある｢前のトラック｣ボタンと｢次のトラック｣ボタンを同時に押します。点字キーを｢使用不可｣に設定した場合は点字キーが使えません。 ｢前のトラック｣ボタンと｢次のトラック｣ボタンを同時に押して切替えてください。
「タイトル表示」オプションは、前のトラックや次のトラックへ移動するときにトラックのタイトルを表示するかどうか設定することができます。「オン」に設定した場合トラックのタイトルを読み上げます。初期設定では「オフ」になっていますのでトラックの移動時にタイトルは読み上げません。「オン／オフ」はSpaceで切り替えることができます。
「自動ブックマーク」オプションはオーディオファイルの再生中にトラックを移動したり、メディアプレーヤーを終了した場合に最後に再生されていた位置を自動的に記録する機能です。初期設定は「オフ」になっています。「オフ」になっていると最後に再生されていた位置は記録されません。しかし、「5分」、「10分」、「30分」、「60分」に設定されていると最後に再生されていた位置を記録します。つまり、「5分」に設定して10分間ファイルを再生すると最後に再生されていた位置を記録します。しかし、3分しか再生しないとその位置は記録されません。
設定変更を保存してダイアログボックスを閉じる場合には、設定を変更してからEnterを押すか、Space-4-5で｢確認｣まで移動してEnterを押します。

設定変更を保存せずにダイアログボックスを閉じる場合には、Space-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)を押します。あるいは｢取消｣まで移動してEnterを押します。

8.1.3.6.2 再生設定ダイアログボックス

｢設定｣メニューのサブメニューである｢再生設定｣でEnterを押すか、｢p｣を入力すると｢再生設定｣ダイアログボックスが開きます。｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスでEnter-s(2-3-4)を押しても、このダイアログボックスを開くことができます。｢再生設定｣ダイアログボックスには、｢表示時間｣、｢リピート再生｣、「プレイリスト」、「シャッフル」、「選択したトラックの反復再生の回数」、「速度設定」、｢移動時間｣、｢確認｣、｢取消｣があります。これらのコントロール間の移動にはSpace-4-5かSpace-1-2を使います。

｢表示時間｣では、｢再生情報｣で読み上げられる時間のタイプを指定します。｢経過時間｣と｢残り時間｣のどちらかを選択でき、切替えにはSpaceを使います。

｢リピート再生｣オプションでは、プレイリスト内の全てのファイルをリピート再生するかどうかを設定します。｢はい｣に設定すると、プレイリスト内の全てのファイルをリピート再生します。｢いいえ｣に設定すると、プレイリスト内のファイルの再生が終われば停止します。｢はい｣と｢いいえ｣の切替えにはSpaceを使います。
次は「プレイリスト」オプションです。ファイル管理からオーディオファイルを指定して再生する場合に、Spaceを押して複数のファイルを選択してからEnterを押すと複数のオーディオファイルを再生することができます。この時、オーディオファイルのプレイリストが既にある場合は、今回選択したオーディオファイルをプレイリストに上書きするかどうか確認されます。初期設定は「上書き」になっています。「上書き」でEnterを押すと、以前のプレイリストを消して、今回選択したオーディオファイルのリストをプレイリストとして設定します。また、そこでSpaceを押すと「追加」に変更できます。「追加」でEnterを押すと以前のプレイリストに今回選択したオーディオファイルを追加してプレイリストとして設定します。
「シャッフル」オプションはオーディオ再生の設定です。初期設定は「オフ」です。「オフ」だとプレイリストの順番通り再生します。「オン」に設定するとプレイリストの曲目をランダムに再生します。プレイリストにオーディファイルが一つしかない状態で「オン」に設定すると「シャッフルモードは使用できません」というメッセージが表示されます。
「選択したトラックの反復再生」ではリピート再生を設定した個所を何回リピート再生するかを設定することができます。回数は1回から10回と無制限に設定することができます。Spaceを押すごとに回数を変更します。
無制限に設定するとリピート再生し続けます。
「移動」の「リピート範囲の解除」を実行することで指定されたリピート範囲を解除することができます。詳しくは8.1.3.4.7章をご確認ください。
「速度設定」オプションでは、再生速度を10段階で調整できます。Spaceキーで切り替えることができます。
「移動時間」オプションにより移動する時間の長さを設定することができます。初期設定は1分です。選択できる項目は「5秒」、「10秒」、「30秒」、「1分」、「5分」、「10分」、「30分」、「1時間」です。このオプションはSpaceまたはBackSpaceで切り替えることができます。
オプションメニューから実行しなくとも、メディアプレーヤーを起動した状態で2点または5点を押すことで移動時間を設定することができます。また、2-5点を押すと現在設定されている移動時間を確認することができます。
移動時間を変更した後に1点または4点を押すと設置された移動時間分、前か次に移動します。例えば移動時間が1分に設定されている状態で1点を押すと、現在再生している位置から1分前に移動します。4点を押すと1分後に移動します。
変更を保存してダイアログボックスを閉じるには、Enterを押すか、Space-4-5で｢確認｣まで移動してEnterを押します。
変更を取消してダイアログボックスを閉じるには、｢取消｣まで移動してEnterを押すか、Space-e(1-5)またはSpace-z(1-3-5-6)を押します。

8.1.3.6.3 録音設定ダイアログボックス

｢設定｣メニューのサブメニューの｢録音設定｣でEnterを押すと｢録音設定｣ダイアログボックスが開きます。｢メディアプレーヤー｣ダイアログボックスでBackSpace-s(2-3-4)を押しても、このダイアログボックスを開くことができます。｢録音設定｣ダイアログボックスには、｢録音タイプ｣オプション、｢サンプルレート｣オプション、「音質」オプション、「録音モード」オプション、「フォルダ設定」オプション、｢確認｣ボタン、｢取消｣ボタンがあります。これらのコントロール間の移動にはSpace-4-5かSpace-1-2を使います。オプション間の移動にはSpace-1またはSpace-4を使います。
「録音タイプ」オプションでは録音データのファイル形式を指定することができます。初期設定では「mp3」に設定されています。Spaceを押すと「mp3」か「wav」のいずれかを選択することができます。
残る3つのオプションは録音する音の品質を設定するためのオプションです。「サンプルレート」と「音質」はより高品質な設定にすると録音データのサイズが大きくなります。言い換えれば、より高品質な録音データを作成する場合録音可能な時間は設定しなかった場合に比べて短くなります。一方、録音品質を下げて録音すれば、高品質な場合に比べて長い時間の録音が可能です。これらの設定は各メニュー項目でSpaceを押すと切り替えることができます。
「mp3」形式で録音する場合、「サンプルレート」は16000Hzから48000Hzまで設定可能です、そして、「Bitrate」は64Kから320Kまで設定可能です。
「wav」形式で録音する場合、「サンプルレート」は8000Hzから44100Hzまで設定可能です、そして、「チャンネルあたりビット数」は8ビットと16ビットの間で利用できます。
また、外部マイクを使用して録音したい場合は「録音モード」を「外部マイク」に設定してください。また、ライン入力を使用して録音を行う場合は「ライン入力」に、内蔵マイクを使用して録音する場合は「内蔵マイク」に設定してください。これらの設定もSpaceを押して切り換えることができます。
｢フォルダ設定｣では、録音したファイルを保存するフォルダを設定します。デフォルトは｢/flashdisk/media/record｣です。保存先を変更するには｢フォルダ設定｣でEnterを押して｢フォルダを開く｣ダイアログボックスと同じダイアログボックスが表示されたら、｢フォルダを開く｣ダイアログボックスでの選択方法と同じ方法でフォルダを選択してください（8.1.3.1.2章をご参照ください）。
設定変更を保存してダイアログボックスを閉じるには、Enterを押すか、Space-4-5で｢確認｣ボタンまで移動してEnterを押します。
設定変更を保存せずにダイアログボックスを閉じるには、｢取消｣ボタンまで移動してEnterを押すか、Space-e(1-5)を押します。
サンプルレートでの録音可能時間
（flashdiskがフォーマットされた状態で計測しています。参考情報としてご確認ください。）
録音形式：MP3
48000Hz 320K: 217時間55分

44100Hz 20.2K: 363時間45分
32000Hz 128K: 544時間48分
24000Hz 96K: 726時間25分
22050Hz 80K: 872時間27分
16000Hz 64K: 1089時間37分
録音形式: wav

44100Hz: 49時間25分
22050Hz: 98時間50分
11025Hz: 20.7時間40分
8000Hz: 272時間25分
8.1.3.6.4 イフェクト設定
｢設定｣メニューのサブメニューから｢イフェクト設定｣を選択してEnterを押すと｢イフェクト設定｣ダイアログボックスが開きます。
または、プレイリストや再生情報タブでEnter-e（1-5）を押してもイフェクト設定ダイアログが開きます。
イフェクト設定ダイアログには「イコライザー」、「バスブースト」、「サラウンド」、「３Dイフェクト」、「リバーブ」、「エコー」の各設定項目と「確認」、「取消」ボタンがあります。
設定可能な範囲は各項目ごとに記載されています。設定したい数値を入力してください。上下スクロールボタンまたはSpace-4かSpace-1を押すと項目間を移動します。
イコライザーでは「デフォルト」、「ロック」、「ポップ」、「ソウル」、「クラシック」、「ダンス」、「ヘビー」、「ディスコ」、「ソフト」、「３D」、「ホール」の11項目への設定が可能です。上下スクロールキーまたは、Space-1かSpace-4を押して項目を選択します。
「バスブースと」は、低音を強調するために用いられます。 エディットボックスに、0から20まで値を入力してください。数値が大きいほど、低音が聞こえます。
「サラウンド」は、より明確に音を出すことができます。 エディットボックスに、0から100まで数値を入力してください。数値が大きいほど音が明確になります。
「3Dエフェクト」は、サラウンド効果を強くすることができます。エディットボックスに、0から100まで値を入力してください。数値が大きいほど、3D効果は強くなります。
「リバーブ」は再生する音声に、反響を加えます。 エディットボックスに、0から100までの数値を入力してください。数値が大きいほど、残響効果はより強くなります。
「エコー」オプションは、再生する音声にエコー効果を加えるために使用します。エフェクトボックスに、0から100までの数値を入力してください。数値が大きいほど、エコー効果は強くなります。
設定変更を保存してダイアログボックスを閉じるには、Enterを押すか、Space-4-5で｢確認｣ボタンまで移動してEnterを押します。
設定変更を保存せずにダイアログボックスを閉じるには、｢取消｣ボタンまで移動してEnterを押すか、Space-e(1-5)を押します。
8.1.4 メディアプレーヤーでのホットキー

ファイルメニューでのコマンド用のホットキー

ファイルを開く: Enter-o(1-3-5)

フォルダを開く: Enter-f(1-2-4)

ファイル追加: BackSpace-o(1-3-5)

フォルダ追加: BackSpace-f(1-2-4)

プレイリスト保存: Enter-i (2-4)
プレイリストに名前を付けて保存: Space-s ( 2-3-4)
削除: Space-d (1-4-5)

URLを開く: Enter-u (1-3-6)
再生メニューでのコマンド用のホットキー

再生: Enterまたは｢再生｣ボタン

前のトラック: 3点または｢前のトラック｣ボタン

次のトラック: 6点または｢次のトラック｣ボタン

5つ前のトラック: 2-3点

5つ後のトラック: 5-6点

最初のトラック: 1-3点

最後のトラック: 4-6点

音量を上げる: Space-上スクロールボタン
音量を下げる: Space-下スクロールボタン
速度を上げる: 3-4-5点

速度を下げる: 1-2-6点

一時停止/継続: Spaceまたは再生/一時停止ボタン

停止: BackSpaceまたは｢停止｣ボタン
移動時間の変更: 2点または5点
移動時間分進んで再生: 4点
移動時間分戻って再生: 1点
停止中のプレイリスト削除: Space-d(1-4-5)
録音メニューでのコマンド用のホットキー
録音ボタン: Enter-r(1-2-3-5)または｢録音｣ボタン

再生ボタン: Enterまたは｢再生｣ボタン

停止: BackSpaceまたは｢停止｣ボタン

録音の一時停止/継続: Spaceまたは｢録音｣ボタン
詳細設定メニューでのコマンド用のホットキー

ブックマーク設定:  Enter-m (1-3-4)

ブックマーク削除:  Enter-d (1-4-5)

ブックマークへジャンプ: Enter-j (2-4-5)

指定した部分へ移動:  Enter-g (1-2-4-5)
パーセンテージ移動:　Backspace-p(1-2-3-4)
先頭位置の設定／末尾位置の設定:　Enter-p(1-2-3-4)
リリースポイント:　Space-e(1-4)
マークメニューでのコマンド用のホットキー

マーク設定: BackSpace-m (1-3-4)

マークへ移動: BackSpace-j (2-4-5)

前のマーク: BackSpace-3点
次のマーク: BackSpace-6点
マーク削除: BackSpace-d (1-4-5)

マーク管理: BackSpace-k (1-3)

 設定メニューでのコマンド用のホットキー

環境設定ダイアログボックス: BackSpace-c(1-4)

再生設定ダイアログボックス: Enter-s(2-3-4)

点字入力キーの使用可能/使用不可: ｢前のトラック｣ボタン-｢次のトラック｣ボタン
録音ダイアログボックス: BackSpace-s(2-3-4)
イフェクト設定ダイアログボックス:Enter-e(1-4)
オプション切り替えのホットキー
「表示時間」の「経過時間」と「残り時間」の切り替え:t(2-3-4-5)
「リピート再生」の「はい」と「いいえ」の切り替え:r(1-2-3-5)
「シャッフル」の「オン」と「オフ」の切り替え:s(2-3-4)
8.2ラジオ

ラジオ機能を実行すると、ボイスセンスでFMラジオが聞けます。ラジオ機能を利用しするためには、まずイヤホンを接続してください。このイヤホンがラジオのアンテナになります。
メディアメニューを開いてから、下矢印キーを押して「ラジオ」まで移動してEnterを押すか｢r(1-2-3-5)｣を押すとラジオが起動します。ラジオがオンになると、現在設定されている周波数を読み上げます。もし以前にラジオを実行したことがある場合には最後に聞いた放送の周波数の放送を出力します。
ボイスセンスが受信できる周波数帯域は76MHzから107MHzまでです。
8.2.1 スピーカーでラジオを聴く
イヤホンをボイスセンスに接続して、ラジオを実行すると、イヤホンから音が出ます。ここで、イヤホンと一緒にボイスセンスの内蔵スピーカーからの音を聞きたい場合には次のように設定してください。
1) Space-m(1-3-4)を押してメニューを呼び出して｢ファイル｣でEnterを押します。
2) ｢設定｣まで移動して、Enterを押します。あるいはEnter-e(1-5)を押すとメニューを呼び出さずに設定ダイアログボックスを呼び出すことができます。
3) すると設定ダイアログボックスが開いて、｢外部スピーカー出力?　いいえ｣と言うメッセージが出ます。
4) Spaceを一回押して｢はい｣に切り替えてEnterを押します。
このように実行するとイヤホンとスピーカー両方から音が出ます。
この設定はラジオでのみ適用されます。ラジオを終了すると、イヤホンを外さないと内蔵のスピーカーから音は出ません。
設定ダイアログボックスから外部スピーカーを設定してからSpace-4を押すと｢ラジオのボリューム｣と読み上げます。ラジオのボリュームの数字を変更することによってボリューム調整ができます。ラジオのボリュームは設定ダイアログボックスを呼び出さなくてもSpace-下矢印キーを押すと音が小さくなり、Space-上矢印キーを押すと音が大きくなります。
8.2.2 周波数の移動
ラジオを聴きながらラジオの周波数を変更したい場合には、Space-m(1-3-4)を押してメニューを呼出して｢周波数｣メニューでEnterを押して、｢前の周波数｣とか｢次の周波数｣でEnterを押すと変更されます。
あるいはラジオを聴くときに2点を押すと自動で前の周波数を検索して、5点を押すと次の周波数を検索します。そして、6点を押すと0.05MHzずつ増加しながら、3点を押すと0.05MHzずつ減少しながら検索します。
Space-f(1-2-4)をおして直接周波数を入力して移動する方法もあります。Space-f(1-2-4)をおしてエディットボックスを呼出して、合わせたい周波数をコンピューター点字で直接入力してEnterを押します。
点字キーを使用する方法以外にも、前面のオーディオモードスイッチを左側に設定すると、前面のオーディオ専用ボタンを利用して周波数の検索ができます。
オーディオ専用ボタンの中で、前のトラックボタンを押すと前の周波数を、次のトラックボタンを押すと次の周波数を検索します。
8.2.3 チャンネルの登録と移動
現在聞いているチャンネルを登録したい場合には次のように実行します。
1) Space-m(1-3-4_を押してメニューを呼出して、｢チャンネル｣でEnterを押します。
2) 次に、｢チャンネル登録｣を探してEnterを押します。あるいはホットキーのEnter-s(2-3-4)を押してもチャンネル登録ができます。
3) チャンネル登録ダイアログボックスが開いて、｢周波数?(現在の周波数)｣と読み上げます。
4) ここでSpace-4-5を押します。
5) すると｢チャンネル名称｣と読み上げます。ここにチャンネル名称を入力します。
6) Space-4-5を押して｢確認｣まで移動してEnterをおします。
現在聞いているチャンネル以外に、ほかの周波数のチャンネルを登録するには、チャンネル登録ダイアログボックスを開いて、｢周波数?(現在の周波数)｣と読み上げたときに、ほかの周波数を入力します。
このような方法でチャンネルを登録した後、登録したチャンネルに移動したい場合には1点あるいは4点を押します。即ち、1点を押すと、登録されたチャンネルの中で現在のチャンネルを基準にして、1点を押すと以前のチャンネルに、4点を押すと次のチャンネルに移動します。そして、またチャンネル名の最初の文字を入力するとそのチャンネルに移動します。
登録したチャンネルを削除したい場合には、まず、削除したいチャンネルに移動してSpace-dを押します。チャンネルの削除はただちに実行されますのでご注意ください。
チャンネル登録及び削除はチャンネル管理ダイアログボックスから実行することもできます。Space-m(1-3-4)をおしてメニューを呼出して｢チャンネル｣でEnterを押して、｢チャンネル管理｣まで移動してEnterを押してチャンネル管理ダイアログボックスを開きます。あるいはホットキーのEnter-m(1-3-4)を押してもダイアログボックスが開きます。
チャンネル管理ダイアログボックスには｢登録されたチャンネルリスト｣、｢登録｣、｢削除｣、｢修正｣、｢閉じる｣があります。各コントロール間ではTab(Space-4-5あるいはF3)あるいはShift-Tab(Space-1-2あるいはSpace-F3)を押して移動します。
｢登録｣ボタンを押すと、チャンネル登録ダイアログボックスが開きます。前に説明したのと同じ方法でチャンネルを登録します。既に登録されたチャンネルの周波数及びチャンネル名称を修正したい場合には、｢登録されたチャンネルリスト｣でSpace-1あるいはSpace-4を押して修正したい項目まで移動してタブを押して｢修正｣ボタンまで移動してEnterを押します。すると、チャンネル修正ダイアログボックスを読み上げます。チャンネル修正ダイアログボックスは、チャンネル登録ダイアログボックスと似ています。使用方法も同じです。チャンネル登録ダイアログボックスとの違いは、周波数とチャンネル名称には既に登録された内容が書かれていることです。既に登録されたチャンネルを削除するためには｢登録したチャンネルリスト｣で削除したい項目に移動してTab(Space-4-5)を押して｢削除｣まで移動してEnterを押します。
チャンネル管理ダイアログボックスを終了するためには、｢閉じる｣でEnterを押すか、Space-z(1-3-5-6)を押します。
点字キーを使う方法以外に、前面のオーディオスイッチをラジオモードにセットすると、ボイスセンス前面のオーディオ専用ぼたんを利用したチャンネルの登録及び移動もできます。
チャンネルを登録したい場合には、録音ボタンを2秒以上長く押します。するとチャンネル登録ダイアログボックスが現れます。
前のトラックボタンを2秒以上長く押すと前のチャンネルに移動して、次のトラックボタンを2秒以上長く押し続けると次のチャンネルに移動します。
登録したチャンネルを削除する場合には、削除したいチャンネルに移動してから｢停止ボタン｣を2秒以上長く押すと削除されます。
8.2.4 ラジオの録音
ラジオを録音したい場合には、Space-m(1-3-4)をおしてメニューを呼出して矢印キーを押して｢録音(r)ダイアログボックス｣まで移動してEnterを押します。あるいはホットキーのEnter-r(1-2-3-5)を押します。すると録音ダイアログボックスが開いて自動で録音が始まります。
録音ダイアログボックスは｢一時停止/継続｣、｢停止｣、｢取消｣、｢録音情報｣で構成されます。各コントロール間の移動はTab（Space-4-5あるいはF3）あるいはShift-Tab(Space-1-2あるいはSpace-F3を押して移動します。
ホットキーは「一時停止」a(1)、「継続」g(1-2-4-5)、「停止」s(2-3-4)、「取消」c(1-4)です。
録音中に一時停止ボタンでEnterを押すと録音が一時停止され、このボタンの名前が｢継続｣に変更されます。このボタンを押すと録音を再開します。｢録音情報｣には現在録音されている周波数を表示します。｢停止｣でEnterを押すと、録音が停止し、録音されたファイルは自動で｢flashdisk/media/radio｣フォルダに保存されます。録音されたファイルの名称は｢登録されたチャンネル名(周波数)-xx.mp3｣です。ここで、xxは01から初めて1ずつ増加します。もしまだ登録していないチャンネルを録音し、チャンネル名がない場合は、｢登録されたチャンネル名｣の代わりに｢ラジオ｣と表示されます。録音が停止されると自動で録音ダイアログボックスが閉じます。
｢取消｣ボタンでEnterを押すと録音されたファイルは保存されずに、取消されて、録音ダイアログボックスを閉じます。
録音実行中にはチャンネル及び周波数の変更ができません。
ラジオの録音はメニューだけでなく、ボイスセンスの前面のオーディオ専用ボタン中の｢録音ボタン｣を押して実行することもできます。ただし、オーディオモードスイッチをラジオモードにセットしないと動作しません。録音ボタンを押すとメニューを呼出したとこと同じく録音ダイアログボックスが開いて自動で録音が始まります。
前面のオーディオ専用ボタン中、｢停止ボタン｣を押すと、録音が停止され、録音されたファイルは保存されます。録音ボタンを押すと一時停止と継続を繰り返して、前のトラックあるいは次のトラックボタンを押すと録音ダイアログボックス内の各コントロールの間を移動します。
8.2.4.1 録音ファイルの保存先変更
録音ファイルが保存される位置を変更したい場合には次のようにします。
1) Space-m(1-3-4)を押してメニューを呼出して、｢ファイル(f)｣でEnterを押します。
2) ｢録音設定｣まで移動してEnterを押します。あるいはホットキーのBackSpace-s(2-3-4)を押しても同じです。
3) 録音ダイアログボックスが開き「録音形式：mp3」と読み上げます。録音形式を変更しない場合はTab（Space-4-5）を押してください。
4) ｢録音フォルダ? flashdisk/media/radio｣と読み上げます。ここでEnterを押します。
5) Flashdiskのラジオフォルダを表示します。ここでBackSpaceを押して上位に移動します。それからSpace-1あるいはSpace-4を押して録音ファイルを保存したいフォルダに移動します。
6) 指定したいフォルダを読み上げたらSpaceをもう一回押して選択しEnterを押します。
7) すると、｢録音フォルダ？（変更したフォルダパス） ｣と読み上げます。
8) Space-4-5を押して｢確認｣まで移動してEnterを押します。
「mp3」形式で録音する場合、「サンプルレート」は16000Hzから48000Hzまで設定可能です、そして、「Bitrate」は64Kから320Kまで設定可能です。
「wav」形式で録音する場合、「サンプルレート」は8000Hzから44100Hzまで設定可能です、そして、「チャンネルあたりビット数」は8ビットと16ビットの間で利用できます。
録音設定ダイアログボックスでは「録音タイプ」と「サンプルレート」の設定をすることができます。「録音タイプ」ではSpaceを押すことで「wav」と「mp3」を切り替えることができます。「サンプルレート」ではSpace-1またはSpace-4を押すことで各設定に移動することができます。「サンプルレート」の値はSpaceを押すことで切り替えることができます。各設定が完了したらTab(Space-4-5)を押して「確認」ボタンへ移動し、Enterを押して終了させてください。
圧縮率、ビットレベル、チャンネルなどは値が高いほど録音の音質が向上する反面、録音ファイルが大きくなり、ディスクスペースを多く必要としますので、適当に設定してください。
8.4.5 その他の機能
1) 感度調節
ラジオプログラムを実行したときに、うまく受信できない場合には、感度を調節してください。
感度を調節するためには、9.1の｢スピーカーでラジオを聴く」で説明したように「設定ダイアログボックス」を呼出します。Space-4点を押して｢感度?｣と読み上げるところまで移動します。そこでSpaceあるいはBackSpaceを押して数字を調整します。数字が大きくなると感度が敏感になります。感度が敏感になると、もっと多様な放送の受信ができます。
2) ミュート機能
ラジオを聴くときに、一時的に音が出ないようにするのがミュート機能です。ミュートを実行するためには、Spaceを押します。そしてSpaceをもう一回押すとミュート機能が解除されます。あるいは、前面のオーディオ専用ボタンの中で｢停止ボタン｣を押すとミュート機能が実行されます。この状態で再生ボタンを押すとミュート機能が解除されます。ミュート機能が実行されるとラジオの音は聞こえませんが、音声エンジンの音は出ます。
8.2.6 ラジオでのホットキー
設定ダイアログボックス: Enter-e (1-5)
録音設定ダイアログボックス: BackSpace-s (2-3-4)
次の周波数検索:6点
前の周波数検索：3点
前の周波数を自動検索：2点、あるいは｢前のトラックボタン｣を短く押す
次の周波数を自動検索：5点、あるいは｢次のトラックボタン｣を短く押す
周波数移動：Space-f (1-2-4)
前のチャンネルに移動：1点, あるいは｢前のトラックボタン｣を長く押す
次のチャンネルに移動：4点, あるいは｢次のトラックボタン｣を長くおす
チャンネル管理：Enter-m(1-3-4)
チャンネル登録: Enter-s(2-3-4) 、あるいは｢録音｣ボタンを長く押す
チャンネル削除：Space-d(1-4-5), あるいは｢停止｣ボタンを長く押す
録音開始：｢録音｣ボタンを短く押す
録音停止：｢停止｣ボタンを短く押す
ミュート機能実行 ：Space, あるいは｢停止｣ボタンを短く押す
ミュート機能解除 ：Space, あるいは｢再生｣ボタンを短く押す
ボリュームアップ：Space-上スクロールボタン

ボリュームダウン：Space--下スクロールボタン

メニュー呼び出し：Space-m(1-3-4)、あるいはF2
録音ダイアログ
一時停止：a(1)
継続：g(1-2-4-5)
停止：s(2-3-4)
取消：c(1-4)
8.3DAISYプレーヤー

DAISYプレーヤーを使うと、DAISY（Digital Accessible Information System）フォーマットファイルを音声で再生しながら点字で読むことができます。ボイスセンスが対応しているDAISYフォーマットはDAISYバージョン3.0またはそれ以前のバージョンとテキストDAISYです。

メディアメニューを開いてから、下矢印キーを押して「DAISYプレーヤー」まで移動してEnterを押すか｢d(1-4-5)｣を押すとDAISYプレーヤーが起動します。
DAISYプレーヤーを実行すると、｢DAISYを開く｣ダイアログボックスが開いて、ディスクリストを読み上げます。

ディスクリストには、ボイスセンスに接続された全てのディスク（フラッシュディスクも含む）を読み上げます。ルートフォルダに再生したいDAISYファイルがある場合は、Spaceでディスクを選択してEnterを押すと、DAISYファイルのタイトルを読み上げます。

ディスク内のフォルダにDAISYファイルがある場合は、ディスクリストでEnterを押してそのディスクに入り、DAISYファイルがあるフォルダでSpaceを押してフォルダを選択してからEnterを押すと、タイトルのリストを読み上げます。

タイトルリストでSpace-1かSpace-4を押して移動し、再生したいDAISYファイルのタイトルを読み上げたらEnterを押して再生します。タイトルが一つしかない場合は、タイトルを読み上げるとすぐに再生を開始します。

DAISYファイルのないディスクあるいはフォルダを選択してEnterを押すと、｢DAISYファイルがありません｣というメッセージを読み上げて、ディスクリストやフォルダリストに戻ります。

以前に聞いたことがあるファイルであれば、ブックマークが付いている部分から再生を開始します。

リストに読み上げられたタイトルに該当するファイルがない場合は、｢一致するタイトルがありません｣というメッセージを読み上げて、タイトルリストに戻ります。

DAISYプログラムを終了する場合は、Space-z(1-3-5-6)を押すとボイスセンスは終了を確認するメッセージを読み上げますので、｢はい｣を選択してください。SpaceあるいはBackSpaceを押して｢いいえ｣を選択すると、DAISYを終了せずに元の作業に戻ります。ただし、DAISYプログラムを実行してディスクリストあるいはDAISYタイトルリストでSpace-z(1-3-5-6)を押した場合は、確認メッセージを表示せずに終了します。

DAISYファイルの再生中にDAISYを終了すると、終了した位置にブックマークを挿入してから終了しますので、後でそのファイルを聞くときには、ブックマークの位置から再生を開始します。

DAISYプログラムには様々なメニューがあり、メニューの呼び出しにはSpace-m(1-3-4)かF2を使います。DAISYメニューは、｢ファイル｣、｢文書｣、｢マーク｣、｢見出し｣です。各メニュー間の移動にはSpace-1かSpace-4を使い、メニューを選択して実行するときはEnterを押します。

フロントパネルのオーディオボタンを使用してDAISYプレーヤーを操作することができます。オーディオボタンでDAISYプレーヤーを操作するためにはオーディオモードスライドスイッチを真ん中のDAISYに設定します。詳しくは「2.9 オーディオモードの切り替え」を参照してください。オーディオモードがDAISYモードに設定されていれば、オーディオボタンの「再生／一時停止」ボタンを押すだけでDAISY図書を再生することができます。一時停止するにはもう一度「再生／一時停止」ボタンを押します。どのようにオーディオボタンを使用してDAISYプレーヤーを使用するかは以下の章で詳しく説明します。
8.3.1 DAISYプレーヤーの構成

DAISYプレーヤーのコントロールは、｢見出し｣、｢情報｣、｢再生｣、｢一時停止｣の4つです。各コントロール間の移動にはTab(Space-4-5またはF3)あるいはShift-Tab(Space-1-2またはSpace-F3)を使います。DAISYプレーヤーでの再生中には｢見出し｣と表示し、見出しの内容とファイルの本文テキストが確認できます。｢情報｣には、現在のページ、レベル、文章、経過時間、総時間情報を読み上げ、各項目間の移動にはSpace-1かSpace-4を使います。

｢一時停止｣ボタンでEnterを押すと一時停止し、｢再生｣ボタンでEnterを押すと再生を開始します。どのコントロールにおいてもSpaceを繰り返し押すと、一時停止と再生を繰り返します。
テキスト情報を含むマルチメディアDAISYを再生する場合、Enter-t(2-3-4-5)を押すと再生に使用する音声を録音音声と合成音声で切替えることができます。
8.3.2 ファイル

ファイルメニューには、DAISYファイルを開く機能、開いているファイルの情報の確認機能、音声設定機能などがあります。ファイルメニューを開くには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出して｢ファイル｣メニューでEnterを押します。あるいは、f(1-2-4)を押します。

ファイルメニューのサブメニューは、｢DAISYを開く｣、｢音声設定｣、｢本の情報｣、｢閉じる｣です。サブメニュー間の移動にはSpace-1かSpace-4を押します。サブメニュー名を読み上げたときにEnterを押すと実行できます。

8.3.2.1 DAISYを開く

DAISYファイルを開くときに使います。｢DAISYを開く｣を実行するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、ファイルメニューでEnterを押して、Space4で｢DAISYを開く｣まで移動したらEnterを押します。あるいはメニューを呼び出さずにEnter-o(1-3-5)を押しても実行できます。

｢DAISYを開く｣を実行するとディスクリストを読み上げ、このディスクリストからファイルを開きます。

DAISYプレーヤーの使用中に「停止」ボタンを長く押すと「DAISYを開く」ダイアログボックスが開きます。再度「停止」ボタンを長く押すと「DAISYを開く」ダイアログボックスを閉じて、最後に再生していたDAISYの位置に戻ります。
「再生／一時停止」ボタンは「DAISYを開く」ダイアログボックス内では、Enterと同じ機能を持っています。「停止」ボタンはBackSpace、「録音」ボタンはSpace、「前のトラック」ボタンはSpace-1、「次のトラック」ボタンはSpace-4です。
つまり、ファイルリストでの上下移動は「前のトラック」「次のトラック」ボタンで操作できます。ファイル選択は「録音」ボタンです。「停止」ボタンでフォルダの階層をひとつ前に戻ります。さらに「再生／一時停止」ボタンで「DAISYを開く」ダイアログボックス内のファイルを実行することができます。
この機能を使用するためには本体前面のオーディオモードスイッチを「DAISYモード」に設定してください。
8.3.2.2 音声設定

音声設定を実行するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、ファイルメニューでEnterを押します。次にSpace-4で｢音声設定｣まで移動してEnterを押します。あるいはメニューを呼び出さずにEnter-s(2-3-4)を押しても実行できます。実行すると、｢音声設定｣ダイアログボックスが開きます。DAISYファイルの再生中に実行しても、再生は停止しません。

このダイアログボックスのコントロールは、｢音声速度｣、｢ボリューム設定｣、「オーディオファイルの再生」のリスト、｢確認｣、｢取消｣です。各コントロール間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。

｢速度設定｣、｢ボリューム設定｣、「オーディオファイルの再生」のリスト項目の移動にはSpace-1かSpace-4を使います。音声速度やボリュームを上げるにはSpaceを押し、下げるにはBackSpaceを押します。「オーディオファイルの再生」をオフにすると音声は再生されません。DAISY図書にテキスト情報が含まれている場合に、音声再生をオフにしてテキストを読むことができます。設定を終えたら｢確認｣ボタンまで移動してEnterを押します。この設定で読み進めていくには点字キーを使います。ワードプロセッサーの読み取り専用モードと同じ操作が使えます。
この音声設定メニューの他にも、｢3-4-5点｣や｢1-2-6点｣を押して音声速度の調整をしたり、｢Space-上スクロールボタン｣や｢Space-下スクロールボタン｣を押して音声ボリュームを調整することができます。

8.3.2.3 本の情報

｢本の情報｣では、再生中のファイルの情報を確認できます。実行するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、ファイルメニューでEnterを押します。次にSpace-4で｢本の情報｣まで移動してEnterを押します。あるいは、Enter-i(2-4)を押しても実行できます。

｢本の情報｣を実行すると｢本の情報｣ダイアログボックスが開きます。音声再生中に実行しても、音声は停止しません。このダイアログボックスには｢経過時間とページ｣の状態ボックスと、｢マーク情報｣及び｢閉じる｣の状態ボックスがあります。3つのコントロール間の移動には、Tab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。

最初の状態ボックスでは、｢総時間｣、｢読み上げ時間｣、｢残り時間｣、｢総ページ数｣、｢現在のページ｣、｢残りページ」と表示します。

次の状態ボックスでは、｢マークの数｣、｢現在のマークページ」と表示します。各項目間の移動にはSpace-4あるいはSpace-1を押して移動します。

ダイアログボックスを閉じる場合は、｢閉じる｣まで移動してEnterを押します。
8.3.2.4 閉じる

DAISYプレーヤーを終了するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、ファイルメニューでEnterを押します。次にSpace-4を何度か押して｢閉じる｣まで移動し、Enterを押します。あるいは、メニューを呼び出さずにSpace-z(1-3-5-6)を押します。

｢閉じる｣を実行すると、｢プログラムを終了します。本当に終了しますか？｣というメッセージを読み上げます。デフォルト設定は｢はい｣で、Enterを押すとDAISYプレーヤーが終了します。終了しない場合は、Spaceで｢はい｣を[いいえ]に変更してEnterを押します。

8.3.3 文書

｢文書｣メニューでは、再生中に文章単位あるいはレベル単位で移動することができます。これを実行するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢文書｣メニューまで移動してEnterを押します。あるいは、｢d(1-4-5)｣を押します。

このメニューのサブメニューは、｢再生/一時停止｣、｢前のフレイズ｣、｢次のフレイズ｣、｢前のページ｣、｢次のページ｣、｢指定ページへ｣、「前のセクション」、「次のセクション」、「レベルを上げる」、「レベルを下げる」です。各サブメニュー間の移動にはSpace-1かSpace-4を使い、選択したサブメニューを実行するときはEnterを押します。

8.3.3.1 再生/一時停止

｢再生/一時停止｣を実行するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押して｢文書｣でEnterを押したら、Space-4で｢再生/一時停止｣まで移動してEnterを押します。あるいはボイスセンスの前面のオーディオボタンの中で｢再生/一時停止｣ボタンを押します。
再生中は、Space-1-2-3あるいはSpace-1-3を押して文書の最初まで移動したり、Space-4-5-6あるいはSpace-4-6を押して最後の文章まで移動したりすることもできます。

8.3.3.2 フレイズ単位での移動

この機能を実行するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢文書｣メニューまで移動してEnterを押します。
次にSpace-4で｢ 前のフレイズ｣あるいは｢次のフレイズ｣まで移動してEnterを押します。

メニューを呼び出さずに移動するには、｢次のフレイズ｣へは6点、｢前のフレイズ｣へは3点、を押します。

または、ボイスセンス前面のオーディオボタンの中で｢前のトラック｣ボタンと｢次のトラック｣ボタンを短く押すことによって前の文章あるいは次の文章に移動することができます。
8.3.3.3 ページ単位での移動

この機能を実行するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢文書｣メニューまで移動してEnterを押します。
次にSpace-4で｢前のページ｣、｢次のページ｣あるいは｢指定ページへ｣まで移動してEnterを押します。
メニューを呼び出さずに、再生あるいは一時停止の状態でSpace-3-4-5かSpace-1-2-6を押しても実行できます。Space-3-4-5を押すと次のページに移動し、Space-1-2-6を押すと前のページに移動します。

現在のページから移動先のページを指定することもできます。
Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢文書｣メニューまで移動してEnterを押します。次にSpace-4で｢指定ページへ｣まで移動してEnterを押すか、｢g(1-2-4-5)｣を押します。ダイアログボックスが現れて、｢移動するページ番号を入力してください｣というメッセージを読み上げたら、ページ番号を入力します。
数字を入力してEnterを押すと、指定したページに移動して再生します。この機能は、メニューを呼び出さずにEnter-g(1-2-4-5)を押しても実行できます。ダイアログボックスでSpace-z(1-3-5-6)かSpace-e(1-5)を押すと取消されます。

8.3.3.4 レベル単位での移動

この機能を実行するにはSpace-m(1-3-4)を押す、またはF2を押してメニューを開いてメニュー項目の「文書」でEnterを押します。
次にSpace-4を押して「次のセクション」または「前のセクション」まで移動してEnterを押して実行します。また、メニューを開かなくとも2点または5点を押すと「次のセクション」または「前のセクション」へ移動することができます。
5-6点または2-3点を押すと移動の単位となるセクションのレベルを変更することができます。つまり、レベル3に設定した場合、レベル1から3までの各レベルに移動することができますが、レベル1に設定した場合、レベル1のみ移動することができます。
8.3.3.5 時間単位での移動
時間単位での移動は、音声DAISYまたはテキスト情報を含むマルチメディアDAISYにてオーディオ再生を行っている場合に使用可能です。
DAISYの再生中または停止中に1-2の点または4-5の点を押すと移動する時間単位を選択できます。時間の単位は「5秒」、「10秒」、「30秒」、「1分」、「3分」、「5分」、「10分」、「15分」、「20分」、「30分」、「1時間」です。
3-5-6の点を押すと順送り、2-3-6の点を押すと逆送りで選択した時間単位ごとに移動します。
8.3.3.6 テキスト単位での移動
テキスト単位での移動は、テキストDAISYやテキスト情報を含むマルチメディアDAISYにて合成音声を使用して再生している場合に使用可能です。
DAISYの再生中または停止中に1-2の点または4-5の点を押すと移動するテキスト単位を選択できます。テキストの単位は「詳細読み」、「文字」、「単語」、「文章」です。
「詳細読み」は一文字ずつ詳細読みで読み上げます。
3-5-6の点を押すと順送り、2-3-6の点を押すと逆送りで選択した時間単位ごとに移動します。
8.3.4 マーク

｢マーク｣メニューでは、再生中のDAISYファイルにマークを設定したり、マーク単位で移動することができます。メニューを実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢マーク｣でEnterを押すか｢m｣を押します。

｢マーク｣メニューのサブメニューは、「前のマーク」、「次のマーク」、「マーク設定」、「マークに移動」で、サブメニューの移動にはSpace-1かSpace-4を使います。サブメニューを実行するには、メニュー上でEnterを押します。

サブメニューでSpace-e(1-5)を押すと上位の｢マーク｣メニューに戻ります。メニューを呼び出し、任意の位置でSpace-z(1-3-5-6)を押すと、メニューを閉じて再生中のファイルに戻ります。

8.3.4.1 前のマーク

これは、現在の位置より前にあるマークを検索してジャンプする機能です。

実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢マーク｣メニューまで移動してEnterを押します。次に、Space-4で｢前のマーク｣まで移動してEnterを押すか、あるいは｢p(1-2-3-4)｣を押します。 
また、DAISYプレーヤーを起動している状態でSpace-3を押すと前のマークへ移動することができます。
8.3.4.2 次のマーク

これは、現在の位置から次にあるマークを検索してジャンプする機能です。

実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢マーク｣メニューまで移動してEnterを押します。次にSpace-4で｢次のマーク｣まで移動してEnterを押すか、あるいは｢n(1-3-4-5)｣を押します。
また、DAISYプレーヤーを起動している状態でSpace-6を押すと次のマークへ移動することができます。
8.3.4.3 マーク設定

これは、ファイルの再生中に、どの位置でもマークの設定ができる機能です。実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢マーク｣メニューでEnterを押します。次に、Space-4で｢マーク設定｣まで移動するか、｢m(1-3-4)｣を押してEnterを押します。あるいは、メニューを呼び出さずにEnter-m(1-3-4)を押しても実行できます。

｢マーク設定｣ダイアログボックスが開き、｢マーク名を入力してください｣というメッセージを読み上げたら、コンピューター点字で入力してください。

マークは1冊の本に1,000か所つけることができます。
8.3.4.4 マークに移動

マーク名を直接入力すると、そのマークまで移動することができます。Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢マーク｣メニューに入ったら、｢マークに移動｣まで移動してEnterを押すか、｢マーク｣メニューで｢j(2-4-5)｣を押すと、｢マークに移動｣ダイアログボックスが開き、｢マーク名を入力してください｣というメッセージを読み上げます。コンピューター点字で入力すると、そのマークがある位置までジャンプして再生します。入力したマーク名が存在しない場合は、｢マークがありません｣というメッセージを読み上げます。

この機能は、メニューを呼び出さずにEnter-j(2-4-5)を押しても実行できます。

｢マークに移動｣を実行し、ダイアログボックスが開いた状態でSpace-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)を押すと、この機能の実行が取消され、ダイアログボックスが閉じて、一時停止をした時点から再生を開始します。

8.3.4.5 マーク削除

これは、ファイルの再生中あるいは一時停止中にマークの削除ができる機能です。再生中にマーク付けを実行しても一時停止はしません。マークを削除するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、｢マーク｣メニューの｢マーク削除｣でEnterを押すか、｢d(1-4-5)｣を押して、｢マーク削除｣ダイアログボックスを呼び出します。

｢マーク削除｣ダイアログボックスが開き、｢削除するマーク名を入力してください｣というメッセージを読み上げたら、マーク名を入力します。入力すると、そのマークが削除され｢マーク削除完了｣というメッセージを読み上げます。入力したマーク名が存在しない場合は、｢マークがありません｣というメッセージを読み上げます。

マークの削除は、メニューを呼び出さずにSpace-d(1-4-5)を押しても実行できます。

8.3.5 見出し

｢見出し｣メニューでは、再生中のDAISYファイルを見出し単位で移動して再生したり、見出しを検索して再生することができます。

メニューを実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢見出し｣でEnterを押すか、｢h(1-2-5)｣を押します。

見出しメニューのサブメニューは、｢前の見出し｣、｢次の見出し｣、｢見出しをスキャンする｣ 、｢見出し読み上げ｣、｢最初の見出し｣、｢最後の見出し｣、｢見出し検索｣ 、｢見出し再検索｣で、サブメニュー間の移動にはSpace-1かSpace-4を使います。実行するには、そのサブメニューまで移動してEnterを押します。

サブメニューでSpace-e(1-5)を押すと上位の｢見出し｣メニューに戻ります。Space-z(1-3-5-6)を押すと、メニューを終了して再生中のファイルに戻ります。

8.3.5.1 見出し単位での移動

ファイルの再生中あるいは一時停止中に、見出し単位で移動しながら再生できます。Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出して、｢見出し｣メニューの｢次の見出し｣でEnterを押すか、｢v(1-2-3-6)｣を押すと、次の見出しまで移動して再生を続けます。また、｢前の見出し｣でEnterを押すか、｢p(1-2-3-4)｣を押すと、前の見出しまで移動して再生を続けます。メニューを呼び出さなくても、Space-5を押すと次の見出しに、Space-2を押すと前の見出しに移動します。

Space-m(1-3-4)を押してメニューを呼び出し、｢見出し｣メニューにある｢最初の見出し｣でEnterを押すか、｢t(2-3-4-5)｣を押すと、現在のファイルの最初の見出しまで移動して再生を開始します。また、｢見出し｣メニューにある｢最後の見出し｣でEnterを押すか、｢b(1-2)｣を押すと、現在のファイルの最後の見出しまで移動して再生を開始します。メニューを呼び出さなくても、Space-2-3を押すと最初の見出しに、Space-5-6を押すと最後の見出しに移動して再生を開始します。

あるいは、ボイスセンス前面のオーディオボタンの中で｢前のトラック｣とか｢次のトラック｣ボタンを長く押すことによって前の見出しあるいは次の見出しに移動することができます。
8.3.5.2 見出し検索

ファイルの再生中あるいは一時停止中に、見出しを検索して移動することができます。Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢見出し｣メニューにある｢見出し検索｣でEnterを押すか、｢f(1-2-4)｣を押すと、｢見出し検索｣ダイアログボックスが開きます。これを再生中に実行すると、ダイアログボックスが開き、再生が一時停止されます。

ダイアログボックスは、｢探す見出しは？｣、｢検索方向｣、｢確認｣、｢取消｣という項目で構成されており、項目間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。ダイアログボックスが開き、｢探す見出しは？｣と表示されたら検索したい見出し名を入力し、Tab(Space-4-5)を押して｢検索方向｣に移動します。検索方向のデフォルト設定は｢次｣で、現在の位置からファイルの終わりの方向に検索を行います。これを｢前｣に変更したい場合はSpaceを押して設定を切替えます。検索方向の選択をしてEnterを押すと、検索した見出しから再生が再開されます。

見出し名を入力するときには、見出し名を完全に入力せずに、一部だけを入力しても構いません。存在しない見出し名を入力した場合は｢これ以上の見出しはありません｣というメッセージを読み上げます。

｢見出し検索｣は、メニューを呼び出さずにSpace-f(1-2-4)を押しても実行できます。

｢見出し検索｣で設定した検索方向で見出し名を再検索したい場合は、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、見出しメニューにある｢見出し再検索｣を実行するか、｢r(1-2-3-5)｣を押します。あるいは、メニューを呼び出さずにEnter-f(1-2-4)を押しても再検索を実行できます。

見出し検索を実行した後に再度実行すると、直前に検索した見出し名と検索方向がデフォルトとなっています。デフォルトの見出し名を読み上げたときに新しい見出し名を入力すると表示しられていた見出し名が消去されて、新しく入力した見出し名に更新されます。見出し名を部分的に修正する場合は、修正したいところに矢印キーで移動して入力します。
8.3.5.3 見出しのスキャンと見出しの読み上げ

再生中あるいは一時停止中に見出しを確認したい場合には、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、｢見出し｣メニューにある｢見出し読み上げ｣でEnterを押すか、｢w(2-4-5-6)｣を押します。メニューを呼び出さずにEnter-w(2-4-5-6)を押しても｢見出し読み上げ｣が実行できます。

再生中にこの機能を実行すると、再生を一時停止します。再生を再開したい場合は、Space-4で｢再生｣ボタンまで移動してEnterを押します。

再生中あるいは一時停止中のファイルにある全ての見出しリストを確認したい場合は、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢見出し｣メニューにある｢見出しをスキャンする｣でEnterを押すか、｢n(1-3-4-5)｣を押すと、現在の位置からファイルの終わりの方向に全ての見出しがスキャン、読み上げられます。読み上げられた見出し名でEnterかSpaceを押すと、その部分から再生を開始します。また、メニューを呼び出さずにEnter-n(1-3-4-5)を押しても同様に実行できます。見出し検索を開始すると瞬時に一時停止しますが、移動したい見出しでEnterかSpaceを押すと再生が再開されます。

見出し検索を取消したい場合は、Space-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)を押します。

8.3.6 DAISYプレーヤーでのホットキー

再生 

再生/一時停止: Spaceあるいは前面のオーディオボタン中の｢再生/一時停止｣ボタン
文書の最初に移動: Space-1-3またはSpace-1-2-3
最後の文章に移動: Space-4-6またはSpace-4-5-6

速度を上げる: 3-4-5点

速度を下げる: 1-2-6点

音量を上げる: Space-上スクロールボタン
音量を下げる: Space-下スクロールボタン
文章単位での移動

次の文章へ移動: 6点 または「次のトラック」ボタンを短く押す
前の文章へ移動: 3点 または「前のトラック」ボタンを短く押す
5つ次の文章へ移動: 4点

5つ前の文章へ移動: 1点

ページ単位での移動

次のページへ移動: Space-3-4-5

前のページへ移動: Space-1-2-6

指定したページへ移動: Enter-g(1-2-4-5)
レベル単位での移動

前のセクションへ移動：2点
次のセクションへ移動：5点
レベルを上げる：2-3点
レベルを下げる：5-6点
見出し単位での移動

次の見出しへ移動: Space-5 または「次のトラック」ボタンを長く押す
前の見出しへ移動: Space-2 または「前のトラック」ボタンを長く押す
最後の見出しへ移動: Space-5-6
最初の見出しへ移動: Space-2-3
現在の読み出しレベルと見出しの確認: Enter-w(2-4-5-6)
現在の位置から最後までの見出しをスキャンする: Enter-n(1-3-4-5)

見出し検索:  Space-f(1-2-4)

見出し再検索:  Enter-f(1-2-4)

時間単位での移動（音声DAISYとマルチメディアDAISYの音声再生時のみ）
時間単位の切替え：1-2または4-5
設定された単位での順送り：3-5-6
設定された単位での逆送り：2-3-6
テキスト単位での移動（テキストDAISYとマルチメディアDAISYの合成音声再生時のみ）
テキスト単位の切替え：1-2または4-5
設定された単位での順送り：3-5-6
設定された単位での逆送り：2-3-6
マーク設定

現在の位置にマークを設定: Enter-m(1-3-4)

次のマークに移動: Space-6

前のマークに移動: Space-3

マーク削除: Space-d(1-4-5)

その他のホットキー

タイトルリストへ移動: Space-1-2-5-6

DAISYファイルを開く: Enter-o(1-3-5)
本の情報の確認: Enter-i(2-4)
マルチメディアDAISYにて音声DAISYの録音音声とテキストDAISYの合成音声の切替え：Enter-t(2-3-4-5)
9.オーガナイザ

オーガナイザは、アドレス帳・予定帳・データベース管理の3つの機能で構成されています。

ボイスセンスのメインメニューでSpace-4を何度か押して｢オーガナイザ｣と表示したらEnterを押してください。あるいはプログラムメニューで｢o(1-3-4)｣を押してください。オーガナイザを実行します。

以下の章でオーガナイザの各機能を詳しく説明します。
9.1. アドレス帳
｢アドレス帳｣は取引先や友達の名前、会社住所、自宅住所などの情報を管理するプログラムです。

アドレス帳には2つのメインダイアログボックスがあります。一つは｢アドレス追加｣、もう一つは｢アドレス検索｣です。

｢アドレス追加｣では、名前、会社住所、自宅住所などの個人情報を入力することができます。入力した情報は後で使用できるように保存されます。

｢アドレス検索｣は、アドレス帳に登録された情報を検索するときに使います。検索した情報の編集と削除もできます。また、選択したアドレスを墨字プリンタや点字プリンタで印刷することもできます。

検索したアドレスのホームページアドレスフィールドにウェブサイトのURLがある場合は、そのフィールドでEnterを押すと自動的にそのウェブサイトに接続できます。
アドレス帳について詳しく説明する前にアドレスデータの構造について説明します。アドレス帳に保存されるアドレスデータは｢レコード｣の集合です。レコードは一人あるいは一つの会社に関する連絡情報の集合です。各々のレコードは20の入力フィールドとメモフィールド、確認・取り消しボタンで構成されています。この20個のフィールドは、姓、名、会社名、役職、携帯電話、自宅電話、自宅ファックス、会社電話、会社ファックス、自宅・郵便番号、自宅・都道府県、自宅・市町村、自宅・番地、会社・郵便番号、会社・都道府県、会社・市町村、会社・番地、自宅・メール、会社・メール、ホームページです。
9.1.1 アドレス帳の開始
オーガナイザメニューを開くと、「アドレス帳」と表示されます。そこでEnterを押すか｢a(1)｣を押すとアドレス帳が起動します。
アドレス帳が起動すると、ボイスセンスは｢アドレス検索｣と表示して、｢姓？｣と表示します。

アドレス帳では、全てのコマンドはメニューにあります。ホットキーが分からないときには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出してください。
9.1.2 アドレス追加
このダイアログボックスはアドレス帳で新しいアドレスを追加するときに使います。｢アドレス追加｣機能を使うには、まずSpace-m(1-3-4)またはF2を押してアドレス帳メニューを呼び出し、Space-1かSpace-4を押して｢アドレス追加｣に移動したらEnterを押します。あるいはアドレス帳メニューでEnter-i(2-4)を押しても｢アドレス追加｣を実行できます。

アドレスの追加中でも使えるコマンドは｢アドレス検索｣（9.1.3章をご参照ください）、｢アドレス追加フィールド設定｣（9.1.3.2章をご参照ください）、｢閉じる｣です。
9.1.2.1 アドレス追加
｢アドレス追加｣ダイアログボックスには20個の入力フィールドと｢メモ｣フィールド、｢確認｣ボタン、｢取消｣ボタンがあります。

入力フィールドには各レコードの20個の情報を入力します。｢確認｣ボタンは入力した情報を保存するときに、｢取消｣ボタンは入力した情報を保存せずに入力を取消すときに使います。

入力フィールド、｢メモ｣、｢確認｣、｢取消｣間の移動にはTab(Space-4-5)あるいはShift-Tab(Space-1-2)を使います。

20個の入力フィールド間の移動は上矢印キー(Space-1)と下矢印キー(Space-4)を使います。各フィールドに入力したい情報を入力したら、Space-4を押して次の入力フィールドに移動します。ただし、必ずしも全てのフィールドに入力する必要はありません。あるフィールドに入力する内容がない場合はSpace-4を押してスキップし、次の入力フィールドに移動することができます。スキップしたフィールドはブランクになります。

入力したい全てのフィールドの情報入力が終わったら、Tab(Space-4-5)を押して｢確認｣に移動し、Enterを押して入力した情報を保存します。入力フィールドへの情報入力中に、入力情報を保存したい場合はEnterを押します。

入力フィールドに情報を入力した後、その情報を保存しない場合はTab(Space-4-5)を押して｢取消｣まで移動し、Enterを押してください。｢取消｣を実行すると入力中のレコードは終了しますが、新しいレコードの｢アドレス追加｣ダイアログボックスが現れて、「姓」と表示します。

電話番号はコンピューター点字で入力します。電話番号にハイフン（‐）を入力したい場合（例: 000-000-0000）は3-6点を押してください。電話番号の後に内線番号を入力したい場合には、電話番号の後にコンマ（，）を入力してから内線番号を入力してください（例: 000-000-0000、100）。
コンマをコンピューター点字で入力する場合は6点を押してください。

ホームページアドレスやメールアドレスを入力する場合はコンピュータ点字を使ってください。@（アット）はSpace-u(1-3-6)を押してから4点を押してください。ホームページアドレスやメールアドレスでピリオドやドット（．）を入力する場合は、4-6点を押してください。また、コロン（：）は1-5-6点を、スラッシュ（/）は3-4点を押してください。

Tab(Space-4-5)を押すと｢メモ｣フィールドに移動します。この｢メモ｣フィールドには複数行の文字列入力ができます。改行したい場合はEnterを押してください。

情報入力を終了して入力した情報を保存するには、Tab(Space-4-5)を押して｢確認｣まで移動し、Enterを押してください。
9.1.2.2 アドレスフィールド検索設定
アドレスフィールドは20個ありますが、20個の情報を全て入力する必要はありません。｢アドレスフィールド検索設定｣では必要なフィールドのみを選択することができます。

この機能を使うには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢アドレスフィールド設定｣を選ぶか、｢o(1-3-5)｣を押してからEnterを押します。アドレス帳の使用中に、メニューを呼び出さずにホットキーのEnter-o(1-3-5)を押してもこの機能を実行できます。

各フィールド名の後に｢使用｣や｢未使用｣と表示します。デフォルト値は｢使用｣で、Spaceを押して｢使用｣と｢未使用｣を切替えます。

変更したいフィールドの選択が終わったら、Tab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を押して｢確認｣まで移動し、Enterを押します。設定を取消したい場合は｢取消｣まで移動してEnterを押します。

Space-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)でも変更を取消すことができます。
9.1.2..3 ｢アドレス追加｣で｢アドレス検索｣を使う方法
｢アドレス追加｣の使用中に｢アドレス検索｣を使用して他のレコードに移動することができます。｢アドレス検索｣を使うにはSpace-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、｢アドレス検索｣まで移動したらEnterを押すか、｢s(2-3-4)｣を押してアドレス検索を実行します。｢アドレス追加｣ダイアログボックス実行中にメニューを呼び出さずにEnter-s(2-3-4)を押しても実行できます。

アドレス追加中にアドレス検索を実行すると、現在入力中のアドレス情報を保存するかを確認するために｢変更を保存しますか？ はい/いいえ｣というメッセージを読み上げます。いずれかを選択して入力を完了すると｢アドレス検索｣ダイアログボックスを読み上げます。
9.1.3 アドレス検索 

｢アドレス検索｣はアドレス帳に保存されているアドレス情報の検索に使います。アドレス帳を起動すると「アドレス検索」と表示します。｢アドレス追加｣の使用中に｢アドレス検索｣を使用したい場合は、メニューから｢アドレス検索｣を選択してEnterを押すか、9.1.2.3章で説明したようにホットキーのEnter-s(2-3-4)を押します。
｢アドレス検索｣ダイアログボックスが開くと最初に｢姓：｣と表示します。何も入力せずにEnterを押すと、アドレス帳にある全てのレコードを閲覧できます。｢レコード｣は一人の情報の集合です。複数のレコードがある場合は、Space-4を押して次のレコードに移動することができます。前のレコードに移動したい場合はSpace-1を押します。
名前フィールド以外のフィールドを使って検索することもできます。例えば、会社名を利用して検索したい場合は、｢会社名：｣と表示するまでSpace-4を押します。検索したい会社名を入力してEnterを押すと、その会社名を含むレコードを検索して、最初のレコードを読み上げます。

検索結果リストでフィールドやレコード間の移動に以下のキー操作を使用することができます。
以下は検索結果リストでのキー操作です
レコード内で前のフィールドに移動：Space-2
レコード内で次のフィールドに移動：Space-5
レコード内の最初のフィールドに移動：Space-1-3
レコード内の最後のフィールドに移動：Space-4-6
前のレコードへ移動：Space-1
次のレコードへ移動：Space-4
最初のレコードへ移動：Space-1-2-3
最後のレコードへ移動：Space-4-5-6
前のレコードの同じフィールドへ移動：Space-3
次のレコードの同じフィールドへ移動：Space-6
検索するためにテキストを入力する際、そのフィールドの全体の内容を入力する必要はありません。例えば、｢さいとう｣のレコードを探す場合、検索する「姓」フィールドに「さ」だけを入力すると、登録されたレコードの中で「姓」フィールドに「さ」を含む全てのレコードを検索します。
9.1.3.1 アドレスフィールド検索設定
このオプションでは検索したいフィールドを選択することができます。Space-m（1-3-4）またはF2を押してメニューを開いてください。そして、アドレスフィールド検索設定を選択しEnterを押してください。または、Enter-o（1-3-4）を押してもアドレスフィールド検索設定のダイアログボックスが開きます。
もし、氏名や携帯電話の番号、会社の電話番号などのフィールドから検索したいのならば、Space-1またはSpace-4を押してリストからフィールド名を選択して、Spaceを押して「使用」に設定してください。Spaceを押すたびに「使用」、「未使用」を切り替えることができます。この設定作業は6.3.2の「アドレスフールド検索設定」と同じ作業です。
9.1.3.2 ｢アドレス検索｣で｢アドレス追加｣を使う方法
｢アドレス検索｣ダイアログボックスで｢アドレス追加｣を使用することができます。Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢アドレス追加｣を選択してEnterを押すか、ホットキーのEnter-i(2-4)を押します。
9.1.4 CSVからインポートとCSVへエクスポート
CSV形式のデータをアドレス帳にインポートしたりアドレス帳に保存されたデータをCSV形式にエクスポートしたりすることができます。
9.1.4.1 CSVからインポート
CSV形式のデータをアドレス帳にインポートすることができます。
9.1.4.1.1 CSVからインポートダイアログボックス
CSVからインポートのダイアログボックスには以下の項目があります。
1) ファイル名エディットコンボボックス
2) 確認ボタン
3) 取消
4) ファイルリスト
F3またはSpace-F3を押すかSpace-4-5またはSpace-1-2を押すと項目を切替えることができます。
9.1.4.1.2 CSVからインポートの手順
CSVからアドレス帳へのインポートは以下の手順で行います。
1) メインメニューの「アドレス帳」でEnterを押すかメインメニューでa(1)を押してアドレス帳を実行してください。
2) F2またはSpace-m(1-3-4)を押してアドレス帳のメニューを開いてください。
3) Space-1かSpace-4を押して｢CSVからインポート｣に移動してEnterを押してください。またはアドレス帳メニューでr(1-2-3-5)を押すか、アドレス帳メニューを開いていない状態でBackspace-i(2-4)を押すと｢CSVからインポート｣を実行できます。
4) 「CSVからインポート」を実行するとファイル名と表示されます。インポートしたいファイル名がわかっている場合はファイル名を入力してからEnterを押してください。F3またはSpace-F3を押して「確認」ボタンに切り替えてからEnterを押してもインポートを実行できます。
インポートしたいCSVファイルの名前がわからない場合は「ファイル名」と表示されてからF3を何度か押してファイルリストへ切り替えてください。ファイルリストはflashdiskのworkフォルダを表示しています。CSVファイルをworkフォルダに保存している場合リストが表示されますのでSpace-4またはSpace-1を押してインポートしたいファイルを選択してEnterを押してください。workフォルダ以外に保存されているデータをインポートする場合はファイル管理と同じ要領でBackspaceを押してください。workフォルダから出て他のフォルダや外部メモリを選択できるので必要なファイルを選択してください。
インポートをキャンセルする場合はF3を押して「取消」を選択してEnterを押すかSpace-z(1-3-5-6)を押してください。
9.1.4.1.3 インポートしたデータをアドレス帳に追加する
CSVファイルをインポートすると「姓：未使用 １／xx」と表示されます。
F3を押すと以下の項目を切替えることができます。
1) 23種類のフィールドリスト
2) 先頭のレコードへのフィールド追加許可チェックボックス
3) 確認ボタン
4) 取消ボタン
フィールドリストでSpace-4またはSpace-1を押すと各フィールの「未使用」項目からCSVファイルのフィールド名リストへ移動することができます。
9.1.4.1.4 インポートしたデータをアドレス帳に追加する手順
アドレス帳の各フィールドに対してインポートしたCSVファイルのフィールド名を指定することでインポートしたデータを正しくアドレス帳に追加します。
1) 「姓：未使用　1／xx」と表示された状態でSpace-4を押してください。インポートしたCSVファイルのフィールド名がリストになって表示されます。アドレス帳の「姓」に対応するフィールドを選択してSpace-4-5を押してください。
2) Space-4-5を押すと次に「名：未使用　1／xx」と表示されます。「姓」と同様にSpace-4を押して対応するフィールドを選択してください。
3) 同様の方法を繰り返してアドレス帳に登録したいフィールドを指定してください。登録する必要のないフィールドは「未使用」のままで結構です。
4) 必要なアドレス帳のフィールドについてCSVファイルのフィールドを全て指定したらEnterを押してください。データがアドレス帳に登録されます。
フィールド登録の際は必ず「姓」または「会社名」を選択してください。選択
されていないと「個人名または会社名を選択してください」というメッセージが表示されインポートを完了することができません。
9.1.4.2 CSVへのエクスポート
アドレス帳のデータをCSV形式でエクスポートすることができます。
9.1.4.2.1 CSVへのエクスポートダイアログボックス
CSVへのエクスポートのダイアログボックスには以下の項目があります。
1) ファイル名エディットコンボボックス
2) 確認ボタン
3) 取消
4) ファイルリスト
F3またはSpace-F3を押すかSpace-4-5またはSpace-1-2を押すと項目を切替えることができます。
9.1.4.2.2 CSVへのエクスポートの手順
アドレス帳からCSVへのエクスポートは以下の手順で行います。
1) メインメニューの「アドレス帳」でEnterを押すかメインメニューでa(1)を押してアドレス帳を実行してください。
2) F2またはSpace-m(1-3-4)を押してアドレス帳のメニューを開いてください。
3) Space-1かSpace-4を押して｢CSVへのエクスポート｣に移動してEnterを押してください。またはアドレス帳メニューでx(1-3-4-6)を押すか、アドレス帳メニューを開いていない状態でBackspace-x(1-3-4-6)を押すと｢CSVへのエクスポート｣を実行できます。
4) 「CSVへのエクスポート」を実行するとファイル名と表示されます。エクスポートして作成するCSVファイルの名前を入力してEnterを押してください。Space-4-5またはSpace-1-2を押して「確認」ボタンに切り替えてからEnterを押してもエクスポートを実行できます。
既に存在するCSVファイルに上書きする場合は、Space-4-5またはSpace-1-2を押してファイルリストへ移動して上書きしたいCSVファイルを選択してEnterを押してください。
エクスポートをキャンセルする場合はSpace-4-5またはSpace-1-2を押して「取消」を選択してEnterを押すかSpace-z(1-3-5-6)を押してください。
9.1.5 アドレスリストのバックアップと復旧
9.1.5.1 アドレスリストのバックアップ
ハードリセットを行った場合やバッテリーの残量がなくなった場合、アドレス帳の全てのデータは消去されてしまいますので、アドレス帳のデータのバックアップはきわめて重要です。

｢アドレスリストバックアップ｣を実行するには、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを開き、Space-1かSpace-4を押して｢アドレスリストバックアップ｣まで移動し、Enterを押します。メニュー内で「u(1-3-6)」を押すか、メニューを呼び出さずにEnter-u(1-3-6)を押しても実行できます。

既にバックアップファイルがある場合は｢バックアップファイルが既に存在します。バックアップしますか？ はい｣というメッセージを読み上げます。アドレスリストを追加・修正したい場合は、新しいバックアップファイルを作成するためにここでEnterを押します。以前から保管していたバックアップファイルをそのまま保持したい場合は、Space-4を押して｢はい｣を｢いいえ｣に切替えてからEnterを押します。アドレスリストでバックアップファイルを作成すると、「dat」という拡張子の新しいバックアップファイルと「bak」という拡張子のファイルが作成されます。これは変更前の｢address.dat｣ファイルの名前を変更したものです。
9.1.5.2 アドレスリストの復旧
ハードリセット後にアドレスリストを復旧するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4かSpace-1で｢アドレスリスト復旧｣まで移動したらEnterを押すか、メニューで「r(1-2-3-5)」を押します。メニューを呼び出さずにEnter-r(1-2-3-5)を押しても実行できます。

｢アドレスリスト復旧｣を実行すると、｢アドレスファイルが既に存在します。どちらを選びますか？ 追加？｣というメッセージを読み上げます。ここでEnterを押すと、バックアップアドレスリストが現在のアドレスリストに追加されます。「上書き」と表示しられたときにSpace-4を1回押してEnterを押すと、古いバックアップファイルを消去して、新しいバックアップファイルをインストールします。例えば、アドレスリストに3個のレコードがあって、バックアップファイルには10個のアドレスがあるとします。ここで｢追加｣を選択すると、復旧した後は13個のレコードになります。「上書き」を選択すると、バックアップファイルから10個のアドレスは復旧されますが、既にあった3個のレコードは消去されてしまいます。「追加」も「上書き」もしない場合はSpace-4を再度押して「取消」でEnterを押してください。
9.1.5.3 バックアップオプション設定
アドレスリストは｢アドレスリストバックアップ｣機能を使って手動でバックアップすることができます。また、｢バックアップオプション設定｣によってアドレスリストを自動でバックアップすることもできます。｢バックアップオプション設定｣を実行するには、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-4かSpace-1を何度か押して｢バックアップオプション設定｣まで移動したらEnterを押すか、「e(1-5)」を押します。メニューを呼び出さずに、Enter-e(1-5)を押しても実行できます。

このダイアログボックスのコントロールは｢バックアップモード｣、｢確認｣、｢取消｣の3つです。コントロール間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。｢バックアップモード｣は、｢終了時常にバックアップ｣、｢マニュアルバックアップ｣、｢終了時常にバックアップ変更を表示｣の3つです。これらの切替えにはSpace-1、 BackSpace、 Space-4、 Spaceを使います。

1) ｢終了時常にバックアップ｣を選択すると、アドレス帳を終了するときに、アドレスリストの変更や他の情報を追加した場合、新しいバックアップファイルが自動的に作成されます。

2) ｢マニュアルバックアップ｣を選択すると、アドレスリストの変更があってもバックアップファイルは自動的に作成されませんが、｢アドレスリストバックアップ｣メニューを使って新しいバックアップファイルを作成できます。

3) ｢終了時常にバックアップ変更を表示｣を選択すると、アドレスリストを修正してアドレス帳を終了するときに、「バックアップを変更しますか？ はい｣というメッセージを読み上げます。ここでEnterを押すと、バックアップファイルを作成してアドレス帳を終了します。Space-4で｢いいえ｣に移動してEnterを押すと、バックアップファイルを作成せずにアドレス帳を終了します。

上記の3つの中で、選択したいボタンを読み上げたときにEnterを押すと、そのボタンが設定されます。あるいはTab(Space-4-5)を押して｢確認｣まで移動してからEnterを押しても設定できます。

バックアップモードのデフォルトは｢終了時常にバックアップ変更を表示｣です。

9.1.6 検索したレコードでのコマンド
9.1.6.1 検索したレコードでの移動 
検索したレコードでのそれぞれのフィールドとレコードの間を移動には次のキーを使います。
次のフィールド: Space-5
前のフィールド: Space-2
フィールドの最後に移動: Space-4-6
フィールドの最初に移動: Space-1-3
次のレコード: Space-4あるいは下スクロールボタン
前のレコード: Space-1あるいは上スクロールボタン
最後のレコードに移動: Space-4-5-6
最初のレコードに移動：Space-1-2-3
前のレコードの同じフィールドに移動: Space-3
次のレコードの同じフィールドに移動: Space-6
9.1.6.2 ホームページを開く
登録されたレコードにホームページアドレスやメールアドレスがある場合、そのホームページを開いたり、そのメールアドレスにメールを送信することができます。選択したレコードでSpace-4かSpace-1を押して｢ホームページ｣や｢メール｣まで移動し、Enterを押します。

｢ホームページ｣でEnterを押すと、ボイスセンスはウェブブラウザを自動的に起動して、指定したホームページを開きます。｢メールアドレス｣でEnterを押すと、ボイスセンスがメールプログラムを起動するので、メールを作成して指定したメールアドレスに送ることができます。

9.1.6.3 アドレス修正
レコード内のフィールドを編集するには、｢アドレス検索｣で編集したいレコードを検索し、Space-2かSpace-5でそのレコードまで移動したら、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、｢アドレス修正｣を選択してEnterを押します。あるいはホットキーのEnter-m(1-3-4)を押しても実行できます。実行すると、選択したアドレスの選択したフィールドに新しい情報を入力できます。修正が終わったらEnterを押します。ボイスセンスはこの変更を一時的に保存して、そのレコードの最初のフィールドを読み上げます。

変更を保存して｢アドレス修正｣を終了するには、Tab(Space-4-5)を押して｢確認｣まで移動し、Enterを押します。
変更を保存せずに｢アドレス修正｣を終了したい場合はTab(Space-4-5)を押して｢取消｣まで移動し、Enterを押します。Space-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)を押して｢アドレス修正｣を終了しても変更は保存されません。
9.1.6.4 アドレス削除
閲覧中のレコードを削除するには、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、｢アドレス削除｣まで移動したらEnterか「d(1-4-5)」を押します。あるいは削除したいレコードを読み上げているときにSpace-d(1-4-5)を押しても｢アドレス削除｣を実行できます。複数のレコードを一度に削除することもできます。以下のどちらかの方法で操作します。
1) 削除したいレコードを選択して｢削除｣コマンドで削除
削除したいレコードまで移動し、Spaceを押して選択します。選択したレコードでSpaceを再度押すと選択が取消されます。選択したレコードはDELキー(Enter-d(1-4-5))を押すと削除されます。Spaceを押して選択したレコードには、レコードの最初のフィールドである「姓:｣、「選択」と表示します。Spaceを再度押して選択を取消すと、｢選択取消｣と表示します。

2) 全てを選択して削除
アドレス帳の全てのレコードを削除したい場合は、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、「全て選択」まで移動してEnterを押します。次に、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、｢アドレス削除｣まで移動してEnterを押します。また、｢アドレス検索機能｣の使用中に、Enter-a(1)を押して全てのレコードを選択し、Space-d(1-4-5)を押しても削除できます。
ここでSpace-e(1-5)を押すと全ての選択が取消されます。
9.1.6.5 アドレス印刷
選択したアドレスを点字プリンタや墨字プリンタで印刷します。まず、印刷したいレコードを｢アドレス検索｣機能で検索し、Spaceを押して選択します。全てのレコードを印刷したい場合はEnter-a(1)を押すか、メニュー内で｢全て選択｣を実行します。点字ディスプレイでは選択されたレコードの前に｢*｣が表示されます。
印刷したいレコードを選択してSpace-m(1-3-4)かF2でメニューを呼び出し、｢アドレス印刷｣を選択してEnterを押します。あるいはホットキーのSpace-p(1-2-3-4)を押します。次に印刷するプリンタを選択します。選択できるプリンタは｢点字プリンタ｣と｢墨字プリンタ｣です。デフォルトは点字プリンタで、Spaceを押すと墨字プリンタに切替えられます。ここで再度Spaceを押すと｢取消｣になります。Spaceを押すと｢点字プリンタ｣、｢プリンタ（墨字プリンタ）｣、｢取消｣の順序で変更されます。3つの中で選択したい項目が表示されたらEnterを押します。
点字印刷にはパラレルケーブルでの接続が可能でNABCCに対応した点字プリンターが必要です。
テキスト印刷にはヒューレットパッカード社製でPCL3またはPCL4に対応したプリンターまたは、EPSON製でESC／P-Rに対応したプリンターが必要です。
9.1.6.6 アドレス帳をファイルとして保存
選択したレコードをファイルとして保存することもできます。レコードを選択する方法については9.1.6.1章をご参照ください。

選択したレコードをファイルとして保存するには、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-4かSpace-1を押して｢アドレスをファイルとして保存｣まで移動したらEnterを押します。あるいはメニューを呼び出さずにEnter-t(2-3-4-5)を押しても実行できます。

実行すると、「保存」ダイアログボックスを読み上げますので、ここでファイル名、ファイルフォーマットを選択します。ファイル名とファイルフォーマットを入力したら｢確認｣に移動してEnterを押すと、選択したレコードがファイルとして保存されます。

このダイアログボックスはワードプロセッサーの｢名前を付けて保存｣のダイアログボックスとほぼ同じです。ワードプロセッサーの｢名前を付けて保存｣との違いは、ここではデフォルトファイル名を読み上げないという点です。｢名前を付けて保存｣については5.1.4章をご参照ください。
9.1.7 Microsoft Outlookとの同期
アドレス帳はパソコン上のMicrosoft Outlookとデータ同期ができます。ボイスセンスとパソコンの接続及びActiveSyncの使用方法については16章をご参照ください。

ボイスセンスのアドレス帳とパソコン上のMicrosoft Outlookとの同期を実行するには次の順序で操作を行ってください。
1) パソコンにActiveSyncというプログラムをダウンロードしてインストールしてください。
2) ボイスセンスをパソコンにUSBケーブルで接続してください。

3) パソコンにボイスセンスを接続するとパソコンで｢パートナーシップ｣ダイアログボックスが表示されますので、「はい」を選択してEnterを押します。

4) デバイス名を入力します。パソコンのキーボードでボイスセンスと入力してください（別の名前でも構いません）。
5) ｢次へ｣ボタンを押すとパソコン上で「プログラムリスト」ダイアログボックスが開くので、｢コンタクト｣というチェックボックスをクリックしてください。他のチェックボックスはチェックしないでください。続いて、｢次へ｣ボタンをクリックします。

6) これでMicrosoft Outlookとボイスセンスのアドレス帳との同期が完了します。
9.1.8 アドレス帳でのホットキー
アドレス帳またはメニューでのフィールド間の移動
前のフィールドまたは前のメニュー項目へ移動: 上スクロールボタンまたはSpace-1
次のフィールドまたは次のメニュー項目へ移動: 下スクロールボタンまたはSpace-4
最初のフィールドまたは最初のメニュー項目へ移動: Ctrl-Homeキー (Space-1-2-3) 
最後のフィールドまたは最後のメニュー項目へ移動: Ctrl-Endキー (Space-4-5-6)
アドレス検索結果でのレコード間の移動
レコード内の前のフィールドへ移動: Space-2
レコード内の次のフィールドへ移動: Space-5
レコード内の最初のフィールドへ移動: Homeキー(Space-1-3)
レコード内の最後のフィールドへ移動: Endキー(Space-4-6)
前のレコードへ移動: Space-1
次のレコードへ移動: Space-4
最初のレコードへ移動: Space-1-2-3
最後のレコードへ移動: Space-4-5-6
前のレコードと同じフィールドに移動: Space-3
次のレコードと同じフィールドに移動: Space-6
コマンドのホットキー
アドレス追加: Enter-i(2-4)
アドレス検索: Enter-s(2-3-4)
アドレス修正: Enter-m(1-3-4)
アドレス削除: Space-d(1-4-5)
全て選択: Enter-a(1)
アドレスをファイルとして保存: Enter-t(2-3-4-5)
アドレス印刷: Space-p(1-2-3-4)
アドレスリストバックアップ: Enter-u(1-3-6)
アドレスリスト復旧: Enter-r(1-2-3-5)
バックアップオプション設定: Enter-e(1-5)
アドレスフィールド検索設定：Enter-o (1-3-5)
CSVからインポート：Backspace-i(2-4）
CSVへのエクスポート：Backspace-x(1-3-4-6)
その他のホットキー
Tab: Space-4-5
Shift-Tab: Space-1-2
取消: Space-e(1-5)またはF4
閉じる: Space-z(1-3-5-6)
9.2. 予定帳
予定帳は約束や記念日などの重要な予定を管理するプログラムです。特定の時間に約束あるいは予定を知らせる機能もあります。
予定帳には「予定追加」と「予定検索」という2つのダイアログボックスがあります。｢予定追加｣では新しい約束などの予定情報の入力ができます。｢予定検索｣では予定帳に保存された特定の予定の内容の検索及び確認ができるほか、これらの修正あるいは削除ができます。
9.2.1 予定帳の起動
オーガナイザメニューを開いて下矢印キーを押すと、「予定帳」と表示されます。そこでEnterを押すか、オーガナイザメニューを開いた状態で｢s(2-3-4)｣を押すと予定帳が起動します。
予定帳を起動すると、予定の検索ができます。
新しい予定を入力したい場合は、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、｢予定追加｣まで移動してEnterを押します。あるいは｢予定追加｣のホットキーのEnter-i(2-4)を押しても実行できます。
9.2.2 時計設定
｢予定追加｣、｢予定検索｣や｢目覚まし時計｣（目覚まし時計については14.4章をご参照ください）を使うときには時計設定が必要です。予定帳の詳しい説明の前に時計設定の方法について説明します。
日付・時刻入力には、日付と時刻を数字で直接入れる方法とショートカットキーを使って選択する方法があります。ショートカットキーについては以下にリストがありますのでご参照ください。日付と時刻を直接入れるときには、コンピュータ点字を使います。時刻は｢hh mm｣のように「時」と「分」をおのおの2桁で入力してください。例えば、10時5分は｢10 05｣となります。｢時｣と｢分｣の間にスペースまたはコロン（：）を入れることができます。 日付は｢yyyy mm dd｣のように｢年｣は4桁、｢月｣は2桁、｢日｣は2桁で入力してください。例えば、2007年7月23日は｢2007 07 23｣となります。 ｢年｣、 ｢月｣、 ｢日｣の間にスペースまたはスラッシュ（/）を入れることができます。日付・時刻設定に使えるショートカットキーは次のとおりです。
1) 日付設定キー
次の日に移動: Space-6
前の日に移動: Space-3
次の週に移動: Space-5
前の週に移動: Space-2
次の月に移動: Space-4
前の月に移動: Space-1
次の年に移動: Space-5-6
前の年に移動: Space-2-3
2) 時刻設定キー
1時間後に移動: Space-4
1時間前に移動: Space-1
10分後に移動: Space-5
10分前に移動: Space-2
1分後に移動: Space-6
1分前に移動: Space-3
9.2.3 予定追加
新しい約束などの予定を追加するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを開き｢予定追加｣を選択してEnterを押すか、「予定検索」ダイアログボックスでEnter-i(2-4)を押します。
「予定追加」ダイアログボックスには入力フィールド、｢確認｣ボタン、｢取消｣ボタンがあります。入力フィールドは｢予定開始日｣、｢予定開始時刻｣、｢予定終了日｣、｢予定終了時刻｣、｢件名｣、｢場所｣、｢メモ｣、｢アラーム時刻｣、｢定期の予定設定｣で構成されています。入力フィールド間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使ってください。｢件名｣と｢メモ｣フィールドではテキストを入力します。｢予定開始日付｣と｢予定終了日付｣、｢予定開始時刻｣、｢予定終了時刻｣フィールドでは日付と時刻を直接入力するか、9.2.2章で説明したショートカットキーを使って設定してください。
｢確認｣でEnterを押すと入力した予定情報が保存され、｢取消｣でEnterを押すと入力した内容が取消されます。
9.2.3.1 予定開始日付
予定追加を実行すると、最初に｢予定開始日付｣を読み上げます。デフォルトとしてユーティリティの｢日付/時刻設定｣で設定した日付を読み上げます。この日付を適用したい場合には、Tab(Space-4-5)を押して次のフィールドに移動します。予定開始日付を新しく入力したい場合には年/月/日の順序で入力します。詳細な日付設定は9.2.2章をご参照ください。
予定開始日付を変更した後にはTab(Space-4-5)を押して次のフィールドに移動します。｢予定開始日付｣の入力後、Enterを押すと｢件名が入力されていません｣というメッセージが出力されて｢件名?｣フィールドが現われます。
9.2.3.2 予定開始時刻
予定追加の二つめのフィールドでは予定を始める時刻の設定ができます。デフォルトとしてユーティリティの｢日付/時刻設定｣で設定した時間を読み上げます。時計が｢12時間制｣に設定されている場合には｢午前｣、｢午後｣と表示し、｢24時間制｣で設定されている場合には24時間で読み上げます。時間を変更する方法の詳しい解説は9.2.2章をご参照ください。もし｢12時間制｣に設定されている場合には、Space-x(1-3-4-6)を押して午前、午後を選択して時刻を変更してください。
｢予定開始時刻｣の入力後にはTab(Space-4-5)を押して次のフィールドに移動します。｢予定開始時刻｣入力後Enterを押すと予定が保存されます。件名が未入力の場合は｢件名が入力されていません｣というメッセージが読み上げられてから｢件名? ｣フィールドが現われます。
9.2.3.3 予定終了日付
予定追加の三つ目のフィールドでは予定が終わる日を設定することができます。 ｢予定終了日付｣では｢予定開始日付｣で入力した日付がデフォルトとして読み上げられます。デフォルトの日付を適用したい場合にはTab(Space-4-5)を押して次のフィールドに移動します。｢予定終了日付｣に新しい日付を入力したい場合には、年/月/日の順序で入力します。日付設定の詳しい方法については9.2.2章をご参照ください。
予定終了日付を変更して、Tab(Space-4-5)を押して次のフィールドに移動します。｢予定終了日付｣を入力した後でEnterを押すと予定が保存されます。件名が未入力の場合は｢件名が入力されていません｣というメッセージが読み上げられてから｢件名? ｣フィールドが現われます。
9.2.3.4 予定終了時刻
予定追加の四つ目のフィールドでは予定が終わる時間を設定することができます。｢予定終了時刻｣では｢予定開始時刻｣で設定した時間がデフォルトとして読み上げられます。時間を変更する方法は9.2.2章を参考にしてください。
予定終了時刻を入力して、Tab(Space-4-5)を押して次のフィールドに移動します。｢予定終了時刻｣を入力して、Enterを押すと予定が保存されます。件名が未入力の場合は｢件名が入力されていません｣というメッセージが読み上げられてから｢件名? ｣フィールドが現われます。
9.2.3.5 件名
予定の件名を入力します。このフィールドに入力をしないとレコードの保存ができません。件名をテキストで入力してEnterを押すと、｢メモ｣フィールドに情報がない状態で、アラーム時刻がデフォルト（予定時刻）のまま、そのレコードが保存されます。保存せずに次のフィールドの｢場所｣に移動したい場合は、Enterの代わりにTab(Space-4-5)を押します。
9.2.3.6 場所
予定の場所を入力します。このフィールドでは、予定の場所を入力した後にEnterを押すと、｢メモ｣フィールドに情報がない状態で、アラーム時刻がデフォルト（予定時刻）のまま、そのレコードが保存されます。次のフィールドに移動したい場合は、Enterの代わりにTab (Space-4-5)を押します。
9.2.3.7 メモ
予定の詳しい内容を入力します。このフィールドでは1行を超える入力ができき、｢ワードプロセッサー｣で使えるほとんどの編集コマンドを使うことができます。1行を超えて入力する場合、新しい行への移動にはEnterを使ってください。入力する必要がない場合は空欄で構いません。入力が終わったらTab(Space-4-5)を押して次のフィールドに移動します。
9.2.3.8 アラーム時刻
入力した予定を知らせる時刻を設定します。この時刻設定は、予定時刻からの相対的な時間で行います。
例えば、約束に遅れないように、予定時刻の30分前にアラームが鳴るように設定することができます。デフォルトの「予定時刻」では、予定時刻にアラームが鳴ります。
「アラーム時刻」は予定時刻設定と同じ方法で設定します。時刻は1分から23時間59分の間で設定できます。時刻の設定方法については9.2.2章をご参照ください。0に設定すると「予定時刻」と表示します。アラーム時刻を設定しない場合は、｢アラーム時刻｣が｢予定時刻｣のときにSpace-1を押すと｢アラームオフ｣と表示し、この予定の予定時刻になってもアラームは鳴りません。
｢アラーム時刻｣を設定したらEnterを押して予定を保存します。Tab(Space-4-5)を押して｢確認｣まで移動してからEnterを押しても保存できます。アラーム時刻を設定しておくと、ボイスセンスがオフの状態でも設定した時刻になるとアラームが鳴ります。鳴っているアラームを止めるにはBackSpace-Enterを押してください。
9.2.3.9 定期の予定設定
｢定期の予定設定｣は現在入力中の予定が一回だけのものでなく、定期的な予定の場合に設定します。定期の予定設定を解除したい場合には、｢定期の予定設定｣ チェックボックスを解除してEnterを押すか、Tab(Space-4-5)を押して｢確認｣ボタンまで移動してEnterを押します。チェックボックスの選択あるいは選択解除はSpaceを押して切替えます。チェックボックスが選択された状態でSpaceを押すとチェックボックスの選択が解除され、チェックボックスの選択が解除された状態でSpaceを押すとチェックボックスが選択されます。定期的な予定を予定帳に記録した場合にはチェックボックスを選択してからEnterを押すと、定期のタイプを選択するコンボボックスが現れます。定期のタイプには日、週、月、年の4種類があります。各々の設定方法と使い方は次の通りです。
9.2.3.9.1 日
定期のタイプで｢日｣を選択してTab(Space-4-5)を押して、間隔を設定するコントロールに移動します。｢間隔｣は現在設定した予定の間隔を設定するフィールドで、 1から 999までの数字を入力します。間隔に1を入力すると毎日、2を入力すると2日に一度という設定になります。間隔を設定するとき、気を付ける点は、入力した予定の終了日時と開始日時との差のほうが間隔より短くなければならないという点です。例えば、予定の開始日時が2006年2月1日 09:00で、終了日時が 2006年2月2日 12:00で設定したときに間隔を1に設定してしまうと｢予定期間は間隔より短くなければなりません｣というメッセージが読み上げられます。予定の期間が27時間で間隔が1日（24時間）となると、27時間続く予定と同じ予定が24時間後にまたあるというのはありえないことだからです。これは定期のタイプが、毎週、毎月、毎年でも同様です。
｢間隔｣を設定した後、Tab(Space-4-5)を押すと｢最終日を設定する｣ チェックボックスが現われます。デフォルトは選択解除の状態で、最終日は指定されていません。期限の設定されていない定期の予定となります。
定期の予定を設定したら、Tab(Space-4-5)を押して｢確認｣に移動します。
9.2.3.9.2 週
定期のタイプで｢週｣を選択してTab(Space-4-5)を押して、間隔を設定するコントロールに移動します。｢間隔｣は現在設定した予定の間隔を設定するフィールドで、 1から 999までの数字を入力します。間隔に1を入力すると毎週、2を入力すると二週間おきという設定になります。間隔を設定するとき、気を付ける点は、入力した予定の終了日時と開始日時との差のほうが間隔より短くなければならないという点です。
｢間隔｣を設定した後、Tab(Space-4-5)を押すと「曜日」の設定に移動します。Space-1あるいはSpace-4を使って定期の予定のある曜日を設定します。Tab(Space-4-5)を押すと｢最終日を設定する｣ チェックボックスを読み上げます。デフォルトは選択解除の状態で、最終日は指定されていません。期限の設定されていない定期の予定となります。
定期の予定を設定したら、Tab(Space-4-5)を押して｢確認｣に移動します。
9.2.3.9.3 月
定期のタイプで｢月｣を選択してTab(Space-4-5)を押して、定期のサブタイプのコントロールに移動します。｢定期のサブタイプ｣の｢日付｣は｢毎月13日｣あるいは｢2ヶ月ごとに13日｣のように予定を設定するときに使います。一方｢定期のサブタイプ｣の｢曜日｣は｢毎月第2週水曜日｣のような予定を設定するときに使います。定期のサブタイプを選択した後、Tab(Space-4-5)を押して｢間隔｣に移動します。間隔は現在設定した予定の間隔を設定するフィールドで、 1から 999までの数字を入力します。間隔に1を入力すると毎月、2を入力すると二ヶ月おきという設定になります。
｢間隔｣を設定した後、Tab(Space-4-5)を押すと定期のサブタイプごとに別のコントロールが現れます。
もし、定期のサブタイプを｢日付｣に設定した場合には、予定の日のエディットボックスが現れます。デフォルトは予定の開始日で、1から31までの数字を入力します。予定の日を設定した後、Tab(Space-4-5)を押すと｢最終日を設定する｣チェックボックスが現われます。設定方法は9.2.3.9.1章の「最終日を設定する」の指定方法と同じです。
もし、 定期のサブタイプを｢曜日｣にした場合には｢予定の週」を設定するコンボボックスが現われます。｢第1週｣、｢第2週｣、｢第3週｣、｢第4週｣、｢最終週｣の5つの項目のコンボボックスです。これで予定のある週を設定します。予定の週を選択した後、Tab(Space-4-5)を押すと予定の曜日を設定するコンボボックスが現われます。
9.2.3.9.4 年
定期のタイプで｢年｣を選択してTab(Space-4-5)を押して定期のサブタイプを指定するコンボボックスに移動します。｢定期のサブタイプ｣には｢日付｣と｢曜日｣の二つがあり、Space-1あるいはSpace-4を使って選択することができます。｢定期のサブタイプ｣を｢日付｣に設定すると｢毎年 00月 00日｣のような形式で、｢曜日｣に設定すると｢毎年 00月第2週水曜日｣のような形式で定期のタイプ予定を登録することができます。
定期のサブタイプを選択した後 Tab(Space-4-5)を押すと｢定期の予定月｣を設定するコンボボックスが現われます。｢定期の予定月｣はSpace-1あるいはSpace-4を押して1月から12月の中で一つを選択します。定期の予定月を設定した後、Tab(Space-4-5)を押すと定期のサブタイプごとに別のフィールドが現われます。
もし、定期のサブタイプを｢日付｣にした場合には｢予定の日｣を設定するフィールドが現われます。予定の日は1から31までの数字の中で一つを入力します。予定の日付を入力して、Tab(Space-4-5)を押して｢最終日を設定する｣チェックボックスに移動します。設定方法は9.2.3.9.1章の「最終日を設定する」の指定方法と同じです。
もし、定期のサブタイプを｢曜日｣にした場合には｢予定の週｣と｢予定の曜日｣を設定するコンボボックスが現われます。設定方法は9.2.3.9.2章の曜日に対する指定方法と同じです。
9.2.3.10 確認
｢確認｣でEnterを押すと入力した予定が保存されて、｢予定追加｣ダイアログボックスが閉じます。
9.2.3.11 取消
｢取消｣でEnterを押すと入力した予定が取消され、他の予定を入力するためのダイアログボックスが開きます。予定を追加しない場合は、Space-e(1-5)を押して取消してください。
9.2.4 予定検索
9.2.4.1 日付で検索
｢予定検索｣ダイアログボックスで特定の予定の検索ができます。プログラムメニューから予定帳を起動すると「予定検索」ダイアログボックスが開きます。
ダイアログボックスが開くと、ボイスセンスは検索する日付の入力を求めます。Enterを押すと、ボイスセンスは登録されている今日の予定を全て検索します。他の日付の予定を検索する場合は9.2.3.9.1章で説明した方法で日付を入力してEnterを押します。検索日に予定がない場合は「予定が登録されていません」というメッセージを読み上げます。予定が検索されると、その中で最初の予定の日付、時間、件名フィールドを読み上げます。
ある予定が数日に渡っている場合は、｢連続｣と表示します。
検索された予定に｢定期の予定｣が設定されている場合は、｢定期の予定｣と表示します。
検索日に複数の予定がある場合は、Space-1やSpace-4で予定間の移動ができます。
検索結果を読み上げているときに、その前の日や次の日の予定を確認したい場合は、Space-2かSpace-5で移動して検索します。この機能の検索範囲は日を基準として前後4ヶ月までに限定されます。　
検索された予定のうち直近の予定に移動したい場合にはSpace-1-2-3を押して、 最後の予定に移動したい場合にはSpace-4-5-6を押して移動します。
登録された予定を詳しく確認したい場合には、｢予定の日付｣、｢時刻｣、｢表題｣を読み上げたところでEnterを押します。Enterを押した後、Space-1あるいはSpace-4を押すと｢予定開始/終了日付｣、｢予定開始/終了時刻｣、｢件名｣、｢メモ｣の内容を見ることができます。予定リストに戻るにはSpace-e(1-5)を押します。
検索した予定を読み上げているときに他の予定を検索する場合は、Tab(Space-4-5)を押してください。
9.2.4.2 件名で検索
検索のエディットボックス表示中にF2またはEnter-ｍでメニューを開きSpace-1またはSpace-4・矢印キーで「検索モード変更」を指定してEnterまたはEnter-ｆを実行することで、予定検索ダイアログを日付検索と件名検索に切り替えることができます。
件名で検索を実行すると｢件名？｣というダイアログボックスが現れます。ここに検索したい件名を入力します。件名入力時には、予定追加のときに登録した内容をすべて入力しても、一部だけを入力しても検索ができます。件名内容を入力してEnterを押すと、入力した内容を含む予定をリストで読み上げます。｢件名？｣というダイアログボックスに何も入力せずにEnterを押すと、登録されたすべての予定が日付の順序で読み上げられます。
検索された予定リストでSpace-1あるいはSpace-4を押して移動しながら予定の確認もできます。また、Space-1-3あるいはSpace-4-5を押すとそのリストの最初あるいは最後に移動します。
登録された予定を詳しく確認したい場合には、確認したい予定が読み上げられたときにEnterを押します。Enterを押した後、Space-1あるいはSpace-4を押すと｢予定開始/終了日付｣、｢予定開始/終了時刻｣、｢件名｣、｢メモ｣の内容を確認できます。予定リストに戻るにはSpace-e(1-5)を押します。
ほかの内容で再検索したい場合にはTab(Space-4-5)を押して｢検索内容？｣のダイアログボックスに移動して新しい内容を入力します。
9.2.5 予定修正
予定を修正したい場合には、検索された予定リスト内で修正をしたい予定に移動します。ここでSpace-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、｢修正｣に移動してEnterを押すか、｢e(1-5)｣を押します。または検索された予定リスト内でEnter-m(1-3-4)を押します。
日付検索モードで予定修正するときには、現在検索された予定が定期の予定の場合、｢定期の予定。どのように開きますか?｣メッセージが現われます。これは検索された予定が定期の予定なので定期の予定全体を修正するか、それともこの予定だけを修正するかを問う質問です。もし、｢この予定だけ｣を選択すると検索された日付の予定だけが修正されます。｢一連の予定全て｣を選択すると定期の予定全体が修正されます。修正方式を選択してEnterを押すと予定修正ウィンドウが開かれ、各フィールドは｢予定追加｣と同じ項目が現われ、デフォルトとして初めに入力した内容が読み上げられます。修正は9.2.3章の予定追加で説明したことと同じ方法で行います。
件名検索モードで予定を修正するときに、修正したい予定が定期の予定の場合には、日付検索モードとは異なり開き方は尋ねません。｢一連の予定全て｣を選択したときと同じように、予定のすべてを変更します。
修正作業が完了すると修正直前の予定はただちに修正されます。
9.2.6 予定の削除
見つかった予定のリスト内で削除しようとする予定に移動して、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出して｢削除｣に移動してEnterを押します。またはSpace-d(1-4-5)を押します。
日付検索モードで予定を削除する場合には、当該の予定が定期の予定の場合には｢定期の予定です。どのように削除しますか?｣というメッセージが現われます。一連の定期の予定全体を削除するか、それとも検索された当該の予定だけを削除するかを選択することができます。
一方内容検索モードで予定を削除する場合には、定期の予定については一連の予定全体を削除します。
9.2.7 予定印刷
予定を検索してSpace-p(1-2-3-4)を押すか、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出して｢p(1-2-3-4)｣を押すか、または｢予定印刷｣を選択してEnterを押します。
ボイスセンスが印刷する最初の日付を確認します。デフォルトで今日の日付が表示されるので、9.2.3章で説明した方法で印刷する最初の日付を入力したら、Tab(Space-4-5)を押して印刷する最終の日付を入力するフィールドに移動し、同じ方法で日付を入力します。EnterあるいはTab(Space-4-5)を押すと、ボイスセンスが印刷するプリンタの種類を確認します。デフォルトは点字プリンタで、Spaceを押すと｢点字プリンタ｣、｢プリンタ（墨字プリンタ）｣、｢取消｣の順に変わります。｢取消｣でEnterを押すとこの機能が取消されます。「点字プリンタ」や「プリンタ」を選択してEnterを押すと印刷が始まりますが、Enterを押す前に印刷したいプリンタに正しく接続されているかを確認してください。印刷が完了するとボイスセンスは検索結果リストを表示します。
点字印刷にはパラレルケーブルでの接続が可能でNABCCに対応した点字プリンターが必要です。
テキスト印刷にはヒューレットパッカード社製でPCL3またはPCL4に対応したプリンターまたは、EPSON製でESC／P-Rに対応したプリンターが必要です。
9.2.8 予定名を付けて保存
予定帳に保存された予定を文書ファイルとして保存することができます。検索結果リストでEnter-t(2-3-4-5)を押すか、Space-m(1-3-4)かF2でメニューを呼び出して｢t(2-3-4-5)｣を押し、｢予定名を付けて保存｣を選択してEnterを押します。
ボイスセンスは保存する予定の最初と最後の日付を尋ねますので、9.2.3章で説明した方法で日付を入力してEnterやTab(Space-4-5)を押します。すると、｢ファイル保存｣ダイアログボックスが開きます。ここでファイル名とファイルフォーマットを指定します。このダイアログボックスはワードプロセッサーの｢名前を付けて保存｣ダイアログボックスと同じです。これについては5.1.4章をご参照ください。
9.2.9 予定のバックアップと復旧
9.2.9..1 予定のバックアップ
ハードリセットを行った場合かバッテリーの残量がなくなった場合、予定帳の全ての情報が失われますので、予定の追加や修正をした場合はそれをバックアップすることがきわめて重要です。
予定をバックアップするには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-1かSpace-4を押して｢予定バックアップ｣まで移動しEnterを押すか、｢u(1-3-6)｣を押します。あるいは予定帳の使用中にEnter-u(1-3-6)を押しても実行できます。
既にバックアップファイルが存在する場合は｢バックアップファイルが既にあります。バックアップしますか？ はい｣というメッセージを読み上げます。予定を修正してそれをバックアップしたい場合は、Enterを押して新しいバックアップファイルを作成します。前のバックアップファイルをそのまま保持したい場合は、Space-4を押して｢はい｣を｢いいえ｣に切替え、Enterを押します。バックアップを実行すると、「dat」という拡張子のバックアップファイルが作成されます。既に存在していたバックアップファイル(planner.dat)の拡張子は「bak」に変わります。
9.2.9.2 予定の復旧
ハードリセット後に予定を復旧したい場合は、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し｢予定復旧｣まで移動してEnterを押すか、メニューで｢r(1-2-3-5)｣を押します。あるいはメニューを呼び出さずにEnter-r(1-2-3-5)を押しても実行できます。
既に予定が入っている状態で予定復旧を実行すると、｢予定ファイルが既に存在します。どちらを選びますか？ 追加｣というメッセージを読み上げ、Enterを押すとバックアップファイルの内容が復旧されて新しく追加されます。Space-4で｢上書き｣に移動してEnterを押すと、バックアップファイルから復旧された予定が既にある予定に上書きされます。例えば、1日から3日までの予定があって、バックアップファイルには1日から5日までの予定があるとします。｢追加｣を選択して復旧を実行すると全部で8日分の予定となりますが、3日分の予定が重複します。｢上書き｣を選択して復旧を実行すると、既にあった1日から3日までの予定は削除されて、1日から5日までの予定が復旧されます。｢追加｣や｢上書き｣をしない場合は、Space-4を押して｢取消｣まで移動しEnterを押します。
9.2.9.3 バックアップオプション設定
バックアップしたいときにバックアップを実行することもできますが、｢バックアップオプション設定｣で設定を変更して自動的にバックアップすることもできます。｢バックアップオプション設定｣を実行するには、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-4かSpace-1で｢バックアップオプション設定｣まで移動してEnterを押すか、｢e(1-5)｣を押します。メニューを呼び出さずに、Enter-e(1-5)を押しても実行できます。
実行すると｢バックアップオプション設定｣ダイアログボックスを読み上げます。このダイアログボックスのコントロールは｢バックアップモード｣、｢確認｣、｢取消｣の3つで、Tab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を押して選択できます。ラジオボタン間の移動にはSpace-1、 BackSpace、 Space-4、 Spaceを使います。バックアップモードのラジオボタンは｢終了時常にバックアップ｣、｢手動バックアップ｣、｢終了時バックアップ変更を知らせる｣の3つです。
｢バックアップモード終了時常にバックアップ｣を選択すると、予定の修正や追加をして予定帳を終了した場合、自動的にバックアップファイルが作成されます。
｢バックアップモード手動｣を選択すると、予定の修正や追加してから予定帳を終了してもバックアップファイルは作成されません。このオプションを選択した場合は、直接｢予定バックアップ｣を実行してバックアップファイルを作成しなければなりません。
｢バックアップモード終了時にバックアップの確認をする｣を選択した場合は、予定の修正や追加をしてから予定帳を終了すると、｢バックアップしますか？ はい｣と表示しますので、Enterを押すとバックアップファイルが作成されて予定帳が終了します。Space-4で｢はい｣を｢いいえ｣に変更してEnterを押すと、バックアップファイルは作成されません。
上記の3つの中から選択してEnterを押すと、バックアップモードの変更が保存されます。あるいはTab(Space-4-5)を押して｢確認｣まで移動し、Enterを押します。
バックアップモードのデフォルトは｢終了時にバックアップの確認をする｣です。
9.2.10 アラームオプション設定
予定帳でSpace-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、｢アラームオプション設定｣まで移動してEnterを押すか、メニューを呼び出さずにEnter-o(1-3-5)を押して｢アラームオプション設定｣ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスにはアラームオプションリストのフィールド、｢確認｣、｢取消｣があります。アラームオプションフィールドには｢アラーム継続秒数｣、｢アラーム定期の予定間隔時間｣があります。フィールド間の移動にはSpace-4やSpace-1を使います。｢確認｣や｢取消｣への移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。
9.2.10.1 アラーム持続時間
アラームを鳴らす秒数を設定します。設定可能な時間は5秒から600秒までで、デフォルト値は30秒です。変更を保存してダイアログボックスを閉じるにはEnterを押します。
｢アラーム定期の予定間隔時間｣を設定したい場合はSpace-4を押して移動します。
9.2.10.2 アラーム定期の予定間隔時間
自動的にアラームが切れたときに、ある時間になると再びアラームを鳴らすことができます。
｢アラーム定期の予定間隔時間｣でこの時間間隔を設定します。設定可能な時間は1分から60分までで、デフォルト値は5分です。この時間を変更するには、1から60の間の数字を直接入力しEnterを押すか、Tab(Space-4-5)で｢定期の予定回数｣まで移動してEnterを押してください。
9.2.10.3 定期の予定回数
設定されたアラームは設定されたアラーム継続秒数を鳴らしてから止めた後、アラーム定期の予定間隔時間を経て、また鳴らすようになります。
｢定期の予定回数｣はこのようにアラームを鳴らす回数を設定するフィールドです。｢定期の予定回数｣は1回から10回まで指定することができます。デフォルトは3回です。設定値を変更しようとすれば1から10までの数を入力した後、Enterを押すか、Tab(Space-4-5)を押して｢確認｣まで移動してEnterを押します。
設定した定期の予定回数アラームが鳴った後、このアラームの日付と件名を読み上げます。
9.2.10.4 確認
｢確認｣でEnterを押すと、変更した値を保存して｢アラームオプション設定｣ダイアログボックスを閉じます。
9.2.10.5 取消
｢取消｣でEnterを押すか、Space-e(1-5)かSpace-z(1-3-5-6)を押すと、変更した内容を取消して、｢アラームオプション設定｣ダイアログボックスを閉じます。
9.2.11 Microsoft Outlookとの同期
ボイスセンスの予定帳はパソコンにあるMicrosoft Outlookのデータと同期することができます。この機能を使用するには、パソコンにMicrosoftのActiveSyncというソフトが導入されている必要があります。ボイスセンスとパソコンの接続及びActiveSyncの使用方法については16章をご参照ください。
Microsoft Outlookとボイスセンスの予定帳との同期を実行するには次の順序で操作を行ってください。
1) パソコンにActiveSyncをダウンロードしてインストールしてください。
2) USBケーブルを使ってボイスセンスとパソコンを接続してください。
3) パソコンが｢パートナーシップ｣ダイアログボックスを読み上げたら、パソコンで｢はい｣を選択して、｢次へ｣ボタンを押してください。
4) デバイス名を入力します。パソコンのキーボードでボイスセンスと入力してください（別の名前でも構いません）。
5) ｢次へ｣ボタンを押すとパソコン上で「プログラムリスト」ダイアログボックスを読み上げますので、｢カレンダー｣というチェックボックスを選択してください。他のチェックボックスは選択しないでください。続いて｢次へ｣ボタンを押してください。
6) Microsoft Outlookとボイスセンスの予定帳との同期が完了しました。Microsoft Outlookのカレンダーとボイスセンスの予定帳の内容をご確認ください。
9.2.12 予定帳でのホットキー
＜予定追加＞
フィールド間での移動
次のフィールドへ移動: Tab(Space-4-5)
前のフィールドへ移動: Shift-Tab(Space-1-2)
コマンド用のホットキー
予定検索: Enter-s(2-3-4)
アラームオプション: Enter-o(1-3-5)
閉じる: Space-z(1-3-5-6)    
予定バックアップ: Enter-u(1-3-6)
予定復旧: Enter-r(1-2-3-5)
バックアップオプション設定: Enter-e(1-5)
＜予定検索＞
コマンド用のホットキー
予定追加: Enter-i(2-4)
アラームオプション: Enter-o(1-3-5)
予定のバックアップ: Enter-u(1-3-6)
予定の復旧: Enter-r(1-2-3-5)
バックアップオプション設定: Enter-e(1-5)
閉じる: Space-z(1-3-5-6)
＜検索結果リストでの移動キー＞ 
予定リストでの予定間の移動
同じ日の前の予定へ移動: 上スクロールボタンまたはSpace-1
同じ日の次の予定へ移動: 下スクロールボタンまたはSpace-4
同じ日の最初の予定へ移動: Space-1-3
同じ日の最後の予定へ移動: Space-4-6
登録した全ての予定間の移動
前の予定へ移動: Space-2
次の予定へ移動: Space-5
最初の予定へ移動: Space-2-3またはSpace-1-2-3
最後の予定へ移動: Space-5-6またはSpace-4-5-6
コマンド用のホットキー
予定追加: Enter-i(2-4)
予定修正: Enter-m(1-3-4)
予定削除: Space-d(1-4-5)
アラームオプション: Enter-o(1-3-5)
予定バックアップ: Enter-u(1-3-6)
予定復旧: Enter-r(1-2-3-5)
バックアップオプション設定: Enter-e(1-5)
予定名を付けて保存: Enter-t(2-3-4-5)
予定印刷: Space-p(1-2-3-4)
＜取消＞
取消: Space-e(1-5)
最近の作業を取消します。パソコンのESCキーと同じです。
閉じる: Space-z(1-3-5-6)
予定帳を閉じます。取消ボタンとして使います。
9.3. データベース管理

データベース管理は、一つ以上のテーブルからなるデータベースを作成して、そのデータベースにデータを追加、検索する機能を提供します。
オーガナイザメニューを開いて下矢印キーを何度か押すと、「データベース管理」と表示されます。そこでEnterを押すか、オーガナイザメニューを開いた状態で｢d(1-4-5)｣を押すとデータベース管理が起動します。
一つのテーブルには一件以上のレコードが存在し、一件のレコードは一つ以上のフィールドで構成されます。各フィールドには使用者が欲しい属性を付与することができます。

データベース管理が実行されると、テーブルが登録されているかを検索し、テーブルが登録されていない場合には｢テーブルマネージャー｣ダイアログボックスを提示して、使用者が新しいテーブルをただちに登録できるようにします。テーブルが一つ以上登録されていると、登録したテーブルを対象に検索ができるように｢レコード検索｣が実行され、レコード検索のための入力ウィンドウが現れます。

レコードを検索あるいは追加中にプログラムを終了するには、Space-z(1-3-5-6)を押すか、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してからSpace-1あるいはSpace-4を押して｢閉じる｣まで移動しEnterを押します。あるいはホットキーの｢z(1-3-5-6)｣を押します。

プログラム内での主な移動キーは次のとおりです。

1) コントロール単位

次のコントロールに移動: Tab(Space-4-5)あるいはF3

前のコントロールに移動: Shift-Tab(Space-1-2)あるいはSpace-F3

2) 項目間の移動

次の項目に移動: Space-4あるいは下スクロールボタン
前の項目に移動: Space-1あるいは上スクロールボタン
3)項目選択変更

次の選択に変更: Space-4あるいはSpaceあるいは下スクロールボタン
前の選択に変更: Space-1あるいはBackSpaceあるいは上スクロールボタン
データベース管理は次のようなメニューで構成されています。メニューはSpace-m(1-3-4)またはF2を押して呼び出します。

1) テーブルマネージャー

各々のテーブルと、テーブルのレコードを構成するフィールドの作成、削除、修正などを管理します。データベース管理が実行されると、すぐに｢テーブルマネージャー｣ダイアログボックスが現れます。

2) レコード追加

作業対象のテーブルにレコードを追加します。 

3) レコード検索

作業対象のテーブルのレコードを対象に検索を行います。各フィールド単位での検索もできます。

4) 見つかったレコードリスト

テーブルで検索されたレコードリストの確認ができます。検索した当該レコード別に修正、削除などができます。もし機能を呼び出す前に何も検索された内容がない場合には｢リストなし　0/0｣のように読み上げられます。

5) データベースバックアップ
作成されたテーブルに対するデータベースをバックアップします。
6) データベース復旧
バックアップされているデータベースを復旧します。
7) バックアップオプション設定
データベースバックアップオプションを設定します。

これから各々の機能について説明します。 

9.3.1 テーブルマネージャー 
テーブルマネージャーはテーブルを追加、削除、修正できるダイアログボックスで、次のようなもので構成されています。

1) テーブル名：登録したテーブルの名前と登録されたテーブルの数を読み上げます。

2) テーブル追加：新しいテーブルを追加します。

3) テーブル修正：テーブル名リストにフォーカスされたテーブル名の変更およびテーブルの中にあるフィールドの削除および追加ができます。

4) テーブル削除：テーブル名リストにフォーカスされたテーブルを削除します。

5) 基本テーブル設定：テーブル名リストにフォーカスされたテーブルをデータベース管理が実行するときに基本テーブルとして設定します。

6) 閉じる：「テーブルマネージャー」ダイアログボックスを閉じて、「テーブルマネージャー」ダイアログボックスを呼び出す前の機能に戻ります。もし登録されたテーブルがない場合には｢テーブルマネージャー｣ダイアログボックスはそのまま消えずにビープ音がします。

各コントロール間の移動はTab(Space-4-5またはF3)あるいはShift-Tab(Space-1-2またはSpace-F3)を押して行います。

9.3.1.1 テーブル追加
テーブル追加は、テーブルを追加することのできるダイアログボックスで、「テーブル名エディットボックス」、｢登録されたフィールドリスト｣、｢フィールド追加｣、「フィールド変更」、｢フィールド削除｣、「前のフィールド」、「次のフィールド」、｢確認｣で構成されます。各コントロール間の移動はTab(Space-4-5またはF3)あるいはShift-Tab(Space-1-2またはSpace-F3)を押して行います。

名前、電話番号、住所、メモの4つのフィールドで構成された｢Addressbook｣というテーブルを追加するとします。追加する方法は次のとおりです。

1) ｢テーブルマネージャー｣ダイアログボックスでTab(Space-4-5)を押して｢テーブル追加｣ボタンまで移動しEnterを押すか、ショートカットキーの｢a｣を押します。

2) 「テーブル追加」ダイアログボックスが開かれ｢テーブル名？｣と表示します。

3) ここに｢Addressbook｣と入力してTab(Space-4-5)を押します。

4) ｢リストなし　0/0｣のように｢Addressbook｣テーブルに登録されたフィールドリストが現れます。このリストは各フィールドを追加するときに追加されたフィールドの項目を読み上げます。

5) フィールドリストでTab(Space-4-5)を押して｢フィールド追加｣に移動し、Enterを押すか、ショートカットキーの｢a｣を押します。

6) 「フィールド追加」ダイアログボックスが開いて、｢フィールド名？｣と表示します。

7) ｢名前｣と入力してTab(Space-4-5)を押します。

8) ｢フィールド型｣と表示します。Space-1あるいはSpace-4を押してエディットボックスまで移動しTab(Space-4-5)を押します。

9) ｢主キー設定｣のチェックボックスが現れます。現在設定中のフィールド名を主キーとして設定したい場合にはSpaceを押します。

10) Tab(Space-4-5)を押して｢確認｣ボタンまで移動しEnterを押します。

このようにして｢Addressbook｣というテーブルに名前フィールドが追加されます。取り消したい場合にはTab(Space-4-5)をもう一回押して｢取消｣まで移動しEnterを押します。

新しいフィールドが追加されたというメッセージを読み上げて｢登録されたフィールドリスト｣を読み上げます。｢登録されたフィールドリスト｣では｢名前（エディットボックス、pri）1/1｣と表示します。

｢主キー｣は一つのテーブルに一つのみ存在しますので追加するフィールドの中で一つだけを選択すると、残りのフィールド追加時には｢主キー設定｣のチェックボックスが現れません。

｢電話｣、「住所」、「メモ｣フィールドを登録するためには5段階から10段階までを繰り返して実行します。ただし、電話フィールドの｢フィールド型｣は｢数字｣で、｢住所｣フィールドは｢エディットボックス｣を、｢メモ｣フィールドは｢複数エディットボックス｣を選択します。

新しいフィールドの追加が終わったら、Tab(Space-4-5)を押して｢確認｣まで移動しEnterを押します。すると、｢テーブル名リスト｣にフォーカスされてから追加されたテーブルである｢Addressbook 1/1｣が現れます。

登録されたフィールド名を変更する必要があるときは、「登録されたフィールド」リストで変更したいフィールド名に移動して、ショートカットキーのm(1-3-4)かTab(Space-4-5)を押して「フィールド名変更」でEnterを押します。すると、「フィールド名？（選択されたフィールド名）」と表示されるので、そこに新しいフィールド名を入力し、Enterを押してください。
ここではフィールドの名前のみ変更できます。フィールドの属性は変更できません。
既に登録されたフィールドを削除したいときは、「登録されたフィールド」リストでSpace-1かSpace-4を押して削除したいフィールド名まで移動します。そして、Tab(Space-4-5)を繰り返し押して「フィールド削除」に移動してEnterを押すか、あるいはショートカットキーの「d」(1-4-5)を押します。
あるいはTab(Space-4-5)を押して「フィールド削除」に移動し、Enterを押しても実行できます。
テーブル内のフィールドへの操作を変更したいときには、変更したいフィールドを移動することができます。これは「登録されたフィールド」リストにいるときに実行できます。フィールド上にいるときは、「p(1-2-3-4)」か「n(1-3-4-5)」を押します。続けて、Tab(Space-4-5)で移動し、「前のフィールド」か「次のフィールド」でEnterを押します。
テーブルマネージャーのダイアログボックスを終了するにはTab(Space-4-5)を押して｢閉じる｣でEnterを押すか、Space-z(1-3-5-6)あるいはSpace-e(1-5)を押します。すると｢レコード検索｣機能に切り替わって今作成された｢Addressbook｣テーブルの最初のフィールド名である｢名前？」と表示して検索する内容の入力を待ちます。

9.3.1.2 テーブル修正
｢テーブル修正｣は登録されたテーブルを修正する機能で、｢テーブル追加｣ダイアログボックスと同じ構造です。

テーブルを修正するためにはSpace-m(1-3-4)を押すか、F2を押してメニューを呼び出し｢テーブルマネージャー｣でEnterを押すか、Enter-t(2-3-4-5)を押して｢テーブルマネージャー｣を実行します。

テーブルマネージャーが実行されると、｢テーブル名｣リストに移動します。ここでSpace-1あるいはSpace-4を押して修正したいテーブルまで移動し｢m(1-3-4)｣を押すか、Tab(Space-4-5)を押して｢テーブル修正｣でEnterを押します。

すると、当該テーブルを修正することのできるダイアログボックスが現れます。このダイアログボックスは｢テーブル追加｣ダイアログボックスと同じで、使用方法も同じです。ただし、｢テーブル追加｣と異なり、｢テーブル名｣、｢フィールド｣リストなどコントロールに既に登録した内容を読み上げます。

テーブル名を変更したい場合には｢テーブル名？（登録されたテーブル名）｣と表示したところで新しいテーブル名を入力します。

新しいフィールドを追加したい場合には｢フィールド追加｣ボタンを押して追加します。登録されたフィールドを削除するには｢登録されたフィールド｣リストでSpace-1あるいはSpace-4を押して削除したいフィールド名まで移動し、｢d(1-4-5)｣を押すか、Tab(Space-4-5)を押して｢フィールド削除｣まで移動してEnterを押します。

登録されたフィールドの順序を変更したい場合には、｢登録されたフィールド｣リストでSpace-1あるいはSpace-4を押して、変更したいフィールド名まで移動し、｢p(1-2-3-4)｣あるいは｢n(1-3-4-5)｣を押すか、Tab(Space-4-5)を押して｢前のフィールド｣あるいは｢次のフィールド｣まで移動し、Enterを押します。

｢前のフィールド｣でEnterを押すと順序が上に移動し、｢次のフィールド｣でEnterを押すと下に移動します。

登録されたフィールド名を変更したい場合には｢登録されたフィールド｣リストでSpace-1あるいはSpace-4を押して、変更したいフィールド名に移動して｢m(1-3-4)｣を押すか、Tab(Space-4-5)を押して｢フィールド修正｣まで移動し、Enterを押します。すると｢フィールド名？（選択されたフィールド名）｣と表示します。ここに新しいフィールド名を入力してEnterを押します。フィールドの名前のみ変更できます。フィールドの属性の変更はできません。

9.3.1.3 テーブル削除
｢テーブル削除｣は登録されたテーブルを削除する機能で、登録されたテーブルを削除するためにはSpace-m(1-3-4)を押すか、F2を押してメニューを呼び出し｢テーブルマネージャー｣でEnterを押すか、Enter-t(2-3-4-5)を押して｢テーブルマネージャー｣を実行します。

テーブルマネージャーが実行されると｢テーブル名｣リストにフォーカスされます。ここでSpace-1あるいはSpace-4を押して削除したいテーブルまで移動し｢d(1-4-5)｣を押すか、Tab(Space-4-5)を押して｢テーブル削除｣まで移動しEnterを押します。

すると｢テーブル削除？はい｣と表示します。削除したい場合にはここでEnterを押し、取り消したい場合にはSpaceを押して｢いいえ｣を選択しEnterを押します。

9.3.1.4 基本テーブル設定
特定のテーブルをデフォルトとして設定するとデータベース管理が実行されるときにレコード検索および追加などの基本作業の対象になります。複数のテーブルが登録された場合にはよく使われるテーブルをデフォルトとして設定しておくと便利に使うことができます。

しかし、基本作業テーブルが設定されていない場合にはデータベース管理は最後の作業対象であったテーブルを記憶して、プログラムが再び実行されるときに、最後のテーブルを作業対象として読み上げます。
登録されたテーブルの中で特定のテーブルを基本作業対象として設定するためにはSpace-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し｢テーブルマネージャー｣でEnterを押すか、Enter-t(2-3-4-5)を押してテーブルマネージャーを実行します。

テーブルマネージャーが実行されると｢テーブル名｣リストにフォーカスされます。ここでSpace-1あるいはSpace-4を押して基本作業対象として設定したいテーブルまで移動して｢s(2-3-4)｣を押すか、Tab(Space-4-5)を押して｢基本テーブル設定｣でEnterを押します。あるいは、｢テーブル名｣リストで基本作業対象として設定したいテーブルまで移動しEnterを押します。

すると、デフォルトとして設定したというメッセージを読み上げてテーブルマネージャー実行直前の位置に戻ります。

9.3.2 レコード追加
｢レコード追加｣は、テーブルに内容を入力することです。データベース管理を実行すると｢レコード検索｣が基本動作として実行されます。

ここで｢レコード追加｣に切り替えるためにはSpace-m(1-3-4)またはF2を押して｢レコード追加｣でEnterを押すか、メニューを呼び出さずにEnter-i(2-4)を押します（レコードというのは、一つのテーブルの中で存在するフィールドの集まりだと理解してください）。
例えば、｢名前｣、｢電話｣、｢住所｣、｢メモ｣というフィールドを持つ｢Addressbook｣というテーブルにレコードを追加する方法は次のとおりです。

1) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢レコード追加｣まで移動しEnterを押します。あるいはメニューを呼び出さずにEnter-i(2-4)を押します。

2) Addressbookの最初のフィールドである｢名前？｣が現れます。ここに入力したい名前を入力してTab(Space-4-5)を押します。
3) ｢電話？｣と表示します。ここに電話番号を入力します。このフィールドは数字ですので、数字とハイフンなどの一部符号しか入力できません。数字は数符なしで入力しても構いません。ハイフンの代わりにSpaceを押してもハイフンが入力されます。

4) 次にTab(Space-4-5)を押します。すると｢住所？｣と表示します。ここに住所を入力します。

5) Tab(Space-4-5)を押すと、｢メモ？｣と表示します。このフィールドは複数エディットボックスですので、入力したい内容を複数の文章として入力することができます。新しい段落を作るにはEnterを押します。

6) Tab(Space-4-5)を押します。すると｢確認｣ボタンが現れます。ここでEnterを押すと入力した内容が保存されて、一つのレコードが追加されます。もし、入力した内容を保存せず取り消したい場合にはTab(Space-4-5)をもう一回押して｢取消｣でEnterを押すか、Space-e(1-5)を押します。

レコードを追加する、あるいは取消した後では、新しいレコードを追加することができるように再び最初のフィールドである｢名前？｣にフォーカスされます。

入力中に前のフィールドに移動したい場合にはShift-Tab(Space-1-2)を押します。

レコード追加中に、レコード検索に切り替えるにはEnter-s(2-3-4)を押します。テーブルマネージャーのダイアログボックスに切り替えるためにはEnter-t(2-3-4-5)を押します。

もし新しいレコードを入力中にほかの機能に切り替えたい場合には、現在入力中のレコードを保存するか、しないかを問うメッセージが出ます。ここでSpaceあるいはBackSpaceを押して｢はい/いいえ/取消｣を選択することができます。｢はい｣を選択すると、入力中の内容が保存され、｢いいえ｣を選択すると、内容は保存されません。｢取消｣を選択すると、入力中の内容に戻ります。

9.3.3 レコード検索
レコードを追加した後で、検索するためには｢レコード検索｣を実行します。

レコード検索を実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢レコード検索｣でEnterを押すか、あるいはメニューを呼び出さずにEnter-s(2-3-4)を押します。

レコード検索が実行されると、基本作業テーブルの最初のフィールド名を読み上げます。ここで検索したい文字を入力します。もし最初のフィールドではなくほかのフィールドに移動したい場合にはTab(Space-4-5)を押してほかのフィールドに移動し検索したい文字を入力します。

検索したい文字を入力してEnterを押すと、レコードを検索し自動で｢見つかったレコードリスト｣に切り替えて検索されたレコードを｢（最初のフィールド名）：（内容）xx/yy｣のように読み上げます。ここでxxというのは検索されたすべてのレコード中の現在の位置を、yyは検索されたすべてのレコードの数を意味します。

もし検索された内容がない場合には｢見つかりません｣というメッセージを読み上げて検索語の入力ができるように最初のフィールドに戻ります。

検索されたレコードでの移動方法は次のとおりです。

1)　レコード単位での移動

次のレコード: Space-4あるいは下スクロールボタン
前のレコード: Space-1あるいは上スクロールボタン
レコードの最後に移動: Space-4-5-6

レコードの最初に移動: Space-1-2-3

前のレコードの現在と等しいフィールドに移動: Space-3
次のレコードの現在と等しいフィールドに移動: Space-6
2)　レコード内での各フィールド移動

次のフィールド: Space-5

前のフィールド: Space-2

フィールドの最後に: Space-4-6

フィールドの最初に: Space-1-3

レコード検索後、新しいレコードを検索したい場合には、Enter-s(2-3-4)を押してレコード検索に切り替えてから、再び検索したい内容を入力します。

もし、検索されたレコードを削除したい場合には、Space-1あるいはSpace-4を押して削除したいレコードまで移動し、レコード内のどのフィールドでもSpace-d(1-4-5)を押します。するとレコードを削除するかどうかを問うメッセージが現れます。ここでSpaceを押して｢はい・いいえ｣を選択した後で、Enterを押します。｢はい｣を選択してEnterを押すと削除、「いいえ」でEnterを押すと削除が取消されます。

ほかのテーブルのレコードを検索したい場合には、Enter-t(2-3-4-5)を押して｢テーブルマネージャー｣ダイアログボックスを開き、検索対象のテーブルを変更したうえで検索を実行します。

もし検索されたレコードを修正したい場合には、Space-1あるいはSpace-4を押して修正したいレコードまで移動し、レコード内のどのフィールドでもEnter-m(1-3-4)を押します。すると当該レコードが修正モードになって、レコード追加と同じダイアログボックスが開きます。各フィールドの内容はTab(Space-4-5)とShift-Tab(Space-1-2)を押して修正したいフィールドまで移動して入力します。修正した内容を保存したい場合には、内容を入力してEnterを押すか、Tab(Space-4-5)を押して｢確認｣でEnterを押します。修正を取消したい場合にはTab(Space-4-5)をもう一回押して｢取消｣まで移動しEnterを押します。

9.3.4 見つかったレコードリスト

｢見つかったレコードリスト｣は｢レコード検索｣で検索が成功した場合に自動で切り替えられます。｢レコード追加｣あるいは｢レコード検索｣でただちに｢見つかったレコードリスト｣に移動したい場合には、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢見つかったレコードリスト｣でEnterを押します。あるいはメニューを呼び出さずにEnter-r(1-2-3-5)を押します。

9.3.5 データベースバックアップ
ハードリセットを行った場合やバッテリーの残量がなくなった場合、データベースの全てのデータは消去されてしまいますので、データベースのデータのバックアップはきわめて重要です。
｢データベースバックアップ｣を実行するには、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-1かSpace-4を押して｢データベースバックアップ｣まで移動し、Enterを押します。メニュー内で「u(1-3-6)」を押すか、メニューを呼び出さずにEnter-u(1-3-6)を押しても実行できます。
既にバックアップファイルがある場合は｢バックアップファイルがすでに存在します。バックアップしますか？ はい｣というメッセージを読み上げます。データベースを修正したことがある場合は、新しいバックアップファイルを作成するためにここでEnterを押します。以前から保管していたバックアップファイルをそのまま保持したい場合は、Space-4を押して｢はい｣を｢いいえ｣に切替えてからEnterを押します。データベース管理を使用してバックアップファイルを作るとsdfという拡張子のファイルが作成されます。バックアップファイルは「UserDatabase.sdf」という名前になります。
9.3.6 データベース復旧
ハードリセット後にデータベースを復旧するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4かSpace-1で｢データベース復旧｣まで移動したらEnterを押すか、メニューで「o(1-3-5)」を押します。メニューを呼び出さずにEnter-o(1-3-5)を押しても実行できます。
｢データベース復旧｣を実行すると、｢データベースがすでに存在します。復旧しますか？はい｣というメッセージを読み上げます。ここでEnterを押すと、古いバックアップファイルを消去して、新しいバックアップファイルをインストールします。復旧しない場合はSpace-4を再度押して「いいえ」でEnterを押してください。
9.3.7 バックアップオプション設定
データベースは｢データベースバックアップ｣機能を使って手動でバックアップすることができます。また、｢バックアップオプション設定｣によってデータベースを自動でバックアップすることもできます。｢バックアップオプション設定｣を実行するには、Space-m(1-3-4)かF2を押してメニューを呼び出し、Space-4かSpace-1を何度か押して｢バックアップオプション設定｣まで移動したらEnterを押すか、「e(1-5)」を押します。メニューを呼び出さずに、Enter-e(1-5)を押しても実行できます。
実行するとダイアログボックスを読み上げます。このダイアログボックスのコントロールは｢バックアップモード｣、｢確認｣、｢取消｣の3つです。コントロール間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。｢バックアップモード｣は、｢終了時に常にバックアップ｣、｢マニュアルバックアップ｣、｢終了時に常にバックアップ変更を表示｣の3つです。これらの切替えにはSpace-1、BackSpace、Space-4、Spaceを使います。
1) ｢終了時に常にバックアップ｣を選択すると、データベース管理を終了するときに、データベースの変更や他の情報を追加した場合、新しいバックアップファイルが自動的に作成されます。
2) ｢マニュアルバックアップ｣を選択すると、データベースの変更があってもバックアップファイルは自動的に作成されませんが、｢データベースバックアップ｣メニューを使って新しいバックアップファイルを作成できます。
3) ｢終了時に常にバックアップ変更を表示｣を選択すると、データベースを修正してデータベース管理を終了するときに、「バックアップを変更しますか？ はい｣というメッセージを読み上げます。ここでEnterを押すと、バックアップファイルを作成してデータベース管理を終了します。Space-4で｢いいえ｣に移動してEnterを押すと、バックアップファイルを作成せずにデータベース管理を終了します。
上記の3つの中で、選択したいボタンを読み上げたときにEnterを押すと、そのボタンが設定されます。あるいはTab(Space-4-5)を押して｢確認｣まで移動してからEnterを押しても設定できます。
バックアップモードのデフォルトは｢終了時に常にバックアップ変更を表示｣です。
9.3.8 データベース管理のホットキー

レコード追加: Enter-i(2-4)

レコード検索: Enter-s(2-3-4)

テーブルマネージャー: Enter-t(2-3-4-5)

見つかったレコードリスト: Enter-r(1-2-3-5)

データベースバックアップ:  Enter-u(1-3-6)
データベース復旧: : Enter-o(1-3-5)
バックアップオプション設定: Enter-e(1-5)
コントロール単位

次のコントロールに移動: Tab(Space-4-5)あるいはF3

前のコントロールに移動: Shift-Tab(Space-1-2)あるいはSpace-F3

項目移動単位

次の項目に移動: Space-4あるいは下スクロールボタン
前の項目に移動: Space-1あるいは上スクロールボタン

質問ボックスの選択変更

次の選択に変更: Space-4あるいはSpaceあるいは下スクロールボタン
前の選択に移動: Space-1あるいはBackSpaceあるいは上スクロールボタン
検索されたレコード内での移動
次のレコード: Space-4あるいは下スクロールボタン
前のレコード: Space-1あるいは上スクロールボタン
レコードの最後に移動: Space-4-5-6

レコードの最初に移動: Space-1-2-3
前のレコードの現在と等しいフィールドに移動: Space-3
次のレコードの現在と等しいフィールドに移動: Space-6
次のフィールド: Space-5

前のフィールド: Space-2

フィールドの最後に移動: Space-4-6

フィールドの最初に移動: Space-1-3
10.ウェブツール

ウェブツールではウェブコンテンツの検索やダウンロードに使用する機能を使用できます。

ウェブツールは、ウェブブラウザ・クイックブラウザ・Google検索・RSSリーダの4つの機能で構成されています。

ボイスセンスのメインメニューでSpace-4を何度か押して｢ウェブツール｣と表示したらEnterを押してください。あるいはプログラムメニューで｢b(1-2)｣を押してください。ウェブツールを実行します。

以下の章でウェブツールの各機能を詳しく説明します。
10.1. ウェブブラウザ

ボイスセンスのウェブブラウザを使うことで、いつでもどこでも、インターネットのウェブサイトにアクセスして情報を得ることができます。外出先での時刻表の検索からナイーブネットデータの検索とダウンロード、ブログへの投稿などと幅広く活用することができます。
ウェブツールメニューを開くと、「ウェブブラウザ」と表示されます。そこでEnterを押すか｢b(2)｣を押すとアドレス帳が起動します。
また、プログラムメニューでSpace-w(2-3-5-6)を押すと、コンピュータエディットボックスが開きます。ここで閲覧したいページのURLを入力してEnterを押すと、ボイスセンスは、自動的にウェブブラウザまたはクイックブラウザを起動し、そのページを開いて読み上げます。自動的に起動するブラウザの種類はオプションメニューの「既定のブラウザ」で設定できます。詳しくは3.8.2.39章をご参照ください。
ウェブブラウザを起動すると、ウェブブラウザに登録されたホームページを検索して読み上げます。ウェブブラウザはSSL 120と3.0をサポートします。詳しい内容及び使用方法については以下で説明します。

10.1.1 ファイル

ウェブブラウザを起動し、Space-m(1-3-4)またはF2を押してウェブブラウザメニューを呼び出すと｢ファイル｣と表示しますので、Enterを押してファイルメニューに入ってください。ファイルメニューのサブメニュー間の移動にはSpace-4かSpace-1を使います。次はファイルメニューのサブメニューについて説明します。
10.1.1.1 URLを開く

Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、ファイルメニューでEnterを押すと、｢URLを開く｣というサブメニューが最初に読み上げられます。ここでEnterを押して｢URLを開く｣エディットボックスを開きます。メニューを呼び出さずにEnter-u(1-3-6)を押しても、このエディットボックスを開くことができます。

｢URLを開く｣を実行すると、アドレスを入力するためのエディットボックスが開いて、現在のページのURLを読み上げますので、接続したいページのURLをコンピューター点字で直接入力して（例：www.yahoo.co.jp）、Enterを押します。

以前に入力したURLは、Space-4で呼び出すことができます。Space-1かSpace-4で開きたいURLまで移動してEnterを押すと、そのページへ移動します。
ボイスセンスが、入力したURLのページに接続できず、｢進行中｣とだけ表示する場合は、BackSpace-Enterを押して接続を中止できます。接続を中止すると、｢URLを開く｣が改めて読み上げられます。
10.1.1.2 開く

Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、ファイルメニューでEnterを押します。次にSpace-4で｢開く｣メニューまで移動してEnterを押すと、｢開く｣ダイアログボックスが開きます。ウェブブラウザでEnter-o(1-3-5)を押しても、このダイアログボックスを開くことができます。

「開く」ダイアログボックスは「ファイルリスト」、「ファイル名」、「ファイルの種類」、「確認」、「取消」のコントロールで構成されています。コントロール間の移動にはTab(space-4-5)またはShift-Tab(Space-1-2)を押します。「開く」ダイアログボックスを実行すると「ファイル名」と読み上げます。開きたいファイル名を入力してEnterを押すか「ファイルリスト」から開きたいファイルを選択してEnterを押すと実行されます。
初期設定では「/flashdisk/download」フォルダが指定されています。この設定はファイル管理と同様に変更することができます。
ファイルの種類には「*.*」、「htm」、「html」の3種類があります。初期設定は「*.*」です。「*.*」はファイルリストですべてのファイル形式を表示することを意味しています。「ファイルの種類」はSpace-1またはSpace-4を押すことで切り替えることができます。
現在指定されている保存先はSpace-3-4を押すと確認することができます。このコマンドは「名前を付けて保存」、「お気に入りに追加」、「お気に入りリスト」にて使用することができます。
10.1.1.3 名前を付けて保存

Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、ファイルメニューでEnterを押します。次にSpace-4で｢名前をつけて保存｣まで移動してEnterを押すと、｢名前をつけて保存｣ダイアログボックスが開きます。ウェブブラウザでメニューを呼び出さずにSpace-s(2-3-4)を押しても、このダイアログボックスを開くことができます。

ダイアログボックスで新しいファイル名を入力してEnterを押し、新しいファイルとして保存すると、閲覧中のページを保存することができます。これはワードプロセッサーでの｢名前を付けて保存｣と似ています。
「名前を付けて保存」ダイアログボックスは「ファイル名」エディットコンボボックス、「ファイルの種類」コンボボックス、「確認」ボタン、「取消」ボタンと「ファイルリスト」のコントロールで構成されています。コントロール間の移動にはTab(space-4-5)またはShift-Tab(Space-1-2)を押します。
「名前を付けて保存」を実行した場合の最初の項目は「ファイル名」エディットコンボボックスです。このエディットボックスでファイル名を入力することができます。
点字ディスプレイに編集するファイル名を表示させたい場合はカーソルキーを使用して編集したい位置までカーソルを移動してください。また「：」はファイル名に使用できません。ファイル名に「：」が使われている場合は削除しなくてはなりません。
既存のファイル名を選択して保存したい場合はTab(Space-4-5)またはShift-Tab(Space-1-2)を押して「ファイルリスト」へ移動してください。初期設定ではflashdiskのdownloadフォルダに移動します。上の階層へ移動する場合はBackSpaceを押してください。フォルダの中に入りたい場合はフォルダ名でEnterを押してください。複数のフォルダがある場所ではSpace-1やSpace-4を押すとフォルダ間を移動することができます。
「ファイルの種類」コンボボックスは「ファイル名」の次にある項目です。「ファイル名」でSpace-4-5を押すと移動することができます。使用できるファイルの種類は「htm」、「html」、「brl」、「brf」、「txt」形式のファイルです。Space-1かSpace-4を押してこれらのファイル形式から使用したい形式を選択して使用します。
Tab(Space-4-5)を押すと「確認」ボタンへ移動します。そこでEnterを押すとファイル名を付けて、形式を指定した状態で保存されます。さらにTabを押すと「取消」ボタンへ移動します。ここでEnterを押すと「名前を付けて保存」を取消します。
選択を取消したい場合は、Tab(Space-4-5)を再度押して｢取消｣まで移動し、Enterを押します。あるいは、Space-eかSpace-zを押します。

10.1.1.4 URLをコピー
これは閲覧中のページのURLをコピーする機能です。この機能を使用するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、ファイルメニューでEnterを押します。次にSpace-4で｢URLコピー｣に移動してEnterを押すと、URLがクリップボードにコピーされます。または、BackSpace-d(1-4-5)を押すとメニューを呼び出さなくともURLをコピーすることができます。クリップボードにコピーしたURLは、文書などにテキストとして貼り付けることができます。

10.1.1.5 リンクアドレスをコピー

これは閲覧中のページのリンクをコピーする機能です。例えば、Tab(Space-4-5)を押してリンクへ移動し、｢リンクアドレスをコピー｣を実行すると、そのリンクがクリップボードにコピーされます。

この機能を実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、ファイルメニューでEnterを押します。次にSpace-4で｢リンクアドレスをコピー｣へ移動してEnterを押します。Enterを押すと、選択したリンクがクリップボードにコピーされます。 または、BackSpace-l(1-2-3)を押すとメニューを呼び出さなくともリンクアドレスをコピーすることができます。クリップボードにコピーした内容は、文書などにテキストとして貼り付けることができます。

10.1.1.6 ページ情報

｢ページ情報｣では、閲覧中のページにあるテーブル、リンク、コントロールの数を読み上げます。

この機能を実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢ファイル｣でEnterを押します。次にSpace-4で｢ページ情報｣まで移動してEnterを押すか、ファイルメニュー内で｢i｣を押します。
10.1.1.7 閉じる

これはウェブブラウザを終了して、プログラムリストに戻るときに使います。ウェブブラウザを終了するには、ウェブブラウザの実行中にSpace-z(1-3-5-6)を押すか、ファイルメニューで｢閉じる｣まで移動してEnterを押します。

10.1.2 読み上げ

｢読み上げ｣メニューは、ページを読むときに使います。これを実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢読み上げ｣メニューまで移動してEnterを押すか、｢r｣を押します。

読み上げメニューには、次の3つのサブメニューがあります。

1) 先頭からカーソルまで読み上げ

2) カーソルから最後まで読み上げ

3) 自動スクロール

サブメニュー間の移動にはSpace-4かSpace-1を使い、選択したメニューを実行するにはEnterを押します。

10.1.2.1 先頭からカーソルまで読み上げ

現在のページの先頭からカーソルがある位置まで読み上げる機能です。この機能を実行するには、｢読み上げ｣メニューのサブメニューである｢先頭からカーソルまで読み上げ｣でEnterを押すか、ページを開いてBackSpace-g(1-2-4-5)を押します。

読み上げの途中で読み上げを中止する場合は、BackSpace-Enterを押します。

10.1.2.2 カーソルから最後まで読み上げ

現在のページのカーソルがある位置から最後まで読み上げる機能です。この機能を実行するには、｢読み上げ｣メニューのサブメニューである｢カーソルから最後まで読み上げ｣でEnterを押すか、ページを開いてEnter-g(1-2-4-5)を押します。

読み上げの途中で読み上げを中止する場合は、BackSpace-Enterを押します。

10.1.2.3 自動スクロール

現在のページのカーソルの位置から最後までスクロールする機能です。この機能を実行するには、｢読み上げ｣メニューのサブメニューである｢自動スクロール｣でEnterを押します。 

また、上スクロールボタンと下スクロールボタンを押すことで点字表示の自動スクロールを切り替えることができます。
自動スクロール中にこの機能を中止するには、BackSpace-Enterを押します。この機能を実行すると、点字ディスプレイと液晶ディスプレイが音声出力と同期します。
スクロール速度を速くするにはSpace-6を、遅くするにはSpace-3を押します。

10.1.3 編集
「編集」メニューはウェブページの一部分をコピーしたり、クリップボードに貼り付けたりするときに使います。これを実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2でメニューを呼び出して「編集」メニューまで移動してEnterを押すか、「e(1-5)」を押します。
10.1.3.1 ブロック選択開始
この機能はウェブページのコントロールでは使えませんが、テキストやエディットボックスで使うことができます。ブロックが設定されたリンクでは使えませんが、テキストや掲示板のエディットボックスでブロック選択することができます。
この機能を実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で「編集」メニューまで移動し、選択開始位置でEnterを押します。そして「選択開始」と表示したらEnterを押します。続けて、ブロック選択の終点に移動します。また、メニューを呼び出さずにEnter-b(1-2)を押すだけでブロックの開始地点をセットすることができます。
10.1.3.2 コピー
ウェブページ内でブロック選択した部分をウェブページ内のエディットボックスやワードドキュメント、あるいは他のプログラムのエディットボックスにコピーすることができます。
ブロック選択した部分をコピーするには、Space-m(1-3-4)またはF2でメニューを呼び出し、Space-4で「編集」メニューまで移動してEnterを押します。続けて、Space-4を押して「コピー」まで移動してEnterを押します。また、Enter-c(1-4)を押してもコピーが実行されます。
10.1.3.3 クリップボードに追加
ウェブページの様々な部分をコピーしてクリップボードに貼り付けておくことができ、また貼り付けておいた部分をエディットボックスや他のプログラムに一度でコピーすることができます。
ウェブページで選択した箇所を貼り付けるには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で「編集」メニューまで移動してEnterを押します。続けて、Space-4を押して「クリップボードに追加」まで移動してEnterを押します。また、Enter-p(1-2-3-4)を押してもコピーが実行されます。
10.1.4 移動

｢移動｣メニューを実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で「移動」メニューまで移動してEnterを押します。次は｢移動｣メニューのサブメニューについて説明します。

10.1.4.1 ホームページへ移動

ウェブブラウザを起動したときに最初に接続して表示されるページを｢ホームページ｣と呼びます。気に入ったページを｢ホームページ｣として設定することができ、一度設定すれば、ウェブブラウザを起動するたびにそのページに接続して読み上げます。
デフォルトは｢www.extra.co.jp｣です。他のページの閲覧中にホームページへ移動するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押して、Space-4で｢移動｣メニューまで移動したらEnterを押します。｢移動｣メニューの最初のサブメニューである｢ホームページへ移動｣でEnterを押すと、ホームページを読み上げます。また、ウェブブラウザの起動した状態でBackSpace-h(1-2-5)を押すとメニューを開かなくてもホームページを確認することができます。
10.1.4.2 前のページに移動

｢前のページ｣とは現在表示中のページを表示する前に表示したページのことです。例えば、ウェブブラウザを最初に起動すると、デフォルトのホームページであるエクストラのページを読み上げます。Googleのページ（www.google.co.jp）へ移動したとします。ここで｢前のページへ移動｣を実行すると、エクストラのページに移動します。エクストラのページは、Googleのページの前のページということになります。
｢前のページへ移動｣を実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢移動｣メニューまで移動してEnterを押します。次にSpace-4で｢前のページへ移動｣まで移動してEnterを押します。あるいは、BackSpace-p(1-2-3-4)を押すか、BackSpaceとSpace-3を同時に押します。

ウェブブラウザを起動して最初のページを閲覧したときには、そのページが最初のページで前のページはありませんので、このコマンドを実行しても動作しません。

10.1.4.3 次のページに移動

複数のページを開いていると、現在のページから前のページや次のページに移動する場合があります。

例えば、ウェブブラウザを起動してホームページに接続してからYahoo! JAPANのページへ移動し、さらにGoogleのページへ移動したとします。この場合、Yahooのページの次のページはGoogleのページとなります。

｢次のページへ移動｣を実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢移動｣メニューまで移動したらEnterを押します。次にSpace-4で｢次のページへ移動｣まで移動してEnterを押します。あるいは、BackSpace-n(1-3-4-5)を押すか、BackSpaceとSpace-6を同時に押します。

最後のページでこのコマンドは実行しても動作しません。

10.1.4.4 前の見出しに移動

現在の位置の前にある見出しへ移動するときに使います。この機能を実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢移動｣を選択してEnterを押します。次にSpace-4で｢前の見出しへ移動｣まで移動してEnterを押します。あるいはサブメニュー内で｢u(1-3-6)｣を押します。

ページの閲覧中に、メニューを呼び出さずにBackSpace-b(1-2)を押しても実行できます。

10.1.4.5 次の見出しに移動

現在の位置の次にある見出しへ移動するときに使います。この機能を実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢移動｣を選択してEnterを押します。次にSpace-4で｢次の見出しへ移動｣まで移動してEnterを押します。あるいは、サブメニュー内で｢d(1-4-5)｣を押します。

ページの閲覧中に、メニューを呼び出さずにBackSpace-f(1-2-4)を押しても実行できます。
10.1.4.6 前のテキストに移動

ページの閲覧中に前のテキストへ移動するときに使います。｢前のテキストへ移動｣は次の手順で実行できます。

1) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出します。

2) Space-4を押して｢移動｣メニューまで移動します。

3) ｢移動｣メニューでEnterを押します。

4) Space-4を何度か押して｢前のテキストへ移動｣まで移動します。

5) ｢前のテキストへ移動｣でEnterを押します。

ページの閲覧中にSpace-1-2-4-5-6を押しても前のテキストへ移動できます。

10.1.4.7 次のテキストに移動
ページの閲覧中に次のテキストへ移動するときに使います。｢次のテキストへ移動｣は次の手順で実行できます。

1) Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出します。

2) Space-4を押して｢移動｣メニューまで移動します。

3) ｢移動｣メニューでEnterを押します。

4) Space-4を何度か押して｢次のテキストへ移動｣まで移動します。

5) ｢次のテキストへ移動｣でEnterを押します。

ページの閲覧中にSpace-2-4-6を押しても次のテキストへ移動できます。

10.1.4.8 更新

ネットワークの問題などでページが正常に開けない場合や、現在のページを更新したい場合は、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢移動｣を選択してEnterを押します。次にSpace-4で｢更新｣まで移動してEnterを押します。あるいはEnter-r(1-2-3-5)を押します。

10.1.4.9 履歴

｢履歴｣はこれまでに閲覧したウェブサイトのアドレスのリストです。｢履歴｣を実行すると、ボイスセンスは履歴リスト内のページのタイトルを読み上げます。読み上げられたタイトルに該当するURLを確認するにはSpace-i(2-4)を押します。
例えば、以前にwww.google.co.jpを閲覧したとすると、履歴には｢Google｣と表示します。

履歴リストを利用してYahoo! JAPANのページを検索するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢移動｣メニューまで移動してEnterを押します。次にSpace-4で｢履歴｣まで移動してEnterを押します。ウェブブラウザの使用中にEnter-h(1-2-5)を押しても履歴リストが開きます。

履歴リストを読み上げたら、Space-4かSpace-1を押して閲覧したいページのタイトルまで移動します。履歴リストにタイトルでなくページのアドレスを表示するにはSpace-i(2-4)を押します。Space-4を押すと再びタイトル表示になります。開きたいページのタイトルまで移動してEnterを押すと、そのページに接続できます。

履歴リストから不要な項目を削除する場合は、履歴リスト上のその項目まで移動してSpace-d(1-4-5)を押します。

履歴リストの最大項目数は300です。項目数が300を超えると、一番古い項目から削除されて、新しい項目が最初の項目として追加されます。

10.1.4.10 検索

これはワードプロセッサーの検索機能と似た機能です。｢検索｣ダイアログボックスは閲覧中のページで単語を検索するときに使います。
｢検索｣メニューを実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢移動｣メニューまで移動してEnterを押します。次にSpace-4で｢検索｣まで移動してEnterを押します。あるいは、ウェブブラウザの使用中にSpace-f(1-2-4)を押します。

｢検索｣を実行すると、テキストの入力ができるエディットボックスと検索方向の選択ができるダイアログボックスが開きます。他のダイアログボックスと同じように、各コントロール間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。検索したい単語を入力し、検索方向を選択してEnterを押すと、ボイスセンスは入力した単語を検索して、カーソルをその位置へ移動します。
デフォルトの検索方向は｢次へ｣です。この設定では、カーソルがある位置からページの終わりの方向に検索していきます。検索方向を｢前へ｣に変更したい場合は、｢前へ｣を選択してEnterを押します。ここで選択した検索方向は、再び検索方向を変更する前まで、あるいはウェブブラウザを閉じる前まで変わりません。

10.1.4.11 再検索

これは選択した検索方向で入力済の単語を再検索する機能です。｢再検索｣を実行するには、Space-m(1-3-4)、またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を押して｢移動｣を選択してEnterを押します。Space-4を押して｢再検索｣まで移動してEnterを押します。あるいは、ウェブブラウザの使用中にEnter-f(1-2-4)を押しても実行できます。
｢再検索｣を実行すると、｢検索｣ダイアログボックスで入力した単語を検索しますので、｢再検索｣ダイアログボックスには文字入力用のエディットボックスはありません。他のキーワードを検索したい場合は、｢検索｣を実行してください（10.1.4.10章をご参照ください）。
10.1.4.12 リンクリスト

これは閲覧中のページにあるすべてのリンクをリスト表示する機能です。この機能を実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢移動｣を選択してEnterを押します。次にSpace-4で｢リンクリスト｣まで移動してEnterを押します。あるいは、ウェブブラウザの使用中にBackSpace-i(2-4)を押します。

この機能を実行すると、｢リンクリスト｣ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスには、｢リンクリスト｣、｢リンクを開く｣、｢リンクに移動｣、｢取消｣があります。これらのコントロール間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。｢リンクリスト｣内の移動にはSpace-4かSpace-1を使います。

｢リンクリスト｣内で選択したページへ移動したい場合は、｢リンクリスト｣で選択したいリンクまでSpace-4かSpace-1で移動してEnterを押します。あるいは、Space-4-5かSpace-1-2で｢リンクを開く｣まで移動してEnterを押します。

リンクリストで選択したリンクの位置まで移動したい場合は、Space-4-5で｢リンクに移動｣を選択してEnterを押します。

ダイアログボックスを閉じるには、｢取消｣まで移動してEnterを押します。あるいは、Space-z(1-3-5-6)かSpace-e(1-5)を押します。

10.1.5 お気に入り

｢お気に入り｣まで移動するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4を何度か押して｢お気に入り｣まで移動したらEnterを押します。頻繁に閲覧するページがある場合、そのページのアドレスを｢お気に入り｣リストに追加しておけば、後で閲覧するときにそのリストから選択して閲覧することができます。

10.1.5.1 ホームページとして登録

｢ホームページ｣とは、ウェブブラウザを起動したときに自動的に接続されるページで、どのページでも｢ホームページ｣として登録することができます。

｢ホームページ｣を設定するには、まずホームページとして登録したいページを開きます。そのページを読み上げているときに、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢お気に入り｣まで移動してEnterを押すか、メニューを呼び出さずにEnter-s(2-3-4)を押すと、｢ホームページとして登録｣というメッセージを読み上げます。現在表示しているページをホームページとして登録すると、ボイスセンスは｢登録されました｣と知らせて、現在のページを読み上げます。
10.1.5.2 お気に入り追加

閲覧中のページを｢お気に入り｣に追加することができます。｢お気に入り｣にページを追加するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢お気に入り｣まで移動してEnterを押します。次にSpace-4で｢お気に入りに追加｣まで移動してEnterを押します。あるいは、ウェブブラウザの使用中に、メニューを呼び出さずにBackSpace-a(1)を押しても実行できます。

｢お気に入りに追加｣ダイアログボックスには、現在のお気に入りファイルとフォルダを含んだお気に入りリストを示すリストボックス、ページアドレスを入力するためのエディットボックス、確認ボタン、取消ボタンがあります。各項目間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。

｢お気に入りに追加｣を実行すると、最初にエディットボックスが開きます。このエディットボックスで、閲覧中のページのタイトルの入力ができます。入力したタイトルには｢.url｣という拡張子が自動的に付加されます。
お気に入りのタイトル名だけ編集したい場合は一番左のタッチカーソルキーを押してください。現在のタイトル名が点字ディスプレイに表示されます。編集したいか所のカーソルキーを押して編集してください。もちろん、「：」は使用することができません。
お気に入りリストは｢/flashdisk/favorite｣というデフォルトフォルダに保存されます。これは最上位フォルダなので、このフォルダより上位にフォルダを作成することはできません。他のフォルダを作成したい場合は、このフォルダの下にサブフォルダを作成してください。サブフォルダの作成方法については4.2.9章「新規フォルダ」をご参照ください。

新しく作成したフォルダにお気に入りリストを追加するには、Shift-Tab(Space-1-2)を押し、Space-1かSpace-4でそのフォルダまで移動してEnterを押します。

10.1.5.3 お気に入りリスト

お気に入りリストの内容を確認することができます。また、リスト内のタイトルのコピー、削除及び名称変更もできます。

Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢お気に入り｣まで移動してEnterを押します。次にSpace-4で｢お気に入りリスト｣へ移動してEnterを押します。あるいは、ウェブブラウザの使用中にメニューを呼び出さずにEnter-l(1-2-3)を押しても実行できます。

実行すると、「お気に入りリスト」ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスには、お気に入りリスト、タイトル入力用のエディットボックス、確認ボタン、取消ボタンがあります。各項目間の移動には、Tab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。

お気に入りリストダイアログボックスが開くと、最初にエディットボックスを読み上げ、ウィンドウ内に｢名前：｣と表示します。ここで、以前に入力したタイトル名を入力してEnterを押すと、そのページに移動できます。入力したタイトル名と同じタイトルがお気に入りリストに登録されていない場合、ボイスセンスは｢無効な名前｣と知らせて、エディットボックスに戻ります。入力したタイトル名と同じタイトルがお気に入りリストにある場合は、ボイスセンスはそのページへ移動します。

正確なタイトル名を覚えていない場合は、次の方法でお気に入りに登録されたタイトルの検索ができます。

エディットボックスを読み上げているときに、Shift-Tab(Space-1-2)を押して｢お気に入りリスト｣へ移動すると、ボイスセンスはお気に入りリストを読み上げます。ここでSpace-4かSpace-1でリスト内のフォルダ、ファイル間を移動して検索し、閲覧したいウェブサイトのタイトルでEnterを押します。リスト上のフォルダは引用符に囲まれて読み上げられています。フォルダ上でEnterを押すと、そのフォルダが開きます。

お気に入りリストでは「ファイルの種類」コンボボックスで指定された種類のファイルしか表示されません。複数の種類のファイルを表示させたい場合はTab(space-4-5)を押して「ファイルの種類」コンボボックスへ移動して、「*.*」を選択してください。「*.*」はすべての種類のファイルを表しています。
お気に入りリスト内のタイトルの編集もできます。タイトル名を読み上げているときに、次のようなホットキーを押して編集したいテキストを入力します。

名前の変更: Enter-r(1-2-3-5)

コピー: Enter-c(1-4)

貼り付け: Enter-v(1-2-3-6)

新規フォルダ: Enter-f(1-2-4)

切り取り: Enter-x(1-3-4-6)

削除: Space-d(1-4-5)

お気に入りリスト内には、このような編集メニューはありません。

10.1.6 オプション
「オプション」メニューでは、ウェブページのタイプを選択して閲覧することができます。
「オプション」メニューを実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で「オプション」メニューまで移動してEnterを押します。また、ウェブブラウザ起動中にBackSpace-o(1-3-5)を押しても実行します。
10.1.6.1 ページスタイル
「オプション」メニューを実行するとオプションダイアログボックスが開き、「ページスタイル：Windows CE」と読み上げます。スペースキーを押して、Windows XP、Windows CE、ポケットPCの中から選択することができます。
あなたが実行したいタイプを選んだ後でEnterを押すと「オプション」ダイアログボックスが閉じられ、ボイスセンスは選択したタイプのウェブページを開きます。
10.1.6.2 既読リンクを表示する
一度アクセスした既読リンクを見分けられるように表示することができます。Spaceを押すとオンとオフを切替えることができます。
10.1.6.3 既定のダウンロードフォルダ
ウェブからダウンロードした際にデータが保存されるフォルダを表示します。初期設定ではflashdiskのdownloadフォルダが指定されています。保存先を変更したい場合はファイル管理の要領でほかのフォルダへ移動できますので保存先に使用したいフォルダ選んでください。フォルダ名が表示されたところでSpaceを押すとフォルダが選択されます。次にEnterを押すと選択されたフォルダをダウンロードデータの保存先として設定することができます。
10.1.7 ページの読み上げ

ページには、リンク、コントロール、各種要素、テキストがあります。ページが正しく読めるように、ウェブブラウザは各要素を分類してユーザにその情報を伝える必要があります。
Space-4かSpace-1を押してページを移動すると、1行に一つのエレメントを読み上げ、リンクとコントロールはそれぞれのシンボルと一緒に読み上げられます。

10.1.7.1 コントロール間の移動

｢コントロール｣は、リンク、エディットボックス、ラジオボタン、コンボボックスです。このようなコントロールはパソコンのウィンドウでも同様に表示されます。ページでは、様々なコントロールを使って入力することができますが、各コントロールの使用目的は異なるので、どのコントロールを使えばよいかということを正確に把握する必要があります。例えば、エディットボックスではテキストを入力し、コンボボックスとリストボックスでは、リスト内から一つの項目を選択します。

ボイスセンスはこのようなコントロールを区別する際にコントロール記号を使います。コントロール間の移動方法は次のとおりです。

1) 前のコントロールへ移動: Shift-Tab(Space-1-2)

現在の位置から前の方向に最も近いコントロールへ移動します。現在の位置より前にコントロールがない場合は警告音が鳴ります。

2) 次のコントロールへ移動: Tab(Space-4-5)

現在の位置から後ろの方向に最も近いコントロールへ移動します。現在の位置より後ろにコントロールがない場合は警告音が鳴ります。

ページにコントロールがある場合、ボイスセンスはコントロール名の前にコントロール記号を読み上げます。

	コントロール名
	コントロール記号

	リンク
	LN

	アンカー
	ANC

	エディットボックス
	EB

	複数エディットボックス
	MEB

	リストボックス
	LB

	コンボボックス
	CB

	ラジオボタン選択
	SRB

	ラジオボタン未選択
	URB

	チェックボックスチェック
	SCHB

	チェックボックスチェックなし
	UCHB

	ボタン
	BT


1) リンク: Enterを押すと、そのリンクのページへ移動します。

2) アンカー: Enterを押すと、ページの参照元ページへ移動します。

3) エディットボックス: カーソルのある位置からテキストの入力ができます。テキストの入力が終わったらSpace-4を押して次の項目に移動します。エディットボックスにテキストがある場合は、それを読み上げます。
4) 複数エディットボックス: エディットボックスと似ているボックスです。エディットボックスで入力できるのは1行のみですが、このボックスでは複数行の入力ができます。改行するにはEnterを押します。入力が終わったら、Tab(Space-4-5)を押して次の項目に移動します。

5) リストボックス、コンボボックス: コンボボックスの内容を変更するにはBackSpace-Space-4かBackSpace-Space-1を押します。次の項目への移動にはSpace-4を使います。

6) ラジオボタン、チェックボックス: これらを選択または選択解除するにはEnterを押します。

7) ボタン: Enterを押すと、ボタンが押されます。

10.1.7.2 フォームコントロールへ移動

｢フォームコントロール｣とはリンク以外のコントロールがあるページのことで、エディットウィンドウ、ボタン、コンボボックスが｢フォームコントロール｣に含まれます。あるページで、複数のリンクがある場合、 ｢フォームコントロール｣に移動するにはTabやShift-Tabを頻繁に押さなければなりません。このような場合には、｢フォームコントロールへ移動｣機能を使います。

1)前のフォームコントロールへ移動: Space-1-2-3-4-6

前のフォームコントロールへ移動するときに使います。現在のフォームコントロールが最初のフォームコントロールで、前のフォームコントロールがない場合は警告音が鳴ります。

2)次のフォームコントロールへ移動: Space-1-3-4-5-6

次のフォームコントロールへ移動するときに使います。現在のフォームコントロールが最後のフォームコントロールで、次のフォームコントロールがない場合は警告音が鳴ります。

ページにフォームコントロールがない場合、ボイスセンスは｢コントロールなし｣と表示します。

10.1.7.3 テーブル

テーブルの開始位置で、ボイスセンスはテーブル番号及びテーブル内の列数と行数を読み上げます。例えば、あるページに2つの大きいテーブル（上位テーブル）があり、 それぞれの上位テーブルには3つのサブテーブル（下位テーブル）があるとします。それぞれの下位テーブルは3列、2行で構成されているテーブルだとします。この場合、ボイスセンスは2つ目の上位テーブルにある最初の下位テーブルのことを｢テーブル2-1 3行、2列｣と表示します。テーブルが1列、1行で構成されている場合や、境界とバックグラウンドのみで構成されている場合は、ボイスセンスはテーブルとみなしません。

ボイスセンスでは、テーブル間やセル間を移動することができます。セルからセルへ移動すると、セルの位置とそのセルの内容を読み上げます。

例えば、2行目の3列目にある｢News｣という内容のセルへ移動すると、ボイスセンスは｢行2・列3 News｣と表示します。セル内にテーブルがある場合、ボイスセンスは｢テーブルセル｣と表示し、セル内にテーブルがない場合は｢ブランクセル｣と表示します。
｢テーブルセル｣で、サブテーブル内のセルへ移動する場合は、Space-4を押すと下位テーブルの最初の行へ移動します。

セル単位での移動はテーブル内のみで可能です。このコマンドをテーブル外で実行すると、警告音が鳴ります。

1) 前のテーブルへ移動: Space-3-4-5-6

前のテーブルの最初の位置へ移動します。前のテーブルがない場合は、警告音が鳴ります。

2) 次のテーブルへ移動: Space-1-4-5-6

次のテーブルの最初の位置へ移動します。次のテーブルがない場合は、警告音が鳴ります。

3) 前のセルへ移動: Space-2-3

前のセルへ移動します。現在の位置がテーブルの最初のセルである場合、そのテーブルの最初の行へ移動します。テーブルの最初の行でこのコマンドを実行すると、警告音が鳴ります。

4) 次のセルへ移動: Space-5-6

次のセルへ移動します。現在の位置がテーブルの最後のセルであれば、そのテーブルの最終行へ移動します。テーブルの最終行でこの機能を実行すると、警告音が鳴ります。

5) 上のセルへ移動: Space-3-5

同じ列の前の行にあるセルへ移動します。現在のセルが最初の行にあるときにこのコマンドを実行すると、警告音が鳴ります。

6) 下のセルへ移動: Space-2-6

同じ列の次の行にあるセルへ移動します。現在のセルが最終行にあるときにこのコマンドを実行すると、警告音が鳴ります。

7) 現在のセル: Space-2-3-5-6

現在のセルの位置とその内容を読み上げます。

8) 上位テーブルの前のセルへ移動: BackSpace-2-3

現在のテーブルがあるセルから前のセルへ移動します。現在のテーブルセルが最上位テーブルの最初のセルである場合は、テーブルの最初の行を読み上げます。このコマンドは最上位テーブルでは動作しません。

9) 上位テーブルの次のセルへ移動: BackSpace-5-6

現在のテーブルがあるセルから次のセルへ移動します。現在のテーブルセルが最上位テーブルの最後のセルである場合は、テーブルの最終行を読み上げます。このコマンドは最上位テーブルでは動作しません。

10) 上位テーブルの上のセルへ移動: BackSpace-3-5

現在のテーブルがあるテーブルセルと同じ列の上の行にあるセルへ移動します。現在のテーブルがあるセルが上位テーブルの最初の行である場合は、警告音が鳴ります。このコマンドは最上位テーブルでは動作しません。

11) 上位テーブルの下のセルへ移動: BackSpace-2-6

現在のテーブルがあるテーブルセルと同じ列の下の行にあるセルへ移動します。現在のテーブルがあるセルが上位テーブルの最後の行である場合、警告音が鳴ります。このコマンドは最上位テーブルでは動作しません。

12) 位置確認: Space-1-5-6

テーブル内の現在のセルの位置を読み上げます。（例：テーブル2-3 行3・列4）
10.1.7.4 フレームへ移動

1) 前のフレームへ移動: Space-3-4-6

前のフレームの最初の位置へ移動します。前のフレームがない場合は、警告音が鳴ります。

2) 次のフレームへ移動: Space-1-4-6

次のフレームの最初の位置へ移動します。次のフレームがない場合は、警告音が鳴ります。

10.1.7.5 ストリームオーディオファイルの再生

ウェブページにストリーミングオーディオファイルがある場合、そのアドレス上でEnterを押すだけで、メディアプレーヤーが連携して起動しストリーミングオーディオファイルを再生します。対応しているストリーミングオーディオファイルは「m3u」、「pls」、「asf」、「asx」形式のファイルです。
この4つの形式のデータであれば、Enterを押すだけでウェブブラウザはストリーミングオーディオファイルを再生することができます。ウェブブラウザからストリーミングオーディオファイルを再生している最中に「お気に入りに追加」ダイアログボックスを開くことができます。そこで「お気に入りに追加」を実行すると、ストリーミングファイルのアドレスをお気に入りリストに加えることができます。お気に入りに加えられたストリーミングファイルのファイル名は「ASF-****」というように、ファイルの種類をファイル名の先頭に加えられます。
ウェブブラウザにてストリーミングオーディオファイルを再生している間にウェブブラウザを終了したり、ネットワーク接続が途切れた場合、ストリーミングオーディオファイルの再生は停止します。
ストリーミングオーディオファイルの再生中にはウェブブラウザでのオーディオ再生ホットキーを使用することができます。
ストリームオーディオファイルの再生中に、他のプログラムを実行したり、他のページへ移動しても再生は停止しません。ストリームオーディオの再生を停止するには、ウェブブラウザ内でボイスセンス前面の｢停止｣ボタンを押します。

10.1.8 ウェブブラウザのホットキー

ファイルメニュー

URLを開く: Enter-u(1-3-6)

開く: Enter-o(1-3-5)

名前を付けて保存: Space-s(2-3-4)
URLをコピー: BackSpace-d(1-4-5)
リンクアドレスをコピー: BackSpace-l(1-2-3)
閉じる: Space-z(1-3-5-6)
読み上げメニュー

最初からカーソルまで: BackSpace-g(1-2-4-5)
カーソルから最後まで: Enter-g(1-2-4-5)
自動スクロール: 上スクロールボタンまたは下スクロールボタン
編集メニュー
ブロック選択開始:  Enter-b(1-2)
コピー: Enter-c(1-4)
クリップボードに追加:  Enter-p(1-2-3-4)
移動メニュー

ホームページへ移動: BackSpace-h(1-2-5)
前のテキストへ移動: Space-2-4-6

次のテキストへ移動: Space-1-2-4-5-6

前のページへ移動: BackSpace-Space-3またはBackSpace-p(1-2-3-4)

次のページへ移動: BackSpace-Space-6またはBackSpace-n(1-3-4-5)

更新: Enter-r(1-2-3-5)

履歴リストを開く: Enter-h(1-2-5)

履歴リストで選択したタイトルのアドレス: Space-i(2-4)

検索: Space-f(1-2-4)

再検索: Enter-f(1-2-4)
リンクリスト: BackSpace-i(2-4)
お気に入り

ホームページとして登録: Enter-s(2-3-4)

お気に入りに追加: BackSpace-a(1)

お気に入りリスト: Enter-l(1-2-3)
オプション: BackSpace-o(1-3-5)
ウェブブラウザでのオーディオファイル再生のホットキー
音量を上げる: Space-上スクロールボタン
音量を下げる: Space-下スクロールボタン
再生: ボイスセンス前面の｢再生｣ボタン
停止: ボイスセンス前面の｢停止｣ボタン
ページの読み上げ
前のリンクへ移動: Shift-Tab(Space-1-2)

次のリンクへ移動: Tab(Space-4-5)

コンボボックス（リストボックス）で次の項目を選択: BackSpace-Space-4

コンボボックス（リストボックス）で前の項目を選択: BackSpace-Space-1

前のフォームコントロールへ移動: Space-1-2-3-4-6
次のフォームコントロールへ移動: Space-1-3-4-5-6

前のテーブルへ移動: Space-3-4-5-6
次のテーブルへ移動: Space-1-4-5-6
前のセルへ移動: Space-2-3
次のセルへ移動: Space-5-6
上のセルへ移動: Space-3-5
下のセルへ移動: Space-2-6
現在のセルの読み上げ: Space-2-3-5-6
上位テーブルの前のセルへ移動: BackSpace-2-3
上位テーブルの次のセルへ移動: BackSpace-5-6
上位テーブルの上のセルへ移動: BackSpace-3-5
上位テーブルの下のセルへ移動: BackSpace-2-6
現在位置の確認: Space-1-5-6

前のフレームへ移動: Space-3-4-6
次のフレームへ移動: Space-1-4-6
現在の行の読み上げ: Space-r(1-2-3-5)

10.1.9. ボイスセンスのウェブブラウザがサポートしない事項

1) 画像はサポートしません。

2) ボイスセンスのオペレーティングシステムはパソコンのオペレーティングシステムとは異なりますので、ウェブサイト上の実行ファイルは実行できません。

3) フラッシュで作成されたページは開くことはできても、フラッシュコンテンツは読めない場合があります。

4) JavaScriptで作成されたページは開くことができない場合があります。
10.2 クイックブラウザ

10.2.1 クイックブラウザについて

10.2.1.1 クイックブラウザとは

クイックブラウザはウェブブラウザを簡易化し、より高速でウェブへのアクセスを可能にしたプログラムです。クイックブラウザにより快適なウェブアクセスを実現しました。

メインメニューから「ウェブツール」を選択してEnterを押すか、メインメニューでb（1-2)を押すとウェブツールメニューが開きます。

次にウェブツールメニューから「クイックブラウザ」を選択してEnterを押すか、ウェブツールメニュー内でq(1-2-3-4-5）を押すと「クイックブラウザ」を実行します。

「クイックブラウザ」を使用するためにはインターネットに接続できる環境が必要です。

10.2.1.2 クイックブラウザの基本操作

クイックブラウザを使用してウェブページを閲覧する際の基本的なキー操作です。

次の行へ移動：Space-4または下スクロールボタン

前の行へ移動：Space-1または上スクロールボタン

次のリンクへ移動：5の点、またはSpace-4-5かF3

前のリンクへ移動：2の点またはSpace-1-2かSpace-F3

ページの先頭へ移動：Space-1-2-3またはF1-F2-上スクロールボタン

ページの最後へ移動：Space-4-5-6またはF3-F4-下スクロールボタン

次の見出しへ移動：4の点または、Backspace-f(1-2-4)
前の見出しへ移動：1の点または、Backspace-b(1-2)

次のテキストへ移動：6の点またはSpace-1-2-4-5-6

前のテキストへ移動：3の点またはSpace-2-4-6

次のテキスト・見出し・リンクへ移動：5-6の点

前のテキスト・見出し・リンクへ移動：2-3の点

次のフォームコントロールへ移動：Space-1-3-4-5-6
前のフォームコントロールへ移動：Space-1-2-3-4-6

クイックブラウザを終了する：Space-z(1-3-5-6)

フォームコントロールの操作

エディットボックスでの入力：文字を入力してください。
コンボボックスの次項目を選択：Space-Backspace-4

コンボボックスの前項目を選択：Space-Backspace-1

次のラジオボタンを選択：Space-4

前のラジオボタンを選択：Space-1またはSpace

チェックボックスでのチェックオンとオフ：Space
ボタンの実行：Enter

テーブルナビゲーションは未対応です。

10.2.1.3 クイックブラウザのメニュー

インターネットに接続できる環境でクイックブラウザを起動すると初期状態では有限会社エクストラのウェブページが開きます。ホームページを変更するには10.1.5.1章「ホームとして登録」をご確認ください。

Space-m(1-3-4)またはF2を押すとメニューが開きます。クイックブラウザの各機能はこのメニューから実行するか各ホットキーを使用します。

クイックブラウザのメニューは以下の4項目です。

ファイル

読み上げ

移動

お気に入り

各メニューについて次章以降で説明します。

メニュー項目内でSpace-z(1-3-5-6)を押すとメニューを全てキャンセルしてウェブページに戻ります。また、F4を押すとメニューをキャンセルして一つ前のメニュー項目へ戻ることができます。

10.2.2 ファイル

10.2.2.1 URLを開く

ホットキー：Enter-u(1-3-6)

ダイアログ：Space-4-5かSpace-1-2、またはF3かSpace-F3を押すと「URL」コンピュータエディットボックス、「開く」ボタン、「閉じる」ボタンを切替えることができます。

機能：現在開いているウェブページのURLを表示します。URLを書き換えてEnterを押すか「開く」ボタンに切替えてEnterを押すと書き換えたURLのウェブページへ移動します。「閉じる」ボタンでEnterを押すかSpace-z(1-3-5-6)を押すと「URLを開く」をキャンセルします。

10.2.2.2 ページのテキスト保存

閲覧中のページ全体をテキスト形式で保存できます。保存したデータはflashdiskのdownloadフォルダに保存されます。

10.2.2.3 ページのソース保存

閲覧中のページ全体をHTML形式で保存できます。保存したデータはflashdiskのdownloadフォルダに保存されます。

10.2.2.4 閉じる

ホットキー：Space-z(1-3-5-6)

機能：クイックブラウザを終了します。
10.2.3 読み上げ

10.2.3.1 先頭からカーソルまで読み上げ

ホットキー：Backspace-g(1-2-4-5)

機能：ウェブページの先頭から現在カーソルのある位置まで連続して読み上げます。
10.2.3.2 カーソルから最後まで読み上げ

ホットキー：Enter-g(1-2-4-5)

機能：現在のカーソル位置からウェブページの最後まで連続して読み上げます。
10.2.4 編集

10.2.4.1 テキストウインドウ開始

ウェブページの閲覧中にF2またはSpace-m（1-3-4）を押してメニューから編集を選択して「テキストウインドウ開始」を実行するかSpace-s(2-3-4)を押すとテキスト選択ウインドウが開きます。テキスト選択ウインドウを実行することで、ウェブページをテキスト文書の形式にして閲覧が可能になります。

テキスト選択ウインドウ実行時には以下の操作が可能になります。

10.2.4.2 詳細読みの文字確認

Space-3-6を1回押すと1文字読み上げ、2回押すと詳細読みを行います。

10.2.4.3 クリップボードへの文書コピー

ワードプロセッサと同じ要領で文書をクリップボードにコピーすることができます。

テキスト選択ウインドウ実行時にF2またはSpace-m（1-3-4）を押してメニューから編集を選択すると「ブロック選択」、「コピー」、「クリップボードに追加」、「全て選択」を実行できます。

10.2.4.4 テキストウインドウを閉じる

テキスト選択ウインドウ実行時にF2またはSpace-m（1-3-4）を押してメニューからファイルを選択して「テキスト選択ウインドウを閉じる」を実行するかSpace-z(1-3-5-6)を押すとテキスト選択ウインドウを閉じて通常のウェブページ閲覧表示に戻ります。

10.2.5 移動

10.2.5.1 ホームへ移動

ホットキー：Backspace-h(1-2-5)

機能：ホームに設定されているウェブページへ移動します。ホームの設定については10.1.5.1章「ホームとして登録」をご参照ください。

10.2.5.2 前のページへ移動

ホットキー：Backspace-p(1-2-3-4)

機能：一つ前に開いていたウェブページへ移動します。前のページへ移動を実行する前に戻る場合は「次のページへ移動」を使用してください。

10.2.5.3 次のページへ移動

ホットキー：Backspace-n(1-3-4-5)

機能：「前のページへ移動」を実行する前のページに戻ります。

10.2.5.4 前の見出しへ移動

ホットキー：1の点またはBackspace-b(1-2)
機能：カーソル位置よりも前にある見出しへ移動します。

10.2.5.5 次の見出しへ移動

ホットキー：4の点またはBackspace-f(1-2-4)

機能：カーソル位置よりも後にある見出しへ移動します。

10.2.5.6 前のテキストへ移動

ホットキー：3の点またはSpace-2-4-6

機能：カーソル位置よりも前にある文書へ移動します。

10.2.5.7 次のテキストへ移動

ホットキー：6の点またはSpace-1-2-4-5-6

機能：カーソル位置よりも後にある文書へ移動します。

10.2.5.8 更新

ホットキー：Enter-r(1-2-3-5)

機能：ウェブページの内容を更新します

10.2.5.9 履歴

ホットキー：Enter-h(1-2-5)

ダイアログ：Space-4-5かSpace-1-2、またはF3かSpace-F3を押すと「履歴リスト」、「開く」ボタン、「閉じる」ボタンを切替えることができます。

機能：ウェブの閲覧履歴をリストにして表示します。リストに履歴が表示された状態でEnterを押すか「開く」ボタンに切替えてEnterを押すと、選択した履歴リストのウェブページへ移動します。「閉じる」ボタンでEnterを押すかF4またはSpace-z(1-3-5-6)を押すと「履歴」をキャンセルします。

10.2.5.10 検索

ホットキー：Space-f(1-2-4)

ダイアログ：Space-4-5かSpace-1-2、またはF3かSpace-F3を押すと「検索ワード」エディットボックス、「検索」ボタン、「閉じる」ボタンを切替えることができます。

機能：開いているウェブページから文字列を検索して検索された文字列にカーソルを移動することができます。「検索ワード」エディットボックスに検索したい文字列を入力してEnterを押すか、「検索」ボタンに切替えてEnterを押すと検索を開始します。検索した文字列がウェブページ上にあった場合、その位置にカーソルが移動します。複数の文字列が検索された場合カーソル位置より後の一番近い位置の文字列へ移動します。連続して次の同じ文字列を検索する場合は「再検索」を実行してください。「閉じる」ボタンを実行するかSpace-z(1-3-5-6)を実行すると検索をキャンセルします。

10.2.5.11 再検索

ホットキー：Enter-f(1-2-4)

機能：「検索」で検索した文字列を再度検索します。検索したい文字列が複数ウェブ上にある場合、再検索を実行することで次の検索結果へ順番に移動することができます。

10.2.5.12 RSSフィード一覧

ホットキー：Enter-j(2-4-5)

ダイアログ：Space-4-5かSpace-1-2、またはF3かSpace-F3を押すと「RSSフィード」リストボックス、「開く」ボタン、「閉じる」ボタンを切替えることができます。

機能：表示されているウェブページのRSSフィードをリストにして表示します。RSSフィードが表示された状態でEnterを押すか「開く」ボタンを実行するとRSSフィードをRSSリーダに登録することができます。RSSリーダについてはRSSリーダのマニュアルをご参照ください。

10.2.6 お気に入り

10.2.6.1 ホームとして登録

ホットキー：Enter-s(2-3-4)

機能：現在開いているウェブページをホームとして登録します。登録されたウェブページは、今後クイックブラウザを実行した際に最初に表示されます。

10.2.6.2 お気に入りに追加

ホットキー：Backspace-a(1)

機能：現在開いているウェブページをお気に入りリストに追加します。お気に入りリストに登録されたウェブページはお気に入りリストのリスト項目から選ぶことで簡単に閲覧することができるようになります。

10.2.6.3 お気に入りリスト

ホットキー：Enter-l(1-2-3)

ダイアログ：Space-4-5かSpace-1-2、またはF3かSpace-F3を押すと「お気に入り」リストボックス、「開く」ボタン、「削除」ボタン、「閉じる」ボタンを切替えることができます。

機能：お気に入りに登録されているウェブページをリストにして表示します。リスト項目からお気に入りを選択しEnterを押すか「開く」ボタンを実行するとリストに登録されたウェブページを閲覧することができます。「削除」ボタンを実行すると登録されたウェブページをお気に入りリストから削除します。

「閉じる」ボタンを実行するか、F4またはSpace-z(1-3-5-6)を実行するとお気に入りリストを終了します。
10.2.7 クイックブラウザのホットキー

URLを開く：Enter-u(1-3-6)

閉じる：Space-z(1-3-5-6)

先頭からカーソルまで読み上げ：Backspace-g(1-2-4-5)

カーソルから最後まで読み上げ：Enter-g(1-2-4-5)

ホームへ移動：Backspace-h(1-2-5)

前のページへ移動：Backspace-p(1-2-3-4)

次のページへ移動：Backspace-n(1-3-4-5)

前の見出しへ移動：1の点またはBackspace-b(1-2)

次の見出しへ移動：4の点またはBackspace-f(1-2-4)

前のテキストへ移動：3の点またはSpace-2-4-6

次のテキストへ移動：6の点またはSpace-1-2-4-5-6

前のリンクへ移動：2の点またはSpace-1-2かF3

次のリンクへ移動：5の点またはSpace-4-5かSpace-F3

次のテキスト・見出し・リンクへ移動：5-6の点

前のテキスト・見出し・リンクへ移動：2-3の点

更新：Enter-r(1-2-3-5)

履歴：Enter-h(1-2-5)

検索：Space-f(1-2-4)

再検索：Enter-f(1-2-4)

RSSフィード一覧：Enter-j(2-4-5)

ホームとして登録：Enter-s(2-3-4)

お気に入りに追加：Backspace-a(1)

お気に入りリスト：Enter-l(1-2-3)
テキスト選択ウインドウ開始：Space-s(2-3-4)

テキスト選択ウインドウ実行時のホットキー

テキスト選択ウインドウを閉じる：Space-z(1-3-5-6)

ブロック選択開始：Enter-b(1-2)

コピー：Enter-c(1-4)

クリップボードに追加：Enter-p(1-2-3-4)

全て選択：Enter-a(1)

10.3 Google検索

10.3.1 検索ダイアログ

検索ダイアログには、カテゴリーのコンボボックス、検索語のエディットボックス、検索ボタン、閉じるボタンの四つの項目があります。これらの項目間を移動するには、Tab(F3キーまたはSpace-4-5)とShift-Tab(Space-F3キーまたはSpace-1-2)を使用します。

Google検索を起動すると、検索語のエディットボックスにフォーカスがあります。検索したい語を入力して、そのままエンターを入力するか検索ボタンに移動してエンターを入力します。検索のカテゴリーを変更したい場合は、カテゴリーのコンボボックスに移動します。

カテゴリーのコンボボックスには、すべて、ニュース、ブログの三つの項目があります。Space-4とSpace-1でこれらの項目間を移動します。目的のカテゴリーを選択したら、上記の手順で検索します。

検索を行わずにGoogle検索を終了するには、閉じるボタンに移動してエンターまたはSpace-zを入力します。

10.3.2 検索結果ダイアログ

検索を実行すると、検索結果ダイアログに移動します。検索結果ダイアログには、カテゴリーのコンボボックス、検索語のエディットボックス、タイトル一覧、コンテンツのテキストボックス、検索ボタン、閉じるボタンの六つの項目があります。検索が終了すると、タイトル一覧にフォーカスがあります。

タイトルは、検索にヒットしたウェブサイト名です。Space-1とSpace-4で一覧のタイトル間を移動します。タイトル一覧には、上位64件の検索結果のタイトルが表示されます。選択した検索結果のタイトルのページに移動するには、エンターを入力するとウェブブラウザが起動して目的のウェブページが開きます。目的のウェブページの閲覧が終了したら、Space-zを入力するとウェブブラウザが閉じてGoogle検索の検索結果の一覧に戻ります。

テキストボックス中のコンテンツには、Googleのウェブサイトにアクセスして検索したときに表示される内容が表示されます。たいていの場合、その内容はウェブページのコンテンツの概要や検索結果のURLなどです。

カテゴリーのコンボボックスと検索語のエディットボックスと検索ボタンを操作することで、一つ前の9.3.1 検索ダイアログで記述したように検索を実行できます。

Google検索を終了するには、閉じるボタンに移動してエンターを入力するか、Space-zを入力します。

10.4 RSSリーダ
RSSはフィードと呼ばれる情報リストを閲覧するインターネットコンテンツです。ブレイルセンスのRSSリーダはRSSフィードを持つウェブサイトを登録することでそのウェブページを開くことなく、登録したRSSフィードの最新情報を閲覧することができます。ボイスセンスのRSSリーダではGoogleの提供する9つのニュースフィードを事前に登録しています。

RSSリーダを起動するには、メインメニューのウェブツールズを実行してください。ショートカットキーはb(1-2)です。ウェブツールズのメニューにRSSリーダがあります。スクロールキーを何度か押して、RSSリーダと読み上げたらエンターを押して実行します。ウェブツールズメニュー内のショートカットはｒ(1-2-3-5)です。どこのメニューにいてもRSSリーダを実行することのできる簡単接続キーはF1-n(1-3-4-5)です。
10.4.1 RSSメイン画面
RSSリーダを起動すると、「カテゴリー」が表示されます。これがRSSリーダのメイン画面です。メイン画面は、「カテゴリー」リスト、「タイトル」リスト、「項目」リスト、「項目の概要説明」、「説明を全て読み上げ」ボタンで構成されます。また、ポッドキャストがフィードに含まれる場合は「ダウンロード」ボタンも表示されます。これらのコントロール間の移動にはF3（Space-4-5）またはSpace-F3（Space-1-2）を使用します。
RSSメイン画面でF3を押すと、次の階層に進みます。Space-F3を押すと前の階層に戻ります。
事前に登録されているGoogle RSSを例に手順を説明します。

1） Space-4を押してカテゴリーの中からGoogle RSSを選択してください

2） F3を押すと、Google RSSの最初のフィードである「注目」が表示されます。

3） もう一度F3を押すと「注目」の記事リストを表示し、タイトルから記事を選択できます。

4） さらにF3を押すとその記事の見出しを読むことできます。

5） 次にF3を押すとその記事の全文を閲覧できます。
6） 次にF3を押すと、その記事にPodcastが含まれる場合はダウンロードボタンが表示されます。Podcastが無い場合カテゴリーリストへ戻ります。

RSSメイン画面のコントロール移動ではF3を押すとコントロールを順送りで移動し、Space-F3を押すと逆送りに移動します。
また、カテゴリー、フィード、アイテムの各リストでは上下スクロールキーを押すことでリストから項目を選択することができます。

10.4.2 ファイルメニュー

RSSリーダのファイルメニューは4つの項目で構成されています。「新しいヘッドラインの受信」、「OPMLファイルのインポート」、「OPMLファイルのエクスポート」、「終了」です。

10.4.2.1 新しいヘッドラインの受信
新しいヘッドラインの受信では選んだカテゴリーとフィードをアップデートします。カテゴリーリストでこの機能を使えばフィードがすべてアップデートされます。フィードリストでこの機能を使えば選択したフィードがアップデートされます。カテゴリー、フィードリストの中からすべてを選択するとアイテムがアップデートされます。
この機能を使うにはF2を押してメニューを開き、ファイルと表示されたところでエンターを押します。次に、「新しいヘッドラインの受信」でエンターを押すと実行します。ショートカットキーはEnter-r(1-2-3-5)です。
新しいヘッドラインの受信を実行すると、ブレイルセンスは「XX/YY更新中」と表示します。Xは更新しているフィードの数でYは全体のフィードの数を表します。ブレイルセンスは新しいフィードが更新されているとアップデートを行います。アップデートが完了すると「フィードのアップデートが成功しました。」と表示されます。
10.4.2.2 OPMLファイルのインポート

スマートフォンやパソコンなど、ブレイルセンス以外の端末でRSSリーダを利用している場合、ブレイルセンスでそれらと同じフィードにアクセスすることができます。RSSリーダのほとんどはopmlエクステンションに情報をエクスポートすることができます。このファイルはあなたの購読しているフィードのディレクトリです。このディレクトリからブレイルセンスのRSSリーダに「opmlファイルのインポート」機能を使って取り込むことができます。対応しているopmlファイルのインポートファイルは1.0、1.1、2.0です。
「opmlファイルのインポート」を実行するにはF2を押してメニューを開き、ファイルでエンターを押します。下スクロールキーを押して「opmlファイルのインポート」まで進み、エンターrを押してください。ショートカットキーはEnter-o（1-3-5）です。
「opmlファイルのインポート」を実行すると、ブレイルセンスのダウンロードフォルダに移動します。ファイル管理の操作と同じ方法で、インポートしたいファイルまたはフォルダまで移動したらエンターを押してください。
インポートしたいopmlファイルでエンターを押すと、インポートダイアログに移動します。インポートダイアログにはカテゴリーリスト、フィードリスト、確認、キャンセルがあります。ダイアログ内はF3またはSpace-F3を使って移動することができます。
カテゴリーリストはあなたがインポートしたopml内の利用可能なカテゴリーの一覧です。フィードリストは選択したカテゴリー内のフィードの一覧です。インポートしたいopmlファイル内のフィードをあるだけ選択できますので一つだけ選ぶこともすべて選ぶこともできます。選択したいフィードや特定のカテゴリーでスペースを押して選択状態にしてください。OPMLファイル内の全ての情報をインポートしたい場合、カテゴリーリストでEnter-a (1)を押すとカテゴリー内のすべてのフィードを選択できます。
インポートしたいアイテムをすべて選択したらエンターrを押すかF3で「確認」まで移動してエンターを押してください。Opmlのインポートをキャンセルしたい場合はF3で「キャンセル」まで移動しエンターを押すか、Space-e (1-5) もしくはSpace-z (1-3-5-6)を押してください。
インポートが完了すると、メインウインドウのカテゴリーリストに新しいカテゴリー、それぞれのフィードリストにインポートしたフィードが追加されます。
10.4.2.3 OPMLファイルのエクスポート
ブレイルセンスで購読しているRSSフィードのディレクトリを保存したり、他の端末で読みたい時は、RSSのカテゴリーとフィードのディレクトリを「OPMLのエクスポート」機能を使って保存することができます。
「OPMLのエクスポート」を実行するためにはF2でメニューを開き、ファイルでエンターを押します。下スクロールキーで「OPMLのエクスポート」まで進み、エンターを押します。ショートカットキーはEnter-s (2-3-4)です。
「OPMLファイルのエクスポート」ダイアログには「ファイルリスト」、「ファイル名」、「確認」、「キャンセル」の4つの項目があります。ダイアログ内はF3を使って項目間を移動することができます。
ファイル名のエディットボックスでは、エクスポートしたいファイルのファイル名を変更することができます。エクスポートしたいファイルを選択し、エンターを押すかF3で「確認」に進みエンターを押すと実行します。
ファイルの保存場所を変更したいときは、Space-F3を押してでファイルリストに移動してください。新しい保存場所を選択できます。

OPMLファイルのエクスポートをキャンセルしたいときはF3を押してキャンセルまで進みエンターを押すか、Space-e (1-5)またはSpace-z (1-3-5-6)を押してください。
10.4.2.4 終了
このコマンドはRSSリーダプログラムを終了し、プログラムメニューまで戻します。終了するにはSpace-z (1-3-5-6)を押すか、RSSリーダのファイルメニューの終了を実行してください。
10.4.3 カテゴリーメニュー
カテゴリーメニューはカーソルがカテゴリーリストにあるときだけ現れます。カテゴリーリストには「カテゴリーの挿入」、「カテゴリーの削除」、「カテゴリーの編集」の3つの項目があります。これらの項目について以下の章で説明します。
10.4.3.1 カテゴリーの挿入
「カテゴリーの挿入」機能では新しくカテゴリーを作成しすることができます。初期状態のRSSリーダにはGoogleRSSとマイフィードの２つのカテゴリーが登録されています。また、GoogleRSSにはRSSを使い始めるためのツールとして９つGoogleニュースフィードがあります。マイフィードには購読しているフィードが登録されます。一度購読したフィードは、自分で新しいカテゴリーを作ったり、他のカテゴリーに移動したりすることができます。
「カテゴリーの挿入」を実行するにはF2を押してメニューを開き、「カテゴリー」まで進んでエンターを押します。そして、下スクロールキーで「カテゴリーの挿入」まで移動してエンターを押します。ショートカットキーはEnter-i (2-4)です。
「カテゴリーの挿入」のダイアログには「ファイル名」エディットボックス、「確認」ボタン、「キャンセル」ボタンの3つの項目があります。コントロール間はF3やSpace-F3で移動できます。
カテゴリーを新たに作成する場合は「ファイル名」エディットボックスに名前を入力しエンターを押すかF3で確認まで進みエンターを押します。カテゴリーの作成をキャンセルしたい場合はF3でキャンセルまで移動しエンターを押すかSpace-e (1-5) もしくはSpace-z (1-3-5-6)を押してください。
10.4.3.2 カテゴリーの削除
RSSディレクトリからカテゴリを削除したい場合、カテゴリ削除機能を使って削除することができます。

注）カテゴリーを削除するとカテゴリー内のフィードは全て削除されます。

消したくないフィードがある場合はカテゴリーを削除する前に、他のカテゴリにフィードを移しておいてください。
「カテゴリーの削除」を実行するにはF2を押してメニューを開き、「カテゴリー」まで進んでエンターを押します。そして、下スクロールキーで「カテゴリーの削除」まで移動してエンターを押します。カテゴリーリストを表示した状態でショートカットキーのSpace-d(1-4-5)を押しても実行できます。
この機能を実行すると、「・・・のカテゴリーを削除しますか？はい」と確認メッセージが表示されます。削除してよければ「はい」の状態でエンターを押して削除を実行してください。削除したくない場合はスペースを押すと「いいえ」に切り替わります。「いいえ」の状態でエンターを押すと削除を取消します。

10.4.3.3 カテゴリー名の変更
「カテゴリー名の変更」機能を使ってカテゴリ名を変更することができます。
「カテゴリー名の変更」を実行するにはF2を押してメニューを開き、「カテゴリー」まで進んでエンターを押します。そして、下スクロールキーで「カテゴリー名の変更」まで移動してエンターを押します。ショートカットキーはSpace-m(1-3-4)です。
この機能はカテゴリリストで使用できます。

「カテゴリー名の変更」ダイアログには「カテゴリー名」エディットボックス、「確認」、「取り消し」の3つの項目があります。ダイアログ内はF3を使って項目間を移動することができます。
「カテゴリー名」エディットボックスに新しいカテゴリー名を入力したらエンターを押すか、F3を押して確認へ移動してからエンターを押してください。カテゴリー名が変更されます。カテゴリー名の変更を取消したい場合は、F3を押して「取り消し」まで進み、エンターを押してください。また、Space-e(2-5)を押しても取り消しを実行してカテゴリーリストへ戻ります。
10.4.4 フィードメニュー

フィードメニューはフィードリストやフィード内の項目を表示した状態でF2を押すとメニューに表示されます。フィードメニューには「フィード検索」、「フィードの挿入」、「フィードの削除」、「フィード名の変更」、「フィードの移動」の5つの項目があります。詳しく以下の章で説明します。

10.4.4.1 フィードの検索

フィードの検索を実行すると、RSSフィードを含むウェブページを登録してRSSリーダで閲覧可能になります。

「フィードの検索」を実行するにはF2を押してメニューを開き、「フィード」まで進んでエンターを押します。次に、「フィードの検索」と表示されるのでエンターを押します。ショートカットキーはEnter-n(1-3-4-5)です。
「フィードの検索」ダイアログには「検索URL」コンピュータエディットボックス、「確認」、「取り消し」の3つの項目があります。ダイアログ内はF3を使って項目間を移動することができます。
「検索URL」コンピュータエディットボックスにRSSフィードを持つウェブサイトのURLを入力してエンターを押すか、F3を押して確認へ進んでからエンターを押してください。入力したURLにあるRSSフィードを検索してリスト表示します。複数のフィードがある場合は上下スクロールキーで登録したいフィードを選択してからエンターを押してください。

登録したいフィードでエンターを押すと、フィード挿入ダイアログボックスへ移動します。

フィード挿入ダイアログボックスには「フィードURL」コンピュータエディットボックス、「カテゴリー」リスト、「カテゴリー挿入」ボタン、「確認」、「取り消し」の5つのコントロールがあります。コントロール間の移動はF3を使用します。
フィードURLでは、選択したRSSフィードのURLを表示します。
カテゴリーリストでは現在登録されているカテゴリーを表示します。上下スクロールキーでカテゴリを選択できます。検索したフィードを登録したいカテゴリーを選んでエンターを押すと、そのカテゴリー内に検索したフィードが登録されます。

既存のカテゴリーに検索したフィードを登録せず、新しいカテゴリーを作成したい場合はカテゴリー挿入でエンターを押してください。カテゴリー挿入ダイアログボックスに移動します。カテゴリー名エディットボックスに新しく登録したいカテゴリー名を入力してエンターを押してください。カテゴリーリストに新しいカテゴリーが追加されます。詳しくは10.4.3.1章をご参照ください。

検索したフィードを登録するカテゴリーを決定したらエンターを押すか、確認ボタンを選択してエンターを押してください。検索したフィードがRSSリーダに登録されます。
フィードの検索をキャンセルする場合は取り消しボタンでエンターを押すか、Space-e(1-5)またはSpace-z(1-3-5-6)を押してください。

10.4.4.2 フィードの挿入

登録したいフィードのURLが分かっている場合、フィードの検索を行わずにフィード挿入を実行できます。

「フィードの挿入」を実行するにはF2を押してメニューを開き、「フィード」まで進んでエンターを押します。次に、下スクロールキーを押して「フィードの挿入」を選択してエンターを押します。フィードリストを開いている状態でショートカットキーのEnter-i(2-4)を押しても実行できます。フィードの挿入ダイアログの操作方法は10.4.4.1章で紹介した通りです。

10.4.4.3 フィードの削除

フィードの削除を使用するとRSSリーダに登録したフィードを削除することができます。「フィードの削除」を実行するにはF2を押してメニューを開き、「フィード」まで進んでエンターを押します。次に、下スクロールキーを押して「フィードの削除」を選択してエンターを押します。フィードリストを開いている状態でショートカットキーのEnter-d(1-4-5)を押しても実行できます。フィードの削除を実行する際に、フィードリストで表示されているフィードを削除します。
この機能を実行すると、「・・・・のフィードを削除しますか？はい」と確認メッセージが表示されます。削除してよければ「はい」の状態でエンターを押して削除を実行してください。削除したくない場合はスペースを押すと「いいえ」に切り替わります。「いいえ」の状態でエンターを押すと削除を取消します。

10.4.4.4　フィード名の変更
「フィード名の変更」機能を使ってフィード名を変更することができます。

「フィード名の変更」を実行するにはF2を押してメニューを開き、「フィード」まで進んでエンターを押します。そして、下スクロールキーで「フィード名の変更」まで移動してエンターを押します。ショートカットキーはSpace-m(1-3-4)です。
この機能はフィードリストで使用できます。

「フィード名の変更」ダイアログには「フィード名」エディットボックス、「フィードのURL」コンピュータエディットボックス、「カテゴリー」一覧、「確認」、「終了」の5つの項目があります。ダイアログ内はF3を使って項目間を移動することができます。
「フィード名」エディットボックスに新しいフィード名を入力したらエンターを押すか、F3を押して確認へ移動してからエンターを押してください。フィード名が変更されます。

フィードのURLを変更したい場合は、「フィードのURL」コンピュータエディットボックスでURLを変更することができます。

フィードの登録されているカテゴリーを変更したい場合は、「カテゴリー」一覧からフィードを登録したいカテゴリーを選択してエンターを押してください。フィードが登録されているカテゴリーを変更することができます。

フィード名の変更を取消したい場合は、F3を押して「取り消し」まで進み、エンターを押してください。また、Space-e(2-5)を押しても取消しを実行してフィードリストへ戻ります。
10.4.4.5 フィードの移動
「フィードの移動」機能を使用して、フィードが登録されているカテゴリーを変更することができます。
「フィードの移動」を実行するにはF2を押してメニューを開き、「フィード」まで進んでエンターを押します。そして、下スクロールキーで「フィードの移動」まで移動してエンターを押します。ショートカットキーはBackspace-v(1-2-3-6)です。
この機能はフィードリストで使用できます。

「フィードの移動」ダイアログには「カテゴリー」リスト、「確認」、「終了」の3つの項目があります。ダイアログ内はF3を使って項目間を移動することができます。
フィードリストからカテゴリーを変更したいフィードを選択してフィードの移動を実行してください。「カテゴリー」リストで、フィードを登録したいカテゴリーを選んでエンターを押すと選択したフィードのカテゴリーを変更することができます。
フィードの移動を終了したい場合は、F3を押して「取り消し」まで進み、エンターを押してください。また、Space-e(2-5)を押しても取り消しを実行してフィードリストへ戻ります。
10.4.5 オプション

オプションメニューではフィードの表示モードと更新期間を設定することができます。

「オプション」を実行するにはF2を押してメニューを開き、スクロールキーで「オプション」まで進んでエンターを押します。RSSリーダ起動中にショートカットキーのBackspace-o(1-3-5)を押しても実行します。
オプションダイアログボックスには、「表示モード」コンボボックス、「更新期間」コンボボックス、「確認」、「取り消し」の4つの項目があります。ダイアログ内はF3を使って項目間を移動することができます。
「表示モード」では、フィードの項目を表示する際に「タイトルのみ」表示するか「タイトルと日付」を表示するかを選択することができます。スクロールキーで切り替えることができます。

「更新期間」では、RSSフィードの更新する期間を設定することができます。設定できる項目は「なし」、「2日間」、「3日間」、「4日間」、「5日間」、「6日間」、「7日間」です。例えば、5日間に設定した場合、RSSリーダはフィードを更新する際に5日前までの情報を更新します。なしに設定した場合、RSSリーダは更新可能な過去のフィード情報を全て更新します。

出力項目はスクロールキーで変更します。

オプションを終了したい場合は、F3を押して「取り消し」まで進み、エンターを押してください。また、Space-e(2-5)かSpace-z(1-3-5-6）を押してもオプションを終了します。
10.4.6 RSSリーダのホットキー

新しいヘッドラインの受信：Enter-r(1-2-3-5)

OPMLファイルのインポート：Enter-o(1-3-5)

OPMLファイルのエクスとポート：Space-s(2-3-4)

ポッドキャストのダウンロード：Enter-d(1-4-5)

オプション：Backspace-o(1-3-5)

カテゴリーリスト

カテゴリーの挿入：Enter-i(2-4)

カテゴリーの削除：Space-d(1-4-5)

カテゴリー名の変更：Enter-m(1-3-4)

フィードリスト
フィードの検索：Enter-n(1-3-4-5)

フィードの挿入：Enter-i(2-4)

フィードの削除：Space-d(1-3-4)

フィード名の変更：Enter-m(1-3-4)

フィードの移動：Backspace-v(1-2-3-6)
11.ソーシャルネットワーキング
ソーシャルネットワーキングサービスとは、興味・活動を共にする人々との社会的つながりや関係を構築することを目的としたオンラインサービスのことです。
ソーシャルネットワークサービスを実行する手順は次のとおりです。
(1) ボイスセンスをネットワークに接続し、「設定」の「インターネット設定」を開きます。
(2) メインメニューでショートカットキーc (1-4)を押すか、上下矢印キーで「ソーシャルネットワーク」に移動し、Enterを押します。
ソーシャルネットワークサービスの構成
ソーシャルネットワーク機能で次のサービスの利用が可能です。
1) ツイッター(t)
2) Googleトーク(g)
3) センスチャット(c)
ボイスセンスでツイッターおよびGoogleトークを利用する場合、事前にそれぞれのウェブサイト上で各サービスのアカウントを取得してください。
サービス間の移動にはSpace-1またはSpace-4を押します。各サービスを実行するときは、プログラム上でEnterを押すか、ショートカットキーを押します。
11.1 ツイッター

ツイッターは、リアルタイムにメッセージを交換したり、友人の投稿を読んだり、ニュースサイトや企業や団体などから投稿されるメッセージを読むことができるサービスです。マイクロブログとも言われています。

ツイッターには、メッセージを投稿したり、その投稿に対する返答を読んだり、ダイレクトメッセージを送ったり、他の人の投稿を再投稿したり、気になったり参考になるような投稿を見つけたときにそれをお気に入りに登録しておく機能があります。

ツイッターの起動手順は次のとおりです。 

(1) メインメニューでcを押すか、Space-4でソーシャルネットワークに移動してエンターを押し、ソーシャルネットワークのサブメニューに入ります。

(2) tを入力するか、ツイッターに移動してエンターを押します。

11.1.1 用語

1) ツイート：ツイッターの投稿メッセージのことです。掲示板の投稿と似ていますが、ツイートにはタイトル記入欄がありません。

2) ツイートはどの言語でも140字以内で投稿しなければなりません。URLも含みます。

3) メンション：メンション：特定のユーザに向けて行うツイートです。リプライもメンションの一種です。
4) リプライ：特定のユーザのツイートに返事を返すことです。 

5) フォロー：フォローしたユーザのツイートを読むことができます。

6) フォロワー：あなたのツイートを読んでいる人を指します。

7) フォローしない：ユーザのフォローをやめることです。

8) リツイート：他の人のツイートをあなたのフォロワーに広めることです。RTと省略します。

9) フレンド：互いにフォローし合っているユーザを指します。あなたがユーザAをフォローし、ユーザAもあなたをフォローしている状態です。

10) DM：ダイレクトメッセージです。特定の一人のユーザとのやりとりに使います。ダイレクトメッセージはフォロワーにのみ送信可能です。

参考: ダイレクトメッセージは送受信者のみ閲覧可能です。他のユーザは見ることができません。

11) タイムライン：タイムライン：フォローしているユーザと自分のツイートが新着順に表示されます。
11.1.2 ツイッターの起動

ツイッターをご使用いただくには、ツイッターのアカウントが必要です。ツイッターのウェブサイト、www.twitter.comにアクセスしてアカウントを作成します。すでにアカウントをお持ちの場合には、ログインしてご利用いただけます。ブレイルセンスでツイッターを利用するにはインターネットへの接続が必要です。ツイッターを起動する前に、インターネットに接続されていることをご確認ください。

11.1.2.1 サインイン

ツイッターを起動するとサインインダイアログボックスが表示されます。タブ(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動します。Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。

サインインダイアログボックスの内容は次のとおりです。

1) ID：コンピュータエディットボックスにツイッターアカウントIDを入力します。

2) パスワード：コンピュータエディットボックスにツイッターパスワードを入力します。

3) インターネットから時刻を自動取得する：ボイスセンスの時刻をインターネットサーバーと同期するか、しないかのチェックボックスです。既定の設定ではチェックされています。

4) IDを保存：IDを保存するか、しないかのチェックボックスです。既定の設定ではチェックされていません。

5) パスワードを保存：パスワードを保存するか、しないかのチェックボックスです。既定の設定ではチェックされていません。

6) 自動サインイン：自動的にツイッターにサインインするか、しないかのチェックボックスです。既定の設定ではチェックされていません。チェックすると、サインインダイアログボックスを表示せずに自動でサインインすることができます。自動サインイン機能をご使用いただくには、「IDを保存」と「パスワードを保存」のチェックボックスもチェックします。これらのうちひとつでもチェックがないと「自動サインイン」は機能しません。

7) サインイン：ツイッターにログインするボタンです。

8) 取り消し：操作をキャンセルし、ツイッターを終了するボタンです。

ツイッターは次の手順でサインインします。

1) 「サインイン」ダイアログボックスのコンピュータエディットボックスにツイッターIDを入力します。IDはコンピュータ点字で入力してください。

2) Tab(F3またはSpace-4-5)を押して次のコンピュータエディットボックスに移動し、ツイッター用のパスワードをコンピュータ点字で入力します。

3) IDとパスワードを保存したい場合には、IDを保存とパスワードを保存の各チェックボックスでスペースを押してチェックします。

4) ツイッターに自動サインインしたい場合には、自動サインインのチェックボックスでスペースを押してチェックします。

5) エンターを押すか、タブ(Space-4-5)でサインインボタンに移動したら、エンターを押します。

6. 「接続中」と表示され、ブレイルセンスがツイッターにログインします。サインインが成功すると、「ホームタイムラインの更新中」と表示され、続いてホームタイムラインのリストが表示されます。ブレイルセンスがインターネットに接続されていない場合、「インターネット接続を確認してください」と表示され、ID入力のコンピュータエディットボックスに戻ります。

11.1.2.2 サインアウトと終了

サインアウト機能で、現在のアカウントで起動したツイッターを終了し、サインインダイアログボックスに戻ります。サインアウトするには、Enter-gを入力します。あるいは、ファイルメニューでサインアウトを選択してエンターを押します。

ツイッターを終了するには、Space-zを入力します。または、ファイルメニューで終了を選択してエンターを押します。

11.1.3 ツイッターウィンドウ

サインインに成功すると、まず「ツイッターウィンドウ」が表示されます。「ツイッターウィンドウ」のコントロールは次の10種類です。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動し、Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。

ツイッターウィンドウの内容は次のとおりです。

1)タイムライン：フォローしているユーザと自分のツイートやリツイートが新着順に表示されます。
タイムラインは次のように表示されます。

投稿者のID：ツイート内容

extra: こんにちは、エクストラです。.

メンションは次のように表示されます。

送信者ID：@受信者ID、ツイート内容

Kimjk:@himsintl こんにちは。

リツイートは次のように表示されます。

推薦者ID：RT @投稿者ID：ツイート内容

Bill:RT:@robin: 誕生日おめでとう！

タイムラインの移動キーは次のとおりです。

次のツイートへ移動：Space-4

前のツイートへ移動：Space-1

リスト更新後、先頭のツイートに移動：Space-1-2-3

リスト更新後、最後のツイートに移動：Space-4-5-6

前の32個のリストに移動： Space-1-2-6

次の32個のリストに移動：Space-3-4-5

2)タイムリスト：ツイート投稿日時を次のように表示します。

2011年 1月1日, 金曜日 3:00 pm

3)次のリスト：Enter-n (1-3-4-5)、またはボタン上でEnterを押します。次の32個のツイートを読み込みます。

4)更新ボタン：Enter-r (1-2-3-5)またはボタン上でEnterを押します。タイムラインを更新します。

5)ツイートボタン：Enter-t (dots 2-3-4-5) またはボタン上でEnterを押します。ツイートを投稿します。

6)リプライボタン：Enter-y (1-3-4-5-6)またはボタン上でEnterを押します。ツイートに返信します。

7)削除ボタン：Space-d (1-4-5)またはボタン上でEnterを押します。自分のツイートを削除します。削除ボタンは自分のツイートを選択中のときのみ表示されます。

8)リツイートボタン：Enter-e (1-5)またはボタン上でEnterを押します。他のユーザのツイートを再投稿します。自分のツイート選択中、リツイートボタンは表示されません。

9)お気に入りに追加ボタン：Enter-v (1-2-3-6)またはボタン上でEnterを押します。選択中のツイートをお気に入りリストに追加します。

10)ツイート情報：「ツイート情報」ボタン上でEnterを押すか、Backspace-i (2-4)を押します。選択中のツイートの詳細情報を確認できます。ツイートにURLが含まれている場合、この機能でブラウザを起動してアクセスすることができます。また、ツイートをコピーすることができます。

　　　　

11.1.4 タイムライン

ブレイルセンスのツイッタープログラムは様々なタイムライン機能を提供します。ツイッターウィンドウにはタイムラインの設定に応じたツイートが表示されます。ホットキーで、目的のツイートを表示し、タイムラインを切り替えることができます。メンションや特定のユーザのツイートを表示することもできます。

11.1.4.1タイムラインの種類

1) ホームタイムライン：ツイッターにサインインすると最初に表示されます。

フォローしているユーザの全ツイートが表示されます。ホームタイムラインのホットキーはEnter-h (1-2-5)です。他のタイムライン表示中も、Enter-h (1-2-5)を押すと、最新のホームタイムラインが表示されます。

2) ユーザタイムライン：特定のユーザが投稿したツイートのみ表示します。

ユーザタイムラインのホットキーはEnter-u (1-3-6)です。ツイートを表示させたいユーザを事前に設定します。

Enter-u (1-3-6)を押して、エディットボックスにユーザIDを入力し、Enterを押します。更新後、指定したユーザのツイートが表示されます。

3) 現在のユーザのタイムライン：ホットキーはBackspace-u (1-3-6)です。他のタイムライン表示中も、Backspace-u (1-3-6)を押すと、現在のユーザのタイムラインが表示されます。

4) メンションタイムライン：自分宛てのメンションを表示します。

ホットキーはEnter-m (1-3-4)です。ツイッターウィンドウでEnter-m (1-3-4)を押すと、メンションタイムラインが表示されます。

5) 自分のツイートのリツイート：フォロー中のユーザが推薦するあなたのツイートが表示されます。ホットキーはBackspace-o (1-3-5)です。ツイッターウィンドウでBackspace-o (1-3-5)を押すと、「自分のツイートのリツイート」が表示されます。

6) リストのタイムライン: リスト登録したツイートが表示されます。ホットキーはBackspace-p (1-2-3-4)です。

7) お気に入りのタイムライン: お気に入り登録したツイートを表示します。ホットキーはenter-l (1-2-3)です。ツイッターのタイムラインメニューからも、タイムラインをご使用いただけます。

11.1.4.2 更新

タイムライン上のツイート一覧を更新する機能です。この機能を実行すると、ボイスセンスはツイッターサーバにアクセスし、新着のツイートを読み込みます。新着のツイートは日時順に並べ替えられます。

ホットキーEnter-r (1-2-3-5)で更新します。または、「ツイッターウィンドウ」でTabを押して「更新」ボタンに移動し、Enterを押します。

11.1.4.3 次のリストの読込

次のツイートを32個ずつ読み込む機能です。ツイートは更新するまで蓄積されます。

ホットキーEnter-n (1-3-4-5)を押して次のリストを読み込みます。または、Tabで「次のリスト」ボタンに移動し、Enterを押します。

11.1.5 ツイートの管理

11.1.5.1 ツイート

ツイッターサーバにメッセージを投稿する機能です。ツイッターウィンドウでホットキーEnter-t(2-3-4-5)を押して、ツイートダイアログボックスを呼び出します。または、Tabでツイートダイアログボックスに移動し、Enterを押します。メニューを呼び出した後、サブメニュー「ツイート」で「ツイート」を選択して、ダイアログボックスを開くこともできます。

ツイートダイアログボックスには4つのコントロールがあります。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動し、Shift-Tab(Space-F3 またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。

1) ツイート：エディットボックスにツイートを入力します。

2) 文字数：ステータスバーには「文字数：0/140」のように、現在の文字数と最大文字数が表示されます。

3) IDの追加:ダイアログが開いてフォローしている人の一覧が表示されますので、ツイートを送るIDを選択して追加します。

4) ツイート：このボタンでツイートを投稿します。

5) 取り消し：このボタンでツイートの投稿をキャンセルします

11.1.5.2 ツイートの削除

投稿内容に間違いがある場合や投稿を取りやめたい場合に、こういった投稿を削除することができます。次の手順でツイートを削除します。まず、削除したいツイートまで移動し、Space-d (1-4-5)を押すか、タブ(F3またはSpace-4-5)で削除ボタンまで移動し、エンターを押します。すると、本当に削除するかどうかの問い合わせメッセージが表示されます。削除する場合はそのままエンターを押し、取り消す場合にはスペースでボタンをいいえに変更してエンターを押します。

11.1.5.3 リツイート

リツイートは、自分がフォローしているユーザのツイートを、自分のフォロワーに紹介する機能です。ツイートを広めたり、ツイート内容に共感を示すときに利用します。

リツイートするには、タイムライン上で再投稿したいツイートまで移動し、Enter-e (1-5)を押します。プロンプトにフォーカスが移動しますので、リツイート、ツイートを引用する、取り消しの三つの項目から選択します。リツイートするにはそのままエンターを押します。ツイートを引用するには、スペースまたはSpace-4でツイートを引用するに移動してエンターを押します。リツイートを取り消すには、取り消しに移動してエンターを押します。

リツイートが成功すると、「リツイートしました」と表示され、タイムラインの表示に切り替わります。

11.1.5.4 メンションの送信

メンションは特定の一人以上のユーザに向けて送信するツイートのことです。特定の複数のユーザとコミュニケーションを取りたいときに利用します。

メンションの送信はツイートの投稿と似ています。送信したい相手のユーザIDの前に@マークを付け、メンションを入力し、送信します。
メンションの送信手順は次のとおりです。

1. タイムライン上でEnter-t (2-3-4-5)を押して、「ツイート」ダイアログボックスを起動します。

2. 「ツイート？」のメッセージが読み上げられます。

3. 次の例のように、ユーザIDの前に@マークを付け、メッセージを入力してください。

例1: @Robin 先生こんにちは.

例 2: @Bill @Robin 今夜一緒に食事にいきませんか？ 「例 1」はRobinに向けて、「先生こんにちは」 とメンションを送っています。 「例 2」はBillとRobinに向けて、「今夜食事にいきませんか？」とメンションを送っています。

4. Enterを押します。

5. 送信が成功すると「ツイート完了」とメッセージが読み上げられます。

11.1.5.5 リプライ

リプライは受信したメンションや他のユーザが投稿したツイートに応答する機能です。

返信したいツイート上でEnter-y(1-3-4-5-6)を押して、「リプライ」ダイアログボックスを開きます。または、Tabで「リプライ」ダイアログボックスに移動し、Enterを押します。

メニューを呼び出して、「ツイート」のサブメニューから「リプライ」を選択することもできます。

「リプライ」ダイアログボックスには、ツイートダイアログボックスと同じ五つのコントロールがあります。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動し、Shift-Tab（Space-F3またはSpace-1-2）で前のコントロールに移動します。

リプライダイアログボックスが開くと、ツイートのエディットボックスにフォーカスがあり、リプライの宛先となるユーザIDがすでに入力されています。メッセージを入力したら、エンターを押すか、ツイートボタンに移動してエンターを押します。リプライが成功すると、「ツイートしました」と表示されます。

11.1.5.6 ツイート情報

ツイート情報には、選択したツイートの情報が含まれます。ツイートにURLが含まれる場合、ブラウザを起動してURLにアクセスすることができます。また、ツイートに含まれるIDやハッシュタグを表示したり、そのIDのユーザをフォローすることもできます。さらに、ツイート内容をコピーすることもできます。

ツイート情報を表示するには、ツイート上でEnterを押します。

ツイート情報ダイアログボックスには六つのコントロールがあります。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動し、Shift-Tab（Space-F3またはSpace-1-2）で前のコントロールに移動します。

1) コンテンツ：メッセージ内容が含まれます。

2) URL：ツイート内のURLをリスト表示します。
Space-4またはSpace-1でURLを選択し、Enterを押します。ブラウザが起動し、URLへ接続します。

3) ツイートに含まれるハッシュタグが一覧表示されます。

4) ツイートに含まれるIDが表示されます。

5) ユーザタイムラインボタンで、選択したIDのタイムラインを表示します。

6) 閉じる：このボタンで「ユーザ IDからのツイート」ダイアログボックスを閉じ、タイムラインへ戻ります。F4またはSpace-e (1-5)で閉じることもできます。

コンテンツボックスで使う編集用ホットキーは次のとおりです。

1) 選択の開始：Enter-b (1-2)

2) すべて選択：Enter-a (1)

3) コピー：Enter-c (1-4)

11.1.5.7 お気に入りに追加

「お気に入りに追加」は特定のツイートを「お気に入りリスト」に追加する機能です。「お気に入りリスト」を呼び出せば、すぐにツイートを確認することができます。

次の手順でツイートをお気に入りに登録します。

1. タイムライン上でお気に入りに追加したいツイートへ移動します。

2. Enter-v (1-2-3-6)を押します。または、Tabで「お気に入りに追加」ボタンまで移動し、Enterを押します。メニューを呼び出し、「ツイート」のサブメニューから「お気に入りに追加」メニューを立ち上げることもできます。

3. 操作が成功すると、「お気に入りに追加しました」とメッセージが読み上げられ、タイムラインの表示に切り替わります。

11.1.5.8 お気に入りリスト

「お気に入りリスト」ダイアログボックスを呼び出すと、お気に入りのツイートを確認することができます。「お気に入りリスト」は、Enter-l (1-2-3)を押して起動します。または、メニューを呼び出し「ツイート」のサブメニューから「お気に入りリスト」を起動します。「お気に入りリスト」には4つのコントロールがあります。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動し、Shift-Tab（Space-F3またはSpace-1-2）で前のコントロールに移動します。

1) お気に入りリスト：お気に入りが最近登録したものから順に表示されます。

2) 次のリスト：次の32個のお気に入りを読み込みます。Enter-n (1-3-4-5)を押すか、ボタン上でEnterを押します。

3) 削除：ボタンを押すと選択中のお気に入りを削除します。Space-d (1-4-5)を押すか、ボタン上でEnterを押してください。

4) 閉じる：「お気に入りリスト」ダイアログボックスを閉じて、直前のステータスに戻ります。F4またはSpace-e(1-5)で終了することもできます。

11.1.6. フォローの管理

11.1.6.1フォローする

ユーザをフォローする機能です。Backspace-a (1)を押して、「ユーザをフォロー」ダイアログボックスを起動します。または、メニューを呼び出した後、「フォロー」のサブメニューから「ユーザをフォロー」を選択します。

「ユーザをフォロー」ダイアログボックスには3つのコントロールがあります。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動し、Shift-Tab（Space-F3またはSpace-1-2）で前のコントロールに移動します。

1) フォローするユーザのID？：タイムラインで選択しているユーザのIDがあらかじめ入力されています。フォローしたいユーザのIDを自分で入力することもできます。

2) 確認：ボタンを押してフォローします。

3) キャンセル：ボタンを押して操作をキャンセルします。メニューを呼び出す前のステータスに戻ります。

フォローの手順は次のとおりです。

1.「ユーザをフォローする」ダイアログボックスを起動し、「ユーザをフォローしますか？」エディットボックスがあらわれます。

2.フォローしたいユーザのIDを入力し、Enterを押します。

3.「フォローに追加しています」とメッセージが読み上げられ、ブレイルセンスがフォローの設定をします。

4.フォローが成功すると「フォローしました」とメッセージが読み上げられ、メニューを呼び出す直前のステータスまで戻ります。

11.1.6.2 フォロー中

フォロー中ダイアログでは、自分がフォローしているユーザを表示します。

Backspace-l (1-2-3)で「フォロー中」ダイアログボックスを起動します。または、メニューを呼び出し、「フォロー」のサブメニューから「フォロー中」を選択します。

フォロー中ダイアログには五つのコントロールがあります。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動し、Shift-Tab（Space-F3またはSpace-1-2）で前のコントロールに移動します。

1) フォロー中：フォローしているユーザがリストで表示されます。

2) 次のリスト:フォローしている次の32ユーザのリストを読み込みます。Enter-nで実行することもできます。

3) フォローをやめる：このボタンで、選択中のユーザをフォロー中の一覧から削除し、そのユーザのフォローを停止します。Space-d (1-4-5)で実行することもできます。

4) ユーザタイムライン:そのユーザのタイムラインを表示します。

5) ユーザー情報:名前、ID、自己紹介、ホームページ、フォローしている数やフォローされている数、ツイート数といった選択中のユーザの情報が表示されます。

6) リストにユーザーを追加:ダイアログが開き、すでに作成済みのリストに選択したユーザを追加します。

7) 閉じる：ボタンを押すと「フォローしている」ダイアログボックスを閉じ、直前のステータスに戻ります。F4またはSpace-e (1-5)でも終了できます。

11.1.6.3 フォロワー

フォロワーとは自分をフォローしているユーザのことです。

Backspace-e (1-5)で「フォロワー」を起動します。または、メニューを呼び出し、「フォロー」のサブメニューに移動し、「フォロワー」を起動します。

フォロワーダイアログボックスには七つのコントロールがあります。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動し、Shift-Tab（Space-F3またはSpace-1-2）で前のコントロールに移動します。

1) フォロワー：自分をフォローしているユーザをリスト表示します。

2) 次のリスト：次の32人のフォロワーを表示します。Enter-n (1-3-4-5)を押すか、ボタン上でEnterを押してください。

3) ユーザをフォローする：このボタンで、選択中のユーザをフォローします。

4) ユーザタイムライン:選択したユーザのタイムラインを表示します。

5) ユーザー情報:名前、ID、自己紹介、ホームページ、フォローしている数やフォローされている数、ツイート数といった選択中のユーザの情報が表示されます。

6) リストにユーザーを追加:ダイアログが開いて、すでに作成済みのリストに選択中のユーザを追加します。

7) 閉じる：ボタンを押すと「フォロワー」ダイアログボックスを閉じ、直前のステータスに戻ります。F4またはSpace-e (1-5)でも終了できます。

11.1.7 ダイレクトメッセージ

ダイレクトメッセージはひとりのユーザとメッセージをやり取りする機能です。

メッセージを交換する相手のみがダイレクトメッセージを見ることができます。他のユーザはメッセージを見ることはできません。ダイレクトメッセージの宛先として指定できるのはフォロワーのみです。

11.1.7.1 ダイレクトメッセージの送信

「ダイレクトメッセージの送信」は、ダイレクトメッセージをフォロワーの一人に送信する機能です。Enter-s (2-3-4)を押して、「ダイレクトメッセージの送信」ダイアログボックスを呼び出します。または、メニューを呼び出した後、「ツイート」のサブメニューから「ダイレクトメッセージの送信」を選択します。「ダイレクトメッセージの送信」ダイアログボックスには6つのコントロールがあります。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動し、Shift-Tab（Space-F3またはSpace-1-2）で前のコントロールに移動します。

1)フォロワー：自分のフォロワーが表示されます。ダイレクトメッセージを送信したいフォロワーを選択します。

2)次のリスト：次の32人のフォロワーを表示します。Enter-n (1-3-4-5)を押すか、ボタン上でEnterを押してください。

3)メッセージ：エディットボックスにメッセージを入力します。

4)文字数：ステータスバーには「文字数：0/140T」のように、現在の文字数と最大文字数が表示されます

5)送信：ダイレクトメッセージを送信します。Enter-s (2-3-4)を押すか、ボタン上でEnterを押してください。

6)閉じる：「ダイレクトメッセージの送信」ダイアログボックスを閉じて直前のステータスに戻ります。F4またはSpace-e (1-5)で終了することもできます。

ダイレクトメッセージの送信手順は次のとおりです。

(1)「ダイレクトメッセージの送信」ダイアログボックスを起動するとフォロワーが表示されます。Space-4またはSpace-1を使ってフォロワーを選択します。

(2)リスト上に目的のフォロワーが見つからない場合は、Enter-n(1-3-4-5)を押して次のリストを呼び出します。

(3)Tabで「メッセージ」エディットボックスに移動します。

(4)メッセージを入力し、Enterを押します。

(5)「メッセージ送信中」と読み上げられ、メッセージが送信されます。

(6)送信が成功すると「メッセージが送信されました」と読み上げられ、「ダイレクトメッセージの送信」ダイアログボックスのフォロワー一覧に戻ります。

11.1.7.2 受信したダイレクトメッセージ

ダイレクトメッセージの閲覧機能です。

Backspace-r (1-2-3-5)を押して起動します。または、メニューを呼び出した後、「ツイート」のサブメニューから「受信したダイレクトメッセージ」選択します。

受信したダイレクトメッセージダイアログには六つのコントロールがあります。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動し、Shift-Tab（Space-F3またはSpace-1-2）で前のコントロールに移動します。

1) 受信したダイレクトメッセージ：ダイレクトメッセージが新着順にリスト表示されます。メッセージは「ID：メッセージ内容」のように表示されます。

2) 受信したメッセージの日付が表示されます。

3) 次のリスト：次の32個のメッセージを読み込みます。Enter-n (1-3-4-5)を押すか、ボタン上でEnterを押します。

4) リプライ：選択中のダイレクトメッセージに対し返信します。Enter-y (1-3-4-5-6)を押すか、ボタン上でEnterを押します。

5) ダイレクトメッセージを削除する:リストからダイレクトメッセージを削除します。

6) 閉じる：ボタンを押すと「受信ダイレクトメッセージ」を閉じ、直前のステータスまで戻ります。F4またはspace-e (1-5)でも終了できます。

11.1.7.3 送信済みダイレクトメッセージ

「送信済みダイレクトメッセージ」は自分が送信したダイレクトメッセージを閲覧する機能です。

Backspace-m(1-3-4)で「送信済みダイレクトメッセージ」ダイアログボックスを起動します。または、メニューを呼び出した後、「ツイート」のサブメニューから「送信済みダイレクトメッセージ」を選択します。

「送信済みダイレクトメッセージ」には五つのコントロールがあります。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動し、Shift-Tab（Space-F3またはSpace-1-2）で前のコントロールに移動します。

1)送信済みダイレクトメッセージ：自分が送信したダイレクトメッセージが最近送信した順にリスト表示されます。ダイレクトメッセージは「送信者ID：メッセージ内容」のように表示されます。

2) メッセージの日付が表示されます。

3) 次のリスト：次の32個のメッセージを表示します。Enter-n (1-3-4-5)を押すか、ボタン上でEnterを押します。

4) ダイレクトメッセージの削除:リストからダイレクトメッセージを削除します。

5) 閉じる：ボタンを押して「送信ダイレクトメッセージ」ダイアログボックスを閉じ、直前のステータスに戻ります。F4またはSpace-e (1-5)で終了できます。

11.1.8 検索

ツイッターの検索機能では、登録済みのユーザやツイートに含まれる特定の単語を検索することができます。

頻繁に使う検索単語を保存する機能もあります。

11.1.8.1 グローバル検索

「グローバル検索」では、入力した単語をすべてのツイッタータイムラインから検索し、結果を表示します。ユーザをフォローすることもできます。

Space-f (1-2-4)を押して「グローバル検索」ダイアログボックスを起動します。または、メニューを呼び出した後、「検索」のサブメニューから「グローバル検索」を選択します。

Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動し、Shift-Tab（Space-F3またはSpace-1-2）で前のコントロールに移動します。

1)検索ワード：検索したい単語をエディットボックスに入力します。

2)検索結果：検索結果が「ユーザID：自己紹介」のようにリストで表示されます。「検索結果」ボタンは、検索結果が存在する場合にのみ表示されます。

3)次のリスト：次の20個の検索結果を表示します。Enter-n (1-3-4-5)を押すか、ボタン上でEnterを押します。

4)ユーザをフォロー：ボタンを押して選択中のユーザをフォローします。「ユーザをフォロー」ボタンは、検索結果が存在する場合にのみ表示されます。

5)確認：ボタンを押して検索を実行します。 6)
キャンセル：ボタンを押して「グローバル検索」ダイアログボックスを閉じ、直前のステータスに戻ります。F4またはSpace-e(1-5)で終了することもできます。

ユーザをフォローする手順は次のとおりです。

(1)「グローバル検索」ダイアログボックスを起動すると、「検索ワード」エディットボックスがあらわれます。検索したい単語を書き込みます。

(2)Enterを押してツイートの検索を実行します。「検索中」のメッセージが読み上げられます。

(3)検索が成功すると、すぐに検索結果が表示されます。検索結果が存在しない場合は、「検索結果なし」のメッセージが読み上げられ、「検索ワード」エディットボックスまで戻ります。

(4)検索結果のリスト上でSpace-4またはSpace-1を押し、フォローしたいユーザまで移動します。

(5)Backspace-a (1)で選択中のユーザをフォローします。

11.1.8.2 ユーザ検索

「ユーザ検索」はツイッターに登録されているプロフィール、ID、名前から、入力したキーワードと一致するものを検索する機能です。特定の人や会社や情報サイトなどの検索に便利です。

Backspace-f (1-2-4)を押して、「ユーザ検索」ダイアログメニューを起動します。または、メニューを呼び出した後、「検索」のサブメニューから「ユーザ検索」を起動します。「ユーザ検索」は「グローバル検索」ダイアログボックスと似ています。

「ユーザ検索」ダイアログボックスには八つのコントロールがあります。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動し、Shift-Tab（Space-F3またはSpace-1-2）で前のコントロールに移動します。

1)検索ワード：エディットボックスに検索したい単語を入力します。

2)次のリスト：次の20個の検索結果を表示します。Enter-n (1-3-4-5)を押すか、ボタン上でEnterを押します。

3)検索結果：検索結果が「ユーザID：自己紹介」のようにリストで表示されます。検索結果が存在する場合にのみ「検索結果ボタン」が表示されます。

4)ユーザをフォロー：ボタンを押して選択中のユーザをフォローします。「ユーザをフォロー」ボタンは検索結果が存在する場合にのみ表示されます。Backspace-a (1)を押してもフォローすることができます。

5) ユーザタイムライン:選択中のユーザのタイムラインを表示します。

6) ユーザー情報:名前、ID、自己紹介、ホームページ、フォローしている数やフォローされている数、ツイート数といったユーザ情報が表示されます。

7)確認：ボタンを押して検索を実行します。

8)キャンセル：ボタンを押して「ユーザ検索」ダイアログボックスを閉じ、メニューを呼び出す直前のステータスに戻ります。F4またはSpace-e (1-5)でも終了できます。

11.1.8.3 検索ワード一覧

「検索ワード一覧」では頻繁に検索に使う単語を保存します。ツイート検索やユーザID検索が手早く実行できるようになります。

Backspace-w(2-4-5-6)を押して「検索ワード一覧」ダイアログボックスを呼び出します。または、「検索」サブメニューに入り、「検索ワード一覧」に移動し、Enterを押します。

「検索ワード一覧」ダイアログボックスには6つのコントロールがあります。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動し、Shift-Tab（Space-F3またはSpace-1-2）で前のコントロールに移動します。

1)単語リスト：保存された検索単語を表示します。

2)グローバル検索：このボタンを押すと、指定した単語でツイート検索を実行します。

3)ユーザ検索：指定した単語でユーザ検索を行います。

4)検索ワードを追加：このボタンで新しい単語を登録します。

5)検索ワードを削除：このボタンで選択中の単語を削除します。

6)閉じる：ボタンを押すと、「検索単語リスト」ダイアログボックスを閉じ、直前のステータスに戻ります。F4またはspace-e (1-5)でも終了できます。

次の手順で「検索ワード一覧」に単語を追加します。

(1)Enter-aを押して、「検索ワードを追加する」ダイアログボックスを起動します。

(2)「検索ワードを保存？」エディットボックスがあらわれます。

(3)保存したい単語を入力してEnterを押します。

(4)「保存完了」とメッセージが読み上げられます。

次の手順で「検索単語リスト」から単語を削除します。

(1)Space-4またはSpace-1を押してリスト上の削除したい単語に移動します。

(2)Space-d(1-4-5)を押します。または、Tabを押して「検索ワードを削除する」ボタンに移動し、Enterを押します。

(3)「削除しますか？はい」のメッセージが読み上げられます。Enterを押すと単語が削除されます。キャンセルしたいときはSpaceを押してボタンを「いいえ」に変え、Enterを押します。または、F4またはSpace-e (1-5)を押します。キャンセルすると、検索単語リストへ戻ります。

11.1.8.4 現在のタイムラインからツイートを検索する 


表示中のタイムラインから、検索を行います。Backspace-s (2-3-4)を押すと検索ダイアログが表示されます。また、メニューを呼び出して、「検索」のサブメニューから、「現在のタイムラインからツイートを検索」を実行します。

検索ダイアログには、五つのコントロールがあります。

1) 検索:検索語を入力するエディットボックスです。

2) 検索のラジオボタン:ツイートメッセージ、ID、日付、すべての4項目から選択して検索します。

3) 方向のラジオボタン:前へまたは次へから選択して現在のタイムラインを検索します。

4) 確認:このボタンを使用して検索を実行します。

5) 取り消し:このボタンは、検索ダイアログを閉じて前の位置に戻ります。F4またはSpace-eを入力してダイアログを閉じることもできます。

11.1.8.5 現在のタイムラインからツイートを再検索する 

前の手順で検索を行った後、同じ条件でタイムラインからツイートを再検索することができます。Backspace-Space-s (2-3-4)を入力するか、検索メニューの現在のタイムラインからツイートを再建策を実行します。

11.1.9 追加機能

11.1.9.1 個人情報の閲覧と編集

個人情報ダイアログボックスで自分のアカウント情報を確認・編集することができます。

個人情報ダイアログボックスには以下の項目が含まれ、コントロール間の移動には、タブ(F3またはSpace-4-5)とShift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)を使用します。

1) 名前

2) ID

3) ホームページ

4) 自己紹介

5) フォローしている数

6) フォローされている数

7) ツイート数

8) 編集ボタン

9) 終了ボタン

個人情報ダイアログでは、名前、ホームページ、自己紹介を編集することができます。以下の手順で編集します。

(1)個人情報ダイアログが開いたら、タブ(F3またはSpace-4-5)で編集ボタンに移動します。

(2)エンターを押します。すると、名前、ホームページ、自己紹介のエディットボックスを使用して個人情報を編集可能な状態になります。このダイアログには、保存ボタンと終了ボタンもあります。

(3)エディットボックスに情報を入力します。ホームページの情報は、コンピューター点字入力を使用する必要があります。

(4)保存ボタンでエンターを押すと、情報が更新されます。

(5)変更が完了すると、「保存完了」と表示されて前の位置に戻ります。

11.1.9.2 現在のタイムラインを保存

「現在のタイムラインを保存」機能では、現在のタイムラインの全内容をテキストファイルで保存することができます。「ツイートウィンドウ」でSpace-s(2-3-4)を押して「現在のタイムラインを保存」ダイアログボックスを呼び出します。または、「ファイル」のサブメニューから「現在のタイムラインを保存」を選びEnterを押します。

「現在のタイムラインを保存」ダイアログボックスには4つのコントロールがあります。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動し、Shift-Tab（Space-F3またはSpace-1-2）で前のコントロールに移動します。

1)ファイル名：コンボエディットボックスにファイル名を入力します。デフォルトでは「ホームタイムライン20110310」のように「タイムライン名 今日の日付」になっています。

2)確認：ボタンを押すと「現在のタイムラインを保存」を実行します。

3)キャンセル：ボタンを押すと「現在のタイムラインを保存」ダイアログボックスを終了し、メニューを呼び出す前のステータス（ツイートウィンドウ）に戻ります。

4)ファイルリスト：リストで表示されます。ストレージのパスを変更できます。

ファイルリストの移動キーは次のとおりです。

1)前のリストへ移動：上スクロールボタン(Space-1)

2)次のリストへ移動：下スクロールボタン(Space-4)

3)リストの先頭に移動：Space-1-2-3/Space-1-3

4)リストの最後に移動：Space-4-5-6/Space-4-6

5)選択中のフォルダに入る、または、選択中のファイルを開く：Enter

6)上階層のフォルダに移動：Backspace

現在のタイムラインを保存する手順は次のとおりです。

(1)「ツイッターウィンドウ」でSpace-s (2-3-4)を押します。「ファイル名」エディットボックスがあらわれます。

(2)ファイル名を入力しEnterを押します。

(3)保存先フォルダを変更しない場合、現在のタイムラインは「/flashdisk/Work」フォルダに保存されます。

11.1.9.3 オプション設定

オプション設定ダイアログで、受信するツイート数や次のリストを使用してタイムラインを更新する際のツイート数を設定します。オプション設定ダイアログを開くには、F2を押してファイルでエンターを押し、Space-4でオプション設定に移動してエンターを押します。あるいは、ツイッターを起動している状態でEnter-o (1-3-5)を入力します。

オプション設定ダイアログには、受信するツイート数のコンボボックス、確認ボタン、取り消しボタンの三つの項目が含まれます。これらの項目間の移動には、タブ(F3またはSpace-4-5)とShift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)を使用します。コンボボックス内の項目間の移動にはSSpace-1とSpace-4を使用し、32、64、100に受信するツイート数を設定できます。設定したら、確認ボタンに移動してエンターを押します。設定を破棄するには、取り消しボタンに移動してエンターを押すか、Space-eまたはSpace-zを入力します。

11.1.10 リスト管理

リストとは、複数人のユーザのツイートをまとめておく機能です。フォローしなくても、リストを作成して、そのリストにユーザを追加していくことができます。

ツイッターのリスト機能は、リストメニューに、リストマネージャ、リストにユーザーを追加、ユーザービュー一覧、現在のツイートのリストビューの四つがあります。

11.1.10.1 リストマネージャ

リストの管理や情報の確認を行います。enter-p (1-2-3-4)を押してリストマネージャを起動します。または、メニューを呼び出し、「リスト」のサブメニューからリストマネージャを起動します。

リストマネージャには、リスト、リスト情報、リストを作成、リストを更新、リストを削除、終了といったコントロールがあります。

11.1.10.1.1 リスト情報

リスト情報ダイアログには、情報のリスト、閉じるボタンがあります。情報のリストには、リスト名、リストの説明、リストの日付、リストのメンバー数、リストモード(プライベートまたはパブリック)といった項目があります。項目間の移動には、Space-1またはSpace-4を使用します。リスト情報ダイアログを閉じるには、閉じるボタンに移動してエンターを押すか、Space-eを入力します。

11.1.10.1.2 リストの作成

新しくリストを作成するには、リストマネージャーダイアログでリストを作成ボタンに移動してエンターを押すか、Enter-aを入力します。

リストの作成ダイアログには、情報のリスト、確認ボタン、取り消しボタンの三つの項目があります。これらのコントロール間の移動には、タブ(F3またはSpace-4-5)とShift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)を使用します。

情報のリストには、リスト名のエディットボックス、リストの説明のエディットボックス、リストモードのラジオボタンの三つの項目があります。これらの項目間の移動には、Space-1とSpace-4を使用します。リスト名と説明を適切に入力し、スペースでラジオボタンの値をプライベートまたはパブリックに設定します。他の人にリストを表示したりフォローさせたい場合にはパブリックを選択します。他の人にリストを表示したりフォローさせたくない場合にはプライベートを選択します。

リストの設定が終了したら、確認ボタンに移動してエンターを押します。リストの作成を取り消す場合には、取り消しボタンに移動してエンターを押すか、Space-eを入力します。

11.1.10.1.3 リストを更新

作成したリストの情報を編集するには、リストマネージャのリストの一覧でSpace-4で目的のリストに移動し、タブ(F3またはSpace-4-5)でリストを更新に移動してエンターを押します。あるいは、編集したいリストに移動した状態でEnter-mを入力します。

リストを更新ダイアログの内容は、選択中のリストの情報がすでに入力されていることを除いて、リストを作成ダイアログの内容と同じです。リストの情報の編集が終了したら、タブ(F3またはSpace-4-5)で確認ボタンに移動してエンターを押します。変更を取り消す場合には、取り消しボタンに移動してエンターを押すか、Space-eまたはSpace-zを入力します。

11.1.10.1.4 リストを削除

作成したリストを削除するには、リストマネージャのリストの一覧でSpace-1またはSpace-4で目的のリストに移動し、タブ(F3またはSpace-4-5)でリストを削除に移動してエンターを押します。あるいは、目的のリストに移動した状態でSpace-dを入力します。

リストを削除を実行すると、「XXXリストを削除しますか？」と表示されます。XXXはリスト名です。既定の設定でははいが選択されています。リストを削除するにはエンターを押し、削除を取りやめる場合にはSpace-4でいいえに切り替えてエンターを押します。

11.1.10.1.5 リストのフォローをやめる

フォローしている他の人のリストを選択した場合は、そのリストのフォローをやめることができます。リストのフォローをやめるには、リストマネージャでSpace-1またはSpace-4で目的のリストに移動し、タブ(F3またはSpace-4-5)でリストのフォローをやめるボタンに移動しエンターを押します。

この機能を実行すると、「XXXリストのフォローをやめますか？」のように表示されます。XXXはリスト名です。既定の設定でははいが選択されています。フォローをやめる場合にはそのままエンターを押します。フォローをやめない場合には、Space-4でいいえに移動しエンターを押します。

リストの管理が終了したら、終了ボタンに移動してエンターを押すか、Space-eを入力します。

11.1.10.2 リストにユーザを追加

作成したリストにユーザを追加します。

この機能を実行するには、F2またはSpace-mを入力してメニューを開き、リストメニューのサブメニューのリストにユーザーを追加を起動します。あるいは、enter-k (1-3)を押してダイアログを起動します。

リストにユーザーを追加ダイアログには、リストの一覧、IDのエディットボックス、確認ボタン、取り消しボタンの四つのコントロールがあります。これらのコントロール間の移動には、タブ(F3またはSpace-4-5)とShift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)を使用します。

Space-1またはSpace-4でユーザを追加したいリストに移動します。既定の設定でIDのエディットボックスには選択中のユーザのIDが入力されています。選択中のユーザを登録するには、確認ボタンに移動してエンターを押します。他のユーザを登録するには、そのユーザのIDを入力し、確認ボタンに移動してエンターを押します。追加を取り消すには、取り消しボタンに移動してエンターを押すか、Space-eを入力します。

11.1.10.3 ユーザービュー一覧

ユーザービュー一覧で、リストのユーザを表示し管理することができます。この機能を実行するには、Space-mまたはF2を押してメニューを開き、Space-4でリストに移動してエンターを押します。続いて、ユーザービュー一覧に移動してエンターを押します。あるいは、ツイッター起動中にEnter-jを入力して起動することもできます。

ユーザービュー一覧ダイアログには、リストの一覧、リストメンバーの一覧、次のリストボタン、メンバー情報ボタン、リストメンバーを削除ボタン、ユーザをフォローするボタン、閉じるボタンがあります。フォローしているリストを表示している場合には、リストメンバーを削除ボタンは表示されません。これらのコントロール間の移動には、タブ(F3またはSpace-4-5)とShift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)を使用します。一覧内の項目の移動は、Space-1とSpace-4を使用します。

リストメンバーを削除ボタンを使用して、リストからメンバーを削除します。メンバー情報ボタンで、選択中のリストメンバーの情報を表示します。メンバー情報ダイアログの情報は、ユーザー情報ダイアログの情報と同じです。リスト内のフォローしていないユーザをフォローするには、ユーザをフォローするボタンを使用します。

11.1.10.4 現在のツイートのリストビュー

この機能は、選択中のツイートの投稿者が作成したあるいはフォローしている公開リストの一覧を表示します。

この機能を実行するには、Space-mまたはF2を押してメニューを表示し、リストのサブメニューから現在のツイートのリストビューでエンターを押します。あるいは、ツイッター起動中にenter-w (2-4-5-6)を押して直接起動します。

現在のツイートのリストビューダイアログには、リストの一覧、リストのタイムラインボタン、ユーザービュー一覧ボタン、リストのフォローボタン、終了ボタンがあります。これらのコントロール間の移動には、タブ(F3またはSpace-4-5)とShift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)を使用します。

リストのタイムラインボタンで、選択中のリストのタイムラインを表示します。ユーザービュー一覧ボタンで、ユーザービュー一覧ダイアログが開きます。リストのフォローボタンで選択中のリストをフォローします。終了するには、終了ボタンに移動してエンターを押すか、Space-eを入力します。

11.1.11　ツイッターのホットキー

サインアウト：Enter-g(1-2-4-5)

個人情報：Enter-i(2-4)

現在のタイムラインを保存：Space-s(2-3-4)

ホームタイムラインを保存：Enter-h(1-2-5)

ユーザータイムライン：Enter-u(1-3-6)

現在のユーザータイムライン：Backspace-u(1-3-6)

メンションタイムライン：Enter-m(1-3-4)

自分のリツイート：Backspace-o(1-3-5)

リストタイムライン：Backspace-p(1-2-3-4)

お気に入りタイムライン：Enter-l(1-2-3)

ツィート：Enter-t(2-3-4-5)

ツイートの削除：Space-d(1-4-5)

リツイート：Enter-e(1-5)

返信：Enter-y(1-3-4-5-6)

お気に入り追加：Enter-v(1-2-3-6)

お気に入りリスト：Enter-l(1-2-3)

ダイレクトメッセージ送信：Enter-s(2-3-4)

送信済みダイレクトメッセージ：Backspace-m(1-3-4)

ダイレクトメッセージの受信：Backsapce-r(1-2-3-5)

フォローする：Backspace-a(1)
フォロー中：Backspace-l(1-2-3)

フォロワー：Backspace-e(1-5)

グローバル検索：Space-f(1-2-4)

ユーザー検索：Backspace-f（1-2-4）

検索ワード一覧：Backspace-w(2-4-5-6)

現在のタイムラインからツイートを検索する：Backspace-s(2-3-4)

現在のタイムラインからツイートを再検索する：Backspace-Space-s(2-3-4)

リストマネージャー：Enter-p(1-2-3-4)

ユーザーをリストに追加：Enter-k(1-3)

ユーザービュー一覧：Enter-j(2-4-5)

現在のツイートのリストビュー：Enter-w(2-4-5-6)

次のリスト：Enter-n(1-3-4-5)

リフレッシュ：Enter-r(1-2-3-5)

閉じる：Space-z(1-3-5-6)

次のツイートへ移動：Space-4

前のツイートへ移動：Space-1

最新リスト先頭のツイートへ移動：Space-1-2-3
最新リスト最後のツイートへ移動：Space-4-5-6

前の32件のリストを表示：Space-1-2-6

次の32件のリストを表示：Space-3-4-5

前のリストへ移動：上スクロールボタン（Space-1）

次のリストへ移動：下スクロールボタン（Space-4）

リストの先頭へ移動：Space-1-2-3

リストの最後へ移動：Space-4-5-6

選択したフォルダやファイルを開く：Enter

前のフォルダへ戻る：Backspace

11.2 Googleトーク
Googleトークはテキストチャット、音声チャット、ファイルの送受信などの機能を提供するメッセンジャーのひとつです。MSNメッセンジャーと似ています。
Googleトークでは、オンラインに登録されているユーザと、リアルタイムでテキストメッセージを交換したり、音声チャットしたり、ファイルの送受信を行うことができます。
次の手順でGoogleトークを起動します。
1) メインメニューでc (1-4)を押します。または、Space-4を押して「ソーシャルネットワーク」に移動し、Enterを押します。
2) g (1-2-4-5)を押します。または、「Googleトーク」に移動し、Enterを押します。
11.2.1 Googleトークの起動
ボイスセンス上でGoogleトークを起動するには、Gメールアカウントが必要です。Gメールのウェブサイト(http://gmail.google.com)でGメールアカウントを作成してください。アカウント作成後、Googleトークが使えるようになります。
また、Googleトークの起動には、ボイスセンスをインターネットに接続させる必要があります。
11.2.1.1 サインイン
Googleトークを起動すると、「ログイン」ダイアログボックスが起動します。構成は次のとおりです。
1) メールアドレス：コンピュータエディットボックス
2) パスワード：コンピュータエディットボックス
3) IDを保存：チェックボックス
4) パスワードを保存：チェックボックス
5) 自動サインイン：チェックボックス
6) サインイン：ボタン
7) キャンセル：ボタン
「ログイン」ダイアログボックスの詳細は次のとおりです。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動します。Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。
1)  Eメール：コンピュータエディットボックスに、Gメールアカウントを入力します。
2) パスワード：コンピュータエディットボックスに、Gメールアカウントのパスワードを入力します。
3) IDを保存：ユーザIDを保存するか、しないかのチェックボックスです。デフォルトは「チェックなし」です。Spaceを押すと、「チェックあり」になります。
4) パスワードを保存：パスワードを保存するか、しないかのチェックボックスです。デフォルトは「チェックなし」です。Spaceを押すと、「チェックあり」になります。
5) 自動サインイン：自動的にサインインするか、しないかのチェックボックスです。
6) 「チェックあり」にすると、Googleトーク起動時、ログインダイアログボックスを呼び出さずに、登録済みのEメールアカウントで自動的にサインインすることができます。「自動サインイン」機能を利用するためには、「IDを保存」と「パスワードを保存」のチェックボックスも「チェックあり」にする必要があります。これらのチェックがないと「自動サインイン」は機能しません。
7) サインイン：ボタンを押して、Googleにログインします。
8) キャンセル：ログインをキャンセルし、Googleトークを閉じます。
Googleトークへのログイン手順は次のとおりです。
1) Googleトークが起動すると、「ログイン」ダイアログボックスが表示されます。「メールアドレス」のコンピュータエディットボックスに、コンピュータ点字でGMailアカウントを入力します。
2) メールアドレスを入力したら、Tabキーで「パスワード」コンピュータエディットボックスに移動します。コンピュータ点字でパスワードを入力します。
3) Enterを押してGoogleトークにログインします。または、Tabで「ログイン」ボタンに移動し、ボタン上でEnterを押します。
4) 「サインインしています、お待ちください」とメッセージが流れます。ボイスセンスがログインを試みます。ログインが成功すると、「コンタクトリスト作成中…」とメッセージが流れます。しばらくするとコンタクトリストが表示されます。ボイスセンスをインターネットに接続していない場合、「接続に失敗しました。ネットワーク状態を確認してください」とメッセージが読み上げられ、「ログイン」ダイアログボックスの「サインイン」ボタンまで戻ります。
Googleトークにログインすると、コンタクトリストがあらわれます。コンタクトリストは、点字で「（ステータス）ID XX/YY」と表示され、音声では「チャット名、ステータス、XX/YY」と読み上げられます。「YY」とは全コンタクト数を示し、「XX」はそのうちオンライン中の数をあらわします。オンライン中の場合、現在のステータスは点字で「NLN」と表示され、音声で「オンライン」と読み上げられます。オフラインの場合、ステータスは点字で「FLN」と表示され、音声で「オフライン」と読み上げられます。アイドル中の場合は、ステータスは点字で「Idle」と表示され、音声で「アイドル」と読み上げられます。
ダイアログボックスの移動キーは次のとおりです。
前のコンタクトへ移動：Space-1

次のコンタクトへ移動：Space-4

前の18個のコンタクトリストに移動：Space-1-2-6

次の18個のコンタクトリストに移動：Space-3-4-5

コンタクトリストの先頭に移動：Space-1-2-3

コンタクトリストの最後に移動：Space-4-5-6

11.2.1.2 サインアウトと終了
「サインアウト」は、現在サインイン中のアカウントを閉じて、「サインイン」ダイアログボックスに戻る機能です。Enter-l (1-2-3)を押して「サインアウト」します。または、メニューを呼び出した後、「ファイル」のサブメニューから「サインアウト」を選び、Enterを押します。
Googleトークを終了する場合は、Space-z (1-3-5-6)を押してください。または、F2を押してメニューを呼び出し、「ファイル」のサブメニューから「終了」を選択し、Enterを押します。
11.2.2 コンタクトの管理
 Googleトークにログインすると、コンタクトリストがあらわれます。Googleトークを初めて利用する場合、コンタクトリストには何も表示されません。この章では、コンタクトリストへの追加・削除、ブロックリストの管理など、「コンタクトの管理」について詳しく説明します。
11.2.2.1 コンタクトに追加
「コンタクトの追加」とは、新しいコンタクトをコンタクトリストへ追加する機能です。
Backspace-q (1-2-3-4-5)で「コンタクトの追加」ダイアログボックスを起動します。または、F2を押してメニューを呼び出し、「コンタクト」のサブメニューから「コンタクトの追加」を選択し、Enterを押します。
「コンタクトの追加」ダイアログボックスには3つのコントロールがあります。
1) メールアドレス：コンピュータエディットボックス
2) 確認：ボタン
3) キャンセル：ボタン
Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動します。Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。
「コンタクトの追加」ダイアログボックスの構成は次のとおりです。
1) Eメール：エディットボックスに追加したいIDを入力します。
2) 確認：ボタンを押して、コンタクトリストに新しいコンタクトを保存します。
3) キャンセル：ボタンを押して操作をキャンセルします。コンタクトリストが表示されます。
次の手順でコンタクトを追加します。
(1) コンタクトリスト上でBackspace-q (1-2-3-4-5)を押します。Eメールアドレス入力用のコンピュータエディットボックスがあらわれます。
(2) 追加したいユーザIDをコンピュータ点字で入力し、Enterを押します。
(3) コンタクトが追加されます。
コンタクトを追加すると、相手が自分のコンタクトリクエストを許可するまで、コンタクトは「オフライン」と表示されます。
相手がコンタクトリクエストを許可すると、ステータスが「オンライン」に変わります。
11.2.2.2 コンタクトの削除
「コンタクトの削除」とは、コンタクトリストに登録済みのコンタクトを削除する機能です。コンタクトを削除すると、相手は自分にメッセージを送信することはできず、自分がオンラインかどうかも確認することができません。
次の手順でコンタクトを削除します。
(1) コンタクトリスト上の削除したいコンタクトに移動します。
(2) Space-d(1-4-5)を押します。または、F2でメニューを呼び出した後、「コンタクト」のサブメニューから「コンタクトの削除」を選択し、Enterを押します。
(3) 「コンタクトリストからXXXを削除しますか？はい」とメッセージが読み上げられます。XXXは削除されるユーザIDのことです。Enterを押すと、コンタクトが削除されます。
キャンセルしたいときは、Spaceを押してボタンを「いいえ」に変えます。または、F4またはSpace-e (1-5)を押します。キャンセルすると、コンタクトリストに戻ります。
11.2.2.3 コンタクトのブロック
 「コンタクトのブロック」は、「コンタクトリスト」上のコンタクトをブロックする機能です。コンタクトをブロックすると、相手から自分宛にメッセージが送信できなくなります。また、相手から自分のステータスが確認できなくなります。コンタクトのブロックは削除とは異なります。IDはブロックリストに残ります。削除の場合、コンタクトリストから永久的にIDが消えます。
次の手順でコンタクトをブロックします。
(1) コンタクトリスト上で、ブロックしたいコンタクトまで移動します。
(2) Backspace-b (1-2)を押します。または、メニューを呼び出した後、「コンタクト」のサブメニューから「コンタクトのブロック」を選択し、Enterを押します。
(3) 「XXXをブロックしますか？はい」とメッセージが読み上げられます。XXXはブロックするユーザIDです。Enterを押すと、コンタクトがブロックされます。
キャンセルしたいときは、Spaceを押してボタンを「はい」から「いいえ」に変えます。または、F4かSpace-e (1-5)を押します。キャンセルすると、コンタクトリストに戻ります。
11.2.2.4 ブロックリストの管理
ブロックリストとは、自分がブロックしているコンタクトをリストで表示したものです。このリスト上で、コンタクトのブロックを解除することができます。
Backspace-m (1-3-4)で「ブロックリストの管理」ダイアログボックスを起動します。または、メニューを呼び出した後、「コンタクト」のサブメニューより「ブロックリストの管理」を選択し、Enterを押します。
「ブロックリストの管理」には3つのコントロールがあります。
1) メールアドレス：リストコントロール
2) ブロックの解除：ボタン
3) キャンセル：ボタン
「ブロックリストの管理」ダイアログボックスの各コントロールの詳細は次のとおりです。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動します。Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。
1) メールアドレス：ブロック中のEメールアドレスをリスト表示します。
2) ブロックの解除：ボタンを押して、選択中のメールアドレスのブロックを解除します。
3) キャンセル：ボタンを押して操作をキャンセルします。コンタクトリストへ戻ります。
「ブロックリストの管理」を使ってブロックを解除する手順は次のとおりです。
(1) コンタクトリスト上でBackspace-m (1-3-4)を押します。ブロック中のメールアドレスが表示されます。
(2) Space-4またはSpace-1を押してブロックを解除したいメールアドレスまで移動し、Enterを押します。
(3) コンタクトのブロックが解除されます。
11.2.2.5 コンタクト情報
コンタクト情報とは、選択中のコンタクトのオンラインIDや、Eメールアドレス、ステータスを表示する機能です。コンタクトリスト上でSpace-1またはSpace-4を押して目的のコンタクトに移動し、Enter-I (2-4)を押して「コンタクト情報」ダイアログボックスを起動します。または、メニューを呼び出した後、「コンタクト」のサブメニューから「コンタクト情報」を選択し、Enterを押します。
「コンタクト情報」には2つのコントロールがあります。
1) コンタクト情報：ステータスバー
2) 閉じる：ボタン
「コンタクト情報」ダイアログボックスの詳細は次のとおりです。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動します。Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。
1) コンタクト情報：ステータスバーに情報が表示されます。Space-1またはSpace-4で各項目に移動します。
2) 「コンタクト情報」に表示される情報は次のとおりです。
3) 表示名：「マイステータスオプション」で設定しているオンラインIDが表示されます。
4) メールアドレス：Eメールアドレスが表示されます。
5) チャット：チャットできる状態か、「可」または「不可」で表示します。
6) ファイル共有：フィルが送受信できる状態か、「可」または「不可」で表示します。
7) 音声チャット：音声チャットができる状態か、「可」または「不可」で表示します。
8) コンタクトのステータス：現在選択中のコンタクトとの関係を、「許可」、「スタンバイ」のどちらかで表示します。
9) 閉じる：ボタンを押して、「コンタクト情報を見る」ダイアログボックスを閉じます。コンタクトリストへ戻ります。
11.2.2.6 コンタクトリストの管理
オンラインの状態でログインすると、自分をコンタクトに追加したいとリクエストがあった場合に、コンタクトの追加を許可するか、しないかを尋ねるダイアログボックスが表示されます。オフラインの状態でコンタクト追加のリクエストがあった場合、リクエストはサーバに保存されます。Googleトークを実行すると、リクエストが「コンタクトリストの管理」メニュー上にあらわれます。「コンタクトリストの管理」とは、コンタクト追加のリクエストを許可、または、拒否する機能です。
Enter-p (1-2-3-4)で「コンタクトリストの管理」ダイアログボックスを起動します。または、メニューを呼び出した後、「コンタクト」のサブメニューから「コンタクトリストの管理」を選択しEnterを押します。
「コンタクトリストの管理」ダイアログボックスには4つのコントロールがあります。
1) メールアドレス：リスト
2) 許可：ボタン
3) 拒否：ボタン
4) 終了：ボタン
「コンタクトリストの管理」ダイアログボックスの詳細は次のとおりです。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動します。Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。
1) メールアドレス：自分に対しコンタクト追加のリクエストをしているユーザIDをリスト表示します。
2) 許可：ボタンを押して、選択中のユーザのコンタクト追加を許可します。
3) 拒否：ボタンを押して、選択中のユーザのコンタクト追加を拒否します。
4) 終了：ボタンを押して操作をキャンセルします。コンタクトリストの表示へ戻ります。
「コンタクトリストの管理」ダイアログボックス上で、コンタクト追加を許可または拒否する手順は次のとおりです。
(1) Enter-p(1-2-3-4)を押します。コンタクト追加をリクエストしているユーザIDが表示されます。
(2) Space-1またはSpace-4で、許可または拒否したいユーザまで移動します。
(3) Tab(F3またはSpace-4-5)で「許可」ボタンに移動し、Enterを押します。コンタクトにユーザが追加されます。
(4) Tab(F3またはSpace-4-5)で「拒否」ボタンに移動し、Enterを押します。コンタクト追加を拒否します。
11.2.3 チャットの開始
「チャットの開始」は、登録済みのコンタクトと、テキストメッセージを送受信する機能です。チャットは一人の相手とも、複数の相手ともできますが、「オフライン」状態のコンタクトとはチャットすることはできません。
メッセージを送信したいときは、Enter-s (2-3-4)を押します。または、Space-1かSpace-4を押して送信先のユーザIDに移動し、Enterを押します。あるいは、メニューを呼び出した後、「アクション」のサブメニューから「チャットの開始」を選択し、Enterを押します。「チャット」の画面が開きます。
「チャット」の構成は次のとおりです。
1) 入力：エディットボックス
2) 履歴：エディットボックス
「チャット」の各コントロールの詳細は次のとおりです。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動します。Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。
入力：送信内容をエディットボックスに入力します。
履歴：読み取り専用エディットボックスに、送信済みメッセージと受信メッセージが日時順に表示されます。メッセージは「送信者ID：メッセージ内容」で表示されます。
「履歴」のコントロールの移動キーは次のとおりです。
前のメッセージに移動：Space-1
次のメッセージに移動：Space-4
先頭のメッセージに移動：Space-1-2-3

最後のメッセージに移動：Space-4-5-6
Enter-t (2-3-4-5)を押して、「チャット」上の「コンタクトリスト」に移動します。または、メニューを呼び出した後、「アクション」のサブメニューから「コンタクトリスト」を選択し、Enterを押します。コンタクトリスト上で他のユーザを選択し、Enterを押すと、新しい「チャット」ウィンドウが開き、チャットを始めることができます。
2つのチャットウィンドウを開いたとき、次のホットキーでチャットウィンドウを移動することができます。
前のチャットウィンドウに移動：Space-2-3

次のチャットウィンドウに移動：Space-5-6

または、メニューを呼び出した後、「アクション」のサブメニューから「次のチャットに移動」か「前のチャットに移動」を選択し、Enterを押して、別のチャットウィンドウに移動することができます。
コンタクトリスト上でEnter-t (2-3-4-5)を押すと、最近メッセージをやり取りしたチャットウィンドウに移動します。または、メニューを呼び出した後、「アクション」のサブメニューから「最近のチャットに移動」を選択して、Enterを押します。
チャットウィンドウを終了したいときは、Space-z(1-3-5-6-)かSpace-e(1-5)を押します。または、「ファイル」のサブメニューから「終了」を選択し、Enterを押します。
11.2.4 音声チャットの開始
「音声チャットの開始」は、登録済みのコンタクトと、電話で話すようにリアルタイムで音声メッセージを送受信する機能です。音声チャットでは一人のユーザとのみ会話することができます。「オフライン」状態のユーザとはチャットできません。音声チャット中は、メッセージを送受信することもできます。
音声チャットのリクエスト手順は次のとおりです。
(1) Space-1かSpace-4で「音声チャット」をしたいユーザIDまで移動し、Enter-h (1-2-5)を押します。または、メニューを呼び出した後、「アクション」のサブメニューから「音声チャットの開始」を選択し、Enterを押します。
チャットウィンドウが開きます。コンタクトに音声チャットのリクエストを送り、「呼び出し中」のメッセージが表示されます。リクエストを受けたコンタクトがチャットを許可するとすぐに、音声チャットが始まります。
コンタクトリスト上と同じく、チャットウィンドウ上でも音声チャットのリクエストを送ることができます。チャット中にEnter-h(1-2-5)を押します。チャットの相手に音声チャットをリクエストすることができます。
(2) 「呼び出し中」にキャンセル（Space-e (1-5)）でEnterを押すか、F4を押すと、音声チャットはキャンセルされ、直前のステータスに戻ります。
音声チャットのリクエストが入ったときは、次の手順で許可または拒否します。
(1) 音声チャットのリクエストが入ると、「XXXから呼び出し中？ボタンを押して許可する」とメッセージが表示されます。XXXは音声チャットをリクエストしているユーザIDのことです。
(2) Enterを押すと、音声チャットを許可します。拒否したい場合には、Spaceキーを押してボタンを「拒否」に変え、Enterを押します。拒否した後は、コンタクトリストが表示されます。音声チャット中は、チャットウィンドウ上でメッセージ交換することができます。
11.2.5ファイルの送受信
ボイスセンスのGoogleトークには、ファイルの送受信機能があります。自分のファイルを他の人に送信したり、他の人から受信したファイルをブレイルセンスに保存することができます。
11.2.5.1 ファイルの送信
「ファイルの送信」は、他のコンタクトに向けて、ファイルを送信する機能です。一度に多くのファイルを送信することができ、ファイル送信中もチャットダイアログボックス上でメッセージを交換することができます。
次の手順でファイルを送信します。
(1) Space-1またはSpace-4を押してファイルを送りたいユーザIDに移動し、Enterを押します。チャットウィンドウがあらわれます。または、メニューを呼び出した後、「アクション」のサブメニューから「ファイル送信」を選択し、Enterを押します。
ホットキーEnter-f（1-2-4）を押します。または、メニューを呼び出した後、「アクション」のサブメニューから「ファイル送信」を選択し、Enterを押します。選択するファイルがリスト表示されます。
(2) 次の移動キーを使い、送信するファイルを選択します。
前のリストに移動：上スクロールボタン（Space-1）
次のリストに移動：下スクロールボタン（Space-4）
リストの先頭に移動：Ctrl-home (Space-1-2-3)/ Home (Space-1-3)

リストの最後に移動：Ctrl-end (Space-4-5-6)/ End (Space-4-6)

選択中のフォルダに入る、または、選択中のファイルを開く：Enter
上階層のフォルダに移動：Backspace
(3) 選択の開始ホットキーを使ってファイルを選択し、Enterを押します。ファイルを1つ送信するときは、ファイルにカーソルを合わせ、Enterを押します。
ひとつずつファイルを選択する：Space
選択の開始：Enter-b (1-2)

すべて選択：Enter-a (1)

(4) 送信ファイル情報のコントロールがあらわれます。チャットウィンドウ上「受信メッセージ」の隣にリストで表示されます。「送信：XX個のファイルの許可を保留中、ファイル名」のように表示されます。XXは送信するファイルの数をあらわします。
(5) 相手がファイル送信を許可すると、送信が始まります。「送信／受信ファイル情報」リストに進行状況とファイル名が表示されます。
(6) ファイルの送信が完了すると、「送信／受信ファイル情報」リストに戻ります。「送信：XX個のファイルが完了しました、ファイル名」のように表示されます。
ファイル送信中にキャンセルしたい場合は、「送信／受信中ファイル情報リスト」上で目的のファイルに移動し、Space-e (1-5)または F4を押します。ファイル転送はキャンセルされ、「送信中ファイル情報リスト」に「送信：キャンセルしました。XX、ファイル名」と表示されます。ファイル送信中に相手が受信をキャンセルすると、「送信中ファイルリスト」に「送信：キャンセルされました。XX、ファイル名」と表示されます。
11.2.5.2ファイルの受信
「ファイルの受信」は、他のコンタクトから送られたファイルを受信する機能です。一度に多くのファイルを受信することができ、ファイル受信中もチャットダイアログボックス上でメッセージを交換することができます。
次の手順でファイルを受信します。
(1) コンタクトがファイル送信のリクエストを出すと、「XXXがファイルを送信します」とメッセージが読み上げられます。チャットウィンドウが開き、「受信中ファイル情報」が表示されます。
(2) 「受信中ファイル情報リスト」には、「受信中：XX個のファイルの許可を保留中、ファイル名」と表示されます。XXはファイルの数を示しています。
(3) Enterを押して、ファイル転送を許可します。ファイルの受信が始まります。
(4) 「受信中ファイル情報」リストに、進行状況とファイル名が表示されます。
(5) ファイルの受信が完了すると、受信中ファイル情報リストに戻ります。「受信：XX個のファイルが完了しました、ファイル名」のように表示されます。
ファイルの受信中にキャンセルしたい場合は、「受信中ファイル情報リスト」上で目的のファイルに移動し、Space-e (1-5)または F4 を押します。ファイル転送がキャンセルされ、「受信中ファイル情報リスト」には、「受信：キャンセルしました。XX、ファイル名」と表示されます。ファイル受信中に、相手が送信をキャンセルすると、「受信中ファイル情報リスト」には、「受信：キャンセルされました。XX、ファイル名」と表示されます。
11.2.6その他の機能
 ブレイルセンスの会話プログラムには、「会話の保存」、「コンタクトリストのエクスポート／インポート」などの追加的機能があります。以下、追加的機能について詳しく説明します。
11.2.6.1 会話の保存
「会話の保存」は、コンタクトとやりとりしたメッセージをテキストファイルとして保存する機能です。
チャットウィンドウでSpace-s (2-3-4)を押して、この機能を立ち上げます。または、メニューを呼び出した後、「ファイル」のサブメニューから「会話の保存」を選択し、Enterを押します。
「会話の保存」ダイアログボックスには、4つのコントロールがあります。
1) ファイル名：エディットコンボボックス
2) 確認：ボタン
3) キャンセル：ボタン
4) ファイルリスト：リストアイテム
「会話の保存」の各コントロールの詳細は次のとおりです。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動します。Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。
1) ファイル名：エディットボックスに保存したいファイルの名前を入力します。
2) 確認：ボタンを押して、会話を保存します。
3) キャンセル：ボタンを押して操作をキャンセルします。チャットウィンドウに戻ります。
4) ファイルリスト：会話の保存先となるパスを設定します。
ファイルリストの移動キーは次のとおりです。
前のリストに移動：上スクロールボタン(Space-1)

次のリストに移動：下スクロールボタン(Space-4)

リストの先頭に移動：Ctrl-home(Space-1-2-3)/Home(Space-1-3)

リストの最後に移動：Ctrl-end(Space-4-5-6)/End(Space-4-6)

選択中のフォルダに入る、または、選択中のファイルを開く：Enter

上階層のフォルダに移動：Backspace
次の手順で会話を保存します。
(1) チャットウィンドウが開いたら、Space-s (2-3-4)を押します。ファイル名入力用のエディットボックスがあらわれます。
(2) ファイル名を入力し、Enterを押します。
(3) フォルダを変更しない場合、会話はデフォルトの「/flash disk/Work」フォルダに保存されます。
11.2.6.2 チャットの管理
「チャットの管理」は、使用中のチャットウィンドウの情報を閲覧する機能です。2つのチャットウィンドウを開き、それぞれのチャットウィンドウに移動するときにもこの機能を使います。チャットウィンドウを切り替え、ファイルの送信／受信ステータスを確認する際に便利です。コンタクトリスト上でEnter-m(1-3-4)を押して、「チャットの管理」を起動します。または、メニューを呼び出した後、「アクション」のサブメニューから「チャットの管理」を選び、Enterを押します。
「チャットの管理」には5つのコントロールがあります。
1) チャットリスト：リスト
2) 送信中ファイルのステータス：ステータス
3) チャットへ移動：ボタン
4) チャットを閉じる：ボタン
5) キャンセル：ボタン
「チャットの管理」ダイアログボックスの各コントロールの詳細は次のとおりです。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動します。Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。
1) チャットリスト：現在開いているチャットウィンドウがリスト表示されます。Space-1またはSpace-4でチャットウィンドウを選択し、Enterを押します。目的のチャットウィンドウに移動します。
2) 送信中ファイルのステータス：ステータスバーに、送信／受信中のファイルのステータスが表示されます。このステータスバーは、ファイルを送信／受信するときのみ有効です。
3) チャットに移動：このボタン上でEnterを押すと、チャットリストで選択したチャットウィンドウに移動します。
4) チャットを閉じる：ボタンを押すと、チャットリストで選択したチャットウィンドウを閉じます。
5) キャンセル：ボタンを押して「チャットウィンドウの管理」ダイアログボックスを閉じます。「コンタクトリスト」に戻ります。
11.2.6.3 検索
「検索」は、チャットウィンドウの「履歴」エディットボックスに入力した単語を検索する機能です。大量にあるメッセージの中から検索するときに便利です。
チャットウィンドウ上でSpace-f(1-2-4)を押し、「検索」を起動します。または、メニューを呼び出した後、「編集」のサブメニューから「検索」を選択し、Enterを押します。
「検索」には4つのコントロールがあります。
1) 検索するテキスト：エディットボックス
2) 検索方向：プロンプトボタン
3) 確定：ボタン
4) キャンセル：ボタン
「検索」ダイアログボックスの各コントロールの詳細は次のとおりです。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動します。Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。
1) 検索テキスト：検索したい単語をエディットボックスに入力します。
2) 検索方向：「前方検索」か「後方検索」を選択します。「前方検索」を選択すると、現在選択中の場所からチャットの先頭に向かって検索が実行されます。「後方検索」を選択すると、現在選択中の場所からチャットの終わりに向かって検索が実行されます。SpaceかBackspaceキーを押して、プロンプトボタンを変更することができます。
3) 確定：ボタンを押して「検索」を実行します。
4) キャンセル：ボタンを押して操作をキャンセルします。「検索」ダイアログボックスが閉じます。チャットウィンドウに戻ります。
チャットウィンドウでのメッセージの検索方法は次のとおりです。
1) Space-f (1-2-4)を押します。「検索テキスト」入力用のエディットボックスが表示されます。
2) 文字、単語、文章を入力し、Enterを押します。
3) チャットの終わりに向かって、「検索テキスト」と一致するものの検索が始まります。
検索方向を変えるには、「検索方向」ボックスに移動し、Tab(F3またはSpace-4-5)を押してください。または、Spaceを押して「前方検索」に切り替えます。チャットの先頭に向かって検索することができます。
11.2.6.4 コンタクトリストのエクスポート
「コンタクトリストのエクスポート」は、自分のコンタクトリストをCSVファイルで保存する機能です。
コンタクトリスト上でBackspace-x (1-3-4-6)を押して、「コンタクトリストを取り出す」を起動します。または、メニューを呼び出した後、「ファイル」のサブメニューから「コンタクトリストを取り出す」を選択し、Enterを押します。
「コンタクトリストを取り出す」には4つのコントロールがあります。
1) ファイル名：コンボエディットボックス
2) 確認:ボタン
3) キャンセル：ボタン
4) ファイルリスト：リスト
「コンタクトリストを取り出す」の各コントロールの詳細は次のとおりです。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動します。Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。
1) ファイル名：エディットボックスに、ファイルの保存名を入力します。
2) 確認：ボタンを押して、「コンタクトリストのエクスポート」を実行します。
3) キャンセル：ボタンを押して、操作をキャンセルします。「コンタクトリストを取り出す」ダイアログボックスを終了します。「コンタクトリスト」に戻ります。
4) ファイルリスト：「コンタクトリスト」保存先のパスを設定します。リストで表示されます。
ファイルリストの移動キーは次のとおりです。
前のリストに移動：上スクロールボタン(Space-1)

次のリストに移動：下スクロールボタン(Space-4)

リストの先頭に移動する：Ctrl-home (Space-1-2-3)/ Home (Space-1-3)

リストの最後に移動する：Ctrl-end (Space-4-5-6)/ End (Space-4-6)

選択中のフォルダに入る、または、選択中のファイルを開く：Enter
上階層のフォルダに移動：Backspace
次の手順でコンタクトリストを取り出します。
(1) コンタクトリスト上でBackspace-x (1-3-4-6)を押します。
(2) ファイル名を入力し、Enterを押します。
(3) フォルダを変更しない場合、コンタクトリストはデフォルトの「/flash disk/Work」に保存されます。
11.2.6.5コンタクトリストを読み込む
「コンタクトリストを読み込む」は、「コンタクトリストを取り出す」で保存したコンタクトリストを読み込む機能です。
Backspace-i (2-4)を押して、「コンタクトリストを読み込む」を起動します。または、メニューを呼び出した後、「ファイル」のサブメニューから「コンタクトリストを読み込む」を選択し、Enterを押します。
「コンタクトリストを読み込む」には4つのコントロールがあります。
1) ファイル名：コンボエディットボックス
2) 確認：ボタン
3) キャンセル：ボタン
4) ファイルリスト：リスト
「コンタクトリストを読み込む」ダイアログボックスの各コントロールの詳細は次のとおりです。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動します。Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。
1) ファイル名：エディットボックスに、読み込みたいファイルの名前を入力します。
2) 確認：ボタンを押して、「コンタクトリストのインポート」を実行します。
3) キャンセル：ボタンを押して、操作をキャンセルします。「コンタクトリストを読み込む」ダイアログボックスを終了します。「コンタクトリスト」に戻ります。
4) ファイルリスト：読み込むコンタクトリストファイル（CSV）を選択します。
ファイルリストの移動キーは次のとおりです。
前のリストに移動：上スクロールボタン(Space-1)

次のリストに移動：下スクロールボタン(Space-4)

リストの先頭に移動：Ctrl-home (Space-1-2-3)/ Home (Space-1-3)

リストの最後に移動：Ctrl-end (Space-4-5-6)/ End (Space-4-6)

選択中のフォルダに入る、または、選択中のファイルを開く：Enter

上階層のフォルダに移動：Backspace

次の手順でコンタクトリストを読み込みます。
コンタクトリスト上でBackspace-i(2-4)を押します。
Shift-Tab(Space-F3またはspace-1-2)を押して、ファイルリストに移動します。
「コンタクトリストを読み込む」を選択し、Enterを押します。
コンタクトを読み込むと、自分のコンタクトリストにコンタクトが追加されます。
11.2.7 セットアップオプション
ボイスセンスのGoogleトークプログラムには、「ステータスのオプション」、「オンラインID」、「自動応答」、「通知とサウンド」などのオプション設定機能があります。この章では、各オプションの設定について詳しく説明します。
11.2.7.1ステータスのオプション
この機能では、自分のステータスとオンラインIDを他のコンタクトにどのように見せるか、設定することができます。
コンタクトリスト上でBackspace-u(1-3-6)を押して、「ステータスのオプション」ダイアログボックスを起動します。または、メニューを呼び出した後、「オプション」のサブメニューから「ステータスのオプション」を選択し、Enterを押します。
「ステータスのオプション」には3つのコントロールがあります。
1) 自分のステータス：リスト
2) 確認：ボタン
3) キャンセル：ボタン
「ステータスのオプション」ダイアログボックスの各コントロールの詳細は次のとおりです。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動します。Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。
1) 自分のステータス：ステータスがリスト表示されます。5つのステータスから１つ選択します。ステータスは、「オンライン」、「退席中」、「アイドル中」、「取り込み中」、「チャット中」。
2) 確認：ボタンを押して設定を保存します。
3) キャンセル：ボタンを押して操作をキャンセルします。「コンタクトリスト」に戻ります。
11.2.7.2 アクションのオプション
「アクションのオプション」とは、自動応答やコンタクトリストに表示するアイドル時間などを設定する機能です。
Backspace-a (1)を押して、「アクションのオプション」ダイアログボックスを起動します。または、メニューを呼び出した後、「オプション」のサブメニューから「アクションのオプション」を選択し、Enterを押します。
「アクションのオプション」ダイアログボックスには5つのコントロールがあります。
1) アクション設定：リスト
2) 自動応答メッセージ：エディットボックス
3) 退席時間：エディットボックス
4) 確認：ボタン
5) キャンセル：ボタン
「アクションのオプション」ダイアログボックスの各コントロールの詳細は次のとおりです。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動します。Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。
1) アクション設定：機能がリストで表示されます。Space-1またはSpace-4でリスト内を移動します。
2) コンタクトリストの表示：全てのコンタクトを表示するか、接続中のコンタクトのみ表示するかを選択します。「すべて」または、「オンライン中のコンタクトのみ表示」のどちらかを選びます。「オンライン中のコンタクトのみ表示」を選択すると、オフラインのコンタクトを除き、すべてのコンタクトを表示します。SpaceまたはBackspaceで設定を変更します。
3) コンタクトのリクエスト：コンタクト追加のリクエストが入ったとき、どのように対応するか設定します。「通知」、「許可」、「拒否」の3つから設定を選びます。「通知」に設定した場合、コンタクト追加のリクエストがあると、「許可」か「拒否」を選択するよう、通知が入ります。「許可」に設定した場合、コンタクト追加のリクエストがあると、そのコンタクトは自動的に「許可」されます。「拒否」に設定すると、自動的に「拒否」します。SpaceまたはBackspaceで設定を変更します。
4) チャットリクエスト：チャットのリクエストが入ったとき、チャットウィンドウにすぐに移動するか、コンタクトリスト上にとどまるかを設定します。「チャットに移動する」または「移動しない」のどちらかを選びます。「チャットに移動する」を選択すると、チャットリクエストが入るとすぐにチャットウィンドウが開きます。「移動しない」を選択すると、チャットリクエストが入っても、現在実行中の作業が継続されます。SpaceまたはBackspaceで設定を変更します。
5) ファイル転送リクエスト：ファイル受信のリクエストが入ったとき、どのように対応するか設定します。「アラート」、「許可」、「拒否」の3つから設定を選びます。「アラート」に設定した場合、ファイル受信のリクエストがあると、「許可」か「拒否」を選択するよう、通知が入ります。「許可」に設定した場合、ファイル受信リクエストは自動的に許可されます。「拒否」に設定した場合、自動的に拒否します。SpaceまたはBackspaceで設定を変更します。
6) 音声チャットリクエスト：音声チャットのリクエストが入ったとき、どのように対応するか設定します。「アラート」、「許可」、「拒否」の3つから設定を選びます。「アラート」に設定した場合、ボイスチャットのリクエストがあると、「許可」か「拒否」を選択するよう、通知が入ります。「許可」に設定した場合、ボイスチャットは自動的に許可されます。「拒否」に設定した場合、自動的に拒否します。SpaceまたはBackspaceで設定を変更します。
7) チャットリクエストに自動応答する：チャットのリクエストが入ったときに、自動応答メッセージを送信するか、しないかを設定します。「はい」または「いいえ」のどちらかを選びます。「はい」に設定した場合、チャットのリクエストが入ると常に自動応答メッセージを送信します。「いいえ」に設定した場合、メッセージは送信されません。SpaceまたはBackspaceで設定を変更します。
8) 自動応答メッセージ：自動応答メッセージ機能を利用する場合、エディットボックスにメッセージを入力します。
9) 使用しないときは「退席中」と表示する：設定した時間内に入力操作がない場合、自分のステータスを「アイドル中」と表示します。時間は一分単位で入力します。
10) 確認：ボタンを押して、設定を保存します。
11) 取り消し: ボタンを押して操作をキャンセルします。「コンタクトリスト」に戻ります。
11.2.7.3 アラートのオプション
「アラートのオプション」では、カレントウィンドウでメッセージ通知音を鳴らすか、キー入力を読み上げるか、設定をします。コンタクトリストでBackspace-o (1-3-5)を押して、「アラートのオプション」を起動します。または、メニューを呼び出した後、「オプション」のサブメニューから「アラートのオプション」を選択し、Enterを押します。
「アラートのオプション」ダイアログボックスには3つのコントロールがあります。
1) 設定リスト：リスト
2) 確認：ボタン
3) 取り消し：ボタン
「アラートのオプション」ダイアログボックスの各コントロールの詳細は次のとおりです。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動します。Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。
1) 設定リスト：設定可能な項目は次のとおりです。Space-1またはSpace-4でリスト内を移動します。
2) キー入力読み上げ：チャットウィンドウでのメッセージ入力中に、入力したメッセージを音声に変換するかどうかを設定します。「はい」または「いいえ」のどちらかを選びます。「はい」に設定した場合、入力した内容が音声で読み上げられます。「いいえ」に設定した場合、受信したメッセージをすぐに表示します。SpaceまたはBackspaceで設定を変更します。
3) バックグラウンドでのメッセージ通知音：Googleトークがバックグランドで実行されているときに、チャット、音声チャット、ファイル送信リクエスト、ログイン／ログオンなどの通知音を鳴らすか、鳴らさないか、設定します。「はい」または「いいえ」のどちらかを選びます。「はい」に設定すると、Googleトークをバックグラウンドで実行していても通知音が鳴ります。「いいえ」に設定すると、音は鳴りません。
4) メッセージ通知音：すべての通知音を鳴らすか、鳴らさないか、設定します。「はい」または「いいえ」のどちらかを選びます。「はい」に設定すると、Googleトーク実行中はすべての通知音が鳴ります。「いいえ」に設定すると通知音は一切鳴りません。
5) 確認：ボタンを押して、設定を保存します。
6) 取り消し：ボタンを押して操作をキャンセルします。コンタクトリストに戻ります。
11.2.7.4 パスのオプション
「パスのオプション」では、メッセージやダウンロードの保存先、テンポラリファイルの保存先を設定します。Backspace-p (1-2-3-4)で「パスのオプション」ダイアログボックスを起動します。または、メニューを呼び出した後、「オプション」のサブメニューから「パスのオプション」を選択し、Enterを押します。
「パスのオプション」ダイアログボックスには5つのコントロールがあります。
1) ダウンロードパスの設定：ボタン
2) テンポラリパスの設定：ボタン
3) 会話保存のパスの設定：ボタン
4) 確認：ボタン
5) 取り消し：ボタン
「パスのオプション」ダイアログボックスの各コントロールの詳細は次のとおりです。Tab(F3またはSpace-4-5)で次のコントロールに移動します。Shift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)で前のコントロールに移動します。
1) ダウンロードパスの設定：ボタンを押して、ファイル転送の保存先を設定します。ボタン上でEnterを押すと、「パスの設定」ダイアログボックスが開きます。目的のフォルダに移動し、Enterを押すと設定が完了します。
前のリストに移動：上スクロールボタン(Space-1)

次のリストに移動：下スクロールボタン(Space-4)

リストの先頭に移動：Ctrl-home (Space-1-2-3)/ Home (Space-1-3)

リストの最後に移動：Ctrl-end (Space-4-5-6)/ End (Space-4-6)

選択中のフォルダに入る、または、選択中のファイルを開く：Enter

上階層のフォルダに移動：Backspace

2) テンポラリパスの設定：ボタンを押して、テンポラリファイルの保存先を設定します。ボタン上でEnterを押すと、「パスの設定」ダイアログボックスが開きます。目的のフォルダに移動し、Enterを押すと設定が完了します。
3) 会話保存のパスの設定：ボタンを押して、メッセージの保存先を設定します。ボタン上でEnterを押すと、「パスの設定」ダイアログボックスが開きます。目的のフォルダに移動し、Enterを押すと設定が完了します。
4) 確定：ボタンを押して、設定を保存します。
5) 取り消し：ボタンを押して操作をキャンセルします。「コンタクトリスト」に移動します。
11.2.7 Googleトークのホットキー

ファイルメニューコマンド

サインアウト：Enter-l(1-2-3)

コンタクトリストのエクスポート：Backspace-x(1-3-4-6)

コンタクトリストのインポート：Backspace-i(2-4)

閉じる：Space-z(1-3-5-6)

アクションメニューコマンド

チャットの開始：Enter-s(2-3-4)

音声チャットの開始：Enter-h(1-2-5)

音声チャットの中断：Space-e(2-4)

ファイル送信：Enter-f(1-2-4)

コンタクトリスト一覧：Enter-n(2-3-4-5)

新しいチャットへ移動：Enter-t(2-3-4-5)

チャット管理：Enter-m(1-3-4)

前のチャットへ移動：Space-p(1-2-3-4)

次のチャットへ移動：Space-5-6

コンタクトメニューコマンド

コンタクトの追加：Backspace-q(1-2-3-4-5)

コンタクトの削除：Space-d(1-4-5)

コンタクトのブロック：Backspace-b(1-2)

ブロックリスト管理：Backspace-m(1-3-4)

コンタクト情報：Enter-i(2-4)

コンタクトリスト管理：Enter-p(1-2-3-4)

オプションメニューコマンド

マイステータスオプション：Backspaceu(1-3-6)

アクションオプション：Backspace-a(1)

アラートオプション：Backspace-o(1-3-5)

パスオプション：Backspace-p(1-2-3-4)

チャットウィンドウメニュー

ファイルメニューコマンド

会話の保存：Space-e(1-5)

チャットの終了：Space-z(1-3-5-6)
編集メニューコマンド

切り取り：Enter-x(1-3-4-6)

コピー：Enter-c(1-3)

削除：Space-d(1-4-5)

貼り付け：Enter-v(1-2-3-6)

範囲指定開始：Enter-b(1-2)

全文選択：Enter-a(1)

検索：Enter-f(1-2-4)

再検索：Backspace-f(1-2-4)

Googleトークのナビゲーションキー

前へ移動：Space-1

次へ移動：Space-4

前の32件へ移動：Space-1-2-6

次の32件へ移動：Space-3-4-5

リストの先頭へ移動：Space-1-2-3

リストの最後へ移動：Space-4-5-6
11.3　センスチャット
センスチャットはブレイルセンスシリーズ同士でチャットを行う機能です。Bluetooth接続を用いて2台のセンス機器間でチャットを行うことができます。
11.3.1　チャットの準備
センスチャットを行うためには、2台のセンス機器をBluetoothで接続する必要があります。以下の手順でBluetooth設定をオンにしてください。
1)
メインメニューのオプション設定を実行してください。
2)
オプション設定のBluetoothをオンに設定してください。スペースを押すとオンとオフが切り替わります。
Bluetoothをオンに設定したら、センスチャットを実行します。
手順は次のとおりです。 
(1)
メインメニューでc (1-4)を押すか、Space-4を押して「ソーシャルネットワーク」に移動してEnterを押し、ソーシャルネットワークのサブメニューに入ります。
(2)
c (1-4)を押すか、センスチャットに移動してEnterを押して下さい。
11.3.2　2台のセンスをBluetoothで接続する
センスチャットを実行すると、「Bluetoothシリアルポート（送信）」と表示されます。下スクロールを押すと「Bluetoothシリアルポート（受信）」という項目があります。
チャット行いたい2台のセンスでそれぞれ送信と受信を選択してエンターを押してください。送信と受信の順番はどちららからでも構いません。
送信側のセンスが受信側のセンスを検出すると、センスの名称を表示します。名称が表示されたらエンターを押してください。
初めて接続する場合、PINコードの入力を求められます。「0000」と入力してください。送信側が先に入力し、次に受信側で入力します。
接続に成功すると接続音が鳴り、「メッセージを送信：」と表示されます。
11.3.3 センスチャットのダイアログ
センスチャットのダイアログでは「メッセージを送信」と「メッセージを受信」、「閉じる」のコントロールがあります。これらのコントロールの切り替える際はF3を押してください。
「メッセージを送信」：メッセージを相手に送ることができます。メッセージを記入してエンターを押すと相手にメッセージを送信します。
「メッセージを受信」：メッセージを受信すると自動的に「メッセージを受信」が表示されます（設定の変更可能）。メッセージを受信するまえにF3を押して「メッセージを受信」を表示すると、最後にチャットしたメッセージが表示されます。上スクロールキーを押すとこれまでのチャット履歴を表示します。受信したメッセージの前には[受信]、送信したメッセージの前には[送信]と表示されます。
「閉じる」：センスチャットを終了します。
11.3.4 センスチャットのメニュー
センスチャットを起動した状態でF2またはSpace-m(1-3-4)を押すとメニューが表示されます。
メニューには「ファイル」と「オプション」の項目があります。上下スクロールキーを押すと項目間を移動します。メニューを終了する場合はF4を押してください。
11.3.4.1 ファイル
ファイルの項目でエンターを押すとファイルメニューが表示されます。項目は「保存」、「名前を付けて保存」、「閉じる」です。上下スクロールキーを押して項目を選択し、エンターを押して実行します。
1)「保存」
チャットの内容をテキスト形式のファイルに保存することができます。
「保存」を実行すると「Chatting.txt」といファイルをflashdiskのworkフォルダに保存します。
2)名前を付けて保存
「名前を付けて保存」を実行すると、ファイル名を自分で編集して保存することができます。
3)閉じる
実行するとセンスチャットを終了します。
11.3.4.2　オプション
オプションの項目でエンターを押すとオプションメニューが表示されます。オプションはダイアログボックスになっています。F3を押すと設定項目リストと確認ボタン、キャンセルボタンが切り替わります。
設定項目リストは上下スクロールで項目を移動することができます。設定項目は「メッセージアラート」、「受信メッセージのアラートの設定」、「送信メッセージのアラートの設定」、「ユーザーに接続したときにアラートを使用する」、「ユーザーから切断されたときにアラートを使用する」、「メッセージの送信時にアラートを出す」、「メッセージの受信時にアラートを出す」の7項目です。
1)メッセージアラート
メッセージを受信した際にに受信アラートだけを鳴らすか、受信アラートを鳴らしたうえで「メッセージ受信：」に移動するかどうかを設定することができます。スペースキーを押すと「アラートのみ」と「アラートと表示」を切り替えることができます。
2)受信メッセージのアラートの設定
メッセージを受信した際のアラートを変更することができます。サウンド1、サウンド2、バイブレーション（ボイスセンスのみ）から選択できます。スペースキーを押すと押すと設定が切り替わります。
3)送信メッセージのアラート設定
メッセージを送信した際のアラートを変更することができます。サウンド1、サウンド2、バイブレーション（ボイスセンスのみ）から選択できます。スペースキーを押すと押すと設定が切り替わります。
4)ユーザーに接続した時にアラートを使用する
他のユーザーとBluetoothで接続した際のアラートを変更することができます。サウンド、バイブレーション（ボイスセンスのみ）、オフから選択できます。スペースキーを押すと設定が切り替わります。
5)ユーザーから切断された時にアラートを使用する
他のユーザーとのBluetooth接続が切断された際のアラートを変更することができます。サウンド、バイブレーション（ボイスセンスのみ）、オフから選択できます。スペースキーを押すと設定が切り替わります。
6)メッセージの送信時にアラートを出す
3)で設定した送信時アラートのオンとオフを切り替えることができます。スペースキーを押すと設定が切り替わります。
7)メッセージの受信時にアラートを出す
2)で設定した受信時アラートのオンとオフを切り替えることができます。スペースキーを押すと設定が切り替わります。
11.3.5　センスチャットのホットキー
チャットの保存：Enter-s(2-3-4)
チャットに名前を付けて保存：space-s(2-3-4)
閉じる：space-z(1-3-5-6)

12.アクセサリー

アクセサリは、GPSナビ・Googleマップ・DropBoxの3つの機能で構成されています。

ボイスセンスのメインメニューでSpace-4を何度か押して｢アクセサリ｣と表示したらEnterを押してください。あるいはプログラムメニューで｢x(1-3-4-6)｣を押してください。アクセサリーを実行します。

以下の章でアクセサリーの各機能を詳しく説明します。
12.1GPSナビ

GPSナビを使用するためには、別売りのGPSナビをご購入いただく必要があります。ボイスセンス単体ではご利用になれません。
12.2 Google マップ
Google マップはインターネット上の地図データベースとブレイルセンスのGPS位置情報を利用したルート検索ソフトです。出発地から目的地までのナビゲーションを音声と点字情報で行うことができます。
インターネットに接続した状態でご使用になれます。
12.2.1 Googleマップで使われる用語
以下の用語をGoogleマップでは使用します。ご確認ください。
POI：Point of Intersetの略です。ユーザー施設。
カテゴリー：施設などをそれぞれの種類によって分類したもの。
出発地点：ルート案内の開始地点。
目的地点：ルート案内の終了地点。
通過地点：出発地点から目的地点へ移動する間に経由したい地点を通過地点として設定できます。
ルート：出発地点から目的地点までの道順です。
12.2.2. GPSレシーバーと接続
ボイスセンスでGPSを使用するには、外付けのBluetooth式GPSレシーバーが必要です。以下の手順で接続してください。
ボイスセンスのオプションメニューにてBluetoothがオンになっていることをご確認ください。
以下の手順はGPSナビとセットで販売している外付けGPSレシーバーWBT-202を例に説明します。他の機種であってもBluetooth式GPSレシーバーであれば接続可能です。
１．WBT-202の電源を入れてください。
２．ブレイルセンスの電源を入れてください。
３．ブレイルセンスのオプション設定でブルートゥースをオンにしてください。
４．メインメニューのブルートゥース設定を実行してください。
WBT-202の電源が入っていて、ブルートゥースがオンになっていれば、WBT-202が検索されます。表示されない場合は、電源かブルートゥースがオフになっている場合が考えられます。電源を入れた際に、必ずブルートゥースはオンになりますので左側のボタンを長押しして電源を入れ直してお試しください。
５．WBT-202（許可前）と表示されたらエンターを押してください。
６．サービス検索中と表示され、Active Sync：アクティブシンクとSerial Port：シリアルポートが選択できる状態になります。下スクロールボタンを押してシリアルポートと表示している状態でエンターを押してください。
７．サービスに接続、接続成功、Serial Port（接続）と表示されれば準備完了です。
12.2.3. Googleマップの実行
Googleマップのアプリケーションは、メインメニューのアクセサリから実行できます。Google MAPSを実行するにはメインメニューでxを押してアクセサリメニューを開くか、上下スクロールキーを使ってアクセサリと読み上げた項目でエンターを押してアクセサリを実行してください。アクセサリメニューの中からGoogle マップを選択してエンターを押すか、gを押すとGoogle MAPSを起動することができます。
　Googleマップを起動すると、ボイスセンスは自動的にGPSレシーバーに接続します。接続に成功すればボイスセンスは「GPS接続に成功しました、現在位置を確認しています」とアナウンスします。
現在地点を確認すると、ボイスセンスは「現在地情報：・・・」と現在地の情報を表示します。GPSの信号が弱すぎて位置情報を取得できない場合は、「GPSのシグナル強度は微弱です」と読み上げ、現在地情報は表示されません。
現在位置情報は、住所と緯度と経度を表示します。
12.2.3.1 Google マップのメインダイアログ
Googleマップのメインダイアログは4つのエリアに分かれています。
１．現在地情報
２．出発地点
３．目的地点
４．付近の施設
4つのコントロール間を移動する際はF3キーを押します。
以下のショートカットキーでGoogleマップのメインダイアログを操作できます。
次の情報へ移動：Space-4
前の情報へ移動：Space-1
最初の情報へ移動：Space-1-3／Space-1-2-3
最後の情報へ移動：Space-4-6／Space-4-5-6
現在地点から目的地までの情報へ移動：F3またはSpace-4-5／Space-F3またはSpace-1-2
メニューを開く：F2またはSpace-m
Googleマップのメニューには以下の5つのサブメニューがあります。
１．検索
２．地点設定
３．ユーザー施設
４．経路
５．オプション
次項でそれぞれのサブメニューについて説明します。
12.2.3.2 検索
検索では住所検索と拡張施設検索近くの施設検索を行うことができます。
12.2.3.2.1 住所検索
検索メニューの「住所検索」を使用することで、特定の住所を検索することができます。Googleマップの起動中にF2またはSpace-mを押してメニューを開くと「検索」と表示されます。「検索」でエンターを押すと住所検索と表示されます。ここでエンターを押すと住所検索が実行されます。GoogleマップのメインダイアログでSpace-fを押しても実行できます。
住所検索ダイアログには8つのコントロールがあり、F3を押すたびに切り替わります。
※検索実行後にのみ表示されるダイアログもあります。
１．詳細住所
住所情報を入力して検索を行います。住所情報は全て入力してください。
２．検索
入力した住所情報から住所検索を開始します。
３．住所情報（検索実行後に表示されます）
検索した住所情報を表示します。
４．スタート位置として設定する（検索実行後に表示されます）
検索した住所をルート検索のスタート地点に設定します。
５．目的地として設定（検索実行後に表示されます。）
検索した住所をルート検索の目的地点に設定します。
６．中間地点に追加（検索実行後に表示されます）
検索した住所をルート検索時の通過地点として設定します。
７．ユーザー施設に追加する（検索実行後に表示されます）
検索した住所をユーザー施設に追加します。
８．終了
検索を終了してメインメニューに戻ります。
12.2.3.2.2 拡張施設検索
検索メニューから拡張施設検索を使用することができます。拡張施設検索では施設のカテゴリごとに検索できます。
拡張施設検索を実行するためには、Googleマップを実行した状態でF2またはSpace-mを押してメニューを開いてください。「検索」と表示されるのでエンターを押すまたは、ｓを押してください。「検索」のサブメニューが開きます。「住所検索」と表示されたら、下スクロールを押してください「拡張施設検索」と表示されます。そこでエンターを押すと「拡張施設検索」を実行します。GoogleマップのメインダイアログでEnter-fを押しても実行できます。
拡張施設検索には以下のコントロールがあります。
１．詳細住所
検索したい場所の住所を入力してください。住所は全て入力してください。ここで入力した住所を中心に施設検索を行います。
※施設検索を実行した後は表示されません。
２．カテゴリー
詳細住所を検索後に表示されます。検索したい施設のカテゴリーを選択してください。カテゴリーは全部で43種類あります。
３．施設範囲
詳細住所を検索後に表示されます。入力した詳細住所を中心に半径何メールの範囲で施設を検索するか設定できます。
４．施設名
詳細住所を検索後に表示されます。検索したい施設を名前から検索します。
５．検索
詳細住所入力後と、カテゴリー・施設範囲・施設名設定後に検索を実行する際に使用します。それぞれの設定項目入力後にエンターを押しても検索を実行することができます。
６．検索結果リスト
施設検索実行後に表示されます。
検索の結果、条件にあてはまる施設リストが表示されます。上下するクロールキーを押すと検索された施設を1件ずつ確認することができます。
７．検索した施設の詳細情報
施設検索実行後に表示されます。
検索結果リストで表示している施設の詳細情報を確認することができます。上下スクロールキーを押すと、名前・タイプ・電話・住所の情報が表示されます。
※施設によっては表示が英語の場合があります。
８．スタート位置として設定する
施設検索実行後に表示されます。
検索結果リストで表示している施設を、経路案内のスタート位置として設定します。
９．目的地として設定する
施設検索実行後に表示されます。
検索結果リストで表示している施設を、経路案内の目的地として設定します。
１０.中間地点に追加
施設検索実行後に表示されます。
検索結果リストで表示している施設を、経路案内の中間地点として設定します。
１１．ユーザー施設に追加する
施設検索実行後に表示されます。
検索結果リストで表示している施設を、ユーザー施設に登録します。
１２．終了
拡張施設検索を終了します。
カテゴリー・範囲指定・施設名の検索条件はそれぞれの条件を重複して検索することができます。
12.2.3.2.3 近くの施設検索
検索メニューから拡張施設検索を使用することができます。拡張施設検索では施設のカテゴリごとに検索できます。
近く施設検索を実行するためには、Googleマップを実行した状態でF2またはSpace-mを押してメニューを開いてください。「検索」と表示されるのでエンターを押すまたは、ｓを押してください。「検索」のサブメニューが開きます。「住所検索」と表示されたら、下スクロールを2回押してください「近くの施設」と表示されます。そこでエンターを押すと「近くの施設検索」を実行します。Googleマップのメインダイアログでfを押しても実行できます。
拡張施設検索には以下のコントロールがあります。
１．詳細住所
検索したい場所の住所を入力してください。住所は全て入力してください。ここで入力した住所を中心に施設検索を行います。
※施設検索を実行した後は表示されません。
２．カテゴリー
詳細住所を検索後に表示されます。検索したい施設のカテゴリーを選択してください。カテゴリーは全部で43種類あります。
３．施設範囲
詳細住所を検索後に表示されます。入力した詳細住所を中心に半径何メールの範囲で施設を検索するか設定できます。
４．施設名
詳細住所を検索後に表示されます。検索したい施設を名前から検索します。
５．検索
詳細住所入力後と、カテゴリー・施設範囲・施設名設定後に検索を実行する際に使用します。それぞれの設定項目入力後にエンターを押しても検索を実行することができます。
６．検索結果リスト
施設検索実行後に表示されます。
検索の結果、条件にあてはまる施設リストが表示されます。上下するクロールキーを押すと検索された施設を1件ずつ確認することができます。
７．検索した施設の詳細情報
施設検索実行後に表示されます。
検索結果リストで表示している施設の詳細情報を確認することができます。上下スクロールキーを押すと、名前・タイプ・電話・住所の情報が表示されます。
※施設によっては表示が英語の場合があります。
８．スタート位置として設定する
施設検索実行後に表示されます。
検索結果リストで表示している施設を、経路案内のスタート位置として設定します。
９．目的地として設定する
施設検索実行後に表示されます。
検索結果リストで表示している施設を、経路案内の目的地として設定します。
１０．中間地点に追加
施設検索実行後に表示されます。
検索結果リストで表示している施設を、経路案内の中間地点として設定します。
１１．ユーザー施設に追加する
施設検索実行後に表示されます。
検索結果リストで表示している施設を、ユーザー施設に登録します。
１２．終了
拡張施設検索を終了します。
カテゴリー・範囲指定・施設名の検索条件はそれぞれの条件を重複して検索することができます。
12.2.3.3 位置設定
位置設定メニューには、「新しいユーザー施設を追加する」、「GPSの測位位置をスタート地点に設定する」、「所在地情報」の3つの項目があります。
12.2.3.3.1新しいユーザー施設を追加する 
「新しいユーザー施設を追加する」を実行すると、現在位置の住所をユーザー施設として登録することができます。
「新しいユーザー施設を追加する」を実行するためには、Googleマップを実行した状態でF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開いてください。「位置設定」メニューを上下スクロールキーで選択してエンターを押すまたは、pを押してください。「位置設定」のサブメニューが開きます。「新しいユーザー施設を追加する」と表示されたら、エンターを押してください。
「新しいユーザー施設を追加する」のダイアログには以下の９つのコントロールがあります。コントロール間の移動はF3かSpace-F3を押してください。
１．施設名：施設の名前を入力できます。
２．緯度：現在地点の緯度が表示されます。
３．経度：現在地点の経度が表示されます。
４．電話：施設の電話番号を入力できます。
５．住所：現在地点の住所が表示されます。編集も可能です。
６．施設の説明：施設の説明を入力できます。
７．メディアファイル：メディアファイルボタンでエンターを押すと、登録するユーザー施設に結び付けたいファイルを指定することができます。
８．追加：入力した情報をユーザー施設に追加します。
９．終了：新しいユーザー施設追加を終了します。
12.2.3.3.2 GPSの測位位置をスタート地点に設定する
この項目を実行すると、GPSで測位している現在地点を経路案内のスタート地点に設定します。
「新しいユーザー施設を追加する」を実行するためには、Googleマップを実行した状態でF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開いてください。「位置設定」メニューを上下スクロールキーで選択してエンターを押すまたは、pを押してください。「位置設定」のサブメニューが開きます。「新しいユーザー施設を追加する」と表示されたら、下スクロールを押して「GPSの測位位置をスタート地点に設定する」と表示されたらエンターを押してください。
12.2.3.3.3 所在地情報
所在地情報ダイアログでは現在地点の情報を確認することができます。また、現在地点を経路案内のスタート地点・目的地点・中間地点に設定したり、周辺の施設までの距離を確認することができます。
「所在地情報」を実行するためには、Googleマップを実行した状態でF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開いてください。「位置設定」メニューを上下スクロールキーで選択してエンターを押すまたは、pを押してください。「位置設定」のサブメニューが開きます。「新しいユーザー施設を追加する」と表示されたら、下スクロールを2回押して「所在地情報」項目でエンターを押してください。GoogleマップのメインダイアログでEnter-i(2-4)を押しても実行できます。
所在地情報ダイアログには5つのコントロールがあります。コントロール間の移動はF3かSpace-F3を押してください。
１．住所：現在地点の住所を表示します。
２．緯度：現在地点の緯度を表示します。
３．経度：現在地点の経度を表示します。
４．付近の施設：付近の施設リストです。リストでは施設名と現在地点からその施設までの距離を表示します。上下スクロールキーを押すとリスト情報を1件ずつ確認できます。
５．スタート位置として設定する：現在地点を経路案内のスタート地点として設定します。
６．目的地として設定：現在地点を経路案内の目的地として設定します。
７．中間地点に追加：現在地点を経路案内の中間地点として設定します。
８．終了：所在地情報ダイアログを終了します。
12.2.3.4 ユーザー施設
ユーザー施設メニューには「ユーザー施設マネージャー」・「ユーザー施設を保存」・「ユーザー施設の読み込み」の3つの項目があります。
12.2.3.4.1 ユーザー施設マネージャー
ユーザー施設マネーシャーではユーザー施設の登録・修正・削除を行うことができます。
「ユーザー施設マネージャー」を実行するためには、Googleマップを実行した状態でF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開いてください。上下スクロールキーで「ユーザー施設」を選択してエンターを押すまたは、u(1-3-6)を押してください。「ユーザー施設」のサブメニューが開きます。「ユーザー施設マネージャー」と表示されたらエンターを押してください。GoogleマップのメインダイアログでEnter-u(1-3-6)を押しても実行できます。
ユーザー施設マネージャーダイアログには９つのコントロールがあります。コントロール間の移動はF3かSpace-F3を押してください。
１．POI：ユーザー施設リストです。上下スクロールキーでリストからユーザー施設を選択することができます。
２．施設情報：POIで選択した施設の詳細情報を表示します。上下スクロールキーで詳細情報の各項目を確認できます。
３．スタート位置として設定する：POIで選択したユーザー施設を経路案内のスタート地点として設定します。
４．目的地点として設定する：POIで選択したユーザー施設を経路案内の目的地点として設定します。
５．中間地点として追加する：POIで選択したユーザー施設を経路案内の中間地点として設定します。
６．追加：ユーザー施設を追加します。
７．変更：POIで選択したユーザー施設の詳細情報を修正します。
８．削除：ユーザー施設を削除します。
９．終了：ユーザー施設マネージャーを終了します。
12.2.3.4.2 ユーザー施設の保存と読み込み
ユーザー施設の情報をcsv形式のファイルに保存することができます。また、保存したcsv形式のユーザ施設情報を読み込むことも可能です。
ユーザ施設をcsv形式で保存したい場合は、「ユーザー施設を保存」を実行します。「ユーザー施設を保存」を実行するためには、Googleマップを実行した状態でF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開いてください。上下スクロールキーで「ユーザー施設」を選択してエンターを押すまたは、u(1-3-6)を押してください。「ユーザー施設」のサブメニューが開きます。「ユーザー施設マネージャー」と表示されたら下スクロールキーを1回押して「ユーザー施設を保存」の項目でエンターを押してください。Googleマップのメインダイアログでspace-s(2-3-4)を押しても実行できます。
ユーザー施設を保存ダイアログには4つの項目があります。
１．ファイル名：ユーザー施設情報のファイルに名前を付けます。
２．確認：ユーザー施設情報をcsvファイルとして保存します。
３．取消：ユーザー施設情報の保存を取り消します
４．ファイルリスト：ユーザ施設情報の保存場所を指定することができます。
ユーザ施設情報を読み込みたい場合は、「ユーザー施設の読み込み」を実行します。「ユーザー施設の読み込み」を実行するためには、Googleマップを実行した状態でF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開いてください。上下スクロールキーで「ユーザー施設」を選択してエンターを押すまたは、u(1-3-6)を押してください。「ユーザー施設」のサブメニューが開きます。「ユーザー施設マネージャー」と表示されたら下スクロールキーを２回押して「ユーザー施設の読み込み」の項目でエンターを押してください。GoogleマップのメインダイアログでEnter-l(1-2-3)を押しても実行できます。
ユーザー施設を保存ダイアログには4つの項目があります。
１．ファイル名：読み込みたいユーザー施設ファイルのファイル名を指定します。
２．確認：指定したユーザー施設情報を読み込みます。
３．取消：ユーザー施設情報の読み込みを取り消します
４．ファイルリスト：ユーザ施設情報の保存されたフォルダからファイルを選択して読み込みます。
ユーザー施設情報のファイル読み込み成功すると、ユーザー施設に追加されます。
12.2.3.5 経路
Googleマップの経路メニューでは、設定したスタート地点から目的地点までの経路を作成し情報を確認したり、ナビゲーションすることができます。経路メニューには「経路設定」、「移動した経路を見る」、「経路を初期化する」、「経路情報」、「目的地への方向と距離」の5つの項目があります。
12.2.3.5.1 経路設定
「経路設定」を実行するためには、Googleマップを実行した状態でF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開いてください。上下スクロールキーで「経路」を選択してエンターを押すまたは、r(1-2-3-5)を押してください。「経路」のサブメニューが開きます。「経路設定」と表示されたらエンターを押してください。GoogleマップのメインダイアログでEnter-r(1-2-3-5)を押しても実行できます。
※スタート地点と目的地点が設定されていないと経路設定は実行できません。
経路設定ダイアログには2つの項目があります。「徒歩」と「自動車」です。上下スクロールキーでいずれかの項目を選択してエンターを押してください。経路検索を実行して、経路ダイアログが開きます。
経路ダイアログには6つのコントロールがあります。コントロール間の移動はF3かSpace-F3を押してください。
１．経路情報：作成した経路の情報をリストにして表示します。上下スクロールキーで情報を切り替えることができます。経路情報では「スタート地点の住所」、「目的地の住所」、「目的地までの推定到着時間」、「スタート地点から目的地までの推定距離」を確認することができます。
２．経路のステップ表示：作成した経路の道順をリストにして表示します。上下スクロールキーで情報を切り替えることができます。各ステップでは進むべき方角と次のステップに差し掛かるまでの推定時間が表示されます。
３．通知開始：作成した経路の案内を開始します。
４．経路を保存する：作成した経路を保存します。
５．経路をロードする：以前に作成した経路を読み込みます。
６．終了：経路設定ダイアログを終了します。
12.2.3.5.2 移動した経路を見る
これまでに移動した経路を確認することができる機能が「移動した経路を見る」です。
「移動した経路を見る」を実行するためには、Googleマップを実行した状態でF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開いてください。上下スクロールキーで「経路」を選択してエンターを押すまたは、r(1-2-3-5)を押してください。「経路」のサブメニューが開きます。「経路設定」と表示されたら下スクロールキーを1回押して「移動した経路を見る」の項目でエンターを押してください。GoogleマップのメインダイアログでEnter-h(1-2-5)を押しても実行できます。
「移動した経路を見る」ダイアログには3つの項目があります。
１．移動した経路リスト：これまでに移動した経路をリストで表示します。上下スクロールを押すと移動した順に確認することができます。
２．移動した経路の初期化：移動した経路リストを初期化します。
３．終了：「移動した経路を見る」を終了します。
12.2.3.5.3 経路を初期化する
設定した経路を初期化します。
「経路を初期化する」を実行するためには、Googleマップを実行した状態でF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開いてください。上下スクロールキーで「経路」を選択してエンターを押すまたは、r(1-2-3-5)を押してください。「経路」のサブメニューが開きます。「経路設定」と表示されたら下スクロールキーを2回押して「経路を初期化する」の項目でエンターを押してください。GoogleマップのメインダイアログでBackspace-i(2-4)を押しても実行できます。
12.2.3.5.4 経路情報
経路情報を実行すると、現在設定している経路の情報確認をすることができます。
「経路情報」を実行するためには、Googleマップを実行した状態でF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開いてください。上下スクロールキーで「経路」を選択してエンターを押すまたは、r(1-2-3-5)を押してください。「経路」のサブメニューが開きます。「経路設定」と表示されたら下スクロールキーを3回押して「経路情報」の項目でエンターを押してください。GoogleマップのメインダイアログでEnter-c(1-4)を押しても実行できます。
12.2.3.5.5 目的地への方向と距離
「目的地への方向と距離」を使用すると経路案内中に現在地点から目的地への方向と距離を確認することができます。
「目的地への方向と距離」を実行するためには、Googleマップを実行した状態でF2またはSpace-m(1-3-4)を押してメニューを開いてください。上下スクロールキーで「経路」を選択してエンターを押すまたは、r(1-2-3-5)を押してください。「経路」のサブメニューが開きます。「経路設定」と表示されたら下スクロールキーを4回押して「目的地への方向と距離」の項目でエンターを押してください。GoogleマップのメインダイアログでEnter-d(1-2-4)を押しても実行できます。
12.2.3.6 オプション
オプションメニューには2つの項目があります。「通知および距離の設定」と「GPS受信機の選択」です。
12.2.3.6.1 通知および距離の設定
「通知および距離の設定」ダイアログには6つのコントロールがあります。コントロール間の移動はF3かSpace-F3を押してください。
１．通知設定：表示に関するオプション設定です。以下の4つの項目を設定できます。
1)緯度／経度表示モード：緯度と経度の表示モードを「簡易」か「詳細」に設定できます。
2)ユーザー施設の通知：「はい」か「いいえ」に設定できます。
3)通知音を再生：「はい」か「いいえ」に設定できます。
4)施設情報の通知：「はい」か「いいえ」に設定できます。
これらの設定はスペースキーを押すと設定を変更できます。
２．距離範囲設定変更（メートル）：曲がり角を通知する距離を設定することができます。初期設定は20メートルです。
３．施設までの距離（メートル）：施設を通知する距離を設定することができます。初期設定は200メートルです。
４．オプション設定を保存：設定したオプションの内容を保存します。
５．工場出荷状態にリセットする：オプションを初期設定に戻します。
６．終了：オプション設定を終了します。
12.2.3.6.2 GPS受信機の選択
GPS受信機の選択には3つの項目があります。
１．GPS受信機の接続方法：使用するGPS受信機を「内蔵GPS」か「ブルートゥース」に設定することができます。スペースキーを押すと設定が切り替わります。
２．オプション設定を保存：設定した内容を保存します。
３．終了：GPS受信機の選択を終了します。
12.2.4 Googleマップのホットキー
検索のホットキー
住所検索：Space-f(1-2-4)
拡張施設検索：Enter-f(1-2-4)
位置設定のホットキー
GPSの測位位置をスタート地点に設定する：s(2-3-4)
所在地情報：Enter-i(2-4)
ユーザー施設のホットキー
ユーザー施設マネージャー：Enter-u(1-3-6)
ユーザー施設を保存：Space-s(2-3-4)
ユーザー施設の読み込み：Enter-l(1-2-3)
経路のホットキー
経路設定：Enter-r(1-2-3-5)
移動した経路を見る：Enter-h(1-2-5)
経路を初期化する：Backspace-i(2-4)
経路情報：Enter-c(1-4)
目的地への方向と距離：Enter-d(1-4-5)
オプションのホットキー
通知および距離の設定：Enter-o(1-3-5)
GPS受信機の選択：Enter-g(1-2-4-5)
12.3DropBox

DropBoxはインターネットファイル共有サービスで、DropBoxサーバにファイルを置いたり、コンピュータやスマートフォンやブレイルセンスのようにDropBoxプログラムを搭載した機器からそのファイルにアクセスしたりすることができます。DropBoxやDropBoxアカウントの取得方法についての詳細は、www.dropbox.comにアクセスしてご確認ください。

DropBoxを起動するには、メインメニューでxを入力してユーティリティを開き、それからrを入力します。あるいは、F1-oを入力して起動することもできます。

DropBoxを初めて起動すると、サインインダイアログが開きます。サインインダイアログには、電子メールのコンピューターエディットボックス、パスワードのコンピューターエディットボックス、パスワードを保存のチェックボックス、自動サインインのチェックボックス、サインインボタン、取り消しボタンがあります。これらのコントロール間の移動には、タブ(F3またはSpace-4-5)とShift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)を使用します。

DropBoxにサインインするには、まずDropBoxアカウントとして登録した電子メールアドレスとパスワードを適切に入力します。サインイン情報の保存と自動サインインの各チェックボックスは、スペースで操作します。サインイン情報を入力してチェックボックスを設定したら、サインインボタンに移動してエンターを押します。

すると、「サインインしています。しばらくお待ちください。」と表示され、数秒後にサインインが成功すると「サインイン成功」と表示されます。続いて「ファイル一覧を構成しています。」と表示され、DropBoxアカウントで管理しているファイルやフォルダが表示されます。DropBox上のファイルやフォルダは、ファイル管理と同じ方法で操作します。

12.3.1 ファイルメニュー

DropBoxのファイルメニューには、ユーザー情報、サインアウト、終了の三つの項目があります。

12.3.1.1 ユーザー情報

ユーザー情報ダイアログを開くには、Space-mまたはF2を押してメニューを開き、ファイルでエンターを押し、ユーザー情報でエンターを押します。あるいは、Enter-iを入力して直接このダイアログを開くこともできます。

ユーザー情報ダイアログには、情報のリストと閉じるボタンの二つの項目があります。情報のリストには、ユーザ名、電子メール、国、容量の四つの項目があります。情報のリスト項目は、Space-1とSpace-4で移動します。最初の三つの項目はアカウント作成時に入力した情報で、容量は使用可能な容量と使用中の容量です。

12.3.1.2 サインアウト

使用中のDropBoxアカウントからサインアウトする場合に、ファイルメニューのサインアウトを使用します。この項目を実行するには、まずSpace-mまたはF2を押してメニューを開き、ファイルでエンターを押します。次にSpace-4でサインアウトに移動してエンターを押します。すると、「サインアウト成功」と表示され、サインインダイアログに移動します。

12.3.1.3 終了

この項目は、DropBoxを終了してアクセサリメニューに戻ります。Space-zを入力しても、ファイルメニューの終了を実行しても同じように終了します。

12.3.2 編集メニュー

編集メニューには、検索、ファイルのダウンロード、ファイルのアップロード、コピー、切り取り、貼り付け、削除、ファイルリンク、新しいフォルダといった項目があります。これらの項目について記述します。

12.2.2.1 ファイルの検索

この機能は、ファイル名の一部または全部がわかっていて場所がわからないDropBox上のファイルやフォルダを検索します。Space-mを入力してメニューを開き、Space-4で編集に移動してエンターを押します。そしてファイルの検索でエンターを押します。あるいは、Space-fを入力して直接この機能を実行することもできます。すると、ファイルの検索ダイアログが表示されます。ダイアログ内の項目には、ファイル名を入力するエディットボックス、検索ボタン、取り消しボタン、検索結果の一覧があります。これらの項目間の移動には、タブ(F3またはSpace-4-5)とShift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)を使用します。ファイルの検索を実行すると、エディットボックスにフォーカスがありますので、ファイル名の一部または全部を入力してエンターを押します。すると、入力した内容を含むすべてのファイルが検索されます。検索が完了すると、検索結果の一覧に移動します。Space-1またはSpace-4で検索結果の一覧の項目間を移動します。ファイルに移動してエンターを押すと、ファイルのある位置にフォーカスが移動してファイル検索ダイアログが閉じます。ファイル名でさらにエンターを押すと、ファイル検索に戻ります。

12.2.2.2 ファイルのダウンロード

選択したファイルをブレイルセンスにダウンロードします。この項目を実行するには、Space-mまたはF2を押してメニューを開き、Space-4で編集に移動してエンターを押します。次に、Space-4でファイルのダウンロードに移動してエンターを押します。あるいは、Enter-tを入力して直接この機能を実行することもできます。

この項目を実行すると、「ファイルはflashdisk/downloadに保存されます。保存先を変更しますか？」と表示されます。既定の設定ではいいえが選択されています。保存先を変更する場合には、Space-4ではいに移動してエンターを押します。ファイル管理と同じ操作で保存したいフォルダに移動しスペースを押して選択状態にして、エンターを押すと、ダウンロードが開始されます。「ダウンロード準備完了」と表示され、ダウンロードの進行状況が表示されます。ダウンロードが完了したら、「ダウンロード成功」と表示されます。

12.2.2.3 ファイルのアップロード

ブレイルセンスからDropBoxにファイルをアップロードすると、他のデバイスからもアップロードしたファイルにアクセスできます。この機能を実行するには、まずSpace-mまたはF2を押してファイルを開き、Space-4で編集に移動してエンターを押します。次に、Space-4でファイルのアップロードに移動してエンターを押します。あるいは、Enter-uを入力して、直接この機能を実行することもできます。この機能を実行すると、「アップロードするファイルを選択」と表示され、flashdiskのファイルとフォルダの一覧にフォーカスが移動します。通常の移動コマンドでアップロードしたいファイルに移動しエンターを押すとアップロードが開始されます。スペースを押してアップロードしたいファイルを複数選択してアップロードすることもできます。エンターを押してアップロードが開始されると、「アップロードの開始」「xx/yy」のように表示されます。xはアップロード中のファイルが何個目かを、yはアップロードするファイルの総数を表します。同時に、アップロード中にはアップロードの状況がパーセンテージで表示されます。アップロードが終了すると、ブレイルセンスは、「yファイルアップロード」のように表示され、yはアップロードしたファイルの総数です。

12.3.2.4 コピー・切り取り・貼り付け

DropBoxでコピー、切り取り、貼り付けできるのは、DropBox上でのファイルとフォルダのみです。DropBox上のファイルやフォルダをブレイルセンスにコピーしたり貼り付けることはできません。ブレイルセンスとDropBox間でファイルやフォルダを移動するには、前に記述したダウンロードとアップロードを使用します。

コピーして貼り付けると、元の場所にファイルやフォルダを残したまま目的の場所にファイルやフォルダのコピーを作成します。切り取りを使用して貼り付けると、ファイルやフォルダを元の場所から移動します。目的の場所にファイルやフォルダをコピーまたは移動するには、貼り付けを使用します。

コピーや切り取りは以下の手順で行います。

1.コピーしたいファイルやフォルダを選択します。選択したいファイルやフォルダが単一の場合には、目的のファイルやフォルダに移動します。複数のファイルやフォルダを選択するには、選択したいそれぞれのファイルやフォルダに移動してスペースを押して選択します。

2.Space-mまたはF2を押してSpace-4で編集に移動しエンターを押します。そして、コピーに移動してエンターを押すとコピーが実行されます。あるいは、ファイルの一覧でEnter-cを入力して直接この機能を実行します。切り取りを実行するには、編集メニューから切り取りを実行します。あるいは、ファイルの一覧でEnter-xを入力して、直接この機能を実行します。コピーや切り取りが実行されると、ファイルの一覧にフォーカスが戻ります。

3.ファイル管理の通常の移動コマンドで目的のフォルダに移動します。

4.上記2.で記述した手順で編集メニューを開き、貼り付けを選択してエンターを押します。すると、選択したファイルやフォルダがコピーまたは移動されます。あるいは、目的のフォルダでEnter-vを入力して貼り付けを実行することもできます。

目的のフォルダと元のフォルダが同じ場合には、「ファイルxxxはすでに存在します。上書きしますか？」と表示され、はいが選択されています。ファイルを上書きするにはそのままエンターを、上書きしない場合にはスペースでいいえを選択してエンターを押します。

12.3.2.5 ファイルやフォルダの削除

DropBoxからファイルやフォルダを削除するには、目的のファイルやフォルダに移動してスペースを押してそれらを選択します。削除したいファイルやフォルダが一つの場合にはスペースで選択する必要はありませんが、削除したいファイルやフォルダにカーソルを移動する必要があります。

そして、Space-mまたはF2を押し手メニューを開き、Space-4で編集に移動してエンターを押します。次に、Space-1またはSpace-4で削除に移動してエンターを押します。あるいは、Space-dを入力してファイルやフォルダを削除することもできます。

12.3.2.6 ファイルリンク

DropBoxでは、管理しているファイルへのリンクを作成することができます。これは、DropBox上のファイルを他の人と共有するのに非常に便利です。この機能を使用してDropBox上のファイルへのリンクを作成すると、他の人がそれをダウンロードすることができます。

この機能を実行するには、まずSpace-mまたはF2を押してメニューを開き、Space-4で編集に移動しエンターを押します。そして、Space-4でファイルリンクに移動してエンターを押します。あるいは、Enter-lを入力して、直接この機能を実行することもできます。

ファイルリンクダイアログには、ファイルリンクのエディットボックス、コピーボタン、閉じるボタンの三つの項目があります。これらの項目間の移動には、タブ(F3またはSpace-4-5)とShift-Tab(Space-F3またはSpace-1-2)を使用します。

ファイルリンクのエディットボックスには、選択したファイルのダウンロードリンクが入力されています。コピーボタンで、ファイルを共有したい人に送る文書中や電子メールに貼り付けるために、上記のリンクをクリップボードにコピーします。ファイルリンクダイアログを閉じるには、閉じるボタンに移動してエンターを押すか、Space-eを入力します。

12.3.2.7 新しいフォルダ

この機能を使用して、DropBoxアカウントの新しいフォルダを作成します。この項目を実行するには、まずSpace-mまたはF2を押してメニューを開き、Space-4で編集に移動してエンターを押します。次に、Space-4で新しいフォルダに移動してエンターを押します。あるいは、Enter-nを入力して直接この機能を実行します。

「新しいフォルダ名:」と表示されたら、半角の英数字でフォルダ名を入力してエンターを押すと新しいフォルダが作成されます。なお、フォルダ名には | < > ? : * のような記号はご使用いただけません。

12.3.3 設定メニュー

設定メニューの項目は、ログイン情報設定の1項目です。ログイン情報設定ダイアログを開くには、Space-mを入力してメニューを開き、Space-4で設定に移動し、エンターを押します。そして、ログイン情報設定でエンターを押します。

ログイン情報設定ダイアログには、サインインダイアログのユーザ名とパスワード以外の項目が含まれます。ログイン情報の保存の設定や自動サインインの設定を変更します。IDを記憶、パスワードを保存、自動サインインの各チェックボックスを設定して、確認ボタンに移動してエンターを押します。設定を破棄するには、取り消しボタンに移動してエンターを押すかSpace-eを入力します。

12.3.4 DropBoxのホットキー

ユーザー情報ダイアログを開く: Enter-i (2-4) 

ファイルの検索: Space-f (12.3) 

ファイルのダウンロード: Enter-t (2-3-4-5) 

ファイルのアップロード: Enter-u (1-3-6) 

ファイルリンク: Enter-l (1-2-3) 

コピー: Enter-c (1-4) 

切り取り: Enter-x (1-3-4-6) 

貼り付け: Enter-v (1-2-3-6) 

削除: Space-d (1-4-5) 

新しいフォルダ: Enter-n (1-3-4-5) 

ログイン情報設定: Space-i (2-4)
13.ゲーム
簡単なゲームを楽しむことができます。
操作方法はゲーム中に案内されます。
13.1 ダイスゲーム
音声・点字サイコロです。ゲームメニューにてサイコロの数（1個～3個）を選択してサイコロを振って出た目を表示します。
13.2 ブレインゲーム
記憶や計算に関するゲームです。
結果発表時のコメントはあくまでゲーム上のコメントです。ご容赦ください。
1. 記憶力ゲーム
ランダムな数字とアルファベットが表示されます。制限時間内に表示された数字を順番に入力してください。
2. リバースゲーム
ランダムな数字とアルファベットが表示されます。制限時間内に表示された数字を逆から入力してください。
3. 犯人追跡ゲーム
建物の中で犯人が潜んでいる階が表示されます。犯人は階を上下に逃げ回ります。最終的に何階に犯人がいるかを突き止めてください。
4. 掛け算九九
掛け算の問題がランダムに表示されます。回答を入力してください。
13.3 ランキングを見る
各ブレインゲームのランキングを確認できます。是非ハイスコアに挑戦してみてください。
14. ユーティリティ

ユーティリティメニューは以下の機能を使用できます。

1) 電卓：簡単な代数計算と工学用の計算

2) 現在時刻：日付と現在時刻の確認

3) 目覚まし時計
4) カレンダー
5) ストップウォッチ
6) スクリーンリーダーのターミナル：ボイスセンスをパソコンに接続して、パソコンにインストールされているスクリーンリーダーの点字ディスプレイとして使用します。

7) ネットワーク状態
8) バッテリー状態確認：バッテリーの残量の確認
9) フォーマット
10) スリープタイマー
11) ボイスセンス OSアップグレード
ユーティリティメニューに入るには、プログラムメニューでSpace-4あるいはSpace-1を押して｢ユーティリティ｣メニューに移動しEnterを押すか、｢u(1-3-6)｣を押します。

ユーティリティメニューには上記に説明したようなサブメニューがあります。これから、サブメニューの使用方法について説明します。
14.1 電卓 

電卓を使って簡単な代数計算から工学用の計算まで行うことができます。計算中にSpace-h(1-2-5)を押してヘルプメニューを呼び出すことができます。

｢電卓｣を使うには、ユーティリティメニューを呼び出して｢c(1-4)｣を押します。

計算式と数字の入力にはコンピュータ点字を使います。BackSpace-c(1-4)を押すと計算式は初期化され、計算結果に数字や計算式を入力すると表示しられていた計算結果は消去されます。計算結果を読み上げたときに演算子を入力すると表示しられていた計算結果に続いて計算することができます。

また、計算結果をメモリーに保存して後で呼び出すことができます。

電卓が提供する機能と演算子はメニューから選択して使うこともできるほか、ホットキーで入力することもできます。これから電卓の機能と使用方法について詳述します。

14.1.1 一般関数

｢一般関数｣というダイアログボックスは、｢基本演算子のリスト｣、｢確認｣ボタン、｢取消｣ボタンで構成されており、これらの項目間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。

また、演算子リスト内の演算子間の移動には、Space-1かSpace-4を使うか、演算子の英語の頭文字を押します。

一般関数を実行するには、電卓でSpace-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、｢一般関数｣でEnterを押すか、メニューで｢g(1-2-4-5)｣を押します。

電卓を起動すると、｢0｣と表示します。計算中にEnter-g(1-2-4-5)を押して｢一般関数｣を呼び出すと、ダイアログボックスが現れて、演算子リストを読み上げます。このリストで演算子を選択してEnterを押すと、演算が実行できます。ダイアログボックスの｢取消｣ボタンでEnterを押すと、選択した演算子を実行せずに取消します。あるいは、Space-z(1-3-5-6)かSpace-e(1-5)を押しても取消されます。

このようにダイアログボックスで演算子を選択する以外に、次のホットキーを使うこともできます。

プラス（加算）: 3-4-6点
マイナス（減算）: 3-6点
割る（除算）: 3-4点
掛ける（乗算）: 1-6点
パーセント: 1-4-6点
累乗: BackSpace-4-5
ルート: Enter-q(1-2-3-4-5)
小数点: 4-6点
開くカッコ: 1-2-3-5-6点
閉じるカッコ: 2-3-4-5-6点
パイ: Enter-p(1-2-3-4)
指数: Enter-e(1-5)

負の数字の場合は、マイナス記号(3-6)と数字をカッコ内に入力します。例えば、マイナス2は(-2)と入力します。

パーセント計算では、数字を入力してからパーセントサイン（%）を入力すると、入力した数字がパーセントに変換されます。例えば、90+20%を計算すると、90+18になります（18は90の20パーセントです）。計算結果は108になります。

14.1.2 変数計算

計算結果と計算式をメモリーに保存することができます。｢変数計算｣のサブメニューは、｢変数リコール｣、｢保存された全ての変数を削除｣、｢変数に保存｣、｢統計関数｣の4つで、サブメニュー間の移動にはSpace-4かSpace-1を使います。サブメニュー上でEnterを押すと実行できます。

変数計算を実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢変数計算｣まで移動してEnterを押します。あるいは、メニューで｢v(1-2-3-6)｣を押します。

14.1.2.1 変数リコール

保存した変数のリストを読み上げて計算式への挿入や削除を行うことができます。

「変数リコール」ダイアログボックスは、｢リスト｣、｢削除｣、｢詳細表示｣、｢確認｣ボタン、｢取消｣ボタンで構成されており、これらの項目間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。

｢変数リコール｣を実行するには、｢変数計算｣メニューで｢r(1-2-3-5)｣を押します。あるいは、電卓の実行中にBackSpace-r(1-2-3-5)を押します。

リストは｢変数名：結果値x/y｣と表示します。このリスト内での移動にはSpace-4かSpace-1を使います。計算式に挿入したい変数名でEnterを押すと、その値が挿入されます。

また、このリスト内の各変数をコピーすることもできます。コピーする変数をSpaceで選択してEnter-i(2-4)を押すと、選択した変数がクリップボードにコピーされます。

｢詳細表示｣ではリスト内の変数を詳しく確認することができます。｢詳細を読み上げますか？｣という質問ボタンのデフォルト設定は｢いいえ｣で、変数名と結果値のみを読み上げます。結果値以外に計算式を確認したい場合は、Spaceを押して｢はい｣に切替えると、変数出力形式が｢変数名：演算式=結果値｣のように読み上げられます。

｢削除｣では、登録した変数を削除できます。これを実行するには、まず削除したい変数を選択し、次にTab(Space-4-5)で｢削除｣まで移動してEnterを押すか、あるいはSpace-d(1-4-5)を押します。

リスト内の複数の変数を削除したい場合は、削除したい変数をSpaceで選択してからSpace-d(1-4-5)を押します。

項目リスト内の変数を他のプログラムで使うためにクリップボードにコピーしたい場合は、変数をSpaceで選択してEnter-i(2-4)を押すと、選択した変数の内容（変数名と結果値）がクリップボードにコピーされます。｢詳細表示｣を｢はい｣に設定しておくと、演算式もコピーされます。

14.1.2.2 保存された全ての変数を削除
保存されている全ての変数を削除するには、Space-m(1-3-4)あるいはF2を押してメニューを呼び出し、Space-1かSpace-4で｢変数計算｣まで移動してEnterを押します。次に、Space-1かSpace-4で｢保存された全ての変数を削除｣まで移動してEnterを押します。あるいは、Enter-d(1-4-5)を押しても実行できます。

14.1.2.3 変数に保存

後で計算に利用するために、計算結果を変数に保存することができます。

この｢変数に保存｣ダイアログボックスは、「項目名は：」、｢確認｣、｢取消｣というコントロールで構成されており、コントロール間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。「変数計算」メニューで｢s(2-3-5)｣を押すと、｢変数に保存｣にアクセスできます。電卓の使用中には、BackSpace-s(2-3-5)を押してこのダイアログボックスを開くことができます。

｢a=2+sin(3)｣のように変数名と計算式を入力してEnterを押すと、自動的に保存されます。または、計算結果を読み上げた状態で｢変数に保存｣を実行して変数名入力用のダイアログボックスを呼び出し、変数名を入力したらEnterを押して保存します。Tabで｢確認｣ボタンまで移動してEnterを押しても保存できます。

｢sin｣、 ｢cos｣、 ｢pi｣などの関数名を変数名として入力すると、｢無効な変数名｣と表示します。既に変数として入力した変数名を入力すると、｢存在する変数名です。変更しますか？｣というメッセージを読み上げます。

14.1.2.4 統計関数

｢統計関数｣ダイアログボックスは、全ての変数を表示する変数リストボックス、合計、平均、偏差などの演算結果を表示するリストボックス、｢閉じる｣で構成されており、項目間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。

統計関数を実行するには、「変数計算」メニューで｢t(2-3-4-5)｣を押すか、計算式入力時にBackSpace-t(2-3-4-5)を押します。

変数リストは｢変数名：結果値｣のように読み上げられ、リスト内での移動にはSpace-4かSpace-1を使います。計算に使う変数名はSpaceを押して選択します。

この変数リストは、｢変数リコール｣ダイアログボックス内のリストと似ていますが、｢詳細表示｣の設定にかかわらず変数名と結果値のみを読み上げます。計算に使う変数名を全て選択したら、Tab(Space-4-5)で計算結果を表示するリストに移動します。計算結果リストには、｢合計｣、｢平均｣、｢偏差｣、｢標準偏差｣という項目があり、項目間の移動にはSpace-1かSpace-4を使います。

計算結果リスト内の項目をSpaceで選択してEnter-i(2-4)を押すと、クリップボードにコピーされます。このようにクリップボードにコピーすると、ワードプロセッサーや他のプログラムに貼り付けることができます。

｢統計関数｣ダイアログボックスを閉じるには、Space-z(1-3-5-6)を押すか、｢閉じる｣ボタンでEnterを押します。

計算結果を確認してから新たに計算をする場合は、Shift-Tab(Space-1-2)を押して変数リストに移動し、Space-e(1-5)で前に選択した変数の選択解除をしてから、Spaceで変数を選択します。

14.1.3 サイン関数

サイン関数はメニューの｢サイン関数｣でEnterを押して実行します。あるいは、Space-m(1-3-4)またはF2でメニューを呼び出して｢s(2-3-4)｣を押すか、メニューを呼び出さずにEnter-s(2-3-4)を押しても実行できます。｢サイン関数｣リストには、｢サイン｣、｢アークサイン｣、｢ハイパーボリックサイン｣という項目があり、項目間の移動にはSpace-1かSpace-4を使います。選択した項目でEnterを押すか、Tab(Space-4-5)で｢確認｣まで移動してEnterを押すと、選択した内容が計算式に挿入されます。あるいは、これらの3項目から選択したい項目の英語の頭文字を入力しても挿入されます。

14.1.4 コサイン関数

コサイン関数はメニューの｢コサイン関数｣でEnterを押して実行します。あるいは、Space-m(1-3-4)かF2でメニューを呼び出して｢c(1-4)｣を押すか、メニューを呼び出さずにEnter-c(1-4)を押しても実行できます。｢コサイン関数｣リストには、｢コサイン｣、｢アークコサイン｣、｢ハイパーボリックコサイン｣という項目があり、項目間の移動にはSpace-1かSpace-4を使います。選択した項目でEnterを押すか、Tab(Space-4-5)で｢確認｣まで移動してEnterを押すと、選択した内容が計算式に挿入されます。あるいは、これらの3項目から選択したい項目の英語の頭文字を入力しても挿入されます。

14.1.5 タンジェント関数

タンジェント関数はメニューの｢タンジェント関数｣でEnterを押して実行します。あるいは、Space-m(1-3-4)またはF2でメニューを呼び出して｢t(2-3-4-5)｣を押すか、メニューを呼び出さずにEnter-t(2-3-4-5)を押しても実行できます。｢タンジェント関数｣リストには、｢タンジェント｣、｢アークタンジェント｣、｢ハイパーボリックタンジェント｣という項目があり、項目間の移動にはSpace-1かSpace-4を使います。選択した項目でEnterを押すか、Tab(Space-4-5)で｢確認｣まで移動してEnterを押すと、選択した内容が計算式に挿入されます。あるいは、これらの3項目から選択したい項目の英語の頭文字を入力しても挿入されます。

14.1.6 対数関数

｢対数関数｣ダイアログボックスは、｢関数リスト｣、｢確認｣ボタン、｢取消｣ボタンで構成されており、各項目間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。

関数リストは｢常用対数｣と｢自然対数｣で構成されており、切替えにはSpace-1かSpace-4を使います。どちらかを選択してEnterを押すか、Space-4で｢確認｣ボタンまで移動してEnterを押すと、計算式に選択した対数が挿入されます。

｢対数関数｣メニューに入るには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢対数関数｣でEnterを押すか、メニューで｢l(1-2-3)｣を押します。あるいは計算式の入力中にEnter-l(1-2-3)を押します。ダイアログボックスで、自然対数を選択する場合は｢n(1-3-4-5)｣を、｢常用対数｣を選択する場合は｢c(1-4)｣を押します。

14.1.7 クリップボードにコピー

これは計算式や計算結果をクリップボードにコピーする機能で、コピーした計算式や計算結果はワードプロセッサーの文書などに貼り付けることができます。

この機能を実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢クリップボードにコピー｣まで移動してEnterを押すか、メニューで｢i(2-4)｣を押します。

また、計算式を読み上げたときにEnter-i(2-4)を押しても、クリップボードにコピーできます。

コピーが終わると｢コピー完了｣と表示して、計算式に戻ります。

14.1.8 オプション設定

オプション設定を実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、Space-4で｢オプション設定｣まで移動してEnterを押すか、メニューで｢o(1-3-5)｣を押します。計算式の入力中は、メニューを呼び出さずにEnter-o(1-3-5)を押しても実行できます。

「オプション設定」ダイアログボックスには「設定リスト」、「確認」、「取消」という項目があり、項目間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。また、設定リストは「ディグリー」と「ラジアン」で構成されています。これらを選択するには、Space-1かSpace-4で選択したい項目に移動してEnterを押すか、Tab(Space-4-5)で「確認」ボタンまで移動してEnterを押します。

「ラジアン」を選択すると、三角関数を使うときにパイ（π）を使うことができますが、「ディグリー」を選択すると、三角関数でパイを入力したときにエラーになります。

14.1.9. 閉じる

電卓プログラムを終了するときに使います。これを実行するには、Space-m(1-3-4)またはF2を押してメニューを呼び出し、｢閉じる｣まで移動してEnterを押すか、メニューで｢z(1-3-5-6)｣を押します。あるいは、メニューを呼び出さずにSpace-z(1-3-5-6)を押しても実行できます。

14.2 現在時刻
現在の日付と時刻を確認するには、プログラムメニューでユーティリティメニューに入り、Space-4やSpace-1で｢現在時刻｣まで移動してEnterを押すか、ユーティリティメニューで｢d(1-4-5)｣を押します。ボイスセンスの使用中は、メニューを呼び出さずにSpace-t(2-3-4-5)を押せば確認できます。

実行すると、ボイスセンスは現在の時刻を読み上げ、ここでTab(Space-4-5)を押すと、今日の日付を読み上げます。

14.3 目覚まし時計

目覚まし時計を設定しておくと、ボイスセンスは毎日指定した時間にアラームを鳴らします。

目覚まし時計を設定するには、プログラムメニューのユーティリティメニューでEnterを押し、Space-1かSpace-4で｢目覚まし時計｣まで移動してEnterを押します。目覚まし時計の初回実行時で、目覚まし時刻を設定したことがない場合、ボイスセンスは｢時刻設定？｣と表示します。目覚まし時刻を設定したことがある場合は、ボイスセンスは｢目覚まし時計｣ダイアログボックスを開いて、｢時刻設定？｣と表示します。

｢目覚まし時計｣ダイアログボックスは、｢時刻設定｣、｢ベル｣、「曜日」、「アラーム秒数」、「目覚まし間隔」、「回数」、｢確認｣ボタン、｢取消｣ボタンという項目で構成されており、項目間の移動にはTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を使います。

目覚まし時計の設定を確認したい場合は、このダイアログボックスを開きます、すると現在の目覚まし時間を読み上げます。

アラームを止めるにはBackSpace-Enterを押します。BackSpace-Enterを押すと、ボイスセンスは、電源スイッチがオフになっていても電源が入っている状態を維持します。ボイスセンスの電源を切るには、電源スイッチをオンにしてからオフにしてください。ボイスセンスの電源が切れると、アラームもオフになります。

14.3.1 時刻設定

｢目覚まし時計｣ダイアログボックスが開くと、ボイスセンスは｢時刻設定｣フィールドを読み上げ、現在の時刻あるいは前に入力した時刻を読み上げますので、ここで時刻を直接入力するか、9.2.2章で説明したショートカットキーを使って設定します。

時刻を設定したら、Tab(Space-4-5)を押して次のフィールドに移動します。

14.3.2 エコー
目覚まし時計のアラーム音を選択します。｢時刻設定｣でTab(Space-4-5)を押すと、現在設定されているベルが聞こえます。Space-1かSpace-4で移動しながら、4種類のエコーから一つを選択してください。エコーを設定したら、Tab(Space-4-5)を押して次のフィールドに移動します。

14.3.3 曜日
このフィールドでは、一週間のうちでアラームを使う日を設定します。オプションは、｢オフ｣、｢一回だけ｣、｢平日｣、｢毎日｣の4つで、オプション間の移動にはSpace-1かSpace-4を使います。｢オフ｣に設定すると、設定時刻になってもアラームは鳴りません。｢一回だけ｣に設定すると、アラームは一回だけ鳴ります。｢平日｣に設定すると、月曜日から金曜日まで設定時間になるとアラームが鳴り、｢毎日｣に設定すると、週末を含めて毎日、設定時間になるとアラームが鳴ります。オプションを選択したら、Tab(Space-4-5)を押して次のフィールドに移動します。

14.3.4 アラーム秒数
アラームを鳴らす時間の長さを設定します。選択できる時間は、｢1分｣、｢2分｣、｢3分｣で、Space-1かSpace-4を押して選択します。｢1分｣に設定すると、アラームが1分間鳴り、1分後には止まります。

アラームを止めるには、BackSpace-Enterを押します。

14.3.5 目覚まし間隔

アラームを繰り返し鳴らす間隔を設定します。例えば、アラームが鳴り始め、｢鳴らす時間｣で設定した時間を過ぎて自動的にアラームが止まったとき、｢繰り返し鳴らす間隔｣を3分に設定している場合は、3分後に改めてアラームが鳴ります。選択できる時間は3、5、10、15、20分で、Space-1かSpace-4を押して選択します。

14.3.6 回数

アラームを何回鳴らすかを設定します。設定できる範囲は1回から10回までで、BackSpace-Enterを押してアラームを止めない限り、アラームは設定した回数鳴ります。回数はSpace-1かSpace-4を押して選択します。

14.3.7 確認/取消

｢確認｣ボタンでEnterを押すと、変更を保存して、ダイアログボックスを閉じます。

変更を保存しない場合は、｢取消｣ボタンまで移動してEnterを押すと、変更を保存せずに、以前の設定のままでダイアログボックスを閉じます。

14.4 カレンダー

ユーティリティメニューでSpace-4を押して｢カレンダー｣まで移動してからEnterを押すか、ユーティリティメニューで｢l(1-2-3)｣を押すと、｢太陽暦｣、｢太陰暦｣、｢曜日｣という項目を読み上げます。カレンダーには1841年から21.4.3年までのカレンダーデータがあります。この範囲外の年を入力してEnterを押すと、エラーメッセージを読み上げて、日付入力に戻ります。

14.4.1 カレンダーの使用方法

カレンダーは｢太陽暦｣、｢太陰暦｣、｢曜日｣で構成されています。｢太陰暦｣の閏月は｢l(1-2-3)｣で表示できます。カレンダーは日付単位で、デフィルトの日付はボイスセンスの最終設定日になります。日付を確認するには、日付を入力するか、日付を変更するショートカットキーを使います。

次は項目間の移動と日付の入力方法について説明します。

1) 項目間の移動

｢太陽暦｣と｢太陰暦｣と｢曜日｣を切替えるには、Tab(Space-4-5)あるいはShift-Tab(Space-1-2)を押します。　

2) 日付の入力

カレンダーで、｢年｣、｢月｣、｢日｣を入力します。｢年｣は4桁、｢月｣と｢日｣はそれぞれ2桁で、コンピュータ点字を使って入力します。｢年｣、｢月｣、｢日｣の間には、スペース、｢/（スラッシュ）｣、を挿入することができます。入力後にEnterを押すと、日付を知らせて次の項目に移動します。例えば、｢太陽暦｣で日付を入力してEnterを押すと、｢太陰暦｣に移動します。

3) 日付入力ホットキー

日付を入力して、Tab(Space-4-5)あるいはShift-Tab(Space-1-2)を押して｢太陽暦｣、｢太陰暦｣、｢曜日｣を確認することができます。
     次の日へ移動: Space-6
     前の日へ移動: Space-3
　　 次の週へ移動: Space-5
　　 前の週へ移動: Space-2
　　 次の月へ移動: Space-4
　　 前の月へ移動: Space-1
　　 次の年へ移動: Space-5-6
　　 前の年へ移動: Space-2-3
14.5 ストップウォッチ

ストップウォッチでEnterを押すと、｢00:00:00｣と表示します。ここでEnterを押すと、ストップウォッチがスタートします。Enterを再度押すと、ストップウォッチが一時停止して経過時間を読み上げます。ここでEnterを再度押すと、ストップウォッチが再スタートします。

ストップウォッチの使用中あるいは一時停止中にBackSpaceを押すと、経過時間を読み上げたあとに、時間が｢00:00:00｣に初期化されます。
ストップウォッチの使用前あるいは進行中にTab(Space-4-5)かShift-Tab(Space-1-2)を押すと、カウントダウンタイマーモードになります。

｢カウントダウンタイマー｣を実行すると、｢時｣、｢分｣、｢秒｣の入力が必要となりますので、それぞれ2桁の数字で入力します。数字は数符なしでコンピュータ点字あるいは1級点字を使って入力してください。時間を入力せずにEnterを押すと、デフォルト時間である1分からカウントダウンします。カウントダウンタイマーを実行すると、｢カウントダウンxx分｣と表示して、カウントダウンタイマーが動作します。カウントダウンタイマーでEnterを押すと、ボイスセンスは残り時間を知らせて、一時停止します。Enterを再度押すと、カウントダウンを再開します。BackSpaceを押すと、カウントダウンタイマーが初期化されます。タイマーが｢00:00:00｣になると、アラームが10秒間鳴ったあとで、カウントダウンタイマーが初期化されます。アラームが鳴っている間にBackSpace-Enterを押すと、アラームは停止してタイマーが初期化され、新しいカウントダウンの設定時間が入力できます。

カウントダウンタイマーの使用中にTab(Space-4-5)あるいはShift-Tab(Space-1-2)を押すと、ストップウォッチに戻ります。

ストップウォッチやカウントダウンタイマーを終了する場合は、Space-z(1-3-5-6)を押すと、ストップウォッチメニューに戻ります。
14.6 ネットワーク状態

このプログラムを使うと、ボイスセンスがインターネットに接続されているかどうかを確認できます。また、このプログラムは｢現在の接続タイプ｣、｢IPアドレス｣、｢サブネットマスク｣、｢Gateway｣、｢DNS｣、｢macアドレス｣の情報を提供します。

プログラムを実行するには、ユーティリティメニューの｢ネットワーク状態｣でEnterを押すか、ユーティリティメニューで｢n(1-3-4-5)｣を押します。プログラムを起動すると、接続タイプとアドレスの情報リストを読み上げます。ここでTab(Space-4-5)を押すと、ボイスセンスは｢更新｣ボタンに移動し、Tab(Space-4-5)を再度押すと｢閉じる｣と表示します。Shift-Tab(Space-1-2)を押すと逆方向に移動できます。

情報リストの最初の項目では、ボイスセンスの現在のインターネット接続状況（オンライン/オフライン）と接続タイプ（LAN、モデム、PPPOE、無線LAN、Bluetooth）を読み上げ、これに続いて｢現在のIPアドレス｣、｢サブネット｣、｢Gateway｣、｢DNS｣、｢macアドレス」と表示します。項目間の移動にはSpace-4かSpace-1を使います。ボイスセンスがインターネットに接続されていない場合は、状態情報には｢ボイスセンスがオフラインです｣と表示します。

｢更新｣ボタンでEnterを押すと、｢インターネット設定｣で設定したパラメータでインターネットへの接続を再試行して、オンライン、オフラインのどちらの状態であるかを読み上げます。このプログラムを終了するには、Space-z(1-3-5-6)を押すか、｢閉じる｣ボタンまで移動してEnterを押します。

プログラムメニューでネットワーク状態を開くには、Space-n(1-3-4-5)を押します。
14.7 バッテリー状態確認

バッテリー状態を確認するには、ユーティリティメニューで｢b(1-2)｣を押すか、Space-4かSpace-1で｢バッテリー状態確認｣まで移動してEnterを押します。あるいは、ボイスセンスの使用中にユーティリティメニューを呼び出さずにSpace-1-6を押しても確認できます。

｢バッテリー状態確認｣ではボイスセンスの電源に関する確認ができます。具体的には、現在のバッテリー充電量やACアダプタの使用状況を確認できます。

この機能を実行すると、｢充電　xx%、バッテリー（あるいはAC電源）使用中｣と表示します。内容の確認後、Space-z(1-3-5-6)を押すとメニューに戻ります。
14.8 フォーマット
ボイスセンスのflashdiskとSDカード、USBメモリをフォーマットすることができます。フォーマットすると保存されていたデータはすべて消去されますのでご注意ください。
以下手順です。
1) ユーティリティのメニュー項目からフォーマットを選択してEnterを押してください。ユーティリティメニュー内でf(1-2-4)を押しても実行できます。
2) ディスクリストと読み上げ、flashdiskとボイスセンスに挿入さているSDカードやUSBメモリが表示されます。フォーマットしたいディスクを選択してEnterを押してください。
3) 「フォーマットしますか？はい」と表示されますのでEnterを押してください。フォーマットしない場合はSpaceを押して「いいえ」に切替えてEnterを押してください。
フォーマットメニューを終了するにはSpace-z(1-3-5-6)を押してください。
14.9 スリープタイマー
スリープタイマーを設定すると、設定された時間が経過すると自動的に電源がオフになります。スリープタイマーは0分から90分の間で設定できます。
スリープタイマーを実行すると「スリープタイマー0」と読み上げます。ここで設定したい時間を数字で入力してください。
スリープタイマーを設定した状態でSpae-j(2-4-5-)を押すとスリープタイマーが作動して電源をオフにするまでの残り時間を表示します。
14.10ボイスセンス OSアップグレード 
インターネットあるいはアップグレードファイルが入っているディスクを利用してボイスセンスのアップグレードができます。インターネットを使ってアップグレードを行う場合は、実行前に｢インターネット設定｣を実行して設定を完了してください。ボイスセンスOSアップグレードを実行すると、ボイスセンスの全ての設定はデフォルト状態に戻りますが、Flashdiskのデータは保護されます。なお、この機能を実行する前には、ボイスセンスの全ての情報をバックアップすることをお薦めします。

アップグレードの実行中にアップグレードの取消はできませんので、リセットボタンを押したり、電源を切ったりしないでください。また、アップグレードの実行中はACアダプタを接続して外部から安定した電源を供給してください。ボイスセンスのアップグレードの所要時間は、ネットワークの速度などにもよりますが約30分です。アップグレードの実行中は、ボイスセンスに触らないでください。

アップグレードが成功すると、ボイスセンスは自動的に再起動します。

14.10.1 インターネットを利用したボイスセンス OSアップグレード

ボイスセンスのアップグレードは次の手順で行ってください。

1) インターネット接続が可能であることを確認してください。次に、ユーティリティメニューの｢ボイスセンスOSアップグレード｣でEnterを押すと、｢アップグレード？ オンライン｣と表示します。

2) ｢アップグレード？ オンライン｣でEnterを押すと、ボイスセンスはボイスセンスのサーバーに接続して、お客様のボイスセンスのバージョンと、サーバーにある最新バージョンを比較します。お客様のボイスセンスのバージョンよりサーバーのバージョンが新しければ、ボイスセンスは自動的にダウンロードを開始します。ボイスセンスのバージョンが最新である場合は、アップグレードを続行するかどうかを確認するメッセージを読み上げます。この質問のデフォルト設定は｢いいえ｣で、Enterを押すと、アップグレードが取消されます。Spaceで｢いいえ｣を｢はい｣に切替えてEnterを押すと、アップグレードファイルのダウンロードを開始します。
3) ファイルをダウンロードすると、ボイスセンスはアップグレードを実行します。アップグレードが完了すると、ボイスセンスは自動的に再起動します。アップグレードと再起動が完了するまでは、ボイスセンスのキーは触らないでください。
ただし、ダウンロード中であれば、Space-z(1-3-5-6)を押して取消すことができます。

4) アップグレード完了後は、プログラムメニューでSpace-v(1-2-3-6)を押して、ソフトウェアのバージョンを確認してください。

14.10.2 ディスクからのボイスセンス OSアップグレード

オフラインでのディスクからのOSアップグレードは次の手順で行ってください。

1) SDカードやSBメモリーなどのディスクをボイスセンスに接続します。アップグレード実行前には、必ずディスクにアップグレードファイルを保存してください。次に、ユーティリティメニューの｢ボイスセンスOSアップグレード｣でEnterを押します。

2) ｢アップグレード？ オンライン｣と表示しられたら、Space-4で｢アップグレード？ オフライン｣に切替えてEnterを押すと、ディスクリストを読み上げますので、Space-4でアップグレードプログラムを保存したディスクに移動してEnterを押します。

3) ボイスセンスはアップグレードを実行するかどうかを確認するメッセージを読み上げます。｢いいえ｣でEnterを押すと、アップグレードが取消されます。Spaceで｢いいえ｣を｢はい｣に切替えてEnterを押すと、ボイスセンスはアップグレードを開始します。ボイスセンスのバージョンが最新である場合は、確認メッセージは読み上げられません。

4) アップグレードが完了するまでは、ボイスセンスのキーを触らないでください。アップグレードが完了すると、ボイスセンスはプログラムメニューに戻って｢ファイル管理｣と表示します。

5) アップグレード完了後は、プログラムメニューでSpace-v(1-2-3-6)を押してソフトウェアのバージョンを確認してください。

14.12 ユーティリティのホットキー

電卓: c(1-4)

電卓の初期化: BackSpace-c(1-4)

数字または演算子の削除: BackSpace 
一般関数: Enter-g(1-2-4-5) 

プラス（加算）: 3-4-6点
マイナス（減算）: 3-6点
除算: 3-4点
乗算: 1-6点
パーセント: 1-4-6点
累乗: BackSpace-4-5

ルート: Enter-q(1-2-3-4-5)

小数点: 4-6点

左カッコ: 1-2-3-5-6点

右カッコ: 2-3-4-5-6点

パイ: Enter-p(1-2-3-4)

指数: Enter-e(1-5)

変数機能
変数リコール: BackSpace-r(1-2-3-5)

保存された全ての変数を削除: Enter-d(1-4-5)

変数に保存: BackSpace-s(2-3-4)

三角関数: Enter-s(2-3-4)

サイン: Enter-s(2-3-4)またはs(2-3-4)

アークサイン: Enter-s(2-3-4)またはa(1)

ハイパーボリックサイン: Enter-s(2-3-4)またはh(1-2-5)

コサイン: Enter-c(1-4)またはc(1-4)

アークコサイン: Enter-c(1-4)またはa(1)

ハイパーボリックコサイン: Enter-c(1-4)またはh(1-2-5)

タンジェント: Enter-t(2-3-4-5)またはt(2-3-4-5)

アークタンジェント: Enter-t(2-3-4-5)またはa(1)

ハイパーボリックタンジェント: Enter-t(2-3-4-5)またはh(1-2-5)

対数関数: Enter-l(1-2-3)

自然対数: Enter-l(1-2-3)またはe(1-5)

常用対数: Enter-l(1-2-3)またはn(1-3-4-5)

現在時刻: Space-t(2-3-4-5)

カレンダー: l(1-2-3)

項目移動
前の項目へ移動: Tab(Space-4-5)

次の項目へ移動: Shift-Tab(Space-1-2)

カレンダーでの日付移動キー
次の日へ移動: Space-6

前の日へ移動: Space-3

次の週へ移動: Space-5

前の週へ移動: Space-2

次の月へ移動: Space-4

前の月へ移動: Space-1

次の年へ移動: Space-5-6

前の年へ移動: Space-2-3

ストップウォッチ: w(2-4-5-6)

ストップウォッチスタート、一時停止、再スタート: Enter

ストップウォッチ初期化: BackSpace
経過時間の確認: Space
ストップウォッチとカウントダウンタイマーの切替え: Tab(Space-4-5)またはShift-Tab(Space-1-2)

カウントダウンタイマーの一時停止または再開: Enter

カウントダウンタイマーの初期化: BackSpace
残り時間の確認: Space
ストップウォッチまたはカウントダウンタイマーを閉じる: Space-z (1-3-5-6)

インターネット設定: i(2-4)
バッテリー状態確認: Space-1-6
ネットワーク状態確認: Space-n(1-3-4-5)
スリープタイマー：Space-j(2-4-5)
ブレイルセンス Plus B32 OSアップグレード: u(1-3-6)

ダウンロード情報の確認: Space-i(2-4)

ダウンロードを取消して閉じる: Space-z(1-3-5-6)
15. ヘルプメニューの使用

｢ヘルプ｣はボイスセンスの様々な機能の使用方法を説明するテキストファイルです。

｢ボイスセンスヘルプ概要｣には、ボイスセンスの全般的な機能の概要が記載されています。

ヘルプファイルを開くには、F1を押してプログラムメニューを呼び出し、Space-4で｢ヘルプ｣メニューまで移動してEnterを押すと、「ボイスセンスヘルプ概要｣と表示します。そこでEnterを押すと内容を読み上げます。この内容を読むときは、ワードプロセッサーでの移動キーを使用します。移動キーについては、17.4.2章をご参照ください。

｢基本機能のヘルプ｣には、｢基本機能｣の機能と使用方法が記載されています。これを開くには、F1を押してプログラムメニューを呼び出し、Space-4で｢ヘルプ｣メニューまで移動してEnterを押したら、Space-4で｢オプションメニューのヘルプ｣まで移動してEnterを押します。このヘルプの内容を読むときも、ワードプロセッサーでの移動キーを使用しますので、17.4.2章をご参照ください。

残りのファイル管理ヘルプからユーティリティヘルプまでは、ボイスセンスの各アプリケーションプログラムの使い方を記載しています。これらのセクションを開くには、F1を押してプログラムメニューを呼び出し、Space-4で｢ヘルプ｣まで移動してEnterを押します。次に、Space-4で内容を確認したいセクションまで移動してEnterを押します。
｢ボイスセンスの情報｣には、ボイスセンスの著作権情報とソフトウェアのバージョン情報が記載されています。
「ボイスセンス情報」を保存したい場合は「ヘルプ」の「ボイスセンス情報」でEnterを押してからF3またはSpace-4-5を押してください。「保存」ボタンが表示されますので、そこでEnterを押してください。するとボイスセンスは「保存完了」と表示して「保存」ボタンに戻ります。
保存されたファイルは「bs-information.txt」という名前で「flashdisk」に保存されます。
16. ActiveSyncの使用
16.1 ActiveSyncとは？

ActiveSyncとは、パソコンにインストールして、モバイルデバイスをパソコンに接続するプログラムです。このプログラムを使うと、モバイルデバイスからパソコンへのファイル転送や、パソコンからモバイルデバイスへのファイル転送ができます。パソコンのActiveSyncプログラムはボイスセンスと一緒には提供されませんので、ActiveSyncを使用したい場合は、パソコンをインターネットに接続してダウンロードしてください。

16.2 ボイスセンスをパソコンに接続

ボイスセンスをパソコンに初めて接続する前に、ボイスセンスの電源スイッチがオフになっていることを確認してください。次に、ActiveSyncをインストールして、USBケーブルでボイスセンスのUSB OTGポートとパソコンのUSBポートを接続します。それから、ボイスセンスの電源スイッチをオンにすると、ボイスセンスがチャイムを鳴らし、続いてパソコンもチャイムを鳴らします。これは、パソコンがボイスセンスに正しく接続されたことを知らせるチャイムです。

16.3 ActiveSyncプログラムでのボイスセンスの設定

ボイスセンスとパソコンが接続されると、パソコンに｢パートナーシップの設定｣という画面が表示されます。｢はい｣と｢いいえ｣の選択オプションで｢はい｣を選択すると、ボイスセンスとパソコンの次回接続時には、パソコンのMicrosoft Outlookとボイスセンスが自動的に同期します。｢いいえ｣を選択すると、ボイスセンスとパソコンの次回接続時には、再び｢パートナーシップの設定｣画面を読み上げます。

ボイスセンスとパソコンのMicrosoft Outlookを同期させる場合は、｢はい｣を選択して｢次へ｣ボタンを押すと、呼び出すモバイルデバイス名を入力する画面を読み上げますので、名前を入力してください。名前に空白は使えません。名前を入力して｢次へ｣ボタンを押すと、パソコンの機能リストを読み上げます。各機能にはチェックボックスがあります。ここで｢コンタクト｣のチェックボックスにチェックが入っていることを確認して｢次へ｣ボタンを押すと、ダイアログボックスを読み上げ、｢設定完了｣と表示しますので、｢確認｣ボタンを押します。

ActiveSyncは変更事項を検索し、ボイスセンスのアドレス帳の内容とMicrosoft Outlookのコンタクトの内容と同期します。ActiveSyncに関する詳細な情報については、www.microsoft.comをご参照ください。

16.4. ActiveSyncを利用したボイスセンスへのファイル転送

パソコンからボイスセンスにファイルを転送するには、まず、パソコン上で転送するファイルを検索して選択し、パソコンのキーボードで｢Ctrl-c｣を押してコピーをします。次に、パソコンで「Windowsキー-d」を押してデスクトップに移動し、｢m｣を押して｢マイ コンピュータ｣と表示したらEnterを押します。さらに、｢m｣を押して｢Mobile device｣まで移動してEnterを押します。ここでのモバイルデバイスはボイスセンスです。｢Mobile device｣を開いて、ボイスセンスのファイルリストに入り、｢マイ コンピュータ｣まで移動してEnterを押すと、ファイルリストを読み上げます。リスト内の｢Flashdisk｣というフォルダは、ボイスセンスのファイル管理で読み上げられる｢Flashdisk｣と同じです。｢f｣を押して｢Flashdisk｣まで移動しEnterを押すと、ボイスセンスのファイル管理にあるFlashdisk内のフォルダリストを読み上げますので、パソコンのキーボードで｢Ctrl-v｣を押して、コピーしたファイルを貼り付けます。

ActiveSyncを利用してボイスセンスからパソコンにフォルダをコピーする場合にも、同様の方法で行います。
17. コマンドリスト

17.1 共通キー

プログラムメニューの呼び出し: F1

プログラムメニューからの各プログラムの実行: F1-｢ショートカットキー｣ （プログラムごとに変わります）

タスクIDの呼び出し: F1-F4

前のプログラムに切替え: Space-F2-F3

次のプログラムに切替え: F2-F3

プログラムでのメニュー呼び出し: Space-m(1-3-4)またはF2

閉じる: Space-z(1-3-5-6)

エスケープ: ESCキー(Space-1-5)またはF4

ダイアログボックス内で次のコントロールへ移動: Tab(Space-4-5またはF3)

ダイアログボックス内で前のコントロールへ移動: Shift-Tab(Space-1-2またはSpace-F3)

前の文字へ移動: Space-3

次の文字へ移動: Space-6

前の行/項目へ移動: 上スクロールボタンまたはSpace-1

次の行/項目へ移動: 下スクロールボタンまたはSpace-4

行の最初/項目へ移動: Homeキー(Space-1-3)

行の最後/項目へ移動: Endキー(Space-4-6)

文書の最初へ移動または最初の項目へ移動: Ctrl-Homeキー(Space-1-2-3)

文書の最後へ移動または最後の項目へ移動: Ctrl-Endキー(Space-4-5-6)

前のページまたは前の32項目単位の最初の項目へ移動: Page upキー(Space1-2-6またはF1-F2)

次のページまたは次の32項目単位の最初の項目へ移動: Page downキー(Space3-4-5またはF3-F4)

左スクロール: 上スクロールボタン

右スクロール: 下スクロールボタン

各セルや項目へ移動：対応するカーソルキー

現在の項目を再読み上げ: Space-r(1-2-3-5)

現在の時刻を読み上げ: Space-t(2-3-4-5)

バッテリー状態確認: Space-1-6

オプション設定メニューの呼び出し: Space-o(1-3-5)

オンラインヘルプ: Space-h(1-2-5)

プリントスプール: Space-2-3-4-6

バージョン確認: ボイスセンスのプログラムメニューでSpace-v(1-2-3-6)

ネットワーク状態確認: ボイスセンスのプログラムメニューでSpace-n(1-3-4-5)

カタカナに変換: Enter-Space

半角カタカナに変換: BackSpace-Space-Enter

ひらがなに変換: BackSpace-Space

日本語変換/英語入力の切替: F1-F3

日本語・日本語変換・英語・英語全角の切替: F2-F4

現在の入力モード: Space-F2

音量を上げる: BackSpace-F4

音量を下げる: BackSpace-F1

音声速度を上げる: Space-F4

音声速度を下げる: Space-F1

音声トーンを上げる: Enter-F4

音声トーンを下げる: Enter-F1

音声切り替え:Enter-Backspace-v(1-2-3-6)

片手モード　オン: F3を押しながら電源を入れる

片手モード　オフ: F4を押しながら電源を入れる

Bluetoothのオン/オフ：BackSpace-3-4-5-6

無線LANのオン/オフ：BackSpace-1-4-5-6

有線LANのオン/オフ： BackSpace-1-5-6

スクロールボイスのオン/オフ：F3-上スクロールボタン

点字カーソルの選択：F4-上スクロールボタン

コントロール情報の選択：F2-下スクロールボタン

8点モードのオン/オフ： F1-下スクロールボタン

17.2 簡単起動コマンド

・F1ボタンと同時に以下のキーを押すと各アプリケーションを起動します。

例えば、ワードプロセッサの起動中でもF1とｂ(1-2)を同時に押すとウェブブラウザを起動します。

アドレス帳：a(1)

ウェブブラウザ：b(1-2)

センスチャット：c(1-4)

DAISYプレーヤー：d(1-4-5)

電子メール：e(1-5)

ファイル管理：f(1-2-4)

グーグルトーク：g(1-2-4-5)

ヘルプ：h(1-2-5)

ツィッター：i(2-4)

メディアプレーヤー：m(1-3-4)

RSSリーダ：n(1-3-4-5)

ドロップボックス：o(1-3-5)

グーグルマップ：p(1-2-3-4)

クイックブラウザ：q(1-2-3-4-5)

FMラジオ：r(1-2-3-5)

予定帳：s(2-3-4)

グーグルサーチ：u(1-3-6)

GPSナビ：v(1-2-3-6)

ワードプロセッサ：w(2-4-5-6)

・F3ボタンと同時に以下のキーを押すと各アプリケーションを起動します。

目覚まし時計：a(1)

Bluetoothマネージャー：b(1-2)

電卓：c(1-4)

ダイスゲーム：d(1-4-5)

フォーマット：f(1-2-4)

ブレインゲーム：g(1-2-4-5)

インターネット設定：i(2-4)

バックアップ復旧オプション：k(1-3)

カレンダー：l(1-2-3)

メニューマネージャー：m(1-3-4)

読み上げ辞書：p(1-2-3-4)

スクリーンリーダのターミナル：s(2-3-4)

時計設定：t(2-3-4-5)

OSアップデート：u(1-3-6)

ストップウォッチ：w(2-4-5-6)

・その他のコマンド

現在時刻：Space-t(2-3-4-5)

ネットワーク状態確認：Space-n(1-3-4-5)

バッテリー状態確認：Space-1-6

電子コンパス：Enter-5-6

デバイス名の変更：Backspace-Enter-e(1-5)

スリープタイマー：Space-j(2-4-5)

オプション設定：Space-o(1-3-5)

17.3 ファイル管理

17.3.1 ファイルリストとメニューリストでの移動キー

前の項目へ移動: 上スクロールボタンまたはSpace-1

次の項目へ移動: 下スクロールボタンまたはSpace-4

リストの最初の項目へ移動: Ctrl-Homeキー(Space-1-2-3)

リストの最後の項目へ移動: Ctrl-Endキー(Space-4-5-6)

17.3.2 ファイルリストでの移動キー

フォルダリストまたはファイルリストに移動: Space-5-6

ファイルリストとアドレスエディットボックス間の移動: Tab(Space-4-5またはF3) / Shift-Tab(Space-1-2またはSpace-F3)

選択したフォルダに入る/選択したファイルを開く: Enter

上位フォルダへ移動: BackSpace

最上位ディスクへ移動: Space-1-2-5-6

32項目前へ移動: Page upキー(Space-1-2-6またはF1-F2)

32項目後へ移動: Page downキー(Space-3-4-5またはF3-F4)

ファイルリストでファイルとフォルダの最初の文字を入力して移動

17.3.3 項目（フォルダまたはファイル）選択キー

項目単位での選択: Space

連続選択: Enter-b(1-2)

全て選択: Enter-a(1)

17.3.4 コマンド用のホットキー

開く: Enter-o(1-3-5)

プログラムから開く: Enter-e(1-5)

圧縮: Enter-z(1-3-5-6)

展開: Enter-u(1-3-6)

送る: Enter-s(2-3-4)

コピー: Enter-c(1-4)

切り取り: Enter-x(1-3-4-6)

貼り付け: Enter-v(1-2-3-6)

削除: Enter-d(1-4-5)

名前の変更: Enter-r(1-2-3-5)

新規文書: Enter-n(1-3-4-5)

新しいフォルダ: Enter-f(1-2-4)

ファイル変換: Enter-t(2-3-4-5)

全て選択: Enter-a(1)

ファイル並べ替え: Enter-g(1-2-4-5)

ファイル情報設定: Enter-l(1-2-3)

特定の種類のファイルのみを表示: Enter-w(2-4-5-6)

登録情報: Enter-i(2-4)

ファイル検索: Space-f(1-2-4)

情報: Enter-i(2-4)

ネットワーク接続設定の実行: Backspace-e(1-5)

リモートフォルダをネットワークから削除: Backspace-e(1-5)

17.4 ワードプロセッサー

17.4.1 コマンド用のホットキー

新規: Enter-n(1-3-4-5)

開く: Enter-o(1-3-5)

保存: Enter-s(2-3-4)

名前を付けて保存: Space-s(2-3-4)

現在の文書を閉じる: Space-q(1-2-3-4-5)

印刷: Space-p(1-2-3-4)

設定: Enter-e(1-5)

閉じる: Space-z(1-3-5-6)

選択開始: Enter-b(1-2)

コピー: Enter-c(1-4)

切り取り: Enter-x(1-3-4-6)

貼り付け: Enter-v(1-2-3-6)

削除: Space-d(1-4-5) 

空行削除: BackSpace-e(1-5)

クリップボードに追加: Enter-p(1-2-3-4)

クリップボードをクリア: Enter-d(1-4-5)

全て選択: Enter-a(1)

ファイルを挿入: Enter-i(2-4)

日付の挿入: Enter-w(2-4-5-6)

挿入/上書きモード変更: Space-i(2-4)

検索: Space-f(1-2-4)

再検索: Enter-f(1-2-4)

置換: Enter-r(1-2-3-5)

指定位置へ移動: Enter-l(1-2-3)

前のページへ: Space-1-2-6

次のページへ: Space-3-4-5

マーク: Enter-m(1-3-4)

マークに移動: Enter-j(2-4-5)

前の文書へ: Space-1-2

次の文書へ: Space-4-5

指定したテキストを読み上げ: BackSpace-b(1-2)

指定したテキストの先頭から読み上げ: Enter-u(1-3-6)

先頭からカーソルまで読み上げ: BackSpace-g(1-2-4-5)

カーソルから最後まで読み上げ: Enter-g(1-2-4-5)

自動スクロール: 上スクロールボタン・下スクロールボタン

状態を読み上げ: Space-3-4

点字文書レイアウト: BackSpace-p(1-2-3-4)

点字段落レイアウト: BackSpace-1-2-4-6

印刷文書レイアウト: BackSpace-t(2-3-4-5)

印刷段落レイアウト: BackSpace-2-3-4-6

17.4.2 その他のホットキー

前の文字へ移動: Space-3

次の文字へ移動: Space-6

前の単語へ移動: Space-2

次の単語へ移動: Space-5

行の先頭へ移動: Homeキー(Space-1-3)

行の最後へ移動: Endキー(Space-4-6)

前の行へ: 上スクロールボタンまたはSpace-1

次の行へ: 下スクロールボタンまたはSpace-4

前の段落へ移動: Space-2-3

次の段落へ移動: Space-5-6

文書の先頭へ移動: Ctrl-Homeキー(Space-1-2-3)

文書の最後へ移動: Ctrl-Endキー(Space-4-5-6)

現在の段落を読み上げ: Space-2-3-5-6

現在の行を読み上げ: Space-1-4

現在の単語を読み上げ: Space-2-5

現在の文字を読み上げ: Space-3-6

現在の段落を削除: BackSpace-2-3-5-6

現在の行を削除: BackSpace-1-4

現在の単語を削除: BackSpace-2-5

現在の文字を削除: Space-d(1-4-5)

現在カーソル位置の確認: Space-1-5-6

文字表示設定: Space-1-4-6

読み取り単位の設定: Space-2-4-6

読み取り専用の設定: Space-3-4-6

17.5 電子メール

17.5.1 Inboxでのホットキー

アカウントマネージャーの呼び出し: Enter-m(1-3-4)

新規メール受信: Enter-n(1-3-4-5)

メール作成: Enter-w(2-4-5-6)

返信: Enter-r(1-2-3-5)

全員に返信: BackSpace-r(1-2-3-5)

メールをブラウザで開く: BackSpace-o(1-3-5)

転送: Enter-f(1-2-4)

保管箱からメール送信: Enter-s(2-3-4)

フォルダ設定: Enter-p(1-2-3-4)

オプション設定: Enter-o(1-3-5)

スパム設定: Enter-e(1-5)

検索: Space-f(1-2-4)

再検索: BackSpace-f(1-2-4)

フォルダへ移動: BackSpace-x(1-3-4-6)

フォルダにコピー: BackSpace-c(1-4)

アドレスリストに差出人を追加: Enter-i(2-4) （Inboxの｢差出人｣のみで有効です）

受信したメールの削除: Space-d(1-4-5) （Inboxの｢タイトル｣と｢日付｣のみで有効です）

受信した電子メールを印刷: Space-p(1-2-3-4)

受信したメールをテキストファイルで保存: Space-s(2-3-4)

取消: Space-e(1-5)

取消してメールプログラムを閉じる: Space-z(1-3-5-6)

17.5.2 メールの送受信用のホットキー

アドレスリスト検索: Enter-l(1-2-3)

ファイル添付: Enter-f(1-2-4)

保管箱からメール送信: Enter-s(2-3-4)

保管箱からメール保存: BackSpace-s(2-3-4)

保管箱からメール名前を付けて保存: Space-s(2-3-4)

取消: Space-e(1-5)

取消してメールプログラムを閉じる: Space-z(1-3-5-6)

17.5.3 メールを読むときと作成するときのホットキー

選択開始: Enter-b(1-2)

全て選択: Enter-a(1)

クリップボードにコピー: Enter-c(1-4)

クリップボードに切り取り: Enter-x(1-3-4-6) （Inboxのメールを読むときには無効です）

クリップボードから貼り付け: Enter-v(1-2-3-6) （Inboxのメールを読むときには無効です）

削除: Space-d(1-2) （Inboxのメールを読むときには無効です）

ブロック取消: Space-e(1-5)

17.6 メディア

17.6.1 メディアプレーヤー

17.6.1.1 コマンド用のホットキー

ファイルを開く: Enter-o(1-3-5)

フォルダを開く: Enter-f(1-2-4)

ファイル追加: BackSpace-o(1-3-5)

フォルダ追加: BackSpace-f(1-2-4)

プレイリストの保存: Enter-i(2-4)

プレイリストに名前を付けて保存: Space-s(2-3-4)

削除: Space-d (1-4-5)

URLを開く: Enter-u (1-3-6)

再生: Enterまたは｢再生｣ボタン

前のトラック: 3点または｢前のトラック｣ボタン

次のトラック: 6点または｢次のトラック｣ボタン

5つ前のトラック: 2-3点

5つ後のトラック: 5-6点

最初のトラック: 1-3点

最後のトラック: 4-6点

音量を上げる: Space-上スクロールボタン

音量を下げる: Space-下スクロールボタン

速度を上げる: 3-4-5点

速度を下げる: 1-2-6点

移動時間の変更: 2点または5点

移動時間分進んで再生: 4点

移動時間分戻って再生: 1点

一時停止/継続: Spaceまたは｢再生/一時停止｣ボタン

停止: BackSpaceまたは｢停止｣ボタン

停止中のプレイリスト削除: Space-d(1-4-5)

録音ボタン: Enter-r(1-2-3-5)または｢録音｣ボタン

再生ボタン: Enterまたは｢再生｣ボタン

停止: BackSpaceまたは｢停止｣ボタン

録音一時停止/継続: Spaceまたは｢録音｣ボタン

詳細設定メニューでのコマンド用のホットキー

ブックマーク設定: Enter-m(1-3-4)

ブックマーク削除: Enter-d(1-4-5)

ブックマークへジャンプ: Enter-j(2-4-5)

指定した部分へ移動: Enter-g(1-2-4-5)

パーセンテージ移動:Backspace-p(1-2-3-4)

先頭位置の設定:Enter-p(1-2-3-4)

リリースポイント:Space-e(1-4)

マークメニューでのコマンド用のホットキー

マーク設定: BackSpace-m(1-3-4)

マークへ移動: BackSpace-j(2-4-5)

前のマーク: BackSpace-3

次のマーク: BackSpace-6

マーク削除: BackSpace-d(1-4-5)

マーク管理: BackSpace-k(1-3)

環境設定ダイアログボックス: BackSpace-c(1-4)

点字入力キー使用可能/使用不可: ｢前のトラック｣ボタン-｢次のトラック｣ボタン

再生設定ダイアログボックス: Enter-s(2-3-4)

録音設定ダイアログボックス: BackSpace-s(2-3-4)

イフェクト設定ダイアログボックス:Enter-e(1-4)

オプション切り替えのホットキー

「表示時間」の「経過時間」と「残り時間」の切替:t(2-3-4-5)

「リピート再生」の「はい」と「いいえ」の切替:r(1-2-3-5)

「シャッフル」の「オン」と「オフ」の切替:s(2-3-4)

17.6.1.2 再生情報タブでのホットキー

次の情報へ移動: Space-4

前の情報へ移動: Space-1

一時停止/一時停止状態からの再生再開: Space

再生開始: Enter

停止: BackSpace

次のファイルを再生: 6点

前のファイルを再生: 3点

最後のファイルを再生: 4-6点

最初のファイルを再生: 1-3点

5つ後のファイルを再生: 5-6点

5つ前のファイルを再生: 2-3点

音量を上げる: Space-上スクロールボタン

音量を下げる: Space-下スクロールボタン

速度を上げる: 3-4-5点

速度を下げる: 1-2-6点

移動時間の変更:2点または5点

移動時間分進んで再生: 4点

移動時間分戻って再生: 1点

メニューを開く: Space-m(1-3-4)

ヘルプを開く: Space-h(1-2-5)

プレイリストタブへ移動: Space-4-5/Space-1-2

メディアプレーヤーを閉じる: Space-z(1-3-5-6)

17.6.1.3 プレイリストタブでのホットキー

次のファイルへ移動: Space-4

前のファイルへ移動: Space-1

最後のファイルへ移動: Space-4-6

最初のファイルへ移動: Space-1-3

現在のファイルを選択/選択解除: Space

(再生中は｢再生/一時停止｣として使用可能です。)

ファイル選択開始: Enter-b(1-2)

選択したファイルの再生開始: Enter

再生停止: BackSpace

プレイリストから選択したファイルを削除: Space-d(1-4-5)

次のファイルを再生: 6点

前のファイルを再生: 3点

最後のファイルを再生: 4-6点

最初のファイルを再生: 1-3点

5つ後のファイルを再生: 5-6点

5つ前のファイルを再生: 2-3点

移動時間の変更:2点または5点

移動時間分進んで再生: 4点

移動時間分戻って再生: 1点

音量を上げる: Space-上スクロールボタン

音量を下げる: Space-下スクロールボタン

速度を上げる: 3-4-5点

速度を下げる: 1-2-6点

メニューを開く: Space-m(1-3-4)

ヘルプを開く: Space-h(1-2-5)

再生情報タブへ移動: Space-4-5/Space-1-2

メディアプレーヤーを閉じる: Space-z(1-3-5-6)

17.6.2. ラジオ

設定ダイアログボックス: Enter-e(1-5)

録音設定ダイアログボックス: BackSpace-s(2-3-4)

次の周波数検索:6点

前の周波数検索：3点

前の周波数を自動検索：2点、あるいは｢前のトラックボタン｣を短く押す

次の周波数を自動検索：5点、あるいは｢次のトラックボタン｣を短く押す

周波数移動：Space-f(1-2-4)

前のチャンネルに移動：1点, あるいは｢前のトラックボタン｣を長く押す

次のチャンネルに移動：4点, あるいは｢次のトラックボタン｣を長くおす

チャンネル管理：Enter-m(1-3-4)

チャンネル登録: Enter-s(2-3-4) 、あるいは｢録音｣ボタンを長く押す

チャンネル削除：Space-d(1-4-5), あるいは｢停止｣ボタンを長く押す

録音開始：｢録音｣ボタンを短く押す

録音停止：｢停止｣ボタンを短く押す

ミュート機能実行 ：Space, あるいは｢停止｣ボタンを短く押す

ミュート機能解除 ：Space, あるいは｢再生｣ボタンを短く押す

ボリュームアップ：Space-上スクロールボタン

ボリュームダウン：Space-下スクロールボタン

メニュー呼び出し：Space-m(1-3-4)、あるいはF2

録音設定ダイアログボックスのホットキー

一時停止:a(1)

17.6.3 DAISYプレーヤー

DAISYファイルを開く: Enter-o(1-3-5)

タイトルリストへ移動: Space-1-2-5-6

音声設定: Enter-s(2-3-4)

本の情報: Enter-i(2-4)

閉じる: Space-z(1-3-5-6)

再生/一時停止: Space

速度を上げる: 3-4-5点

速度を下げる: 1-2-6点

音量を上げる: Space-上スクロールボタン

音量を下げる: Space-下スクロールボタン

文書の最初に移動: Space-1-3またはSpace-1-2-3

最後の文章に移動: Space-4-6またはSpace-4-5-6

次の文章へ移動: 6点 または「次のトラック」ボタンを短く押す

前の文章へ移動: 3点 または「前のトラック」ボタンを短く押す

5つ次の文章へ移動: 4点

5つ前の文章へ移動: 1点

前のページへ移動: Space-1-2-6

次のページへ移動: Space-3-4-5

指定したページへ移動: Enter-g(1-2-4-5)

前のセクションへ移動：2点

次のセクションへ移動：5点

レベルを上げる：2-3点

レベルを下げる：5-6点

前のマークに移動: Space-3

次のマークに移動: Space-6

マーク設定: Enter-m(1-3-4)

マークに移動: Enter-j(2-4-5)

マーク削除: Space-d

次の見出しへ移動: Space-5 または「次のトラック」ボタンを長く押す

前の見出しへ移動: Space-2 または「前のトラック」ボタンを長く押す

現在の位置から最後までの見出しのスキャン: Enter-n(1-3-4-5)

現在の読み上げレベルと見出しの確認: Enter-w(2-4-5-6)

最初の見出し: Space-2-3

最後の見出し: Space-5-6

見出し検索: Space-f(1-2-4)

再検索: Enter-f(1-2-4)

17.7 オーガナイザー

17.7.1 アドレス帳

17.7.1.1 アドレス追加あるいはメニューフィールドでの移動キー

前のフィールドまたは前のメニュー項目への移動: 上スクロールボタンまたはSpace-1

次のフィールドまたは次のメニュー項目への移動: 下スクロールボタンまたはSpace-4

最初のフィールドまたは最初のメニュー項目への移動: Ctrl-Homeキー(Space-1-2-3)

最後のフィールドまたは最後のメニュー項目への移動: Ctrl-Endキー(Space-4-5-6)

17.7.1.2 アドレス検索結果での移動キー

レコード内の前のフィールドへ移動: Space-2

レコード内の次のフィールドへ移動: Space-5

レコード内の最初のフィールドへ移動: Homeキー(Space-1-3)

レコード内の最後のフィールドへ移動: Endキー(Space-4-6)

前のレコードへ移動: Space-1または上スクロールボタン

次のレコードへ移動: Space-4または下スクロールボタン

最初のレコードへ移動: Space-1-2-3

最後のレコードへ移動: Space-4-5-6

前のレコードと同じフィールドに移動: Space-3

次のレコードと同じフィールドに移動: Space-6

17.7.1.3 コマンド用のホットキー

アドレス追加: Enter-i(2-4)

アドレス検索: Enter-s(2-3-4)

アドレス修正: Enter-m(1-3-4)

アドレス削除: Space-d(1-4-5)

全て選択: Enter-a(1)

アドレスをファイルとして保存: Enter-t(2-3-4-5)

アドレス印刷: Space-p(1-2-3-4)

アドレスリストバックアップ:Enter-u(1-3-6)

アドレスリスト復旧:Enter-r(1-2-3-5)

バックアップオプション設定:Enter-e(1-5)

設定の追加/アドレスフィールドの追加：Enter-o(1-3-5)

17.7.1.4 その他のホットキー

Tab: Space-4-5

Shift-Tab: Space-1-2

取消: Space-e(1-5)またはF4

閉じる: Space-z(1-3-5-6)

17.7.2 予定帳

17.7.2.1 コマンド用のホットキー

次のフィールドへ移動: Tab(Space-4-5)

前のフィールドへ移動: Shift-Tab(Space-1-2)

予定追加: Enter-i(2-4)

予定検索: Enter-s(2-3-4)

予定修正: Enter-m(1-3-4)

予定削除: Space-d(1-4-5)

予定のバックアップ: Enter-u(1-3-6)

予定の復旧: Enter-r(1-2-3-5)

バックアップオプション設定: Enter-e(1-5)

アラームオプション: Enter-o(1-3-5)

予定名を付けて保存: Enter-t(2-3-4-5)

予定印刷: Space-p(1-2-3-4)

17.7.2.2 検索結果リストでの移動キー

予定リストでの予定間の移動

同じ日の前の予定へ移動: 上スクロールボタンまたはSpace-1

同じ日の次の予定へ移動: 下スクロールボタンまたはSpace-4

同じ日の最初の予定へ移動: Space-1-3

同じ日の最後の予定へ移動: Space-4-6

登録した全ての予定を対象にした予定間の移動

前の予定へ移動: Space-2

次の予定へ移動: Space-5

最初の予定へ移動: Space-2-3またはSpace-1-2-3

最後の予定へ移動: Space-5-6またはSpace-4-5-6

17.8 ウェブツール
17.8.1 ウェブブラウザ

17.8.1.1 コマンド用のホットキー

URLを開く: Enter-u(1-3-6)

開く: Enter-o(1-3-5)

名前を付けて保存: Space-s(2-3-4)

URLをコピー: BackSpace-d(1-4-5)

リンクアドレスをコピー: BackSpace-l(1-2-3)

閉じる: Space-z(1-3-5-6)

先頭からカーソルまで: BackSpace-g(1-2-4-5)

カーソルから最後まで: Enter-g(1-2-4-5)

自動スクロール:上スクロールボタン・下スクロールボタン

ブロック選択開始: Enter-b(1-2)

コピー: Enter-c(1-4)

クリップボードに追加: Enter-p(1-2-3-4)

ホームページへ移動: BackSpace-h(1-2-5)

前のテキストへ移動: Space-2-4-6

次のテキストへ移動: Space-1-2-4-5-6

前のページへ移動: BackSpace-Space-3またはBackSpace-p(1-2-3-4)

次のページへ移動: BackSpace-Space-6またはBackSpace-n(1-3-4-5)

更新: Enter-r(1-2-3-5)

履歴リストを開く: Enter-h(1-2-5)

履歴リストで選択したタイトルのアドレスを確認: Space-i(2-4)

検索: Space-f(1-2-4)

再検索: Enter-f(1-2-4)

リンクリスト: BackSpace-i(2-4)

ホームページとして登録: Enter-s(2-3-4)

お気に入りに追加: BackSpace-a(1)

お気に入りリスト: Enter-l(1-2-3)

オプション: BackSpace-o(1-3-5)

17.8.1.2 ウェブブラウザでのオーディオファイル再生時のホットキー

音量を上げる: Space-上スクロールボタン

音量を下げる: Space-下スクロールボタン

再生: ボイスセンス前面の｢再生｣ボタン

停止: ボイスセンス前面の｢停止｣ボタン

17.8.1.3 ページを読むときのホットキー

前のリンクへ移動: Shift-Tab(Space-1-2)

次のリンクへ移動: Tab(Space-4-5)

コンボボックス(リストボックス)で次の項目を選択: BackSpace-Space-4

コンボボックス(リストボックス)で前の項目を選択: BackSpace-Space-1

前のフォームコントロールへ移動: Space-1-2-3-4-6

次のフォームコントロールへ移動: Space-1-3-4-5-6

前のテーブルへ移動: Space-3-4-5-6

次のテーブルへ移動: Space-1-4-5-6

前のセルへ移動: Space-2-3

次のセルへ移動: Space-5-6

上のセルへ移動: Space-3-5

下のセルへ移動: Space-2-6

現在のセルの読み上げ: Space-2-3-5-6

上位テーブルの前のセルへ移動: BackSpace-2-3

上位テーブルの次のセルへ移動: BackSpace-5-6

上位テーブルの上のセルへ移動: BackSpace-3-5

上位テーブルの下のセルへ移動: BackSpace-2-6

現在位置の確認: Space-1-5-6

　　

前のフレームへ移動: Space-3-4-6

次のフレームへ移動: Space-1-4-6

現在の行の読み上げ: Space-r(1-2-3-5)

17.8.2 クイックブラウザ

URLを開く：Enter-u(1-3-6)

閉じる：Space-z(1-3-5-6)

先頭からカーソルまで読み上げ：Backspace-g(1-2-4-5)

カーソルから最後まで読み上げ：Enter-g(1-2-4-5)

ホームへ移動：Backspace-h(1-2-5)

前のページへ移動：Backspace-p(1-2-3-4)

次のページへ移動：Backspace-n(1-3-4-5)

前の見出しへ移動：1の点またはBackspace-b(1-2)

次の見出しへ移動：4の点またはBackspace-f(1-2-4)

前のテキストへ移動：3の点またはSpace-2-4-6

次のテキストへ移動：6の点またはSpace-1-2-4-5-6

前のリンクへ移動：2の点またはSpace-1-2かF3

次のリンクへ移動：5の点またはSpace-4-5かSpace-F3

次のテキスト・見出し・リンクへ移動：5-6の点

前のテキスト・見出し・リンクへ移動：2-3の点

更新：Enter-r(1-2-3-5)

履歴：Enter-h(1-2-5)

検索：Space-f(1-2-4)

再検索：Enter-f(1-2-4)

RSSフィード一覧：Enter-j(2-4-5)

ホームとして登録：Enter-s(2-3-4)

お気に入りに追加：Backspace-a(1)

お気に入りリスト：Enter-l(1-2-3)
テキスト選択ウインドウ開始：Space-s(2-3-4)

テキスト選択ウインドウ実行時のホットキー

テキスト選択ウインドウを閉じる：Space-z(1-3-5-6)

ブロック選択開始：Enter-b(1-2)

コピー：Enter-c(1-4)

クリップボードに追加：Enter-p(1-2-3-4)

全て選択：Enter-a(1)

17.8.3 Google検索
次のコントロールへ移動：F3またはSpace-4-5

前のコントロールへ移動：Space-F3またはSpace-1-2

カテゴリや検索結果の選択：上下矢印キーまたはSpace-1かSpace-4

検索結果をブラウザで開く：Enter

Google検索の終了：Space-z(1-3-5-6)
17.8.4 RSSリーダ
新しいヘッドラインの受信：Enter-r(1-2-3-5)

OPMLファイルのインポート：Enter-o(1-3-5)

OPMLファイルのエクスとポート：Space-s(2-3-4)

ポッドキャストのダウンロード：Enter-d(1-4-5)

オプション：Backspace-o(1-3-5)

カテゴリーリスト

カテゴリーの挿入：Enter-i(2-4)

カテゴリーの削除：Space-d(1-4-5)

カテゴリー名の変更：Enter-m(1-3-4)

フィードリスト
フィードの検索：Enter-n(1-3-4-5)

フィードの挿入：Enter-i(2-4)

フィードの削除：Space-d(1-3-4)

フィード名の変更：Enter-m(1-3-4)

フィードの移動：Backspace-v(1-2-3-6)
17.9 ソーシャルネットワーキング

17.9.1 ツイッター

サインアウト：Enter-g(1-2-4-5)

個人情報：Enter-i(2-4)

現在のタイムラインを保存：Space-s(2-3-4)

ホームタイムライン：Enter-h(1-2-5)

ユーザータイムライン：Enter-u(1-3-6)

現在のユーザータイムライン：Backspace-u(1-3-6)

メンションタイムライン：Enter-m(1-3-4)

自分のツイートをリツイート：Backspace-o(1-3-5)

リストタイムライン：Backspace-p(1-2-3-4)

お気に入りタイムライン：Enter-l(1-2-3)

ツイート：Enter-t(2-3-4-5)

ツイートの削除：Space-d(1-4-5)

リツイート：Enter-e(1-5)

リプライ：Enter-y(1-3-4-5-6)

お気に入りに登録：Enter-v(1-2-3-6)

お気に入りリスト：Enter-l(1-2-3)

ダイレクトメッセージを送る：Enter-s(2-3-4)

送信済みダイレクトメッセージ：Backspace-m(1-3-4)

受信したダイレクトメッセージ：Backsapce-r(1-2-3-5)

フォローする：Backspace-a(1)

フォローしている人：Backspace-l(1-2-3)

フォロワー：Backspace-e(1-5)

グローバル検索：Space-f(1-2-4)

ユーザ検索：Backspace-f（1-2-4）

検索ワード一覧：Backspace-w(2-4-5-6)

現在のタイムラインからツイートを検索する：Backspace-s(2-3-4)

現在のタイムラインからツイートを再検索する：Backspace-Space-s(2-3-4)

リストマネージャ：Enter-p(1-2-3-4)

ユーザーをリストに追加：Enter-k(1-3)

ユーザービュー一覧：Enter-j(2-4-5)

現在のツイートのリストビュー：Enter-w(2-4-5-6)

次のリスト：Enter-n(1-3-4-5)

更新：Enter-r(1-2-3-5)

閉じる：Space-z(1-3-5-6)

次のツイートへ移動：Space-4

前のツイートへ移動：Space-1

最新リスト先頭のツイートへ移動：Space-1-2-3

最新リスト最後のツイートへ移動：Space-4-5-6

リスト内の前の32件に移動：Space-1-2-6

リスト内の次の32件に移動：Space-3-4-5

前のリストへ移動：上スクロールボタン（Space-1）

次のリストへ移動：下スクロールボタン（Space-4）

リストの先頭へ移動：Space-1-2-3

リストの最後へ移動：Space-4-5-6

選択したフォルダやファイルを開く：Enter

前のフォルダへ戻る：Backspace
17.9.2 Googleトーク

ファイルメニューコマンド

サインアウト：Enter-l(1-2-3)

コンタクトリストのエクスポート：Backspace-x(1-3-4-6)

コンタクトリストのインポート：Backspace-i(2-4)

閉じる：Space-z(1-3-5-6)

アクションメニューコマンド

チャットの開始：Enter-s(2-3-4)

音声チャットの開始：Enter-h(1-2-5)

音声チャットの中断：Space-e(2-4)

ファイル送信：Enter-f(1-2-4)

コンタクトリスト一覧：Enter-n(2-3-4-5)

新しいチャットへ移動：Enter-t(2-3-4-5)

チャット管理：Enter-m(1-3-4)

前のチャットへ移動：Space-p(1-2-3-4)

次のチャットへ移動：Space-5-6

コンタクトメニューコマンド

コンタクトの追加：Backspace-q(1-2-3-4-5)

コンタクトの削除：Space-d(1-4-5)

コンタクトのブロック：Backspace-b(1-2)

ブロックリスト管理：Backspace-m(1-3-4)

コンタクト情報：Enter-i(2-4)

コンタクトリスト管理：Enter-p(1-2-3-4)

オプションメニューコマンド

マイステータスオプション：Backspaceu(1-3-6)

アクションオプション：Backspace-a(1)

アラートオプション：Backspace-o(1-3-5)

パスオプション：Backspace-p(1-2-3-4)

チャットウィンドウメニュー

ファイルメニューコマンド

会話の保存：Space-e(1-5)

チャットの終了：Space-z(1-3-5-6)

編集メニューコマンド

切り取り：Enter-x(1-3-4-6)

コピー：Enter-c(1-3)

削除：Space-d(1-4-5)

貼り付け：Enter-v(1-2-3-6)

範囲指定開始：Enter-b(1-2)

全文選択：Enter-a(1)

検索：Enter-f(1-2-4)

再検索：Backspace-f(1-2-4)

Googleトークのナビゲーションキー

前へ移動：Space-1

次へ移動：Space-4

前の32件へ移動：Space-1-2-6

次の32件へ移動：Space-3-4-5

リストの先頭へ移動：Space-1-2-3

リストの最後へ移動：Space-4-5-6

17.9.3 センスチャット
チャットの保存：Enter-s(2-3-4)
チャットに名前を付けて保存：space-s(2-3-4)
閉じる：space-z(1-3-5-6)
17.10 アクセサリ

17.10.1 Google Maps

検索のホットキー
住所検索：Space-f(1-2-4)
拡張施設検索：Enter-f(1-2-4)
位置設定のホットキー
GPSの測位位置をスタート地点に設定する：s(2-3-4)
所在地情報：Enter-i(2-4)
ユーザー施設のホットキー
ユーザー施設マネージャー：Enter-u(1-3-6)
ユーザー施設を保存：Space-s(2-3-4)
ユーザー施設の読み込み：Enter-l(1-2-3)
経路のホットキー
経路設定：Enter-r(1-2-3-5)
移動した経路を見る：Enter-h(1-2-5)
経路を初期化する：Backspace-i(2-4)
経路情報：Enter-c(1-4)
目的地への方向と距離：Enter-d(1-4-5)
オプションのホットキー
通知および距離の設定：Enter-o(1-3-5)
GPS受信機の選択：Enter-g(1-2-4-5)
17.10.2 DropBoxのホットキー

ユーザー情報ダイアログを開く: Enter-i (2-4) 

ファイルの検索: Space-f (1-2-4) 

ファイルのダウンロード: Enter-t (2-3-4-5) 

ファイルのアップロード: Enter-u (1-3-6) 

ファイルリンク: Enter-l (1-2-3) 

コピー: Enter-c (1-4) 

切り取り: Enter-x (1-3-4-6) 

貼り付け: Enter-v (1-2-3-6) 

削除: Space-d (1-4-5) 

新しいフォルダ: Enter-n (1-3-4-5) 

ログイン情報設定: Space-i (2-4)
17.11 ゲーム
17.11.1 ダイスゲーム
さいころを振る：Enter

終了する：Space-z(1-3-5-6)

17.11.2 ブレインゲーム
ゲーム開始：Enter

ゲーム終了：Space-z(1-3-5-6)
17.12 ユーティリティ

17.12.1 電卓

電卓の初期化: BackSpace-c(1-4)

数字または演算子の削除: BackSpace

一般関数: Enter-g(1-2-4-5)

プラス（加算）: 3-4-6点

マイナス（減算）: 3-6点

割る（除算）: 3-4点

掛ける（乗算): 1-6点

パーセント: 1-4-6点

累乗: BackSpace-4-5

ルート: Enter-q(1-2-3-4-5)

小数点: 4-6点

開くカッコ: 1-2-3-5-6点

閉じるカッコ: 2-3-4-5-6点

パイ: Enter-p(1-2-3-4)

指数: Enter-e(1-5)

変数リコール: BackSpace-r(1-2-3-5)

保存された全ての変数を削除: Enter-d(1-4-5)

変数に保存: BackSpace-s(2-3-4)

三角関数: Enter-s(2-3-4)

サイン: Enter-s(2-3-4)またはs(2-3-4)

アークサイン: Enter-s(2-3-4)またはa(1)

ハイパーボリックサイン: Enter-s(2-3-4)またはh(1-2-5)

コサイン: Enter-c(1-4)またはc(1-4)

アークコサイン: Enter-c(1-4)またはa(1)

ハイパーボリックコサイン: Enter-c(1-4)またはh(1-2-5)

タンジェント: Enter-t(2-3-4-5)またはt(2-3-4-5)

アークタンジェント: Enter-t(2-3-4-5)またはa(1)

ハイパーボリックタンジェント: Enter-t(2-3-4-5)またはh(1-2-5)

対数関数: Enter-l(1-2-3)

自然対数: Enter-l(1-2-3)またはe(1-5)

常用対数: Enter-l(1-2-3)またはn(1-3-4-5)

クリップボードにコピー: Enter-i(2-4)

オプション設定: Enter-o(1-3-5)

17.12.2 電子コンパス
コンパスの起動：Enter-5-6

コンパスの終了：Space-z(1-3-5-6)またはSpace-e(1-5)
17.12.3 現在時刻

現在時刻表示: Space-t(2-3-4-5)

17.12.4 カレンダー

前の項目へ移動: Tab(Space-4-5)

次の項目へ移動: Shift-Tab(Space-1-2)

次の日へ移動: Space-6

前の日へ移動: Space-3

次の週へ移動: Space-5

前の週へ移動: Space-2

次の月へ移動: Space-4

前の月へ移動: Space-1

次の年へ移動: Space-5-6

前の年へ移動: Space-2-3

17.12.5 ストップウォッチ

ストップウォッチスタート、一時停止、再スタート: Enter

ストップウォッチ初期化: BackSpace

経過時間の確認: Space

ストップウォッチとカウントダウンタイマーの切替え: Tab(Space-4-5)またはShift-Tab(Space-1-2)

カウントダウンタイマーの一時停止または再開: Enter

カウントダウンタイマーの初期化: BackSpace

残り時間の確認: Space

ストップウォッチまたはカウントダウンタイマーを閉じる: Space-z(1-3-5-6)

17.12.6 バッテリー状態確認

バッテリー状態確認: Space-1-6

17.12.7 ボイスセンス OSアップグレード

ダウンロード情報の確認: Space-i(2-4)

ダウンロードを取消して閉じる: Space-z(1-3-5-6)
17.3 設定

17.13.1 時計設定

次の日へ移動: Space-6

前の日へ移動: Space-3

次の週へ移動: Space-5

前の週へ移動: Space-2

次の月へ移動: Space-4

前の月へ移動: Space-1

次の年へ移動: Space-5-6

前の年へ移動: Space-2-3

1時間後へ移動: Space-4

1時間前へ移動: Space-1

10分後へ移動: Space-5

10分前へ移動: Space-2

1分後へ移動: Space-6

1分前へ移動: Space-3

午前と午後の切替え: Space-x(1-3-4-6)

17.13.2 Bluetooth接続

Bluetoothデバイスのスキャン: Enter-r(1-2-3-5)

デバイス接続: デバイス名でEnterを押します。

ペアリング情報削除: Space-(1-4-5)

サービス接続: サービス名でEnterを押します。

サービス切断: Enter-d(1-4-5)

FTPサービス

ローカルフォルダを開く: Enter-o(1-3-5)

コピー: Enter-c(1-4)

貼り付け: Enter-v(1-2-3-6)

移動: Enter-s(2-3-4)

ファイルの復旧: Enter-r(1-2-3-5)

新規フォルダ: Enter-f(1-2-4)

ファイル/フォルダの削除: Space-d(1-4-5)

情報: Enter-i(2-4)

17.13.3 読み上げ辞書

前のコントロールへ移動: Tab (space-4-5)

次のコントロールへ移動:Shift-tab (space-1-2)

登録された前の項目へ移動:Space-1

登録された次の項目へ移動:Space-4

単語追加: Space-i( 2-4)

単語修正:Space-m (1-3-4)

単語削除: Space-d (1-4-5)

17.13.4 バックアップ/復旧

前の項目に移動: Space-1あるいは上スクロールボタン

次の項目に移動: Space-4あるいは下スクロールボタン

前のコントロールに移動: Shift-Tab(Space-1-2あるいはSpace-F3)

次のコントロールに移動: Tab(Space-4-5あるいはF3)

18. 問題点の解決ガイド

ボイスセンスの使用中に問題が発生した場合は、次の確認をお願いします。

18.1 ボイスセンスに電源が入らない場合

1) バッテリーが正しく挿入されているかを確認してください。

2) バッテリーが正しく挿入されている場合は、ACアダプタを接続して、そのACアダプタが電源コンセントに正しく接続されているかを確認してください。また、使用前にはバッテリーを充電してください。
3) また、キーロックスイッチがロックになっていないか確認してください。
18.2 音声が聞こえない場合

1) ボリュームが上がっているかを確認してください。ボリュームを上げるには、BackSpace-F4を押します。

2) 音声がオンになっているかを確認してください。音声をオンにするには、Space-o(1-3-5)を押してオプションメニューを呼び出し、v(1-2-3-6)を押します。次に、Spaceを押して音声をオンに設定し、Enterを押します。

18.3 音声が速すぎて分からない場合

Space-F1を押して音声速度を下げます。

18.4 音声トーンが低すぎるまたは高すぎる場合

Enter-F4を押して音声トーンを上げるか、Enter-F1を押して音声トーンを下げます。

18.5 現在使用しているプログラムや機能が分からない場合

F1を押してプログラムメニューに戻り、F2-F3を押すと、開いているプログラム間を移動して現在の状態を確認できます。

ワードプロセッサーの使用中に現在の状態を確認する場合は、Space-1-5-6を押します。

18.6 インターネットに接続できない場合

1) LANを使う場合は、イーサネットケーブルが正しく接続されているかを確認してください。

2) モデムを使う場合は、電話線がモデムに正しく接続されているかを確認してください。

3) PPPOE接続を使う場合は、イーサネットケーブルが正しく接続されているかを確認してください。

18.7 メール

メールのダウンロードの際に問題が発生した場合は、POP3とSMTPが正しく設定されているかインターネットサービスプロバイダに確認してください。

18.8. ボイスセンスから反応がない場合

キーを押してもボイスセンスが反応しない場合はリセットします。ボイスセンスをリセットするには、リセットボタンを押すか、1-2-3-4-5-6-F2-F3を同時に押します。リセットボタンは5秒以上続けて押さないようにしてください。
19. 付属品

ボイスセンスの付属品については、有限会社エクストラにお問い合わせください。

有限会社エクストラ
〒422-8002

静岡県静岡市駿河区谷田44-15 セントラルヒルズ101

TEL：054-264-8608

FAX：054-264-8613

E-mail：support@extra.co.jp

URL：http://www.extra.co.jp/
20. 技術サポート情報

ボイスセンスの設定や操作に関するお問い合わせは、有限会社エクストラ技術サポートまでお願いします。
有限会社エクストラ

〒422-8002

静岡県静岡市駿河区谷田44-15 セントラルヒルズ101

TEL：054-264-8609（技術サポート）
FAX：054-264-8613

E-mail：tech@extra.co.jp

URL：http://www.extra.co.jp/
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